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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　巻ノ一　木津川口海戦始末







　時は戦国時代──。

　次代の覇は者しやは、全国多数のにゃんこう宗門徒たちの心をつかんだ大おお坂さか本ほん猫びよう寺じか、それとも天下布武を掲かかげる織お田だ信のぶ奈なか。

　摂せつ津つを舞ぶ台たいに陸と海とで同時に繰くり広ひろげられた本猫寺・毛もう利り連合軍と織田軍との決戦は、本猫寺側の圧勝で終わろうとしていた。

　木き津づ川がわ口での海戦では、毛利方に味方した瀬せ戸と内うちの海かい賊ぞく衆・村むら上かみ水軍が、その圧あつ倒とう的てきな機動力と火力を用いた自じ爆ばく特とつ攻こうによって、織田方の九く鬼き水軍を殲せん滅めつ。

　陸では、本猫寺方の鉄てつ砲ぽう傭よう兵へい集団・雑さい賀か衆が、織田信奈率いる織田軍旗本衆と史上初となる鉄てつ砲ぽう隊同士の一大銃じゆう撃げき戦せんを繰り広げ、鉄砲の数と熟練度に劣おとる織田方をついに破った。

　雑賀衆の総大将・雑賀孫まご市いちが放った銃じゆう弾だんを受けて脚あしを負傷した織田軍の総大将・織田信奈は、配下の相良さがら良よし晴はるや明あけ智ち光みつ秀ひで、滝たき川がわ一かず益ますらとともに、川から陸へと乗り上げてきた戦船を急造砦とりでとして籠ろう城じようを試みたが、村上水軍と雑賀衆らに水陸から包囲されて絶体絶命となった。

　織田信奈は「金かねヶが崎さきの退き口」をはじめこれまでになんども敗戦を味わってきたが、これほど完かん膚ぷなきまでに敗れ、追おい詰つめられた経験はなかったといっていい。

　砦の周囲、三方の陸には雑賀衆の鉄砲部隊、一方の川には村上水軍の大船団。

　もう、どこにも逃にげ場ばがなかった。

　包ほう囲い網もうを突とつ破ぱしようにも、信奈自身、多量の出血によって移動することも困難だった。

　援えん軍ぐんもない。織田家の各部隊は、各地で起きた一いつ揆きによって動けなくなっている。

　船砦へと追い詰められた信奈は、義妹・蒲生がもうレオン氏うじ郷さとのすすめに従って、禁断の兵器を用いざるを得なくなった──やまと御ご所しよに伝わる古代兵器「三種の神器」を発動させたのだ。

　だがその三種の神器の正体は、敵をなぎ払はらう破は壊かい兵器ではなく、この世界と彼方かなたの世界とをつなぐ「天岩戸」を開く鍵かぎだった。

　しかも、天空に開いた天岩戸へ連なる階段の前で「俺は帰る」「帰さない」と逡しゆん巡じゆんする信奈と良晴の二人の姿が、日ノ本各地の空に同時に映し出された。まるで蜃しん気き楼ろうのように。

　信奈による天下布武を理想とする少女・蒲生レオン氏郷は、三種の神器を用いて、万人が見守る中、相良良晴を彼方の世界へと送り返すことで、この危機を乗り切ろうと考えていたのだ。

　民心が信奈から離はなれ全国で一揆が発生した一因は、未来から来た身分すら持たぬ風ふう来らい坊ぼう・相良良晴との禁じられた恋こいの噂うわさにある。

　織田信奈はあのような得体の知れない者と恋こい仲なかになってこの国の身分制度を破壊しようとしている、と特権階級である武士や地じ侍ざむらい・土ど豪ごうたちが怒いかり、「許されぬ身分違ちがいの恋に惑まどった織田信奈はやまと御所を乗っ取って自ら姫ひ巫み女こになり、相良良晴を関白にしようとしている」という怪かい文ぶん書しよが何者かの手で全国に配られ、信奈の非常識さに不安になった民たちもまた次々と一揆に参戦した。

　やまと御所簒さん奪だつの汚お名めいを着せられた信奈が天下万民の前で相良良晴を彼方の世界へ帰せば、濡ぬれ衣ぎぬは晴れる。

　本猫寺は、信奈と戦う最大の大義名分を失う。

　全国で多発している一揆を沈ちん静せい化することもできる──。

　氏郷は、そう信じて信奈に三種の神器を発動させた。

　よもや、信奈が、天下万民が固かた唾ずを飲のんで見守っている前で、




「たとえ死が二人を引ひき裂さこうとも、わたしの心は、いつまでも良晴とともに。わたしの伴はん侶りよは生しよう涯がいあなただけよ」




　信奈を振ふり切って帰ろうとしていた良晴に、死を覚かく悟ごした接せつ吻ぷんを与あたえるとは、夢にも思っていなかった。

　氏郷はまだ恋を知らない少女だった。天下布武に突つき進すすむ英えい雄ゆう・信奈に淡あわい憧あこがれと恋こい心ごころのような感情を抱いだいていたが、信奈が相良良晴へ抱いている想いを理解できるほど氏郷は成熟していなかった。

　なぜ信奈と良晴が接吻する姿を目の当たりにした自分が震ふるえながら泣いているのかも、理解できなかった。

　日ノ本の誰だれもが、信奈と良晴の恋の噂が真実であったことを、知った。

　取り残されて階段の下から二人をただ見守ることしかできなかった、明智光秀も。

　そしてこの時、天空へ連なる階段を上りかけていた良晴と信奈の身体からだは、地上で大鉄砲・八や咫た烏がらすを構えている鉄砲名人・雑賀孫市から丸見えだったのだ。

　雑賀孫市にはべる雑賀衆の少女たち──蛍ほたる、小こ雀すずめたちが、固く抱きあい口づけを交わしている信奈と良晴の頭に八咫烏の照準を合わせていた孫市に、決断を迫せまった。

　織田信奈と相良良晴の運命は今この時、孫市の掌しよう中ちゆうにあった。




「孫市さま！」

「織田信奈さまは、なにも、お捨てにならないと──」

「相良良晴と添そい遂とげると」

「天下万民の前で、そう、宣言なされました！」

「撃うちますか、それとも」

「この国の未来は、孫市さまのお心ひとつで決まります」

　紀州の土豪の跡あと取とり娘むすめ・天てん衣い無む縫ほうの雑賀孫市は、雑賀の鉄砲部隊が誇ほこる圧倒的な武の力でこの戦には勝利したが、己個人としては織田信奈に敗れた、と悟さとっている。

　自分はただ自分自身の自由のために暴れてきた。われこそは天衣無縫。そう信じていたが、この戦に駆かり出されたのは本猫寺との友誼よしみのためであって孫市の本意ですらない。が、織田信奈は違う──織田信奈は、百年にわたって混迷し続けているこの日ノ本の戦乱を終わらせるために、まったく新しい価値観をもたらそうとしている、そのためにあらゆる汚名を受けながら自らの意志で戦っているのだ、と思い知らされたのだ。

　自分とは器が違う、と孫市は痛感させられていた。

　相良良晴との身分を超こえた恋も、天下布武も、従来の日ノ本の価値観というものを超ちよう越えつした信奈にとっては等しく価値があり、等しく自分の命を賭とすに値する夢なのだ。

（なんちゅう、強ごう欲よくな女や）

　この英雄をここで葬ほうむってしまえば、この国の歴史は変わってしまうだろう。おそらくは、つまらない方向へ──。

　が、織田信奈を見み逃のがせば、信奈は自身が最後の一兵になろうとも必ず再起してくる。ぜったいに、あきらめない。命が尽つきるまで、信奈は立ち止まらない。この戦乱はさらに続く──。

「孫市さま！」

　それ以上迷っている猶ゆう予よは、孫市には与えられなかった。

　この遠えん距きよ離りから信奈を正確に狙そ撃げきできる名手は、鉄砲名人の孫市だけではなかった。

　ありえない弓矢の達人、という者が戦国時代にはごくわずかながら、存在する。

　たとえば、かつて信奈に滅ほろぼされて城を追われた、南近おう江みの六ろつ角かく一族──六角承じよう禎ていとその息子むすこ・六角義よし治はる。

　甲こう賀がへ逃のがれて消息を絶った六角親子は、蒲生レオン氏郷の旧主でもある。

　その六角親子ならば、これほどの距きよ離りから信奈の頭を正確に射い貫ぬくことも、可能なのだ。

「……～～!?」

　孫市は、言葉にならない叫さけびを上げながら、八咫烏を撃っていた。

　信奈と良晴の頭をともに貫かん通つうする勢いで、遠方から、一本の矢が放たれていたのだ。

　孫市は、その矢に、空中で種子島の銃弾を当てて消し飛ばした。

　とっさに、信奈と良晴を、守っていた。

　理り屈くつではない。

　種子島を自分の肉体の一部と化すまで調練してきた孫市の指が、自ら意志を持ったかのように二人を守ろうとしていたのだ。

「あれほどの距離から、あの強弓！」

「孫市さま、あれはいったい？」

「けんにょはんを狙撃して、織田家と本猫寺の和平を潰つぶしたやつや！　こないな無益な戦をやらせよってからに……！」

　次々と、信奈めがけて矢が放たれる。

　良晴が、信奈を抱だきしめてかばった。

　階段の下で呆ぼう然ぜんと固まっていた明智光秀たちが、慌あわてふためいて階段を上りはじめた。

　人の足では間に合わん、矢のほうが速い、と孫市は叫んだ。

「蛍！　八咫烏改、弐に式しき！」

「弐式です！」

「矢を何本放っても、織田信奈には一本も当てさせん！」

　次の種子島を受け取った孫市が、矢をもう一本、銃弾で消し飛ばした。

　しかし、間に合わない。

　なぜなら──。

「しもた。射手は二人おる！　あかん。うち一人では……！」

　孫市は絶望した。

　おそらく射手の一人は、信奈に滅ぼされて甲賀へ逃れた元戦国大名の六角承禎。

　これまでなんども織田家包囲網に参加して再起をはかってきた男であり、日へ置き流りゆう弓術の家伝を継けい承しようしたほどの天才。戦国を代表する弓矢の達人である。

　もう一人は、六角承禎の息子・六角義治だ。

　まだ若いが、父親の弓の才能を受うけ継ついでいると言われていた。

　これほどの遠距離から矢で人間を狙撃できる射手は、この二人しか考えられない。

　対する孫市は、ただ一人。

　六角親子が同時に放ってくる矢を、ついに、防ぎきれなくなった。

　信奈を抱きしめてかばっていた相良良晴の背中に、三本の矢が、いっせいに突き刺ささっていた。

　矢を受けた良晴の鼻と口から鮮せん血けつが溢あふれてくるさまを、それでもなお信奈を守ろうと矢面に自分の背中を向けて立ち続けている姿を、孫市は見た。

「……良晴はん!?」

　あかん。助からん、と孫市は思った。

　信奈は、薄うすれていく意識にあらがいながら、良晴の身体を突き飛ばしていた。

　自分の的になっている良晴をかばうために、突き放して距離を取ろうとしたのだろう。

　明智光秀、滝川一益たちが、階段から崩くずれ落ちていく信奈の身体を抱き留とめた時。
















　相良良晴の身体は、宙を舞まって、そして──砦の背後に流れる鉄てつ砲ぽう水みずの中へと落ちていた。

　良晴の帰き還かんを待ち受けていた「天岩戸」は、この時、不意に閉じられていた。










　決けつ壊かいした激流へと落ちた相良良晴の行方ゆくえは、そのまま、わからなくなった。

　折から川の水量が増えていたところへ、良晴が堤つつみを切って氾はん濫らんさせていたためだろう。

　氏郷たちに抱かかえられて甲かん板ぱんへとおろされた信奈は、もうろうとした意識の下、関白・近衛このえ前さき久ひさのカン高い叫び声を聞いていた。

「者ども、姫巫女さまからの御ご綸りん旨じが届いたでおじゃる！　本猫寺、織田軍、ともに撤てつ兵ぺいしてこれより半年の間、和わ睦ぼくいたすでおじゃる！　寺社と武家とはこれ以上戦うべからず！　ともに、日ノ本を支える両輪となって力を合わせよ！　それが姫巫女さまのご意志でおじゃる！」

　和平交こう渉しように口を挟はさんで失敗した近衛前久は、まだ、停戦をあきらめていなかったらしい。

　ほんものの御綸旨なのか、近衛がとっさに捏ねつ造ぞうした偽にせ物ものなのか、今は考えている場合ではなかった。

　明智光秀が「心得たです、謹つつしんで御綸旨を拝受いたしますです！」と近衛にひれ伏ふしている姿が、甲板に寝ねかされて青空を見上げている信奈の視界の片かた隅すみに映っていた。

　信奈たちを包囲していた雑賀孫市のもとにも勅ちよく使しが駆け込んできて、そして孫市はその御綸旨をすぐに受けた。

　孫市は「許せん」と六角親子をとらえようとして雑賀衆を戦場のあちこちへと放ったが、すでに六角親子は姿を消していた──おそらく、潜せん伏ぷく先の甲賀へとすばやく逃にげ去さったのだろう。

　甲賀は忍しのびの里だ。六角親子には、手練れの忍びが護衛としてついているのだろう。




　本猫寺当主のきょうにょがこの御綸旨を蹴ければ、信奈の命運は尽きていたはずだった。

　だが、きょうにょは、御綸旨を蹴らなかった。

　きょうにょ自身も、一いつ揆きに加わった本猫寺の門徒たちの多くも、織田家と戦う意い欲よくを失っていたのだ。

　彼女たちは、人類史上初の鉄てつ砲ぽう隊同士による大銃じゆう撃げき戦せんを目もく撃げきし恐きよう怖ふと衝しよう撃げきにおののき、本猫寺の教義である「笑い」を捨てて死に神と化した雑賀孫市が屍し体たいの山を築いて血の海を進軍していく凄せい惨さんな姿に怯おびえ、そしてそんな揺ゆれ動うごく心のままに、天空にその光景を見た。

　織田信奈と相良良晴の、決して越えられない身分の壁かべに阻はばまれた悲ひ恋れんを。

　良晴が信奈の盾たてとなって背中に矢を受けていくさまを。

　そんな良晴を、信奈が突き飛ばして矢から守ろうとした姿を。

　種子島──そして、「天岩戸」が開くという奇き跡せきすらかすむ、織田信奈と未来人の禁断の恋こい。

　彼女たちは、この混乱と絶望の時代に、まったく新しい世界の扉とびらが開かれた、そう直感していた。

　雑賀孫市は雑賀衆を率いて紀州へと戻もどり、村上水軍は木津川口を出て瀬戸内の海へと帰った。

　織田領の各地で一いつ斉せい蜂ほう起きした門徒たちの一揆も、それぞれいったん解散となった。

　信奈に既き得とく権益を奪うばわれた旧支配者層──各地の土ど豪ごう・国人の勢力だけが、細々と抵てい抗こうを続けることになった。

　本猫寺・毛利連合軍と織田軍との合戦は、半年の間、水入りとなった──。

　織田家は、四し面めん楚そ歌かの窮きゆう地ちをかろうじて脱だつした。

　だが、たった半年という期限付きである。

　そして、相良良晴の行方は、まったくわからないままとなった。

　人々は、「相良良晴は織田信奈を守るためにわが身を盾として立ち往生したのだ」「いや、相良良晴は織田信奈に天下を盗とらせるために天岩戸をくぐって彼方かなたの世界へと帰ったのだ」とささやきあった。










　本猫寺との停戦成立からしばらくして、織田領の各地から主立った家臣たちが京きように集まってきた。

　脚あしを負傷した信奈は、停戦後、京の本ほん能のう寺じで傷を癒いやしていたのだ。

「幸い、骨は無事であったのでな。孫市の弾だん丸がんが逸それて直ちよく撃げきを免まぬがれたおかげじゃ。八咫烏の弾たまが直撃しておったらその場で脚がもげておったわ。もう歩けるわい。よいぞよいぞ」

　名医・曲ま直な瀬せベルショールから「快復」の太たい鼓こ判ばんをもらった信奈は、その日の朝から、本能寺の境内に寝ね転ころがって善後策を練っていた。

　あの天岩戸開きの際に失血から失神して、良晴の腕うでの中で意識が遠くなった。それ以後の記き憶おくがほとんどない。

　目が覚めたら、本能寺の布団の上だったのだ。

　相良良晴が姿を消したという報告も、まるで夢のようだった。

　いまだに実感がない。

　良晴が戦場から消え、周囲を完全に包囲され、信奈自身は瀕ひん死しとなって失神。どうやってあの修しゆ羅ら場ばから生せい還かんできたのか、いぶかしく思ったりもする。

　どうやら、近衛前久と姫巫女にかろうじて救われた、らしい。

「姫さま。にゃんこう宗門徒たちは、姫さまへの敵意をなくしています。むしろ心情的には姫さまのお味方となった者が多いみたいです。これも、身を挺ていして姫さまをかばったサルの手て柄がらですっ」

　信奈の隣となりで、越えち前ぜんで一時は一揆に囲まれて苦戦していた猛将・柴しば田た勝かつ家いえが、「姫さまのお美しいご尊顔をはじめてその目で見た民草は男女問わず姫さまに夢中です！　当然ですよねっ」と胸を張っていた。

「デアルカ」

「いきなり天空に姫さまとサルの姿が浮うかび上がった時にはどうなるかと思いましたが、男はことごとく姫さまの美び貌ぼうに心を奪われ、女の子たちは姫さまとサルの悲恋に涙なみだして姫さまのお味方になったようです」

「そう。男ってほーんと、単純ね」

　今はなき斎さい藤とう道どう三さんとはじめて対面した時も、あの蝮まむしともあろう者がわたしの艶あで姿すがたに狼ろう狽ばいしていたわね……と、信奈はずっと昔のことのように道三との出会いを回想していた。

「相良どのの行方が知れないことが気がかりですが、あの天岩戸開きによって姫は民の心をつかみました。奇跡です。蒲生どのに、八十点」

　利り休きゆうが点たてた茶を飲みながら、信奈の姉代わりをつとめている丹に羽わ長なが秀ひでが「相良どの不在ゆえに十点と言いたいところですが、盛っておきます」と悲しげにほほえんだ。

「サルはどうせ生きてるって、長秀。あいつが姫さまを置いて勝手に死ぬわけないだろっ」

「ですね、勝家どの。相良どのの生き汚ぎたなさは驚きよう異い的ですから」

「そうだよ。そのうち、サルはふらりと帰ってくるさ。その時は、姫さまに無断で留守したことを責めて殴なぐってやるからなっ」

「……こくこく」

　虎とらのかぶり物をかぶったかぶき者の前まえ田だ犬いぬ千ち代よが無言で、しかし大きくうなずいた。

　みな、良晴は生きている、という前提で信奈に接している。

　信奈を気き遣づかって演技をしているのではなく、誰だれもが良晴の生存を信じているのだ。

「いやあ。ついにサルくんとの恋こい仲なかが天下に知られることになりましたね、姉上。サルくんが戻ってきたら、しのごの言わずに祝言をあげましょう」

　信奈の弟、津つ田だ信のぶ澄すみがういろうを犬千代に与あたえながらご陽気に笑った。

「さすがに、それは無理です～。サル晴さんと掟おきて破りの祝言ということになれば、サル晴さんが織田家を去ったために上じよう洛らくする機会を逸いつしている武たけ田だ家と上うえ杉すぎ家に、またまた上洛の口実を与えることになっちゃいます～。そうなると、武田家の防ぼう波は堤ていと化しているわが松まつ平だいら家が最初に消し飛びます～」

　遠江とおとうみから駆かけつけてきた信奈の妹分・松平元もと康やすはぶるぶると怯えている。

　織田家とは同盟関係にある松平家だったが、西へ進出した織田家ばかりが膨ぼう張ちようして東を受け持つ松平家はずーっと武田信しん玄げんに攻こう撃げきされる一方というわけで、最近はすっかり信奈の家臣というか妹分扱あつかいである。

「許されぬ恋仲だった兄さまがいなくなったので、姫さまが天下に同情されて人気者になったということですな？　兄さまが姫さまとくっついたら、また敵だらけになるのですな？」

　良晴の妹・ねねが、ういろうをぱくぱくとほおばりながら長秀に質問した。

　金ヶ崎の退き陣じんの時には良晴が戦死したと聞いて号泣したねねだったが、今は良晴の生還を誰よりも強く信じている。

「そうですね、ねねどの。女の子はともかく、男たちはそうなるでしょう。姫の美貌に彼らが心を奪われた以上、姫のお心を盗ぬすんでいった相良どのはいまや天下の男たちにとってやっかみの対象です。ありていに言えば、『死ね相良良晴！　貴様は零れい点てんだ』という扱いです」

「おお。つまり天下の男児の多くが、川かわ並なみ衆になったようなものですな！」

「むろん織田家の足軽たちや相良どのになじみの深い領民は別です。みな相良どのを慕したっておりますから。ただ、他国の者は相良どのをよく知りませんから」

「まったく、相良氏うじも罪作りな男でござるな。どーせどっかで鼻の下をのばちて浮うわ気きちているにきまっているでごじゃるよ」

　忍びの集会から帰還した蜂はち須す賀か五ご右衛え門もんは、苦虫をかみつぶしたような顔で天てん井じようからぶらさがっていた。

「……そうです、どこかで浮気していやがるに違ちがいないです。というか信奈さまと浮気するなんて……」

　信奈の片かた腕うでとも言うべき文武両道の智将・明智光秀は、最近なぜか短たん筒づつの手入れを欠かさない。

　フロイス経由で売ってもらった南なん蛮ばん渡と来らいの短筒を、このところ、暇ひまさえあればしこしこと磨みがいている。

「……婚こん約やく不ふ履り行こうですよ。いくら戦場で追おい詰つめられてとち狂くるっていたからって、信奈さまの唇くちびるを奪うとか、不義不忠の輩やからにもほどがあります……」

　長秀たちが、そんな光秀を眺ながめながら（いつも妙みようといえば妙ですが、ほんとうに様子が妙ですね）（……母君のご病気が重くて大変らしい）（あれだろ。女の子の日なんだよ、うん）（勝家は相変わらずだねえ、このままじゃ旦だん那なさまは見つからないよははは）と約一名を除いて心配顔。

　良晴の婚こん約やく者を自認する光秀は、なおも「あの接せつ吻ぷんはなにかの間ま違ちがいです、戦場では人はおかしくなるものです。いえ、きっと信奈さまが民の心をつかむためにとっさの策をひらめいてそれを実行したのです」とあーだこーだつぶやいている。

　信奈は（十じゆう兵べ衛えが妙だわ。やっぱりわたしと良晴が恋仲だと知ってしまったことが衝撃だったのかしら。いずれ十兵衛と話をつけないと）と思いながらも、今は目の前の諸問題に対応しなければならなかった。

　東に武田信玄と上杉謙けん信しんがいて、いずれも織田家を倒たおして上洛するという野心を隠かくさない。

　西にはなおも毛利が立ちはだかり、さらに足下である摂せつ津つの中心には本猫寺、紀き伊いには雑賀衆。

　半年の停戦期間が終われば、毛利・本猫寺と再び合戦になるだろう。

　その隙すきに武田か上杉が上洛してくれば、織田家はこんどこそもたない。

（まして、良晴がいないままだなんて……ううん。良晴に頼たよりきりじゃダメよ。良晴がいない今こそ、歯を食いしばって踏ふみとどまらなくちゃ……もしも、もう良晴が戻ってこないとしても……）

　良晴はもう、戻ってこないかもしれない。

　わたしをかばって、死んでしまったのかもしれない。

　相良良晴、討ち死に。

　その可能性は、高かった。

　信奈だけでなく、織田家の誰もが、薄うす々うす感じていることである。

　あの戦場で織田軍は良晴を徹てつ底てい的てきに捜そう索さくしたが、ついに見つからなかったのだ。

（せめて、未来の世界に無事に帰っていて、そしてお父さんお母さんと再会していてほしい）

　蒲生氏郷いわく、三種の神器の霊れい力りよくは今回の奇跡で使い果たされた。もう、天岩戸を開くことはできない──もし未来に良晴が帰き還かんしていたとすれば、信奈は永遠に良晴と会えないのだ。

（それでも、良晴が、生きていてさえくれれば）

　信奈は、不意に湧わきあがってきそうになった涙をこらえながら、有あり馬ま温泉での療りよう養ようを終えて復活なった竹たけ中なか半はん兵べ衛えと黒くろ田だ官かん兵べ衛えの二人少女軍師に、「今後の策を具申しなさい」と命じた。

　竹中半兵衛と黒田官兵衛も良晴が消えたことに衝しよう撃げきを受けているが、今は軍師として知ち恵えを絞しぼりこの難局を打開するしかない。

「くすんくすん。先日の合戦でおわかりになったでしょうが、川と海に守られた本猫寺を陸から攻せめ落とすことは不可能です。さりとて、摂津の要所を押さえている本猫寺を放置したまま中国に遠えん征せいして毛利と決戦するのは無理です。それこそ退路を断たれます。門徒さんたちが信奈さまに共感を覚えたからといって、いったんはじまった合戦がこのまま終わる道理はありません。くすんくすん」

　半兵衛は良晴の失しつ踪そう以来、毎日目を真っ赤に腫はらしている。

　今は半兵衛の無二の親友となっている官兵衛が、そんな半兵衛の細い肩かたを支えながら、うなずいた。

「シム。本猫寺を封ふうじなければ、織田家はこのまま防戦一方だ。もう一度木津川口を封ふう鎖さして、毛利からの兵ひよう糧ろうと援えん兵ぺいの搬はん入にゆうを絶つしかないよ」

「はい。官兵衛さんのおっしゃるとおりです。水路を封じれば、毛利さんも雑賀衆さんも本猫寺に加勢できなくなります」

「でもその木津川口では、左さ近こん率いる九鬼水軍が毛利方の村上水軍に蹴け散ちらされたわ。村上水軍の強さは異常よ。中国の小さな勢力にすぎなかった毛利家が厳いつく島しまの合戦で勝利して中国の覇は者しやとなれたのは、瀬せ戸と内うちの海を支配する村上水軍が味方したからだって言われていたけれど、ほんとうだったようよ」

「その滝川一益さまから、村上水軍に勝つ案をいただいております。くすんくすん」

「左近から？　そういえば左近とレオンが顔を見せないわね」

　信奈の妹分で織田家四天王の一人・滝川一益は九鬼水軍を率いて、村上水軍に大敗した。

　近江の名門の娘むすめ・蒲生レオン氏郷は信奈の人質から義妹へと引き立てられた少女で、三種の神器を合戦に投入して信奈の危機を救った──だが、信奈と良晴の恋仲が天下に知られるきっかけを作ってしまい、停戦後は自ら謹きん慎しんしている。

　お互たがいに、「信奈の妹」の立場を自認して譲ゆずらず、仲なか違たがいしていた二人だったが──。

「今、二人は力を合わせて村上水軍に勝つ作戦を一いつ緒しよに練ってるんだよ。特に、三種の神器を戦場で使わせた蒲生レオンはかなり反省しているよ」

　官兵衛が「でもレオンはどうやって三つ目の神器を手に入れたんだろう」と首をひねった。

「このシメオンも、もともとは三種の神器を使って天岩戸を開き、相良良晴を未来へ帰すつもりだったんだよ。動機はだいたいレオンと同じさ。ただ、三つ目の神器・勾まが玉たまは源平合戦の際に瀬戸内の壇だんノ浦うらに沈しずんで失われていたはずなんだ。あそこは村上水軍が支配する海域だから、勾玉を手に入れるのは容易じゃなかったはずだよ」

「デアルカ。レオンはたしか、南なん蛮ばんの宣教師ガスパールから勾玉を送られたって言っていたわね。あの子はキリシタンだから、そのつながりでしょうね」

「宣教師さんですか。海の向こうから来た宣教師さんがどうしてすでに忘れられた日ノ本の神話や三種の神器にそれほど詳くわしいのでしょう。くすんくすん」

「ふむ。宣教師と言っても、本業は別にあるのかもしれないよ。フロイスのように宣教師が本職という者ばかりじゃないからね。商人とか軍人とかいろいろいるからね。九州でこのシメオンに洗礼を施ほどこしてくれた宣教師は、もともとは交易のために日ノ本に来た商人だったよ」

「デアルカ……宣教師も、ザビエルやフロイスのような布教目的の者ばかりじゃない……少し、きな臭くさい話ね」

　いずれにしても、今はその宣教師ガスパール──九州のキリシタン大名・大おお友とも家のもとに滞たい在ざいしているらしい──について調べている余よ裕ゆうはなかった。

　村上水軍と再び戦い、勝つ。

　それ以外に、この包ほう囲い網もうを突とつ破ぱする方法はないのだ。

「くすんくすん。官兵衛さんが打開策の大筋を考えられました。海での実戦に長たけた滝川一益さまと蒲生氏郷さまが、まもなく信奈さまのもとを訪れて具体的な献けん策さくを直接されると思われます。膨ぼう大だいな予算がかかりますが、織田家のすべてを投入すべき時かと」

「まあ案だけならしょせん絵に描かいた餅もちだが、この天下一軍師のシメオンなら策を具体化できる。ふふふ」

　きっとわたしがひらめいた策と播はり磨まが考えている策は同じね、と信奈がほほえんだ。

「くすん。信奈さまは天岩戸開きにより、新しい人の生き方を天下万人に知らしめました。神仏に頼らず、身分の壁かべのような因習を越こえ、純じゆん粋すいな恋こいに生きるという新しい道です。これで民心は信奈さまへと一気に傾かたむきました。本猫寺門徒の一いつ揆きは沈ちん静せい化していくでしょう。あとは、信奈さまが圧あつ倒とう的てきな武ぶ威いを示して志だけでなく力をも備えていることを知らしめれば、天下布武は実現します」

　わ、わたしには別にそんな意図はなかったけれど……というかあの時は意識がもうろうとしていて……天下万民に良晴との接吻を見られたとか冗じよう談だんでしょ……と信奈は赤くなったり青くなったりしながら、手にしていた茶器をくるくると回した。

（ああもう、なんてことしてしまったのよわたしは！　ぜんぶなかったことにしたいっ！　思いだしちゃった！　死にたい、死にたいっ！　誰だれかわたしを殺してっ！）

　思わず衝しよう動どう的に叫さけびたくなったが、良晴はほんとうに死んでしまったのかもしれない、と思うとそういう軽口を叩たたく気分にはなれない。しかし、いくら追い詰められていたからってなんという恥はずかしいまねを天下万民の前でわたしは……あれじゃ良晴がわたしに惚ほれているんじゃなくて、まるでわたしのほうが良晴に骨ほね抜ぬきにされてるみたいじゃない……接吻……人前で……接吻……いやあああ！　信奈はなんども襲おそってくるめまいに耐たえた。

　そして、あいつが戻もどってきたら無む慈じ悲ひなお仕置きだから、と心に決めた。

「もっとも、相良良晴があの接吻の直後に戦場から忽こつ然ぜんと消えてしまったから、天下の同情が織田信奈に集まったのだけれどもね。少なくとも男どもはそうだよね。相良良晴が戻ってきたらきっと身分にうるさい各地の地じ侍ざむらいや国人どもはほとんど織田家の敵になるな、サルが天下人をかっさらうなどという史上最大の下げ克こく上じようは許さないとか言いだして。ふふふ」

「はい、官兵衛さん。信奈さまのあの神々しいお姿に動じなかった殿との方がたは、上杉謙信さんを毘び沙しや門もん天てんの化身とあがめ奉たてまつっている上杉家の男武将さんたちくらいだそうです。越後の殿方は皆みなさんちょっと特別らしいですから、ふふ」

　半兵衛が苦笑いし、勝家たち家臣団もどっと沸いた。

　そんな中、光秀だけがどんよりと沈んでいた。

「もしかして……先せん輩ぱいはもう戻ってこないのではないですか」

　短筒をせっせと磨きながら、そんな禁句をぼそりと口走った。

　一同が、しーん、と静まりかえってしまった。

「じゅ、十兵衛。みんな良晴がいないからって落ち込んでいたら、良晴に悪いと思って、空元気を出してるんじゃない。ねねなんて、まだちっちゃいのにけなげなものでしょ？　たまには空気読みなさいよ」

「でも。信奈さまたちは、先輩が見つからなかった場合、この先何十年も先輩が生きているという前提でお芝しば居いを続けるですか？」

　ちょ。明智どの空気読めなすぎ三点です。悪い子ですぞ！　と勝家たちがあわてはじめた。

「十兵衛！」

「十兵衛は、とても耐えられないです」

　信奈と光秀は、互いに睨にらみあった。

「わたしたちは良晴が生きていると信じているだけよ。芝居をしているんじゃないわ。金かねヶが崎さきの時だって、良晴はちゃんと生せい還かんしたじゃない？」

「あの時は前ぜん鬼きが忍にん法ぽうを用いたのと、この十兵衛が身を挺ていして瀕ひん死しの先輩を救出してやったから奇き跡せき的に助かっただけです。今回は違ちがいます。十兵衛はただ見ていることしかできませんでした……十兵衛の責任です。もう、先輩は……十兵衛の手の届かないところに……」

「十兵衛？　どうしちゃったのよ。元気を出しなさい！」

「だって。先輩と信奈さまが禁断の恋こい仲なかだとか、そんなの、ありえねえです！　先輩がほんとうに生きて戻ってきたらどうするつもりですか!?　本気で祝言でもあげやがるですか？　そんなことをやったら、こんどこそ織田家滅めつ亡ぼうです！　どうして……どうして、信奈さまは……」

「……十兵衛」

「あんなまね、仮に先輩を引き留めるためのお芝居だったとしてもありえないです！　信奈さまは、天下も恋も両方自分のものにすると宣言することで、武田信玄と上杉謙信を挑ちよう発はつしたですよ？」

「た、民は、なぜか支持してくれたわよ？」

「それは、先輩が消えたからですぅ！　のこのこ戻ってきたら大騒そう動どうですぅ！　だいいち民にいくら支持されても武田信玄と上杉謙信を敵にまわして勝てるはずないですよっ」

「十兵衛？　今日はまるで冷静さを欠いてるみたいだけど。もしかして、わたしが良晴と接せつ吻ぷんしたことを怒おこってるわけ？」

「ちちちち違いますですっ！　どどどどうしてこの名門・土と岐き源氏の血筋をひくこの高貴な十兵衛がががががが。うきーっ！」

「……ごめん。わたしも、ちょっと言い過ぎたみたい」

　信奈は、光秀の気持ちを思いやって、それ以上反論するのをやめた。

　本人は頑がんとして認めないだろうが、信奈にはもう、はっきりとわかってしまっていた。

　光秀は、ずっと良晴に恋をしていたのだ。

　はじめは、同じ戦場で戦う先輩への友情や敬意のような感情だったはずだ。

　それが、いつの頃ころからか、恋になっていた。

　いったいいつからだったのだろう、と信奈は思った。

　レオンは、わたしの良晴への想いを理解してくれたという。

　あの子はまだ恋を知らない歳だから、わたしの良晴へのこの感情を計算に入れることができなかっただけ。まさか天岩戸を開いた時に、わたしがああいう行動に出るとは予想していなかった。それはレオンが幼かったから。

　でも、十兵衛は──。

　信奈は、今までこの話題に踏ふみ込むことを避さけてきた。

　いや、良晴に夢中で、光秀が抱かかえている葛かつ藤とうにまで気が回らなかったのかもしれない。

　その良晴が消えてしまった今だからこそ、信奈は光秀と自分が陥おちいっている事態の深刻さに気づくことができたのかもしれない。

「みみみ光秀っ！　主君の恋こい路じに口出しする資格はあたしたちにはないぞっ！　そもそも、姫ひめさまと祝言をあげる相手はこの勝家だから問題ないっ！」

「なにやら、主君と家臣の間で泥どろ沼ぬまの修しゆ羅ら場ばが展開しつつある様相。これまでの織田家ではなかった事態。五点です」

「あのう……お二人とも、仲違いはダメです……良晴さんが悲しみます。くすんくすん」

「そうかな半兵衛。あいつはサル顔になって喜びそうだけどなあ。俺さまは罪作りなくらいにモテモテな男だぜ、とか言ってさ」

「ですな、軍師どの！　兄さまはきっと得意満面になりますぞ！」

「うにゅう。相良氏が一人しかいないのが問題なのでござる。分身の術で相良氏の身体からだをふたつにわければよいでごじゃる」

「やあどうやるんだい、乱らつ破ぱくん」

「それはでちゅな。種も仕し掛かけもない巨きよ大だいのこぎりで、相良氏の胴どう体たいを、ぎーこぎーこと」

「それじゃサル晴さんが死んじゃいます～」

「……おなかすいた」

　勝家たちが、なんとか場の空気を回復しようとつとめて大おお騒さわぎした。

「……ま、十兵衛は先輩のことを人語を話すサルくらいにしか思っていませんから、信奈さまの悪あく趣しゆ味みにこれ以上口は出しませんですが。でも今いま更さらのこのこ帰ってきたら問答無用で先輩はぶち殺すですよ」

　信奈は思った。十兵衛はまだ、自分の恋こい心ごころをはっきりと認めてはいないようだ。

　今はだから、まだ仲のいい主従として、天下布武という夢をともに抱いだいた同志として、二人で同じ道を歩むことができる。

　でもいつか十兵衛が「自分は先輩が好きです」という禁断の言葉を口にした時、わたしと十兵衛の関係は決定的に破は綻たんするかもしれない、と信奈は予感していた。

　おそらく光秀も同じことを予感し、だからこそ、自分自身の想いに気づくことを自らに禁じているのだろう。

　もっとも──良晴が生きているという望みは、日に日に薄うすまりつつあるのだが。

　それでも、夢は、捨てない。

　信奈は思った。最後の最後まであきらめない、たとえわたし自身が炎ほのおに焼き尽つくされる運命に落ちたとしても、生きている限り、命が続く限り、夢は捨てない。

　わたしはそう決めた、戦場で散っていった名もなき足軽たち、蝮まむしや弾だん正じよう、そして良晴にわたしはなんども命を与あたえられたのだから、と信奈は奥歯を食いしばって、うなずいた。

「とにかく。良晴が失しつ踪そうしたからって、わたしはもう魔ま王おうになったりしないわ。良晴は生きている。そう信じて、昨日よりももっと強くなる。わたしが強ければ、良晴だって戦場であんな目に遭あうことはなかったんだもの。みんな──わたしに力を貸して！　特に十兵衛？　あんたはわたしが倒たおれた際の後こう継けい者しやなんだから、サルが失踪したくらいでうじうじしないの。頼たのむわよ！」

「……は、はいです」

　信奈は、光秀のもとに歩み寄って、その肩かたを抱だきしめていた。

「わかって。たとえ途と中ちゆうで倒れても、誰かが夢を継ついでくれれば、それは死んでいないのと同じなの。だから、良晴も死んでいない。十兵衛」

「……すみませんでした、信奈さま。あまりのことに、取り乱してしまったです」

「わたしこそ、ごめんなさい」

　光秀にだけ聞こえる小声で、信奈は、心からわびていた。

「……信奈さま？」

　その言葉の意味は、まだ今の光秀にはわからない。

　いつか、わかってしまう時が来る。

　その時こそ、信奈と光秀が築き上げてきた夢のすべてが破綻する時なのかもしれない。

　それでも、光秀の沈しずんでいた心を、信奈はすくい上げた。

　長秀がそんな信奈の心をいたわるように、「姫はまたお強くなられました。満点です」と笑った。




　そんな本能寺に、まもなく、不意の来客があった。

　お歯黒の麻ま呂ろこと関白・近衛前久が、大きな籠かごを背負って「織田信奈に用があるでおじゃる」とやってきたのだ。

　信奈は茶人の千せんの利休一人を連れて、近衛前久を狭せまい茶室に通した。

　近衛には王政復古──つまり京の貴族によるまつりごとを再開するという野望があった。武家による天下布武を掲かかげる信奈とは長らく敵対してきた近衛だが、今では数々の試練を乗のり越こえて成長した信奈に全面降こう伏ふくした形となっていた。

「近衛。あんたが雇やとっていた影かげの軍師とやらが暴走してこのたびの本猫寺との合戦になった件、けんにょが射られた件は──姫巫女さまの御ご綸りん旨じをでっちあげて和わ睦ぼくに持ち込んでくれた功績に免めんじて、なしにしてあげるわ」

「ほっほっほ。それだけ憎にくまれ口ぐちが叩けるのなら、織田信奈はまだまだ健在でおじゃるな」

「それで、その籠はいったいなに？」

「……ここだけの話、おそれおおくも姫巫女さまでおじゃる。お忍しのびでおじゃる」

「えっ？　かっ、籠の中に？　あんたがいちばん不忠なんじゃないの？」

「ええい、いろいろあったのでおじゃる！　ささ、姫巫女さま。織田信奈に直接、お言葉を」

「……わかった」

　やまと御ご所しよの頂点に立つ幼い姫巫女が、籠の中から姿を現した。

　純白の巫女姿だ。

　南なん蛮ばん風の漆しつ黒こくの衣装を身にまとった利休が「どきどき」と緊きん張ちようして震ふるえている。

　しかし、茶に関してはどれほど緊張しようとも決して失策を犯さないのが、利休が茶聖と呼ばれるゆえん。

「……（どうぞ）」

「こく、こく」

　見事に、姫巫女に茶を献けん上じようした。

　おいしい、と姫巫女がほほえんだ。

「おだのぶな。こたびは、たいぎであった」

「姫巫女さま。三種の神器を無断で用いたこと、お詫わびします。神器は御所へ返へん還かんすることになっています。詳しよう細さいは、近衛との間でこれから詰つめます」

「そなたは、かみのちからをよびおこしながらも、そのかみのちからを、もちいなかった」

「はい。レオンによれば、神器は今回の天岩戸開きで最後の力を出し尽くしたとのこと。二度と作動しないそうです」

「そなたはこのくにに、ひとのよがきたことを、みなにしらしめてくれた」

「恐おそれ入いります」

　幼いが、姫巫女は聡そう明めいである。

　信奈は、三種の神器を発動させて天岩戸を開いた時、自らがこの国の──この世界の新たな神となることを天下に宣言することもできた。

　しかし、信奈は、そうはしなかった。

　人として、一人の少女として、相良良晴に恋こいしていることを、堂々と明かした。

　信奈は、三種の神器の奇き跡せきを用いて神話の時代に逆行することを拒きよ絶ぜつし、人間の時代が到とう来らいしたことを天下に知らしめたのだ──。

　姫巫女は、信奈の意志を、正確に汲くみ取っていた。

「おだのぶな。さがらよしはるは、いきている」

「はい。生きています。わたしは、いつまでも良晴の帰き還かんを待ち続けます」

「しかし、よしはるがいないあいだも、そなたは、てんかふぶをすすめねばならぬ。とても、こんなんなみちのりであろう。ぶのちからでくにをおさめようとするそなたと、かみのちからでたみをすくおうとするほんびょうじとは、ならびたてぬ」

「たしかに戦局は困難な状じよう況きようですが、織田家には十兵衛や半兵衛たちがおります。必ずや」

「そなたがこのなんきょくをだかいするには、やはり、ほんびょうじをうわまわるけんいがひつようであろう。たとえば、せいいたいしょうぐん」

「しかし将軍の位には今いま川がわ義よし元もとがついていますから」

「うむ。そなたはかみにはなりたくないであろうが──ちんは、ひのもとのせんらんをおわらせるため、いまこそ、そなたに──」

　織田信奈。そなたに朕の位を譲ゆずろう、と、姫巫女は言おうとしたのだ。

　譲じよう位いの意志を、伝えようとしたのだ。

　それで信奈は本猫寺当主を越えるはるか高みに立つことができる──姫巫女は神の眷けん属ぞくであり、日ノ本の身分制度の外に位置する、この国でたったひとつの例外的存在──信奈が姫巫女の位を継げば、あの相良良晴との恋を阻はばめるものはもうなにもない。

　この姫巫女の決意を察した近衛が「おじゃああああ！　姫巫女さま、なにを言われるでおじゃるか！　それ以上は口にしてはいけませぬでおじゃるうううう！」とあわてて止めに入った。

「おそれながら、それだけは、それだけは！」

「姫巫女さま。わたしは人として生きることをすでに選びました。それに──」

「それに？」

「南蛮には、羅馬ローマ教皇という由ゆい緒しよある宗教的権けん威いが存在し、王おう侯こう貴族の上に君臨しているそうです。日ノ本が南蛮の歴史と権威に対たい抗こうするためには、伝統ある御所と姫巫女さまが必要です。御所なくば、日ノ本はいずれ南蛮の文明の力に飲み込まれるでしょう。尾お張わりの田舎いなかから上じよう洛らくしてきたわたしが由緒ある姫巫女さまの位を簒さん奪だつすれば、南蛮の目には野や蛮ばん人の所行と映るはずです」

「そうか。おだのぶな。そなたは、てんかふぶのさきのことまで、かんがえていたのか」

「はい。その先が、わたしのほんとうの夢です」

「わかった」

　からくも御所は守られたでおじゃる……と、力ちから尽つきた近衛ががっくりとうなだれた。

「さがらよしはるのけんでは、ちんとこのえになんでもそうだんするがよい」

「ありがとうございます」

「あやつをわが養子にして関白にせよという腹黒い要求は断じて飲めぬでおじゃる！　……と言いたいところでおじゃるが、姫巫女さまに譲位されるくらいなら涙なみだを飲んで相良良晴を関白・藤ふじ原わら良晴に仕立て上げるのもやむなしでおじゃる」

　藤原家が終わっても姫巫女さまさえ守られれば御所はいずれ立ち直るでおじゃる……よよよ……と近衛が茶を飲み干しながら涙を流した。

「その話は良晴が帰ってきてからにしましょう、近衛。簒奪だのサル関白だのと黒い噂うわさを立てられているし」

「相良良晴関白就任の要求は噂ではないでおじゃる！」

「あーはいはい。で、あんたと袂たもとを分かって勝手に反織田家連合を動かしている影の軍師って誰だれよ？　いいかげん吐はきなさいよ。そいつが、けんにょの暗殺を企くわだて、わたしと良晴をも撃うったんでしょう？　これ以上放置しておけないわ」

「やつは六角ほどの名門の者を、戦場で忍びのように駒こまとして使えるほどの男でおじゃる。隠かくれなき名門の血筋をひきながら、性格は猛もう獣じゆうのごとく凶きよう悪あく、その武ぶ威いは人外化生、さらに知ち恵え深く奸かん悪あく。ただその者は流る浪ろうの身ゆえに銭だけがなかったのでおじゃるが、麻呂が軍資金を渡わたしてしまったばかりに……」

「日ノ本三大悪人と呼ばれる蝮、弾正、宇う喜き多た直なお家いえのほかに、まだそんなのがいたの？　心当たりがないわね。謀はかり神がみと呼ばれた毛利元もと就なりはもう死んでいるし、北ほう条じよう氏うじ康やすはそうとうに腹黒いけどうら若い女の子だわ。もしかして甲こう賀がか伊い賀がの忍び？　だとしたら名を知られていないのもうなずけるけど」

「名を明かすのは、姫巫女さまの前では、ちとまずいでおじゃる。次の機会に、でおじゃる」

「どうして？」

「下手をすれば、姫巫女さまをも害したてまつりかねない男でおじゃる」

「……狂くるってるじゃない！　どうしてそんなやつに軍資金なんか渡したのよ！」

「深く反省しているでおじゃる。関白藤原良晴の件、時間はかかるが前向きに検討しておくでおじゃる」

　近衛前久は、織田信奈に御所と姫巫女の未来を託たくす決断をしたらしい。

（関白藤原良晴。最初は近衛をからかおうと冗じよう談だん半分で口にしてみただけだったのに。噓うそからでた実まことのような話だけれど──もしかしたら、わたし、ほんとうに良晴と祝言をあげられるかもしれない）

　それなのに、肝かん心じんの相良良晴は、いっこうに見つからない。

　良晴はいったいなにをしているのかしら、もしかしてほんとうに良晴はもう──そう思うと、信奈は泣きたくなった。

「おだのぶな。さこんは、げんきであるか」

「左近は、レオンと一いつ緒しよに、村上水軍に勝つため奔ほん走そうしています」

「そなたはそなたである。おもいのままにいきよ、ちんのことはあんずるな。そなたとあえてよかった。そう、さこんにつたえてほしい」

「……姫巫女さま？　まさか。ずいぶん似ているとは思っていましたが、もしかして？」

「そそそそれ以上はダメでおじゃる、姫巫女さま！　織田信奈、そちはなにも聞かなかったでおじゃるっ」

　信奈は、滝川一益が戦場であれほど揺ゆれて戸と惑まどっていた理由を、知った。

（忍びの者はそれぞれ、訳ありな過去を持つというけれど──こんなことって）

　そして、すでに一益が、自分の過去を乗り越えていることも。










「お姉さまをはじめて見たのは、岐ぎ阜ふ城を進発した織田上洛軍が、近江・観音寺城の攻こう略りやくをはじめた時だったわ。私はあの頃ころまだ、六角家に仕える蒲生家の跡あと取とり娘むすめで、お姉さまとの合戦が初うい陣じんだったの」

　本能寺からほど近い二に条じよう城じようの庭園でたくさんの書物を山積みにして並べながら、蒲生レオン氏郷は信奈との出会いを語っていた。

　隣となりで膝ひざ小こ僧ぞうを抱かかえて聞いている幼い少女は、滝川一益である。

　姫巫女とうり二つの姿形を持つ、巫女姿の姫武将。

　甲賀の忍しのび出身。

　甲賀から抜ぬけて、尾張で力尽きていたところを信奈に拾われ、妹分になった。

「あの時は、のぶなちゃんの電でん撃げき作戦がはまって、支城を次々と落とされた六角承禎はあっさり甲賀へ逃にげたの。肝心の本城・観音寺城は戦わずして空城になったのじゃ」

　姫は伊い勢せ攻こう略りやくで忙いそがしかったので、上洛戦には参加してないのじゃ、と一益が頰ほおをふくらませた。

「私は、いつ果てるとも知れない戦国乱世に絶望していた。足あし利かが将軍家の権威は失われ、わが蒲生家が仕える名門・六角も浅あさ井い長なが政まさに押されて近江一国を支配する力すらない。まして武力を持たない御所や貴族にも、神仏をいただいて武力を蓄たくわえている叡えい山ざんや興こう福ふく寺じの僧そう兵へいにも、なにもできない。いたずらに民草が痛めつけられ、死んでいくばかり。世界はあまりにも混こん沌とんとしていた。それなのに、幼い私はあまりにも無力で、いくら書物で知識を得ても誰も救うことができない。聖書などを読んでみても、現実はなにも変えられない──蒲生領でもうち続く合戦のために田畑が荒あれ果はてて、民草たちは塗と炭たんの苦しみを味わっていた。それなのに書物では救えない。私は、そんな自分に絶望していたの」

「ませてるの。よっしーがおれば、お前は中二病だ、と言いそうじゃの」

「種子島を用いて山城を攻略するという新戦法を用いる織田軍が圧あつ倒とう的てきな強さを見せていると知った私は、いっそ討ち死にしようと思って、お姉さまが率いる織田旗本衆の正面へと突つっ込こんだわ。種子島の弾たまを浴びれば、この苦しみに満ちた乱世の地じ獄ごくから逃のがれられると思って。『殺して』と叫さけびながら」

「同じ絶望突とつ撃げきでも、山やま中なか鹿しか之の助すけとはちと動機が違ちがうの」

「私は、撃ち殺ころされることはなかった。馬から引きずり下ろされて、お姉さまに頰をぶたれて、叱しかられた。『子供のくせにふざけたこと言ってないで、逃げずに生きなさいよ』となんども叱られながら、殴なぐられたわ」

「のぶなちゃんらしいのじゃ。未来語で言うドＳなのじゃ。山中鹿之助なら、感極まって絶頂へ、そのまま興奮しすぎてぽっくり死去じゃの」

「あの時のお姉さまのお姿が、私の目には、地上に降臨した神に見えた。滅ほろび行く日ノ本の大地に降り立った、美しくも荒あらぶる女神の姿に。あの炎ほのおのように激しく燃え上がる瞳ひとみは、なにかに怒おこっていた。きっと、いつまでも乱世をおさめられず、この国を統べることのできない武士たちに、僧そう侶りよたちに、貴族たちに、激しく怒っていたの」

「つまり氏郷は、のぶなちゃんに殴られまくって洗脳されたのじゃの」

「まぜっかえさないで！　お姉さまのあの燃える瞳ににらまれた私は、命ある限り自分がなすべきことをなそう、という意志を、生きる勇気をお姉さまに与あたえられたのよ。もう私は決して、死にたいなどと嘆なげくことはないわ。自分が無力だなどと拗すねて逃げることもない。お姉さまが、生きて戦い続けておられる限り」

　姫とのぶなちゃんとの出会いとはずいぶんと違うのじゃ、と一益は不思議に思った。

　あれほど、誰かに優しくされたことはなかった。

　あの津つ島しまでの祭りの夜の思い出があれば、たとえどのような艱かん難なん辛しん苦くがこれから降りかかってこようとも、一益は生きられる。

　織田信奈は、出会った人によってまるで違う姿を見せるのかもしれない。

　相良良晴にだけ見せる、あの一いち途ずに良晴の愛情を求める哀かなしげで痛ましい表情も──。

　のぶなちゃんの顔のひとつなのじゃ、そしてあれがほんとうののぶなちゃんなのじゃ、と一益は思った。

「ま、氏郷と違って姫は二人も姉がいて幸福者じゃ。くっきーも無事じゃったしな。必ず、次こそは村上水軍をやっつけるのじゃ」

「そうよ。三種の神器の策があんなことになってお姉さまを傷つけ、相良良晴を消息不明に追い込んだ罪を、私はこんどこそ償つぐなわないと」

「姫も、戦場で混乱してぐだぐだの敗戦を招いた恥はじを、次こそすすぐのじゃ」

「巫女とキリシタンでは取り合わせが妙みようだけれど、そんなことを言っている場合じゃないわね。がんばりましょう」

「おお、ともに力を合わせてがんばるのじゃ。しかしあの勾まが玉たまを瀬戸内から届けてきた宣教師というのはいったい──」

「ガスパールさまは純じゆん粋すいに日ノ本の未来を案じてくださっている方よ」

「氏郷はころっと騙だまされそうだしの。その南なん蛮ばん人じんはなーんかあやしいのじゃ。いちど直接会って、質問してやらねばならぬな」

「私のお姉さまへのこの溢あふれる愛を疑うのなら、今すぐ手をかざして質問してみてもいいわよ？　ああ、お姉さま……お姉さまお姉さまお姉さま。お姉さまはどうしてそんなに美しいの？　はあはあはあ」

「聞いてはならぬ言葉を聞いてしまいそうなので、そんな剣けん吞のんなまねはやらないのじゃ」

「もぐもぐ。ワタシにいい案がある。褒ほう美びは、伊勢のあんこ餅もち十年分だ」

　庭園の片かた隅すみ、池の畔ほとりで。

　金きん髪ぱつ甲かつ冑ちゆうの少女騎き士し・ジョバンナが、山盛りの団子を次々とたいらげながら、声をあげていた。

　南蛮のマルタ騎士団出身という、変わり者の武士（？）である。

　もともとは宣教師の船に、護衛係として乗っていたらしい。

　人事がいいかげんだと名高い適当な滝川一益のもとによくなじんで、いつの間にか九鬼水軍に居着いている。

　こんな細ほそ腕うでで剣けんを扱あつかえるのかと疑いたくなるような瘦やせた少女だが、常に重量級の南蛮甲かつ冑ちゆうを着込んで平気で駆かけ回る体力の持ち主で、そしてどういうわけかほとんど無限に飯を食える。

　九鬼水軍の経費の多くが、ジョバンナの食費だと言われている。

「レオンは軍議の席で、コンスタンティノープル陥かん落らく戦について語ったそうだな。オスマン帝てい国こく軍が、ウルバンの大たい砲ほうを用いて城じよう壁へきを破は壊かいしたという、史上名高い戦争について」

「ええ、南なん蛮ばん渡と来らいの書物で得た知識よ。でも伝説のウルバンの大砲はもう失われて、再び造ることはできないのでしょう？」

「設計図は失われたが、かつて実在していたものだ。あれをもう一度造ればいい。ヨシハルの軍師ドン・シメオンは天下の鬼き才さいだ。半ば我流であろうが、ウルバンの大砲を──造れるかもしれない」

　そんなでかい大おお筒づつを造っても本猫寺の前まで運べないのじゃ、と一益がかぶりをふる。

　だが、ジョバンナは「ここからがワタシの名案だ」と団子をほおばりながら胸を張った。

「伊だ達てにマルタ島で圧倒的なオスマン帝国軍を相手に絶望的な籠ろう城じよう戦を繰くり広ひろげてきたワタシではない。マルタ島の戦いでは、わが騎士団員の八割が名めい誉よの戦死を遂とげたが、騎士団はついにマルタ島の防衛を成し遂げた」

　オスマン帝国軍によるマルタ島包囲作戦ね。マルタ島は地中海世界の最重要拠きよ点てんで、地中海制せい覇はをもくろむキリスト教勢力とオスマン勢力の双そう方ほうにとって重要な島だった。それゆえ史上まれに見るすさまじい殲せん滅めつ戦となり、両軍ともに数え切れない犠ぎ牲せい者しやが出たと聞いているわ──日ノ本で言えば川かわ中なか島じまの合戦、いえそれ以上に凄せい惨さんな戦争だったそうね、と氏郷がうなずいた。

「食い意地だけで生きているようなジョバンナちゃんに、そんな凄惨な過去があるようには見えぬのじゃがの」

「……あの時に長く厳しい飢き餓が状態を経験して以来、ワタシは空腹に襲おそわれることに怯おびえるようになり、人の十倍食べるようになってしまったのだ……」

「にゃんと。そうじゃったのか」

「そして──籠城戦に長たけているということは、その逆も真なのだ。あむあむ。団子、おかわり！」










　畿き内ないを押さえている織田家と、中国地方を支配する西国の覇は者しや・毛利家は、播磨で睨にらみあっている。

　播磨──現在の兵ひよう庫ご県の南西部、おおむね神こう戸べ市西部から姫ひめ路じ市、赤穂あこう市あたりにかけての地域で、南は瀬戸内の海に面している。

　毛利は、摂せつ津つの本猫寺での大海戦に参戦したが、これは村上水軍の船団を用いて海から本猫寺へ駆けつけたのであって、陸路から大軍をもって摂津へ攻せめ込むルートはまだ確保できていない。

　毛利が陸路で摂津へ、そして京の都へ進軍するには、播磨を抜かなければならないのだ。

　しかしその播磨の一大拠点である姫路城には、織田方の相良良晴軍団ががんばっていて、毛利の軍勢を阻そ止ししていた。

　相良良晴が消息を絶ち、竹中半兵衛と黒田官兵衛の二大軍師が信奈のもとで次の本猫寺との対決に備えて策を練っている今、姫路の相良良晴軍団は、副将・山中鹿之助が率いていた。

　山中鹿之助──出雲いずも出身の姫ひめ武将。元・尼あま子こ家家臣。尼子十勇士筆頭。

「われに七難八苦を与えたまえ」と月に祈いのったらほんとうに七難八苦が襲いかかってきて尼子家は毛利に滅ぼされるわ鹿之助自身は捕ほ虜りよにされるわ肥こえ溜だめをくぐって脱だつ走そうするわで、鹿之助はまだうら若き姫武将なのに常人の数倍の苦労を重ねてきた。

　特に、乙おと女めでありながらこともあろうに下げ痢りをよそおって厠かわやの肥溜めをくぐって脱走したことが、鹿之助の中の何かを決定的にゆがめてしまったと言っていい。

　今は、尼子家再興のために、尼子の残党を率いて相良良晴軍団入りし、織田方で槍やり働きをしている。

　子飼いの家臣がいない良晴にとっては、中国地方を代表する猛将でしかも実戦経験豊富な鹿之助は、なくてはならない存在、なのだが……。

「殿とのが戦場で行方知れずに……この鹿之助を戦国の世に放置して、ぷいとどこかへ去ってしまわれるだなんて。ひどい。ひどすぎます殿。この鹿之助をお見捨てになったのですか。なんという七難八苦、はあはあはあ」

　この日も、姫路城外の本ほん陣じんで、五右衛門から相良良晴がまだ見つからないという報告を聞いてぶるぶるぴくぴくと身み悶もだえしていた。

「山中氏うじ。悶もだえている場合ではないでござるよ」

「私はどうやら殿に置いていかれたようです。もはや生きていても絶望あるのみ。この上は、目の前に待ち構えている毛利軍に斬きりこんで最後の花を散らせてみせましょう」

　鹿之助の本陣のほど近くに、毛利方の吉きつ川かわ元もと春はる率いる毛利軍が完かん璧ぺきな陣じん形けいを組んで鹿之助の突撃を待っているのだ。

　吉川元春は、毛利家初代・毛利元就の娘むすめ。

　双ふた子ごの妹・小こ早ばや川かわ隆たか景かげと並び、幼い三代目を補ほ佐さして毛利家を仕切っている。

　小早川隆景は瀬せ戸と内ない海かい側の山さん陽よう、吉川元春は日本海側の山さん陰いんを攻こう略りやくしてきた──尼子家は山陰の出雲の大名だったので、吉川元春にボコボコにされて滅びたと言っていい。

　青春を光明のかけらもない毛利戦に捧ささげ尽つくしてしまった鹿之助にとっては、だから、吉川元春は天敵である。

「突撃は相良氏によって禁止されているでござるよ」

「そうでした。さすがはわが殿、私を苦く悩のうさせるツボをことごとく押さえていますねっ！　鹿之助はこうして一人で悶え続けるしかないのでしょうか。殿に見放されたまま──はあはあはあ」

「……相良氏が見つからない間に、どんどんやばくなってるでござる」

　そんな漫まん才ざいをしている鹿之助と五右衛門のもとに、見張り兵から信じがたい報告が入った。

「相良良晴の殿が、すぐそこに現れましたぞ！」

「またまた。そうやって私をぬか喜びさせてあとで絶望の淵ふちに叩たたき落おとそうとしても、その手には乗りませんよ」

「ちょ。摂津をくまなく探しても畿内を巡めぐっても見つからなかった相良氏が、この、はりまに？　ほんとうでちゅかっ？」

「はい。それが……」

「それが？」

「さっさと言うでござる！」

「……殿がなぜか、毛利軍の陣じん中ちゆうに！」

　鹿之助は、笑った。

「なるほど。殿は私をさらなる絶望へ追おい詰つめるために、あえて毛利に寝ね返がえったふりをしているのですね！　さすがわが殿、あの手この手でこの鹿之助の心を痛めつけてくださります」

「ちょ。山中氏。事実なら、とんでもない事態でござるよ」

「私が直接殿のおられる陣じんへ出向いて、ちょっと連れ戻もどしてきます」

「そっくりさんかもしれませぬぞ。単純な山中氏を騙すために……これは罠わな……」

「罠ならば、なおさら首を突つっ込こんでみたくなるというもの。それが七難八苦に青春を捧げた鹿之助の生き様ですからっ！」

「ちょっと待つでござる！　いろいろとおかしいでござる！」




　鹿之助は、五右衛門の制止する声も聞かず、鼻歌を歌いながら勇ゆう猛もう果か敢かんに毛利の陣へと一人で乗りこんでいった。

　あまりに堂々としているので、毛利の足軽たちが鹿之助を味方だと思い込んで、攻めてこなかったほどである。

　もっとも、足軽たちが束になってかかっても、取り押さえられるような鹿之助ではない。

　たしかに、いた。

　毛利の陣中に、甲かつ冑ちゆうを着た相良良晴が。

　やけに黒々と日焼けしていて、まるで漁師か海かい賊ぞくのような風ふう貌ぼうになってはいたが、鹿之助が良晴を見み間ま違ちがえるはずがない。

「殿！　お迎むかえに参りました！　さあ、今いま更さらなにしに来たお前は誰だれだこの肥溜め娘、と罵ののしって足あし蹴げにしてください！」

　そして──。

　相良良晴は、鹿之助を見つけると、首をひねった。

「えっ？　きみ、誰だっけ？」

「ええええ？　ほんとうに私を無視するだなんてひどすぎます殿おおおおお！」

「いや、ぜんぜん知らない。きみとは初対面だよ」

「うああああああ？　今まで経験したことのない未知なる感覚が、今、私の五ご臓ぞう六ろつ腑ぷを貫つらぬいていますっ？」

　全身がしびれて動けなくなった鹿之助は、芝生しばふの上に倒たおれ込んでいた。

　その鹿之助に飛びかかって、縄なわで身体からだを縛しばりはじめた侍さむらいが一人。

　備び前ぜん美みま作さかの策士大名、毛利家と織田家の間でふらふらと日和ひより見みを決め込んでいた「奸かん悪あく無限」、趣しゆ味みは毒殺と暗殺、ご存じ宇喜多直家だ。

「ヒャッハー！　オレさまの策が当たったぜ！　山中鹿之助、とらえたり！」

「って、お前は宇喜多直家っ？　貴様は合戦中に落馬して腰こしを痛めて、備前にひきこもっていたはず……というか、殿に大いなる恩を受けたお前は改心して織田方につくのが人の道ではないか！」

「知るか！　いいか？　織田は本猫寺戦でボロ負けしたんだ、毛利が圧あつ倒とう的てきに優勢なんだからオレさまは日和見をやめて毛利に全面的にお味方することにした！　それがこの宇喜多直家さまの生き様よ！　てめえは、日和見していたオレさまが毛利にわびを入れるための手て土産みやげだ！」

「くっ。強きを助け弱きをくじく……なんという下げ劣れつな！　私とはどこまでも相容れないやつだ！」

「なんとでも言え、うわはははは！　戦国の世ってのはよ、生きのびてナンボなのよ！」

「ということは、まさかこの殿は貴様が用意した偽にせ者もの？」

「いーや、この相良良晴はほんものだ」

「なんだと？　殿！　いったいこれはどういうことなのです？　はっ？　まさか……この汚よごれを知らぬ鹿之助を薄うす暗ぐらい牢ろうにぶち込んで、人知れずさんざんいじめていじめていじめ倒したくなって、それでやむにやまれず毛利側に？　そのような理由でしたら、姫路城の地下牢でいくらでもいじめていただいてよかったものを！　あそこには殿と私のまぶしい未来のために、いろいろな拷ごう問もん道具を集めておきましたのに……南なん蛮ばんから購こう入にゆうした『鉄の処女』とか『三角木馬』とか、めくるめく珍ちん奇きな道具をたくさん」

「えーと。宇喜多さん？　女の子なんだから、手て荒あらな扱あつかいはやめてね。丁重にね」

「と、殿の口調がなんだか、いつもと違ちがうような……ああっ。いったいなにがどうなっているのか、出雲の田舎者にすぎない私にはわかりませんっ!?」

「合点承知。役得とばかりにいじめてオレの女にしてやりてえが、そういうまねをすると小早川と吉川のお嬢じようたちに叱しかられるんでな。てめえを牢で飼う係は相良良晴に一任する。毛利家が姫武将主体のお家いえ柄がらだったことを幸運に思え、鹿之助」

「ふんっ。貴様のような武士の風上にも置けぬ下劣な男にいじめられて喜ぶこの鹿之助ではない！」

「おっと。以前のように厠をくぐって逃にげるのはなしだぜ。乙女のくせに厠を平然とくぐって脱走できるお前専用の牢を用意した、今回はどこにも厠はないぞ」

「なにっ。それではまさか？」

「ああ、垂れ流しだな。安心しろ、オレは近づかん。三日後の牢内を想像しただけで萎なえる」

「うあああああ！　そんなあ？　いくら七難八苦とはいえ、乙女にそんな仕打ちはあんまりすぎます！　殿、お助けください、殿おおおおお!?」

「えーと宇喜多さん。厠くらい用意してあげようよ……かわいそうだよ」

「殿、厠などこの鹿之助にはもったいない。おまるをお願いします！」

「お、おまる？」

「ダメだこの小こ娘むすめ、早くなんとかしないと……姫武将殺しの異名を取ったオレさまの食指が、ぴくりとも動かねえとは……」

　かくして、山中鹿之助はあえなく毛利方の捕虜となってしまった──。

　そしてその毛利の陣中には、別人のようにたくましく日焼けした相良良晴が、なぜか加わっている。










　事態の急変は、神速で山陽道を駆かけ抜ぬけた五右衛門から、本能寺の信奈たちのもとへともたらされた。

　当然、信奈たちは大混乱した。

「よよよ良晴が、ももも毛利に寝返った、ですってええええええ!?」

「噓うそだと言ってくれ五右衛門！　あの天下一の美少女を追い求めるサルに限って、姫さまを裏切るはずがないっ！　なぜなら姫さまこそが天下一の美少女だからだっ！　それとも、毛利家に姫さまを超こえる愛らしい姫武将がいたとでも言うのかっ？」

「これは……相良どのが生きのびてはいたが、毛利家に走るとは。かかる事態は予想もしていませんでした。一点です」

「くすんくすん。良晴さんが毛利方へ身を投じた上に、鹿之助さんまでとらわれてしまっただなんて。急いで播磨に援えん軍ぐんを送らねばなりません」

「シム。宇喜多直家って最悪だよ！　織田と毛利を天てん秤びんにかけて日和っていたはずなのに、ちょっと戦局が毛利有利になったら、速そつ攻こうであっちに帰り新参とか！　やっぱり姫路で殺しておけばよかったんだよっ」

「おおかた、まだよちよち歩きだとかいう毛利家三代目・毛利輝てる元もとの幼い色気に参っちゃったのじゃな。よっしーは最近、幼女の魅み力りよくに目覚めつつあったからの。川並衆よりひどい露ろ璃り魂こんを発病しておったからの。すべては愛らしすぎる姫の罪じゃの」

「ねねの罪ですぞ！　ねねが兄さまと同じお布団で寝ねたり、お漏もらしを繰くり返かえしたり、一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入ったりしたせいで、兄さまの中で何かが壊こわれたのですぞ！」

「……だとすれば、犬千代の罪かもしれない。犬千代にあと少しだけ胸があれば、歴史は変わっていた……」

「せせせ拙せつ者しやの罪ではないでござるよ！　さささ相良氏にちぇちぇちぇっちゃがそそそそういういやらちいちちぇんをむけられていたとか、そんなはずかちいことはありえないでごじゃるっ！」

「あんたたち、勝手に良晴を露璃魂にしないでよ！　わわわわたしは知ってるわよ。あいつはおっぱいが好きなんだからっ！　良晴の頭の八割はおっぱいのことで占しめられてるんだから！　フロイスと会ってる時とか、ず～っと鼻の下伸のびてるじゃない！　あいつは子供のちっぱいなんかに興味ないんだからっ！」

「ひい。姫さま、胸の話はやめてくださああああい！　ああああいつに胸を揉もまれた悪夢を思いだして、ひいいいいい～！」

「要は、胸が大きくても小さくても相良どのは女の子であればどちらでもかまわないということですね。なんと見境のない。せめてどちらか一方にしていただきたいです。というか女の最大の魅力は太ももですよ。胸ばかりに目が行くなんて、殿との方がたとして五点です」

「長秀はサルに襲おそわれた経験がなくていいよなーっ！」

「なんですって勝家どの。私は美しいお姉さんすぎて相良どのが遠えん慮りよしているだけで、相良どのの頭の中では私にあんなことやこんなことをしたいという男の子らしい想いが駆け巡っているはずです。三点です」

「ちょっと！　万まん千ち代よまで良晴と浮うわ気きしたがっていたのっ？　いくら万千代でも、良晴に手を出したら手打ちよ！　いくら婚こん期きを逃のがしかかってるからって！」

「姫？　私を、九鬼嘉よし隆たかどののような立ち位置に置かないように。ぜったいにです。ぜったいに。七点です」

　冷静な蒲生氏郷が、どんどん妙みような方向に混乱していく一方の信奈たちを一いつ喝かつした。

「胸とか幼女とか、そんなことを言っている場合じゃないでしょう！　相良良晴が織田家とお姉さまを裏切るはずがないわ。みんなわかっているでしょう。なにか深い理由があるのよ！　毛利には初代元就の謀ぼう略りやくの才能を継ついだ智将小早川隆景がいるもの、これは小早川による離り間かんの策なんだわ！」

　そうかしら……日ノ本一の女好きだしなあ……露璃魂の病を発病したのじゃ……まさか毛利家のどなたかと恋こい仲なかに、くすんくすん……と氏郷以外の姫武将たちはみな、微び妙みような顔つきである。

　良晴の織田家への忠誠心と信奈への愛情を疑ってはいないが、あの良晴が信奈の目が届かない毛利家で女の子といちゃいちゃしていないはずがないという妙な確信をみな、感じているらしい。

　そもそも、本猫寺で門徒の女の子たちに囲まれてモテモテになっていた前歴もある。

　良晴の女好きという悪あく癖へきをよく知らない氏郷一人が、純真な瞳ひとみを輝かがやかせて「お姉さまの運命の人ですもの、きっと脅おどされて逃げられないだけに違いないわ」と良晴の完全潔白をあくまでも信じている。

　氏郷がわかっていないことがひとつあった。

　信奈たちは、「良晴が本気で織田家を裏切った」などと信じたくなかったのだ。

　だから、話を違う方向に持って行きたかったのだ──。

　せめて、笑える方向に逸そらしたかったのだ。

　だが、ひとたび冷静になって考えてみれば、良晴にはもう織田家に帰参する意志がないことは明白だった──。

　もし帰参する意志があるのであれば、鹿之助が良晴がいる陣じんにやってきた時に、鹿之助とともに織田方へ走っていたはずである。

　鹿之助の武勇を以もつてすれば、良晴一人を連れて逃げることくらい、たやすかったはずだ。

「……良晴……もしかして、わたしの横にいたら、天下布武の妨さまたげになると思おもい詰つめて」

「はっ？　そうかもしれませんねっ！　だいじょうぶです。あたしがぶん殴なぐって連れ戻もどしてやりますから、姫さま！」

「くすんくすん。たしかに良晴さんが織田家に帰参すれば、またいろいろと悪い噂うわさの種になってしまいますからね。天岩戸開きで信奈さまの虜とりことなった全国の殿方が、愛情の裏返しで良晴さんを取り戻した信奈さまを憎にくむのは必定です。でも……今回のことはもっと複雑な理由がありそうで、胸むな騒さわぎがします……」

「デアルカ、半兵衛」

「良晴さんは過去にいちど、信奈さまのために自らを犠ぎ牲せいにして本猫寺へ出しゆつ奔ぽんしようとしました。がさつそうに見えても聡そう明めいな人ですから、もう同じ失策は繰り返しません」

「ということは……ますます、わからなくなってきたわね……良晴に、なにが起きているのかしら」

　良晴が戻ってきても織田家にとっては民の支持を失う火種となり、良晴が戻ってこなければ織田家にはこのままずっと暗い影かげが落ちたままになる──。

　信奈たちは、良晴の口から直接、理由を聞きたいと願っていた。

　だがその良晴は、播磨の毛利軍にいるのだ──。

「いいのよ、良晴。あなたが、生きていてくれただけで、いい。そう思わなくちゃ……って、思えるわけないでしょう！　わたしをなんだと思ってるのよ、天下万民の前で接せつ吻ぷんを与あたえてあげたというのに！　みんな、毛利を打ち破って良晴を奪だつ回かいするのよ！　こんな半はん端ぱな別れ方、ありえないでしょ！　その後のことはその後のことよ！」

「「「おおー！」」」

　そんな中、一人蚊か帳やの外になっていた明智光秀は、日課になっている短たん筒づつ磨みがきをしーこしーこと続けながら、ぼそりとつぶやいていた。

「わかっているですよ。この十兵衛との婚こん約やくも信奈さまとの恋仲もなにもかも面めん倒どうになって一人で夜よ逃にげしやがったですね。先せん輩ぱい……次に会った時は問答無用、殺すです」
















　巻ノ二　毛利のサル







　ここでいったん、時を本ほん猫びよう寺じ合戦の終しゆう盤ばんに戻す。

　中国地方の覇は者しや・毛もう利り家は、安あ芸きの片かた隅すみに逼ひつ塞そくしていた小豪ごう族ぞくだったが、いわゆる「初代」毛利元もと就なりがたった一代で中国地方の覇者にのしあがり、今では山さん陰いん山陽十一カ国を支配する西国一の大大名となっていた。

　毛利元就には三人の子がいた。

　長男で毛利家「二代目」の徳人・毛利隆たか元もと。

　隆元の妹で、双ふた子ごの姉・猛将の吉きつ川かわ元もと春はる。

　双子の妹・智将の小こ早ばや川かわ隆たか景かげ。

　元就の隠いん居きよ後には、二代目・隆元が初代・元就の代だい紋もんを継つぎ、妹である吉川小早川の両川を束ねて、天下を窺うかがう──そのはずだった。

　しかし二代目・隆元は元就に先立って早世してしまい、元就の死後、隆元のまだ幼い子・「三代目」輝てる元もとが残された。

　吉川小早川姉妹は、ともに幼い輝元を補ほ佐さすると誓ちかい、姉妹で毛利家を運営する「毛利両川体制」が築かれたのだった。

　陸戦が得意な吉川元春は主に山陰地方を担当し、水軍を率いる小早川隆景は山陽地方と瀬せ戸と内ない海かいを担当した。

　この本猫寺合戦に毛利家は、初代元就以来の盟友で瀬せ戸と内うち一の海かい賊ぞく衆である村むら上かみ水軍を引き連れ、はるばる海路から参戦した──ゆえに、合戦の総大将は「海将」の小早川隆景であった。

　小早川隆景と村上水軍は、木き津づ川がわ口ぐちで待ち受けていた織お田だ方の九く鬼き水軍をその速度と激げき烈れつな火ひ攻ぜめの策によって完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめし、淀よど川がわをさかのぼって本猫寺へと進軍、陸戦で織田方を打ち破った紀き伊いの鉄てつ砲ぽう傭よう兵へい軍団・雑さい賀か衆と合流し、戦場に孤こ立りつして砦とりでにこもる織田信のぶ奈なを川と陸から完全包囲したのだった。

　誰だれもが、織田信奈は滅ほろびた、と確信していた。

　しかしこの時、追い詰められた信奈が三種の神器を発動させて、空の彼方かなたに天岩戸を開いた。

　小早川隆景は、天空に浮うかび上がった織田信奈と相良さがら良よし晴はるの姿を、見た。

　信奈にとって悪い噂の種となっている未来人・相良良晴を彼方の世界へ帰き還かんさせ、本猫寺と毛利の大義名分を失わせる、それが三種の神器を集めた信奈の義妹・蒲生がもう氏うじ郷さとの考えだったらしい。

　だが、信奈は良晴を帰還させようとしなかった──引き留めて、良晴に接吻をした。

　それは、自らの死を覚かく悟ごしての、最後の接吻だったのだ。

　小早川隆景が船上で目を見張ったのもつかの間、天空に浮かぶ信奈と良晴の姿は、突とつ如じよとしてかき消えた──彼方の世界につながっていた天岩戸が、閉じられたのだ。

「お嬢じよう。織田信奈は自分の運命に徹てつ底てい抗こう戦せんする覚悟だぜ。天下も相良良晴も捨てねえ、とこの土ど壇たん場ばで宣言しやがった。たいした姫だ。どうする？」

　村上水軍を率いる瀬戸内の海賊王・村上武たけ吉よしがささやく。

　小早川隆景は、織田信奈は新たな世界を人々に指し示したのだ、と理解していた。

　ひるがえって自分には、もし織田家を滅ぼしてもその後この国をどうしていけばいいのか明確な設計図がない、と躊ちゆう躇ちよもした。

「謀はかり神がみ」と恐おそれられた毛利元就からその知ち謀ぼうを受け継いだ小早川隆景だったが、戦乱の日ノ本をいかにして変革していくか、という未来像をいまだ見出すことができないでいた。

　自分は、策を練って兵を率いる将としては有能でも、将の上に立つ「将の中の将」ではない、それは亡き兄・毛利隆元が持っていた才だった、と知っている。

　しかし織田信奈には、揺ゆるがぬ意志と明確な理想、そして将の上に立つ将器がある。

　織田信奈を討ち取るからには、毛利家は今後、日ノ本に生きる天下万民に対して責任を負わなければならない──。

「お嬢は考えすぎる。決断するんだ。この時を逃のがせば、織田信奈は必ず再起して毛利家の大敵となるぜ！」

「……わかった」

　小早川隆景が断腸の思いで「織田信奈とその手勢を討ち取れ」と総攻こう撃げき命令をくだそうとしたまさにその時に、関白・近衛このえ前さき久ひさが戦場に乱入して姫ひ巫み女この御ご綸りん旨じを突つきつけてきたのであった。

「姫巫女さまのご意志でおじゃる！　両軍ともこれまで！　これ以上ともがらの血を流してはならぬでおじゃる。和わ睦ぼくするでおじゃる！」

　しかも意外なことに、戦場で雑賀衆を率いている雑賀孫まご市いちと、本猫寺に籠ろう城じようしていた当主きょうにょが、あっさりとこの和睦命令を受けた。

　雑賀孫市からの使者は、

「うちは織田信奈に負けた。今あいつの首を取ったら、一生うちの負けっぱなしになる」

　と謎なぞめいた口上を伝えてきたが、小早川隆景も思いは孫市と同じだった。

　織田信奈は、自らの命を賭かけて、人が生きる新しい道を、指し示したのだ。

　一方、本猫寺きょうにょからの使者は、

「大量の種子島同士が衝しよう突とつする凄せい惨さんな合戦を見てしまったきょうにょさまは『もう宗門が槍やりを取って戦をする時代は終わったぬこ』と深く悔くいています。また、織田信奈が自らの窮きゆう地ちを逃れるために天岩戸を用いず、相良良晴に接吻を与えたことに、激しい衝しよう撃げきを受けられた様子。今はただ、両軍の戦死者を弔とむらいたいと。門徒たちの多くも同じ思いです」

　と、きょうにょと門徒たちに戦意がなくなったことを伝えた。

「……武家を嫌きらっていたはずの関白・近衛前久をああも奔ほん走そうさせた時点で、織田信奈の勝ちか」

　小早川隆景も、こうなっては、受けるしかなかった。

　もともとこの合戦は、本猫寺と織田家のものなのだ。毛利家は籠城する本猫寺に加勢したにすぎない。

　村上武吉と海賊どもは「あと少しだったのに！」と地じ団だん駄だを踏ふんで悔くやしがり淀川上のあちこちでおおいに船を揺らしたが、彼らははじめてその可か憐れんな素顔を見た織田信奈という花を摘つまずに合戦を終えられたことを喜んでもいた。

　そのあたり、男心というものは微妙である。

　まもなく、「相良良晴が六ろつ角かく承じよう禎てい親子の矢に射られて討ち死に」という報が、退去準備をはじめた村上水軍衆の野や郎ろうどもの間で飛び交いはじめた。

　天岩戸が閉じる直前、良晴は信奈の盾たてになって矢を何本も背中に食らい、そのまま砦から転落して死んだのだという。

　小早川隆景は（相良良晴が織田家から消えたのであれば、織田信奈の醜しゆう聞ぶんもまた消えたということだ。天下の人々は、あれほどの愛情を注いだ相良良晴を失った織田信奈に同情する。ほんものの織田信奈は御ご所しよ簒さん奪だつをもくろむ悪の第六天てん魔ま王という印象とは正反対の、可憐で一いち途ずな姫武将だった──その上、身分の壁かべを越こえて恋こいに生きるという新しい価値観を民に与えた。各地の一いつ揆きは大義名分を失って沈ちん静せい化していくだろう）と今後の戦局が織田方有利になっていく未来をすでに読んでいた。

　ただ武力だけでは、乱世は平定できない。

　民心をつかんだ者が勝つのだ。

　三種の神器がその霊れい力りよくで織田信奈の姿を日ノ本各地の津つ々つ浦うら々うらまで映し出したことは、期せずして、民心を織田信奈の側に引き寄せる結果になった、と小早川隆景は思った。

　相良良晴が死ななければ、信奈は「やはり相良良晴と添そい遂とげるために御所を簒奪する野心あり」と責められ、破は滅めつへとまっしぐらだったはずなのだ。

　だが、結果は逆になった。

　これこそが、織田信奈が生まれ持った天運──なのだろうか。

　あるいは、相良良晴は最後の最後に、そこまで読み切ってとっさに自らの命を織田信奈に捧ささげたのだろうか。

　そうかもしれない。

「織田家のサルは、最後まで主君に忠誠を貫つらぬいた。いやあれは忠誠というよりも……敵ながら天晴れな侍さむらいだった。供養してやろう」

「お嬢」

「……戦場では、よき男から、死んでいく。女を守るために、進んで命を投げ出してしまうから。戦場に姫武将が立つ限り、この悲しみはいつまでも続く」

「はっ。お嬢、俺ぁむさくるしいおっさんだからよ、殺されても死にゃあしねえさ。それとも俺はよき男ではねえ、と？」

「そうは言っていない」

　村上水軍の大船団は粛しゆく々しゆくと淀川をくだり、九鬼水軍を蹴け散ちらしたばかりの木津川口へと戻もどった。

　本猫寺と織田家との和睦期間は、半年。

　小早川隆景は瀬戸内の海へといったん引き返し、播はり磨まの対織田戦線に注力することとした。

「毛利家と織田家とは停戦したわけではない。播磨で戦う分には御綸旨に逆らったことにはならない」

「そうだなお嬢。播磨さえ抜ぬけば、都への陸路がつながる。京きようの都はあと一歩だ」

　けんめいに艪ろを漕こいでいた海賊どもが、水の上に浮かんでいる一人の侍を見つけて、声をあげた。

「首領！」

「見覚えのある顔ですぜ！」

「土左衛門かと思ったが、まだ生きてるかもしれねえ！」

「ああっ。こいつ、相良良晴だ！」

「さっき織田信奈と接せつ吻ぷんしていたあいつか！」

「沈しずめちまえ！」

「うらやましい！」

「あんな可憐で美しい姫武将と……死ね！」

「『わたしの伴はん侶りよは生しよう涯がいあなただけよ』……あんな美少女になんて台詞せりふ言わせるんだ、コンチキショー！」

「死んでしまえ、相良良晴！」

「天下の野郎どもは全員、てめえの不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵になったぜ！」

　待て、そのサルは引き上げて介かい抱ほうする、と小早川隆景が海賊たちに命じた。

「なんでですかお嬢？」

「織田信奈がこのサルにご執しゆう心しんだということは、もはや天下が知るところとなった。打ち首にしても織田信奈の恨うらみを買うだけだが、生かしておけば最良の人質となる。今後、どのような交こう渉しようにも使える。播磨を割かつ譲じようさせることも可能かもしれない。さらに、もしもこのサルを毛利家に降こう伏ふくさせることができれば、織田家にとっては大打だ撃げきだ」

「おお、そうか」

「さすがお嬢だ」

「とっさにそれだけの冷れい徹てつな判断を……」

「わしら血の気の多い海賊とは頭の作りが違ちがう」

「初代の知謀を受け継ついだだけのことはあらあ」

　海賊王・村上武吉だけが、「ふむ。小こ僧ぞうを見つけた瞬しゆん間かんに見せたお嬢の目つきがちょっとな」と心配顔だった。

　暴ぼう虐ぎやくな瀬戸内の王と恐れられる男でありながら、小こ柄がらでうら若い小早川隆景を自分の妹分と思って尽つくしている武吉だが、小早川にとっては年ねん齢れいが離はなれた武吉は第二の父親のような存在である。




「……う……う。あ、あれ？　俺は」

　船室の布団の上で、良晴は息を吹ふき返した。

　目覚めると、頭と上半身に白い包帯のような布がぐるぐると巻き付けられていて、そして体中が痛む。

「いててってて！」

　あまりの痛みに、起き上がれなかった。

「さすが村上水軍。危なかったが、手当がうまかったな」

「このサル面、英えい傑けつには見えねえな。この小僧を生かして役に立つかね、お嬢」

「立たねば、それまでのこと」

　見知らぬ二人が、枕まくら元もとにいた。

　一人は全身赤銅のように日焼けした、弁べん慶けい似の大男。

　まるで虎とらのような巨きよ体たいすべてが、筋肉の塊かたまりである。

　もう一人は、すらりと瘦やせた小柄な少女だった。

　冷たい表情の持ち主だが、顔つきは驚おどろくほどに整っていて、どこか弱々しそうな一面も感じさせる。

　そして二人とも、戦国時代風の甲かつ冑ちゆうを身につけていた。

「きみたちは？　ここはどこだ。俺はどうして怪け我がしてるんだろう」

　良晴は、自分になにが起きているか、理解できなかった。

　なぜなら──。

「おかしいな。俺は学校から帰ってきて、部屋で『織田信のぶ長なが公の野望』の続きをやっていたはずなんだけど。ここ、どこ？　揺れてるけど、もしかして船の上？」

　そう。

　良晴は、戦国時代に来てからの記き憶おくを、すべて失っていたのだ。

　矢で射られて砦とりでから激流の中へと転落した際に、頭を強打したためらしい。

　だから今の良晴は、自分が戦国時代にいることすら、理解できていなかった。

「小僧。なにをぶつぶつ言っている。俺にはさっぱり意味がわからねえ」

「でけえ。なんだこの人。ぷ、プロレスラー？　ラオウよりでけえ」

「未来語を連発しているようだぜ、お嬢じよう」

「どうやら、織田家時代の記憶を失っているらしい」

　小早川隆景が、良晴の頰ほおを引っ張りながら、目の奥を覗のぞき込んできた。

　良晴には、人間の女子とこれほど接近した経験がほとんどない。

　たじろいでしまった。

「うわっ。こ、この子、か、かわい……おっと。また思ったことをそのまま口に出してしまうところだった。俺はこの悪あく癖へきのせいでクラスの女子にハブられているというのに。チキショー、俺はただ単純素そ朴ぼくで純真な少年なんだよ！　現代の女子ってのは世せ知ち辛がらいなあ」

「うん。知能は今までと同じというところだな、武吉」

「小僧はもともと智将じゃねえし、むしろ阿あ呆ほうだった。その点は変わりなしだ、お嬢」

「ちょ。き、きみ、誰だれ？　ここどこ？　もしかして俺、戦国コスプレマニアのお嬢様に見初められて誘ゆう拐かいされたの？　そこのラオウみたいなおっさんが俺をボコって拉ら致ち？　って、そんなギャルゲーみたいなことが現実に起こるわけないか……」

「ふむ。私にも、きみがなにを言っているのかよくわからぬ」

　どきどきどきどきどき。

　間近で見せられる小早川隆景のあどけない表情は、女の子に免めん疫えきがない今の良晴にとっては、正視していられないほどかわいかった。

「待て。落ち着け俺。以前ラノベで学習した。こういう時は素数を数えるんだ。ああでも俺さ、ギャルゲー経験も乏とぼしいんだよ。基本、戦国ＳＬＧ一筋だったし……き、きみとはどこで知り合ったんだっけ？　ほんものの武将みたいな甲冑だね。そうか、戦国コスプレフェスタかどこか？　でも俺、カメラ小僧じゃないしさ。だって恥はずかしいじゃん。知らない女の子に撮さつ影えいさせてくれとか頼たのむ度胸なくてさ」

　しまったあ、またしても考えていることをそのまましゃべってしまっている。俺はこの癖くせのせいでさんざん痛い目に、あーっ女の子怖こわい！　と良晴は泣きたくなった。

　が、小早川隆景は涼すずしい瞳ひとみで良晴の頰をつかみ、じいっと見つめている。

　なんだかサルでも観察しているかのような視線だな、と良晴は気づき、（そうか人間の男だと意識されてねーのか。自じ意い識しき過か剰じようだったな俺。ここは現実世界だぜ。戦国知識以外に取とり柄えのない俺なんかがヤンデレ美少女に見初められて誘拐されるわけねーって。は、は、は）とちょっとだけ落ち着いた。

　だが、次の瞬間。

「サル、いや相良良晴。ここはきみが暮らしていた未来の日ノ本ではない。戦国の世だ。私は毛利家山陽軍の指揮官、小早川隆景。今は亡き初代・毛利元就の娘むすめにして、村上水軍とともに瀬戸内の海を仕切っている姫ひめ武将だ」

　良晴は、混乱の極致に陥おちいっていた。

「小早川さんって……で……電波……!?」

「田でん畑ぱたではない。姫武将だ。そうか、未来人は毛利家を知らないのか？　中国地方では大大名なのだが。三本の矢の逸いつ話わというのが全国的に有名なはずだったが……未来には三本の矢の逸話は伝わらなかったのか……」

　少し残念そうに眉まゆを下げている。

　うわあ、かわいい、と良晴の心臓が止まりかけた。

「し、知ってる！　三本の矢の逸話も毛利家も知ってるよ！　超ちよう有名だよ、毛利家は全国区だよ？」

「そ、そうか。知っていたか。よかった。あの逸話は実際には姉者が一人で矢をぜんぶ折ってしまったのだが、それでは逸話にならないので私が父上の意をくんで話を書かき換かえ、全国に流布したのだ」

　あまり表情を変えない小早川隆景だが、うれしそうだった。

「ちょっと待ってくれ。もしかして、ここはほんとうに戦国時代？」

「そう言っている。きみは未来の世界からここへ来た。おそらくは天岩戸をくぐって」

「マジでっ!?　なんで、どうして俺がっ？　『織田信長公の野望』のやりすぎで夢でも見てるのかっ？　っていうかどうして小早川隆景が女の子なんだ？　これって最近ちまたに溢あふれている戦国女体化アニメっ？」

「わ、私が女の子だと問題でもあるのか？」

「あるよ！　俺が『織田信長公の野望』で覚えた歴史によれば、小早川隆景は男だよ！　顔グラも男だし声優も男だし！」

「それは、未来の歴史書か？　しかし歴史書というものは意外と真実を改かい竄ざんして伝えているものだからな。私は男だったことにされてしまったのか……なんとなく残念だな。これでも自分の容姿に、少しは自信があったのだが」

　眉が下がりきっている。すごく残念そうだった。

「ってことは小僧。てめえの時代の歴史書では、この村上武吉はちんまい女の子の姿で伝わっているとでもいうのか？　それはそれで笑えるな、がっはははは」

「あ、村上武吉さんですね。いえ、あなたはだいたい俺がゲームで覚えたとおりのお方でした。はい」

「なんだそりゃ。つまらんな。お嬢、こいつはフカの餌えさにしよう。なにしろ織田家での槍やり働きの記憶をぜんぶ失った、ただのガキだぜ？　未来ってのは合戦がない世の中なんだそうだ。甘やかされて育ってらあ。肝きもっ玉たまが据すわってねえクラゲみてえな男を生かしておいても、戦の役になんざ立たねえ」

「ひいいっ？　む、村上さんっ？　や、や、やめてくださいよ！　小早川さん、この怖いおっさんを止めて！」

　村上武吉は、片手で良晴の首をひねり潰つぶせそうな大男で、しかも野や獣じゆうのような熱気を放っている。

　素の男子高校生に戻もどっている良晴は、恐きよう怖ふのあまり漏もらしそうになった。

「元の世界に帰してくれえ！」

「残念だが相良良晴。きみを未来に帰す方法はあったが、もうその方法は使えなくなったそうだ。つまり、きみは気の毒だがもう未来へは帰れない」

「な、なんだってええ？　母さん、かあさーん！　もうソシャゲで勝手にガチャひいたりしないから、夢だと言ってくれよおおお！　たしかに俺は戦国時代が大好きだが、槍も刀も使えないのにこんなところに放りだされて生いき抜ぬけるわけねーじゃねーか！　誰か俺を助けてくれえええ！」

「見ろお嬢。がたがた震ふるえていやがるぜ。まるでダメだ。せめて記憶があれば、織田家との交こう渉しように人質として使えたかもしれねえがな。これじゃあ、まるで値打ちがねえ。織田家の英傑・相良良晴はもう死んだと考えたほうがいい」

「織田家、織田家って、なんで俺が織田家の英傑なんだよ？　俺はただの高校生だぜ？　しかも平和主義者で、ケンカは苦手なんだ！」

「そうか……金かねヶが崎さきのことも覚えていないのか、相良良晴」

「金ヶ崎？　ゲームでなら、見たことがあるよ」

「墨すの俣またの一夜城は？」

「それも、ゲームで見たことが」

「では、本猫寺・雑賀衆との天てん王のう寺じでの決戦は？　木津川口の海戦は？」

「それもまあ、漫まん画がとか、ゲームで……本猫寺って本ほん願がん寺じのことだよね？」

　小早川隆景はとても残念そうに、良晴の耳を引っ張っていた。

　ひどくがっかりしているようだった。

「相良良晴。きみはそれらの合戦のことごとくに織田家の侍さむらいとして参戦して、生きながらに伝説の英えい雄ゆうになったのだぞ。日ノ本にはもはや、きみを知らないものはいない。ほんとうに、覚えてないのか」

「……悪い……ぜんぜん覚えてない……小早川さん。そもそも俺にそんな能力があるはずないだろう？　俺はただの無力な男子高校生だぜ。文系で体力も並、頭脳もいまいち、お笑いを目指して相方と漫まん才ざいコンビを結成したが予選で秒殺。特技は戦国ゲームとドッジボールの球よけという役に立たないものばかりで、ほとんど野比のび太だ。そこの村上武吉さんと戦ったら瞬しゆん殺さつされるぜ。教室で『おっぱい最高』とかぼそっと口に出しちゃって女の子たちにハブられるし。俺が人様に自じ慢まんできるのは顔くらいだ」

「きみの唯ゆい一いつの弱点は顔だ、ブサイクではないがどことなくサルっぽい、どうせならもっと美形であればよかったのに、というのがこの世界での相良良晴評だが」

「うわああああ！　時代が変わっても、俺のルックスへの評価は不変だったのかああ！　戦国時代にタイムスリップしたらなぜかモテモテ、とかそういう都合のいい話って現実にはないんだなあ～！」

　良晴は「助けてくれ。誰か助けてくれ」と震えながら天に祈いのった。

　夢なら醒さめてくれ、と。

　しかし、いくら祈っても、醒めなかった。

　小早川隆景も村上武吉も、消えてくれそうにない。

　それにこの背中の傷の痛み──これが夢だとは思えないほどにリアルな痛みだった。

「お嬢。せっかく救ってやったが、もう英雄・相良良晴は死んでいたってことだ。これじゃ毛利家で侍として雇やとうのは無理だろう。軍団なんざ率いさせたらお味方壊かい滅めつだぜ。そして、人質としての値打ちもねえ。フカの餌にしよう」

「……しかし、せっかく救ったのだ。なにか使い道があるはず。相良良晴を、村上水軍に見習い海かい賊ぞくとして置いてやってくれないか」

「こいつを？　お嬢、やけにこの小こ僧ぞうに甘いな」

　小早川隆景が、こくり、と無表情のままうなずいた。

　良晴は、（小早川さんは俺を助けようとしてくれているらしい。なんでだ？）と首をひねった。

「記憶がないのは、頭をしたたか打ったためだ。決して、生きることから逃にげだしてすべてを忘れたわけではない。彼の罪ではない」

「しかしな。この甘えた小僧をタダで海賊衆の仲間として認めるわけにはいかねえ。海賊の掟おきてってのがあらあ。こんな一文無しの素人しろうとを仲間にするためには『賭かけ』が必要だぜ、お嬢」

「あの『賭け』の儀ぎ式しき、か。武吉」

「そうだ。言っておくが、この小僧にはできねえ。小便を垂れ流して勘かん弁べんしてくださいと命いのち乞ごいをはじめらあ。仮にも相良良晴ともあろう男がそんなざまを見せたらあんたはがっかりするぜ、お嬢」

　いったいどんなおそろしい『賭け』を俺にやらせようっていうんだ。良晴はもう気が気でない。

　しかし、傷が痛んで立ち上がることもできない。

　村上武吉が、三つの盃さかずきを出してきた。

　金色の盃、銀色の盃、銅色の盃。

　それぞれに、異なる瓶びんから、酒を注ついだ。

「飲め。いずれかの盃は、毒だ。毒を選んだら小僧、てめえはその場で三日三晩さんざん悶もだえ苦しんで死ぬ。しかしいずれかの盃は、ただの酒だ──これが海賊の儀式よ。俺たちの仲間として認められてえのなら、選ぶことだ」

「ちょ。おっさん。待ってくれ。なんで俺が!?　船からおろして、田んぼでも耕させてくれよ！」

「甘えるな。未来から流れてきたてめえに田畑なんぞあるかよ。陸におろしても、そのまま夜や盗とうに襲おそわれて首を取られるだけだぜ、てめえのようなひよっこなんざ」

「……くっ……そうか。ここは未来とは違ちがう世界なんだな……おまけに、身分も縁えん者じやもないと来た……ここで命を賭けて海賊にならないと、生きのびることもできねえのか……」

　無理ゲーだ、と良晴は泣きたくなった。

「こんなハードな世界で今までどうやって生きのびてきたんだよ、俺？　ありえねえだろ！」

　小早川隆景が、良晴の頰ほおを撫なでながら、緊きん張ちようぎみに命じてきた。

「……相良良晴。選べ。このままフカの餌になるか、命を賭とした儀式で村上武吉と勝負するか、ふたつにひとつだ」

「盃を選んで、もし、俺がしくじったら？」

「その時は、きみは死ぬ。村上武吉の言葉どおりに」

「儀式はやりたくない怖こわいイヤだ、と俺がだだをこねたら？」

「そのまま瀬戸内の海に放り込まれて、フカの餌になる」

　どっちにしても死ぬのなら、海に放り投げられたほうがましかもしれない、自分で一か八かの賭けをやるなんておそろしくて耐たえられないと良晴は迷った──俺にはそんな度胸はない、ほんとうに俺はただの高校生なんだ、と。

（どうして俺は戦国時代にいるんだよ？　たしかに、戦国時代にタイムスリップして戦国武将として活かつ躍やくしてみてえ～、なんて夢を抱いだいて脳内戦国時代で大活躍してきた俺だけれど、現実の戦国時代で自分が生きていけるだなんて甘い考えなど持っちゃいねえさ。ロマン溢れる戦国の世が実際にはどれほど過か酷こくな時代だったかってことくらい、よく知っている。軍隊経験もない子供の俺が生きられるような世界じゃない──）

　だが、自分の瞳ひとみを凝ぎよう視ししている小早川隆景の視線を感じると、逃げだせなくなった。

　なぜか、「儀式に挑ちよう戦せんして、勝ってほしい」と小早川が祈っているように見えた。

　小早川隆景は無表情だが、その目だけが、良晴になにかを期待し祈るように震えていた。

（どうして、小早川さんは、女の子なんだろう？　世に伝えられているような男武者じゃないんだろう？　そもそも、どうしてこんなか弱い女の子が男に交じって武将をやっているんだよ？　腕うでなんて折れそうに細いじゃないか。それなのに、どうして、この子が毛利家を支える戦国武将・小早川隆景として──）

　小早川隆景の澄すんだ瞳に見つめられているうちに。

（不思議だ）

　良晴の身体からだの震えが、止まった。

（……俺は以前、この世界で誰だれかと、なにかとてもたいせつな約束をしたような気がする……）

　生きなくては。

　ぜったいに、生き抜かなくてはならない。

　誰かと交わしたはずの、約束を守るために──。

「この盃は、まばゆい金色に輝かがやいていて、いちばん目立っている。俺は、いつかどこかでこの黄金の輝きを見たことがある。これだ。こいつが当たりだ！」

　金色の盃を手にした瞬しゆん間かん、相良良晴は、まるで別人のようになっていた。

　自分でも、どうして気弱で臆おく病びような自分の内側から、これほどの勇気が溢れてくるのか、理解できなかった。

「……女の子の小早川さんに戦をやらせておいて、男の俺がその背後で震えているわけにはいかないよな。そうだ。俺だって──男なんだ！」

　盃に唇くちびるを当てる瞬間に、そんな言葉をつぶやいていた。

　無意識のうちに、感じたままの言葉を、口にしていた。

　小早川隆景が、ふるふる、と細い肩かたを震わせながら、そんな良晴を見守っている。

　一息で、飲んだ。

「……酒って、うまいな」

　小早川隆景が、目を見開いて、良晴の笑顔を凝視している。

　小早川さんそんなに驚おどろかなくても、いやまあ俺は自分で自分のくそ度胸に驚いてるけど、たぶんもう居直ってやけくそになっただけなんだろうな、と良晴は思った。

　村上武吉が「当たりだぜ。そいつはただの酒だ。お前の勝ちだ、小僧」と苦笑いを浮うかべた。

　祝福のつもりなのだろう。どんと怪かい力りきで肩を叩たたかれて、げはっ！　と血を吐はいていた。

「いてええええ！　傷口が開いたあああああ！」

「さ、相良良晴。だいじょうぶか？」

「だいじょうぶじゃねええええええ！　痛いよ、痛いよおおおおおお！」

「おいお嬢じよう。こいつ、今一いつ瞬しゆんだけ織田家の武将時代の面ぁ見せたのに、もう元のただのガキに戻もどってやがるぜ。やっぱダメじゃねえか？」

「武吉が攻こう撃げきしたからだ！　相良良晴、じっとしていろ。だいじょうぶだ。すぐに私が手当してやる」

「俺は肩を撫でただけだがなあ」

「熊くまにパンチされたのと同じレベルだぜええ！　痛い痛い痛い！」

　苦く悶もんしている良晴の肩を、小早川隆景がきゅっと抱だきしめていた。

　隆景の髪かみからふわりといい匂においがして、良晴の痛みは瞬しゆん時じに消え去っていた。

「お嬢。野や郎ろうを抱きしめるだなんて、お嬢らしくねえぞ。男は苦手じゃなかったのか？　無理するんじゃねえぜ」

「……いや、いい。良晴は兄者に似ているから、平気だ」

「兄者？　俺が？」

「そうだ。兄者に」

　隆景が、頰をほんのりと染めていることに、良晴は気づいた。

　小早川さんのお兄さんって……たしか……誰だっけ。そうか。吉川元春？

（吉川元春って中国地方を代表する猛将じゃないか。どう考えても平和を愛する俺とは似ていないと思うけど）

「お嬢。あまりくっつくな。子分どもに見つかったら、小僧が瀬戸内の海へ叩きこまれるぜ」

「もう少し。良晴が痛がっている。こうしていると、痛みが和らぐらしい」

「……悪い予感が当たっちまったな。小僧、おめえこれから地じ獄ごくを見るかもしれねえぜ」

「え？　どういうこと、村上さん？」

「吉川のお嬢に首を落とされねえように、用心しな」

「えっ？　吉川さんも女の子なのっ？」

「そうだ。私の、双ふた子ごの姉だ」

「じゃあ、小早川さんのお兄さんって誰？」

　なにがどうなっているのか、良晴にはまだよくわからない。




　かろうじて命がけの博打に勝ち、村上水軍衆に海賊見習いとして雇われてから、数週間がすぎた。

　まだ背中の傷が痛むが、海賊どもは甲かん板ぱんの掃そう除じや日々食する魚の確保、料理の準備などに、容よう赦しやなく良晴をこき使った。

　怪け我が人であろうとも、動ける者は仲間のために働く。それが、板一枚の下は地獄、そんな過酷な世界に生きる海賊の掟らしい。

　高校でのんびりと暮らしていた良晴にとってはあまりにも過酷な環かん境きようだったが、泣き言を言っている余よ裕ゆうもない。

（俺は、ぜったいに生きのびなくちゃならない）

　なぜか、その強い思いが、良晴を支えていた。

　身体も、悲鳴をあげながらも耐えてついてきてくれる。最初は油断するとすぐに吐き気けが襲ってきたが、船ふな酔よいにもやがて慣れた。まるで、つい先日までのほほんと学園生活を過ごしていた頃ころの自分ではないかのようだ。

「ほんとうに記き憶おくがねえのか、小僧」

「その傷で文句も言わずに下働きをこなすたあ、たいした根性だぜ」

「それに、料理がうめえじゃねえか」

「この、『まよねいず』をぶっかけた揚あげたこ焼きってやつは最高だ！」

　最初は「役に立たねえよこんなやつ」「フカの餌えさだ」「どこがお嬢の兄貴に似てるのかさっぱりわかんねえ」と不平を漏もらしていた海賊たちにも、いつの間にか海賊の一員として認められていた。

　海上で戦ばかりでなく盗とう賊ぞくまがいの仕事もやるだけに海賊どもは殺さつ伐ばつとしているが、ひとたび仲間として認めた者に対しては気のいい連中だった。

　良晴は、海賊はもっとこう世紀末的な意味で好き勝手に乱暴狼ろう藉ぜきを働くものだと思っていたが、村上水軍は大将の村上武吉をはじめみなで小早川隆景という理知的な姫ひめ武将を主君格として掲かかげていて、そのせいか無意味な乱暴は働かない。

　その日はめずらしく陸にあがり、播磨に遠えん征せいしている毛利軍の陣じん中ちゆうに「おとり」として座らされるという危険な仕事をこなした。

　播磨の姫ひめ路じ城にこもる織田軍から、山やま中なか鹿しか之の助すけを名乗る女の子がなぜか良晴に釣つられて一人で敵てき陣じんにのこのこやってきて、そして毛利方一の忠臣を名乗るうさんくさい男・宇う喜き多た直なお家いえにつかまっていた。

　良晴にはなにがなんだかよくわからないが、縛しばられて息をあららげている山中鹿之助がいろいろな意味で心配だったので、女好きを公言する宇喜多には身み柄がらを預けず、良晴が責任をもって彼女を監かん視しするということになった。

　下したっ端ぱとしての仕事を終えて、つかの間の休息。

　良晴は再び、村上水軍の船に戻った──瀬戸内の海が今の良晴にとっては、帰るべき家なのだ。

　白い霧きりの中に大小無数の島々が浮かぶ瀬戸内の海を甲板から眺ながめながら、良晴はつぶやいていた。

「なにかを思いだしそうなのに、思いだせない。俺は、この戦国時代でどのように生きてきたんだろう？」

　なにかとてつもなくたいせつなことを忘れている気がするのだ。

　それがなんなのかを思いだすまでは、泥どろ水みずをすすってでも生きのびろと、自分の中のなにかがいつも良晴の尻しりを叩き、折れそうになる心を半ば強引に支えてくるのだ。

　だが、無理に思いだそうとすると、頭がひどく痛む。

「仕事で疲つかれたか、相良良晴」

「あ。こ、小早川さん」

　舳へ先さきに立って霧に覆おおわれた瀬戸内の海を眺めていた良晴の隣となりに、いつの間にか小早川隆景が並んでいた。

「今日はずいぶんと役に立ってくれた。あの山中鹿之助は、毛利家にとっては天敵だったのだ。きみは、山中鹿之助捕ほ獲かくという大功を遂とげた」

「山中鹿之助まで女の子だったのには驚いたな。殺したりしちゃイヤだよ」

「あれはきみの家臣だ。きみの思うように扱あつかえばいい。ただし」

「ただし？」

「う、宇喜多直家のように、ひ、姫武将殺しだとかおかしな通り名を名乗って、そ、その、捕ほ虜りよに妙みようなまねをするのは……許さない」

「ええっ？　そ、そんなひどいことしないよ、俺！」

「そ、そうか。よかった。も、毛利家ではそのような乱暴狼藉は禁じている」

　いつも無表情で淡たん々たんと話す少女だが、言葉の外に優しい人ひと柄がらがにじみ出ている。

　女の子にあまり免めん疫えきがない良晴は、小早川隆景に会うたびに緊きん張ちようしてしまう。

　率直に言って、かわいい。

　時代が違ちがうからだろうか、毛利家に生まれたお姫さまだからだろうか、武将らしく凜とした部分もあるが心根が清せい楚そで純じゆん朴ぼくでぜんぜんすれていない。

　海かい賊ぞくどもが、「俺らの娘むすめだ！」「わしらが守ってやる！」と盛り上がっているのも、わかる気がした。

　年下に見えるのに、つい「小早川さん」とさんづけしてしまう。

　なんとなく、小早川さんって学校にいたら委員長をやっていそうだよな……とか思ってしまうのは、まだ現代での暮らしのことを忘れられないからだろう。

「良晴、座れ。私が包帯を替かえてやる」

「え？　い、いいよ。自分でやれるから」

「背中の傷は自分では見えまい。腫はれると厄やつ介かいなことになる。私に任せておけ」

　女の子の前で上じよう半はん身しん裸はだかになって包帯を替えてもらうなんて照れる、と良晴は困ったが、隆景は言いだしたら聞かないのだ。

「そ、それじゃあ、お、お願いします」

　頰ほおを赤らめながら、いいなりになった。

　隆景も、釣られたように照れた。

「……なぜ赤くなる。私まで恥はずかしくなるから、照れる必要はない」

「ごめん。俺、女の子に免疫がなくて」

「メンエキ？」

「この歳まで彼女を作ったことがなかったからだよ。ずっと戦国ゲームに夢中だったからかな。あと、俺にはうっかり口を滑すべらせる悪あく癖へきがあってさ」

「妙なことを言う。織田家の相良良晴と言えば、サルのように女の子と見ればお構いなしに飛びついてくる天下無双の好色男だと評判だったぞ」

「だから、それは俺であって俺ではないんだ！」

　俺がそんなリア充じゆうなわけがない、違うんだ小早川さん、と良晴は訴うつたえたかった。

「天岩戸を開いて、わざわざ天下万人の前で織田信奈と接せつ吻ぷんをしたぞ。あ、あれは、わ、私も、み、見ていて戸と惑まどってしまったぞ。このような恋こい人びと同士の情事を子供の私が見てしまってもいいのだろうかと……その」

「ほんとうに覚えてない！　っていうか、そもそも、織田信奈って誰だれなんだよ？」

　そう。

　この戦国時代世界は、良晴が知っているものとは少し違っている。

　姫武将という存在が、まず、初耳だった。

　小早川隆景だって、良晴の知っている知識が正しければ、男だったはずだ。

　そして──天下布武を唱えて畿内を掌しよう握あくしている尾お張わりの姫大名・織田信奈。

　この少女に至っては、その名前すら良晴は聞いたことがなかった。

「天下布武を掲げる戦国武将といえば、織田信長のはずだよ。織田信長はきゃしゃで色白で美形、しかもカン高い声の持ち主だったそうだけど、れっきとした男だよ。子供だっていっぱい作ってるし。まあ、どうも歴史書に残っている信長の描びよう写しやが女っぽいんじゃないかということで、女信長、なんて設定のドラマもあったけどさ……」

「織田家は、名前に『信』をつける者が多いらしい。もしかして一族には信長という者もいたのかもしれない。だが、私は信長という者を知らない。織田家の家か督とくを継ついだのは織田信奈だ」

　妙なことになってるなあ、もしかして俺は自分の夢の世界に閉じ込められているんじゃないだろうか、と良晴はふと思った。

　この世界は自分が見ている夢にすぎないのではないか、現実の自分は部屋で寝ねてるだけなんじゃないか、と目を覚ましてからずっと疑っている。

　だが、今こうしてかいがいしく背中の手当をしてくれている隆景の指の温かみとか、短く切りそろえた髪からふうわりと漂ただよってくる磯いその匂いは、どう考えても現実そのものなのだ。

「あ、やばい。意識したら心臓がばくばくしてきた。これがいけないんだ。平常心平常心」

「……傷きず跡あとだらけだな、良晴の背中は。今回の傷だけでなく、古傷がたくさんある」

「そうなの？　自分じゃ見えないからわからないよ。っていうか俺、怪我なんかした記憶がないんだけど。昔から避よけることだけは得意でさ。チャリで突つっ走ぱしってたら自動車と正面から激げき突とつしそうになって、空中でひらりとかわして無傷で生せい還かんしたこともあるんだ。チャリはぺしゃんこになったけど」

　俺って将来はサーカス団入りかも、と良晴はちょっと得意になった。

「チャリとかジドウシャというのはわからないが、きみの背中は、もののふの背中だ」

　隆景が白い指で、そっと良晴の背中の傷跡を撫なでてきた。

「きみはなんども戦場で身を挺ていして、主君を守ってきたのだろう。天岩戸を開いた時も、きみは自ら織田信奈を襲おそった矢の盾たてになって、一本も避けなかった。きみならば、避けようと思えば、すべて避けられたはず」

　良晴は、隆景の声がくぐもっていることに気づいた。

「こ、小早川さん？」

「……私の兄者も、そうやって」

　良晴は思わず振ふり返かえっていた。

　瀬戸の潮風が、小こ柄がらできゃしゃな隆景の短い髪かみを、揺ゆらしていた。

　潤うるんだ瞳ひとみで、良晴を見上げてきた。

　まるで、捨てられた子こ猫ねこのような表情だった。

　大毛利家を支える氷のように冷静な智将・小早川隆景という普ふ段だんのイメージとは、まるで違う。

　これが素の、武将としての仮面を脱ぬいだほんとうの小早川さんだ、と良晴は気づいた。

　俺のクラスメイトたちと変わらない、普ふ通つうの女の子なんだ……。

　胸がさらに高鳴った。

「よ、良晴。その……」

「こ、小早川さん」

　目と目が、至し近きん距きよ離りから合ってしまった。

　お互たがいに、身動きがとれなくなり──。

「って、隆景になにをしようとしとるんじゃ！　サルぅ、しごうしたるぞ！」

　びゅんっ！

　抜ぬき打うちで放たれた日本刀の本身が、良晴の前まえ髪がみをはらり、と切り落としていた。

「すみません吉川さん！　許してください！　って、俺はまだなにもしていませんが！」

「黙だまるんじゃサル！　うぶな妹に指一本触ふれたらその場でわれをなますに切り刻むけえ！」

　小早川隆景の双ふた子ごの姉・吉川元春だった。

　良晴を早く斬きるんじゃ、となんども隆景に迫せまっている、武ぶ闘とう派はの姫武将だ。

　姿形は隆景と生き写しだが、感情が顔と態度にぜんぶ出るタイプらしく、表情が豊富。そして、妹との差別化をはかるために「毛利上等」の日の丸鉢はち巻まきをいつも額に巻いているので、毛利家に来てまもない良晴にもすぐに見分けがつく。

「姉者。良晴はなにもしていない。サルのような女たらしという噂うわさは、ただの風聞だったらしい。よ、良晴は、お、女の子に優しい」

「それが女たらし特有の手口なんじゃけ、隆景！　姫ひめ武将殺しの宇喜多直家も、最初は甘い言葉をかけて機き嫌げんを取ってくるんじゃけ。うっかりその手に乗ったら、なにをされるかわからんのじゃけえ」

　吉川元春は、最初から良晴を警けい戒かいしていて、隆景と良晴が接近するたびにこうして刀を抜いて乱入してくるのだった。

「吉川さん、俺が女たらしというのはたぶん根も葉もない噂。自じ慢まんじゃないが、俺はこの歳まで恋人を作った経験がないんだぜ」

「なんじゃとう？　しれっと噓うそを言うな、サル。天岩戸を開いてわれらに見せつけたのはいったいなんじゃ。よりによってうぶな隆景にあんな……い、い、いやらしい大人の情事を……隆景の目が汚けがされたけえ。われだけは許さん！」

「だから記き憶おくにないんだってば～！　織田家での俺は、いったい何者だったんだ？　その好色伝説を聞けば聞くほど、驚きよう愕がくする一方だ！　ぜんぜん俺じゃない！」

　吉川元春いわく──。

　織田家に仕えていた相良良晴は、身分もなき漂ひよう泊はくの者でありながらこともあろうに主君の織田信奈に手をつけ、天下万民の前で織田信奈の唇くちびるを奪うばった。これは数ある下げ克こく上じようの中でももっとも恐おそれ多おおい行こう為い。

　さらに、織田家の天敵・本猫寺でも生き神様としてあがめられ、本猫寺にこもって門徒の女の子たちをはべらして毎晩どんちゃん騒さわぎを催もよおした。

　山中鹿之助、竹たけ中なか半はん兵べ衛え、黒くろ田だ官かん兵べ衛えといったかわいいどころの大物姫武将をかたっぱしから口説いて自分の家臣にしてしまった。山中鹿之助などは、相良良晴の性の奴ど隷れい・生きながら畜ちく生しよう道どうに落とされた良晴専用の生肉厠かわやを自じ称しようしているとかしていないとか。

　ついには良晴の女好きは万里を越こえ海をわたり、南なん蛮ばん人じんのルイズ・フロイスまで口説いているとかいないとか、そのためだけにバテレンに転んだとか転ばないとか。

　織田家屈くつ指しの天才武将にして美少女の誉ほまれ高い明あけ智ち光みつ秀ひでとさっさと婚こん約やくしておきながら浮うわ気きで忙いそがしくて、放置されっぱなしの光秀の心が病みはじめているとか。

「サル、われはそういう男なんじゃけ。妹は自分と違って恋こいもしらんうぶな子なんじゃ、ぜったいにわれの毒どく牙がにはかけさせんけえ。隆景の姉として！」

「へえ。吉川さんは恋したことあるの？　さすがお姉さんだね」

「それはもう、『太平記』や『平家物語』に登場する貴公子たちと、自分が書いとるニセ軍記物の世界の中でなんどもなんどもいちゃいちゃしたけえ……美しい平家の貴公子が荒あら々あらしい源氏武者に首を取られるくだりは、なんど書いても燃えるけんね。ああ～、身体からだがほてるんじゃ～」

「いやいやそうじゃなくて現実の恋っ！」

「あるか、そんなもん。現実の男は汚らわしいんじゃ」

　竹を割ったような明快な性格で実にわかりやすいいい子だな、と良晴は思った。

「はあ。姉者はまだ、平家物語の続きを勝手に書いて一人でにやにやする癖くせが直らないのか。そういう残念な悪癖を改めないと、いずれ腐くさるぞ」

「隆景。サルの背中にときめいているお前よりはましじゃ」

「と、と、ときめいてなど、い、いないんだから！」

　ツンデレっぽい発言きました、と良晴は得した気分になった。

「ただ少し、兄者を思いだして、その……あの」

「ああもう。その潤んだ目つきはいかんけえ。目を覚ますんじゃ隆景！　兄者とこのサルはちっとも似ておらんけえ！」

「顔は似ていないが、心根が似ている。その……女の子に、優しい」

「相良良晴！　われという男は、氷の智将として名高いうちの妹まで籠ろう絡らくしおったか！　妹の男に対する冷たさ、そっけなさ、興味のなさはまさに鉄てつ壁ぺきじゃったというのに！　やはり生かしてはおけぬ男じゃけえ！」

「なんでだ？　どうして戦国時代に来てから俺は突とつ然ぜんモテ期を迎むかえたんだっ？　俺はなにもした覚えがないのに。なにもかもがわからない、腑ふに落おちないっ！」

　吉川元春が振りかざしてきた刀を真しん剣けん白しら刃は取りで防ぎながら、良晴は叫さけんでいた。

「あ、姉者。良晴は織田家での過去を忘れている。もう過去の話は蒸し返してはならない。もし思いだされたら、織田家に帰参されるかも……しれない」

「別に自分はかまわん。いや帰参されるくらいならその前にいっそサルの首を」

「待て待て。吉川さん、妹さんの意見を聞き入れてあげて！」

「だ、だめだ姉者。良晴は当家に寝ね返がえったということにすべし。それで織田家の士気は下がる。そもそも今日見事に山中鹿之助をとらえるという大功をあげた良晴は、すでにれっきとした毛利家の武将──私は良晴をこのまま一国一城の主としたい」

「こやつに？　一国？　一城？　じょっ、冗じよう談だんじゃないけえ！　鹿之助をとらえられたのは隆景の策のおかげじゃ、こやつは床しよう几ぎに座っておっただけじゃ」

「しかし良晴がいてくれればこそ、かつて姉者が取とり逃にがした宿敵の鹿之助をとらえることができた。しかも、良晴の忠実な家臣となった鹿之助は、良晴がこちらにいる限り脱だつ走そうする気配も見せない。良晴が毛利のために働いてくれれば、鹿之助もいずれ毛利に仕える忠犬となる。実力者はむやみに殺すよりも可能ならば味方に引き入れるべし、これが父上と兄者の戦略だった」

「う、ううむ。お前の理り屈くつには勝てんけえね。じゃが、要は隆景はサルが気に入っておるだけじゃろうが。そのためにわざわざサルに手て柄がらまで立てさせて。どれだけかいがいしいんじゃ、お前は」

「……べ、別に、き、気に入ってなど、い、いない……」

「えーと。国よりも島がほしいな、俺。海かい賊ぞく暮らしが気に入ってるんだ！　仕事はきついけど、なにも遮さえぎるものがない海の上で生きるって最高！　俺の性に合ってる！」

「われには、国も島もやらんけえ！」

　妹に手を出したら問答無用で斬るけんね、と吉川元春に念押しされつつも、良晴は兄を見るような視線で自分を見つめてくる隆景を前にするとどうにも高鳴る心臓の鼓こ動どうを抑おさえられないのだった。

「こほん。隆景、本日は将軍さまが来ておる。毛利一家勢せい揃ぞろいで、飯にするけえ」

「将軍さまが？　この海に？」

「うむ。播磨戦線は膠こう着ちやくしとる。暇ひまでたまらんらしいけえ」




「わらわは海には慣れているのじゃ！　兄上とともに明みんまでわたったことがあるからな！」

　甲かん板ぱんの上に、ぞろぞろと毛利家の面々が集まってきて鉄板をつつきはじめた。

　鉄板奉ぶ行ぎようならぬ鉄板将軍として場を仕切っているちびっ子が、足あし利かが義よし昭あき。

　足利幕府の正統将軍である。

　御年七歳か八歳というところか。

　明に亡命した前の将軍・足利義よし輝てる公の実の妹ぎみだ。

　この幼さながら、裏切った家臣団に夜討ちされて幕府滅めつ亡ぼう・海外亡命・兄から将軍の位を授かって再び帰国して足利再興の旗はた揚あげと、尋じん常じようならぬ波乱の人生を送っているこども将軍であった。

「今は、織田信奈という稀き代だいの大悪党がニセ将軍の今いま川がわ義よし元もとを担ぎ上げて京の都を支配しておるが、正統足利将軍家はまだ滅ほろびてはおらぬのじゃ！　わらわは毛利家に押しかけて間借りしているさすらい将軍じゃが、ほんものの将軍さまであるぞ！　幕府再興という兄上との約束はたとえ何年かかっても必ず果たす！　本猫寺を織田家との合戦に巻き込んでしまった責任も果たさねばならぬ。毛利のみなの衆、よろしく頼たのむのじゃ！」

　まだ子供なのに、将軍家再興のために兜かぶとを被かぶって武将たちの前で立派に演説するだなんて、けなげだなあ、と良晴は義昭のがんばりっぷりに感心していた。

　それにしても、さすがは名門足利家のお嬢じようちゃん。今はまだちんまりとしていて兜の重さにふらつきよちよち歩く姿がペンギンみたいだが、大人になったらすごく高貴な美少女になるに違ちがいない、と良晴は内心予想してしまったりもする。

「なあ相良。将軍ちゃんってぜったい、大人になったら高貴な美少女になると思わねえか？　オレさまは美少女に育つほうに領地をぜんぶ賭かけるぜ！　今のうちにあめ玉で手て懐なずけておいて、成長したところを美お味いしくいただいてやるってのはどうだ。名付けて、宇喜多直家の光源氏鬼き畜ちく外道作戦！」

　まったく同じことを考えている上に、人の道を外れた野望を平然と言ってのける大人物が、良晴の隣となりでお好み焼きをつついていた。

　織田信奈と毛利家の間をコウモリのように漂ただよってしばらく日和見していたが、織田信奈が本猫寺との海戦に敗れたと聞いて一いつ瞬しゆんで毛利家に帰参した外様大名・宇喜多直家だ。

　男は暗殺し、女は口説いて利用する。そんな鬼畜なやり口で流る浪ろうの身から備び前ぜん美みま作さかを支配する大名に成り上がった、戦国三大悪人の一人である。しかも三大悪人のうちの二人はすでに歴史の表おもて舞ぶ台たいから退場したので、今はこの宇喜多直家こそが戦国最凶悪人と言っていい。もともとは水もしたたるいい男だが、鬼畜街道まっしぐらの暗殺人生を送っていたせいで、すっかり悪人の相になっている──はずだったのだが、最近はなんとなく様子がおかしい。

「吉川さんに聞かれたら叱しかられるよ、宇喜多さん」

「おいこらガキ。『宇喜多さん』はやめろ、寒気がする！　お前は礼れい儀ぎのれの字も知らない野生のサルだったろうが」

「すみません。記憶がなくて……」

「オレさまは『宇喜多』でいい。相良のくせに丁てい寧ねい語ごを使うな気色悪い。ただしオレの娘むすめは呼び捨てにするな。秀ひで家いえさま、とちゃんとさまをつけて呼べ」

「はあ」

「まったく。なんでオレがお前と肩かたを並べてお好み焼きを食わなきゃならねえんだ。今こそ復ふく讐しゆうしてやりてえが、お前を殺したら小早川のお嬢さんに切腹させられるし、それに記憶を失っている今のお前を殺してもオレさまの溜りゆう飲いんが下がるわけでもねえしよ」

「えっ？　俺、宇喜多さんのような年上の先せん輩ぱいになにかそそうを？　知らぬこととはいえ、申し訳ありません」

「さんづけするな気持ち悪い！」

「はあ」

「でよ。将軍ちゃんはいずれオレさまが美味しくいただくとして、小早川のお嬢さんと吉川のお嬢さん、お前はどっち狙ねらいだ？　相良」

「いやいや主君筋を狙うとかそんな滅めつ相そうもない！　俺は毛利家に拾われて雇やとってもらっている立場の小物っすよ？」

「おい。お前、ほんとは誰だれなんだよ。偽にせ者ものか？　お前が譲ゆずるってんなら、オレが二人とも口説いていただくぜ。それで毛利家はみんなオレのもの！」

「いやちょっと待ってください双ふた子ごを独どく占せんだなんてそれはあまりにもあまりですよ。俺は、どちらかというとおとなしい小早川さんかなあ……委員長っぽくて」

「いいんちょ？　まあどっちでもいいや。オレの本命は将軍ちゃんだから……あの子はぜったい美人になるし、もっと言えば永遠に今のままの姿でもアリだと思うぜ！　かわいいからな！　将軍ちゃんまるで弥み勒ろく菩ぼ薩さつ！」

「たしかに、かわいいですよね。俺、おっぱい好きでロリコンじゃなかったはずなんだけど、義昭ちゃんを見ているとロリコンへの扉とびらが開いたような気分になりますよ。なんだか、昔から幼い女の子の面めん倒どうを見てきたような錯さつ覚かくに陥おちいります。妹いないはずなのに」

「そうか、未来人ってのは露ろ璃り魂こんとかいう病に冒おかされているんだったな。まあそんならオレも露璃魂でいいや！　大人の女は食くい飽あきたし！　あいつら打算と欲よくにまみれていて純じゆん粋すいじゃねーし！　その点、うちの娘の秀家がかわいすぎて、幼子を優しく愛めでるという生き方のすばらしさをオレはこの歳になって知ったからな！」

「いいですね！　ロリコンって平和ですよね！　ラブアンドピースっすよね！」

「欲よく得とく抜ぬきで、いたいけな幼子をただじっと愛でるだけ……その一見無む為いな行為に没ぼつ頭とうした時にはじめて、すさみきったオレさまの心に平安がもたらされたのさ！　オレは幼子の瞳ひとみの中に母の面おも影かげを見た！　露璃魂万歳！」

「なんて澄すみ切った表情なんだ。戦国三大悪人と言われた宇喜多さんにこんないい人の面もあったなんて、実際に戦国時代に来てみないとわからないもんだなあ。サンキューロリコン！　フォーエバーロリコン！」

　宇喜多と相良はわらわの威い光こうに感激してすっかり意気投合しておるようじゃな、毛利家の結束も深まってめでたい、と足利義昭が扇せん子すを広げ「は、は、は」と大笑した。

　露璃魂の意味がよくわかっていないらしい。

　お料理担当の吉川元春が「なんじゃこいつら不気味なんじゃ。二人とも殺すけえ」とむかっ腹を立てながら、コテを返してお好み焼きを裏返している。

　吉川元春は、広島風お好み焼きこそ至高の料理だと信じていて、いずれ上じよう洛らくした暁あかつきには関西風のニセお好み焼きをすべて廃はい絶ぜつし、広島風お好み焼きこそを正統にするという野望を抱いだいていた。

　この時代にはまだキャベツがないから白菜まみれのお好み焼きなんだよな、微び妙みような味だな、と良晴はこっそり思った。

「宇喜多直家。こんど裏切ったら問答無用で首を取る」

　小早川隆景が、冷たい氷の視線で宇喜多を睨にらみつけた。

　基本的に隆景は男に対して、こういう態度を取る。

　例外は、父代わりと慕したっている海賊王の村上武吉と、そして相良良晴くらいだ。

「隆景は甘いんじゃ。どうせ宇喜多はまた裏切る。今ここで自分がしごうしたる」

「姉者、宇喜多は対織田戦で消しよう耗もうさせて使い潰つぶす。大毛利を二度は裏切れない、宇喜多はもう死ぬまで戦うしかない」

「小早川のお嬢さん。本人の前でその非情な発言はどうですかね。繊せん細さいなオレの心が傷つきますぜ」

「うるさい黙だまれ。悪党に人の心などない。きりきり働いて大毛利のために死ね」

「……なあ相良。見たか今の虫けらを見るような冷たい視線。けっこういいよな、小早川のお嬢さんって。年とし端はも行いかぬ姫ひめ武将にこうして蔑さげすまれるってのも意外とオツなものだぜ」

「そ、そうですか？　宇喜多さんって女好きをこじらせてますね」

　俺には小早川さんはああいう視線は向けてこないからよくわからないけど、俺だったらあんな言葉を聞かされたらショックで三日くらい寝ね込こめそうだ、と良晴は思った。

「隆景。大おお坂さか本猫寺での戦を再開するまで、このままぼんやりしているわけにもいかないけえ。陸路から播磨を抜ぬこう。姫ひめ路じ城の織田軍を蹴け散ちらして、やつらに包囲されているお味方の三み木き城を解放し、播磨を平定。本猫寺に頼たよらず、毛利家単独で摂せつ津つから京へ進しん撃げきじゃけ」

「姉者。本猫寺が止まっている今、織田家は再び播磨に兵力を集中できる。力押しで抜くのは難しい。私は村上水軍を率いて、三木城への補給線を確保する作戦を展開しよう。姉者は陸の部隊を率いて、播磨の姫路城にこもる織田軍を牽けん制せいしてほしい。さらに将軍さまが今、東国の武田・上うえ杉すぎ・北条をひとまとめにしようとお手紙を出しまくっておられる。東国を足利の名のもとに束ねることができれば播磨は抜ける。播磨から摂津への陸路を確保できれば、次の本猫寺合戦に毛利の主力を投入できる。海からでは加勢できる人数は限られてしまうが、陸からならば──」

　小早川隆景はそこで一息つき、村上武吉に告げた。

「この和わ睦ぼくの間に織田軍は水軍を再編制して捲けん土ど重ちよう来らいをはかってくるだろう。村上水軍得意の戦法を織田信奈はすでに見ている。だが本猫寺と織田家との再対決の際、もう一度海上で勝てば、天下の人心はこんどこそ織田家から離はなれる。村上水軍は、勝ちにおごらず油断なく訓練にはげむように。織田信奈には同じ手は二度通じない。前回とは異なる戦法を考案するのもよかろう」

　小早川隆景は感情を挟はさまず、まるで将しよう棋ぎを指すようにすらすらと理り詰づめの戦略を立てることができる。吉川も義昭も良晴も「まさに明智の将」と感服するしかなかった。しかも、隆景は自分の智ちにおぼれず謙けん虚きよで、我を出したり手柄をほしがったりはしない。

「そうじゃ相良良晴。この足利義昭さまがじきじきに、褒ほう美びをやろう。よくぞ織田家を見限り、わらわのもとへはせ参じた。しかも、さっそく山中鹿之助をとらえるとは。あやつは尼あま子こ家再興を唱えて執しつ拗ように毛利家に立ち向かっておった。毛利家に厄やつ介かいになりつつ足利幕府を再興するというわらわにとっては、似たような志の持ち主として通じるところもあったが、とにかく難敵だったのじゃ。偉えらい偉い」

　領地を持たない流浪の将軍さまが授けてくれた褒美は、「頭撫なで撫で」だった！

　もちろん身長がぜんぜん届かないので、用心棒のように後ろに控ひかえていた村上武吉にちんまりとした義昭が担ぎ上げてもらって、良晴の頭に手を伸のばしてくるのである。

「偉い偉い。そちには小早川が、褒美として島を進しん呈ていするそうじゃ。好きな島を選ぶがよいのじゃ」

「は、はい。ありがたき幸せ」

　偉そうなちびっ子に頭を撫でられて、なぜかうれしくなってしまう良晴であった。

「はあ。義昭ちゃんに撫でられると癒いやされるなあ」

「そうかそうか。癒やされるのか。これも将軍さまのご威光というものであろう！　もっと撫でてやるのじゃ」

「ははっ。ありがたき幸せ」

　やばい。俺はいつの間にロリコン属性に開眼したんだろう？　と良晴は自分で自分が不思議でならない。

　この戦国時代で、ねねという妹とともに暮らしていた記き憶おくは、今の良晴にはないのだ。

「あーいいなあ。将軍ちゃん、この宇喜多さまにも偉い偉いのご褒美を」

「お前は腰こしが痛い尻しりが痛いと仮病を使っていちど播磨の戦場から逃にげたのじゃ、お前にはやらんのじゃっ」

「お、オレが戦場で落馬して腰を痛めたのはほんとうですぜ？　おかげで女殺しの黄金の腰が……試しにちょっと振ふってみただけで死にそうになるほどの激痛が……うっ、チキショー！　オレはこのまま男として役立たずになっちまうのか？　でも秀家がかわいいから、別にもういいや！　負傷して寝込んだオレをけなげに看病してくれる幼い娘、最高！　あれが息子むすこだったらオレに毒を盛っていたに違ちがいねえ！」

「のう？　吉川、小早川。宇喜多は寝込んで以来、以前とは違う意味で不気味になったの……以前はいつ人を殺すかわからぬ不気味さに溢あふれておったが、今はいつわらわを抱だっこしてどこかへ連れ去るかわからぬやつになった気がするの」

「たぶん落馬した際に、頭も打ったけえ」

「兄者にはぜんぜん似ていない」

　宇喜多直家の性格がやや変わったのは、腰を痛めて寝込んで苦しんでいる間に、娘の秀家がけんめいに介かい抱ほうしたためらしかった。

　もちろん、いざとなれば豹ひよう変へんしていつもの「奸かん悪あく無限」の男に戻もどるのだろうが、織田家と本猫寺が停戦している今はその時ではなさそうだ。

「ともあれ、小こ僧ぞうもすっかり毛利一家になじんだな。未来から来たばかりのガキのくせに、あっさりと過か酷こくな海かい賊ぞく暮らしに慣れるたあ、たいしたもんだ。海賊どもからも好かれているしな。てめえは記憶を失ってもやっぱり天下の相良良晴だぜ」

　こども将軍を肩に担ぎながら、村上武吉が笑った。

　この人、カキを殻からごと嚙かみ砕くだいている、すげえ、と良晴は震ふるえた。

「父親が仕事で海外を飛び回ってたもんで、俺も船とか飛行機とか好きなんですよ。海の上って妙みようにわくわくしますよね」

「ああ。陸よりも海のほうが楽しいぞ小僧。いったん海に飛びだしてしまえば、人は自由だ。外の国にだってこのまま行けるぜ」

「そうじゃ。わらわも明まで行ってきたのじゃ！　明の料理はずいぶん美味だったのじゃ」

「そうですね。でももう、俺は未来には戻れないのか……」

　良晴は、うみねこが飛んでいる青空を見上げていた。

　そんなさびしげな良晴を、心配そうに小早川隆景が、見つめていた。

　そして、足利義昭も。

「そちも……家族のことを思いだしておるのか、相良」

「はい」

「わらわもよく、明で剣けんの修行に明け暮れている兄上のことを思いだすのじゃ。兄上は免めん許きよ皆かい伝でんの剣けん豪ごうであったが、自らの剣の力が足りなかったばかりに幕府滅めつ亡ぼうを招いたと深く恥はじられ、この世でもっとも強い男になると言い残して明の山寺へとこもられたのじゃ。幕府再興の夢は、妹のわらわに託たくされた。兄上が修行を完成し、大願を成就して再びわらわと会えるかどうかは、わからぬ……」

「義昭ちゃん」

「……じゃが生きておれば、また会えるかもしれぬ。生きることをあきらめてしまえば、それまでじゃ。織田家に仕えるか毛利家に仕えるか、これから板いた挟ばさみとなって辛つらいこともあろうが、決して死に急ぐでないぞ、相良」

「はい」

「未来からそちだけがこの時代に呼ばれたのには、きっと理由があるのじゃ。この時代の誰だれかが、そちを必要としておるのじゃ。それはわらわかもしれぬ」

「この時代の、誰かが……」

　良晴はふと、なにかを思いだしそうな気がした。

「うむ。きっと、わらわじゃな。将軍の威光が天岩戸を開き、そちを呼び出したのじゃ！」

　この戦を経て将軍さまもずいぶんと大きくなられたのうと吉川元春が涙なみだぐみ、宇喜多直家が「ずっとちっちゃいままでいてほしい」とつぶやいた。

　小早川隆景だけが、微妙な表情のまま、まだ良晴の背中を見つめている。

「さあ。小早川のお嬢じようももっと食べな。お次は村上水軍の十お八は番こ・焙ほう烙ろく焼きだ。食わないと背が伸びねえぜ！」

　村上武吉が鉄板の上に、瀬戸内で獲とった海の幸の数々を、豪ごう快かいに放り込んだ。










「こほん。姉者、相良良晴についてだが」

　宴うたげが終わったのち──。

　小早川隆景は、吉川元春と二人きりになって、狭せまい船室で語り合っていた。

　今後の戦略をすりあわせる予定だったのだが、元春が心配していたとおり、すぐに相良良晴の話になっていた。

「隆景。お前はサルに熱をあげすぎじゃけ。まるでほんものの兄者でも見ているかのような目であいつを見とる」

「……そ、そんなことはない。そんなことは……うん」

「それで、あやつに島をくれてやって、次はなんじゃ。捕ほ虜りよにした山中鹿之助をサルに説得させて、毛利家内に相良軍団でも結成するのか」

「それはすでに良晴に依い頼らいしてある。今いま頃ごろ、良晴は鹿之助を説得している。毛利家と尼子家は宿敵。尼子の家臣だった鹿之助にとって毛利家は決して相容れぬ怨おん敵てきだ。困難ではあるが、それでも鹿之助がもし良晴にくだれば、膠こう着ちやくした播磨戦線は毛利方の勝ちと決まるだろう」

「ほ、本気なのか隆景。うう、自分は心配でならん。人間の男ちゅうのは、『平家物語』の貴公子とは別の生き物じゃけえ。しかもよりによって、あの日ノ本一の女好きのサルじゃ。まじめな堅かた物ぶつだった隆景が、どうしてあんなのに熱をあげるのかわからん」

「わ、私はべ、別に、さ、相良良晴に、ね、熱など、あ、あげていない……んだから」

「たっ、隆景が恋こいする乙おと女めの目になっちょる！　これはこれで愛らしい……いや違ちがうけえ。目を覚ますんじゃ隆景。あやつは兄者ではない。兄者はもう、生き返ることはない……んじゃけ」

「……姉者」

　吉川小早川の「毛利両川」姉妹には、毛利隆元という兄がいた。

　初代・毛利元就の嫡ちやく男なんで、元就から毛利家の代だい紋もん（毛利家独自の用語で、家か督とくのこと）を継ついだ二代目であった。

　だがその隆元はすでに亡く、初代・元就も死んだ。

　姉妹は、隆元の遺児・輝てる元もとを三代目に就任させ、二人で遺された毛利家を切り盛りしているのだ。

　本来ならば姉妹のいずれかが毛利家の家督を継いでしかるべきだったが、二人は、兄・隆元を深く慕したっていた。

　それゆえ、隆元の忘れ形見、まだ幼い輝元を立派な毛利家三代目として育成しよう、とともに誓ちかいあったのだ。

「隆景。男に恋をするなとは言わんが、兄者の幻まぼろしをサルに重ね合わせるのはやめたほうがいいけえ。あやつはもともと織田信奈と恋こい仲なかじゃったし、大毛利家の姫ひめであるお前とは身分が違うけえ。正式に夫婦になるのは難しいけえ。どのみち隆景が、傷つくことになるけんね」

「あ、姉者はまるで自分が恋の手練れであるかのように語っているが、その恋とはすべて『平家物語』に出てくる平家の男どもとの恋話ではないのか。つまり姉者が頭の中でこしらえた夢──」

「わーっ！　それを言ったらなにもかもしまいじゃ、隆景！　じゃがたとえ『平家物語』の中の恋話とはいえ、ひたすら毛利家のために戦略を考え続けてきておのこをまるで知らんお前よりは多少はわかっちょる！」

「むっ。姉者もおのこなど知らぬではないか。『平家物語』に出てくるおのこ、あれはただの文字だ。紙に記された墨すみだ」

「うわあああ。『文字』言うなーっ！　おどれという妹は！」

　なにしろ二人とも、中国地方を代表する美び姫きと讃たたえられながら、いまだに恋をした経験がない──どんな男を見ても、隆元には及およばない、と思ってしまうからだ。

　吉川元春にいたっては、現実の男はいかんつまらん兄者にはぜったいに及ばぬと言いだして、ついに『平家物語』に登場する大昔の平家の公達きんだちに夢中になる始末。

　小早川隆景はそんな姉の困った趣しゆ味みを「腐くさるぞ」と心配していたのだが、よもや、智将の誉ほまれ高い自分のほうが先にこのようなことになろうとは、予想もしていなかったらしい。

　恋に免めん疫えきがない隆景は、ひどく戸と惑まどっていた──そして、半ば自分を見失いつつあった。

「姉者。ここだけの話にしてほしいが、最近の私は明けても暮れても、良晴のことばかり考えている。それに、食しよく欲よくがない。あと、意味もなく突とつ然ぜん泣きたくなったりする」

「うわあ。そ、それは、恋以外のなにものでもないんじゃ！」

「今日の宴の時なども、良晴が将軍さまに頭を撫でてもらっている姿を見て、無性に良晴に腹が立ったりした。将軍さまに岩を抱だかせて壇だんノの浦うらに沈しずめてやりたい、などと意味もわからぬ悪い考えが浮うかんできた……私はいったいどうしてしまったのだろう、姉者」

　元春は「ああ」と頭を抱かかえた。

「た、隆景。それは、焼やき餅もちじゃけ」

「焼き餅？　今日はお好み焼きと焙烙焼きを食べたはずだが」

「サルは子供に懐なつかれる。将軍さまがサルとべったり仲良しなので、嫉しつ妬としているんじゃ」

　隆景が、不満そうに小さな唇くちびるをとがらせた。

「ま、まさか。将軍さまはまだお子さまであらせられる。子供に嫉妬など……この『明めい智ちの将』と恐おそれられる小早川隆景がそんな、大人げない」

「しかし未来人は幼女を愛してやまない露ろ璃り魂こんという病に冒おかされちょるそうじゃけ。サルも露璃魂に決まっとる。いずれも一ひと筋すじ縄なわではいかぬ上に互たがいに性格が相容れないはずの二人軍師・黒田官兵衛、竹中半兵衛が良晴に仕えて仲良くやっとったのは、サルが幼い少女の機き嫌げんを取るのがうまい露璃魂だからじゃ」

「……な、なんだって。姉者」

「というかお前もその一人じゃ、隆景」

「わ、私はもう子供ではないぞ姉者。お、大人の女だ。み、見た目はたしかにちんまりとしていて幼いかもしれないが……も、もう、赤ちゃんだって産めるし……たぶん。そ、それに、ま、万に上る書物を読んで、あらゆる知識を蓄たくわえている」

　こんどは、頰ほおをふくらませた。すごく不満そうだった。

「じゃが、恋の知識はない。うぶなお前は、露璃魂にとって格好の餌えさじゃけえ」

「ち、違ちがう。私は大人だ」

「大人の女は、恋するおのこに兄者の面おも影かげを重ねたりはせん」

「きょ、協力してくれ姉者」

「な？　なににじゃ」

「良晴がほんとうに露璃魂の病に冒されていて将軍さまに手を出したらまずい、切腹させねばならなくなる。さ、最初に良晴の命を助けてしまった私にも責任がある。私が良晴の病を治さなければ。とはいえ、あ、あくまでも、も、毛利家のためで、これは。か、勘かん違ちがいしないでほしいのだが」

　照れ照れで本音が見え見えじゃけ、と元春はうぶすぎる妹のうろたえっぷりに苦笑した。

「隆景。そこまで言うのなら自分ももう止めん。戦も恋も同じじゃ。堂々と正面から戦って、勝ち取るんじゃ。先手必勝、押しの一手じゃけ！」

「……こ、恋ではない姉者。わ、私は相良良晴を、あ、兄者のような者として、し、慕ってはいるが」

「いかん。それはそれである意味、病のようなものじゃけえ。隆景はそろそろ、兄者をふっきらねばならぬ時が来たのかもしれんけんね」

「どうすればいいだろう、どうすれば。私は、自分がわからなくなってきた。ぐすっ」

「な、泣くな！　天下人の織田信奈を海と陸から打ち破って首を取る寸前まで勝ちまくった隆景が、サルのこととなるとまるで子供じゃ。姉として自分も手を貸すけえ、この戦にも勝つんじゃ隆景」

　その織田信奈を上町台地で討ち取る寸前まで行った時、慎しん重ちような隆景は戦場で、「私にはこの国をどのような方向へ導けばいいのか、志も戦略もない」と怖おじ気けをふるったのだった。

　吉川元春は「そんなことは勝ってから考えればええんじゃけ」と考えすぎる妹の背中を叩たたき続けてきたが、このたびの相良良晴に対する妹の戸惑いぶりも、原因は同じなのだと気づいた。

（隆景ほどの智者が織田信奈なきあとの日ノ本をどうすべきかという未来図を描えがけないのは、隆景の心が、毛利家を束ねて天下人になるはずだった兄者を失って途と方ほうに暮れていたあの頃ころのままだからじゃけ。平家の貴公子とはほど遠いサルが相手というのは納得いかんが、恋という新しい生き方を知ることで妹が兄者の幻から解き放たれてくれれば──）

　元春自身も、兄・隆元を失った時から、ある意味では時間が止まってしまっているのだ。

　しかし元春はなにも考えずに戦場で暴れる役回りだから、思おもい悩なやむということはなかった。

　元春に必要なものは、勇気だけだ。

　毛利家の未来図を考えるという困難な役は、ずっと隆景一人が担ってきたのだ。

　隆景はずっと一人で思い悩んでおったんじゃろう、天下を奪うばおうにも毛利家三代目はまだ幼く、毛利家の面々は本猫寺門徒でもない。天下布武という壮そう大だいな理想を掲かかげる織田家を破ろうとしている今は隆景にとって苦しい時期じゃ、と元春はこの今まで滅めつ多たに表情や感情を出さなかったはずの妹を気き遣づかっていた。

「あ、ありがとう。よ、よろしく頼たのむ、姉者」

「うむ。重ねて言うが先手必勝じゃけ、隆景！　サルが織田信奈のことを忘れとる今が好機じゃ」

「……う、うん」

「おお照れ照れじゃけ。かわいいのう、隆景は」

「う、うるさい黙だまれ」

「ははっ。隆景にうるさい黙れと言われるのも、何年ぶりじゃろうの」

「……うう」

（はっ？　戦一筋の自分としたことが、なぜに妹の恋の橋はし渡わたし役やくなどを買って出ておるんじゃ。自分も、織田信奈とサルのあの命を賭かけた接せつ吻ぷんを見たせいで、ほんものの恋もいいものじゃなどと考えてしまうようになったのかもしれん）

　百年以上ひたすら合戦に明け暮れていたこの国の人々に、あの二人はとんでもないものを見せつけよった、人の心は大きく変わりつつある、隆景もそうじゃ、と元春は思った。

「ほっほっほっ。話は聞いたのじゃ。わらわはこども将軍じゃが、権けん威いを利用した陰いん謀ぼうには長たけておる。小早川と相良良晴、身分違いの二人をくっつける方法をひらめいたのじゃ！」

　思い切り立ち聞きしていた足利義昭が、割って入ってきた。

　なぜか、どや顔だった。

「しょ、将軍さま？　こ、これは、そのっ」

「身体からだが小さすぎて気がつかなかったけえ」

「ほっほっほ。相良良晴に身分がないのが壁かべになっておるのであろ。ならば、織田信奈が良晴を関白近衛前久の養子にしようとしたように、良晴を──将軍さまであるわらわの養子にすればよいのじゃ！　天下の副将軍・足利良晴じゃ！」

「養子？　そ、それはさすがに」

「年ねん齢れいが合わんけえ。しかも織田信奈のまねっこの策じゃけ」

「そうか。では良晴を、わらわのお兄ちゃんにしようではないか。とーにかく、良晴を足利将軍の一族にしてしまえば建前上は問題ないはずじゃ！　明にわたった兄上と会えなくてさびしいわらわも、良晴をお兄ちゃんにすれば思い切り甘えられるしの。毎日一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入ったり、添そい寝ねしてもらったり。良晴のわらわへの忠誠心もさらに高まるであろう。にゅふふ」

「将軍さま、それだけはお断りする。いや、許さん」

「なぜじゃ小早川っ？　な、なぜ、わらわを瀬戸内の海の底に沈めてやる、と言いたげな剣けん吞のんな表情になっておるのじゃっ？　しかも口調が怖こわいのじゃっ」

「……妹はちと、重い病じゃき。こらえてつかあさい、将軍さま」










　その問題の人物・相良良晴は、船ふな牢ろうの中にいた。

　とらえられたのではない。捕ほ虜りよとなっている山中鹿之助を説得せよと小早川隆景に命じられて、鹿之助が入っている牢に自ら手ぶらで乗りこんだのだ。

「殿とのは記き憶おくがないと言いつつ、まったく無警けい戒かいですね。この鹿之助に刺さされたらどうなさるのです」

　鹿之助は、良晴が毛利陣じん営えいにいると知った今、まったく逃とう亡ぼうするつもりがない。どこまでも良晴についていくと決めているからだ。

「いやあ。山中さんはいい人そうだから、人質にされたり刺されたりはしないかなあって。宇喜多さんは油断したら一服盛られそうだけどね」

「ありがたき幸せ！　私としましては、殿にこの牢内で一服盛られてみたいものですが。しびれ薬で動けなくなったところに、殿が餓が狼ろうとなって襲おそいかかってきて、無理矢理に私を身体で説得するという鬼き畜ちく外道な未来が見えます！」

　山中さんってすげぇかわいい女の子なのに発言がちょっと変わってるというかずいぶん個性的だなあ、と良晴は不思議に思った。

　あいつはわが大毛利家に負け続けているうちにどんどんもともとの素養が開花してああなったけえ、と吉川元春がこっそり教えてくれた。

「殿には、『女なんぞ身体に教えこんじまえばいいのよ。いやだいやだと口では言っているがこっちはもうこんなことになっているぜ』とか、そういう汚けがれた言葉でぜひ罵ののしっていただきたいのです。もちろんこのような恥はずかしいお願いをする相手は天下広しといえども殿だけです」

「山中さん。俺は織田家に仕えていた記憶がないんだよ。濁だく流りゆうに転落して頭を打った時に忘れてしまったらしいんだ」

「そうですか。それでは、この鹿之助を夜な夜な慰なぐさみ者ものにしていたあの思い出もすべて」

「ええっ？　俺、そんな無道なまねをきみに？　ごごごごめんなさい！」

「噓うそです。殿は残念ながら、節操のない女好きのくせにこの鹿之助に対しては妙みようにまじめなお方でした。もしかしてこの鹿之助をあえて放置することでさらなる新たな世界を見せてくださろうとしていたのかもしれません」

「なんだ噓か。よかった。小早川さんにそんな話を聞かれたら、どうなるか。今後は発言に注意しないと、小早川さんが怒おこってきみの首をはねるかもしれないよ」

　小早川隆景がですか、と鹿之助がじいっ、と白い目で良晴を睨にらみつけてきた。

「殿はあの無口な色白ひょろ娘むすめとなにやらいい感じだと伺うかがっております。私は殿と一緒でしたらたとえ地じ獄ごくへでも参りますが、よりによって毛利家に鞍くら替がえとはがっかりです。はっ!?　もしかして毛利を仇きゆう敵てきと定めて戦う鹿之助をさらなる苦しみに落とすために……はあ、はあ、はあ」

「山中さん、小指の爪つめをかんでないで、落ち着いて」

「水くさいです殿。鹿之助とお呼びください。さもなくば降こう伏ふくはいたしかねます！」

　鹿之助は口ではいわゆるドＭのような発言を繰くり返かえすのだが、いざ良晴になにかをねだってくる時は尼あま子こ十勇士筆頭らしく毅き然ぜんとしていて、逆らえない。

「わ、わかったよ。じゃ、鹿之助で。えーと、毛利家に降伏してくれるかな？」

「申し訳ありません。生しよう涯がいを殿に捧ささげた私ですが、毛利家にだけは仕えられません。わが主君・出雲の尼子家を滅ほろぼしたのは毛利家です。ここで私が節を曲げて降伏したら、尼子家再興のために戦って死んでいった仲間たちに面目が立ちません」

　鹿之助って真しん剣けんな表情で語っていると、ぐうの音も出ないほどかっこいいな……バレーボール部のキャプテンをつとめて女の子にラブレターをいっぱいもらうタイプだな、とまだ学園生活を送っていた頃の気分が残っている良晴はうっかり鹿之助の端たん整せいな顔立ちに見入ってしまった。

「こればかりは、殿のご命令でも従えないのです。さあ、悪い子の鹿之助に思い切りお仕置きをお願いします、殿。とりあえず殿がこの船牢に設置してくださった厠かわやを使用禁止にしましょう」

「お仕置きはないから！　このままじゃきみはずっとこのまま船牢の底だよ？　地上に出すとまた脱だつ走そうするから、って吉川さんが船からきみをおろそうとしないんだよ。なんでも、吉川さんに以前とらえられた時、腹が痛いと言い張って厠の肥こえ溜だめをくぐって逃にげたことがあるとか」

「と……殿……私の颯さつ爽そうとした活かつ躍やくはすべて忘れて、そんな汚お辱じよくにまみれた恥ずかしい過去だけを毛利から知らされているというのですね？　でででも、そそその話だけは、さすがに……許してください！」

「こんな綺き麗れいな子が、そんな言うのもはばかられるような悲ひ惨さんな目に……いけね。ちょっと興奮してきた。この属性はロリコンよりまずいじゃないか、うわあダメだ俺しっかりしよう」

「殿？」

「あ、なんでもないよ。時々、口が滑すべる悪あく癖へきが俺にはあってね。考えるより先に感じたことをしゃべっちゃうっていうか。そのせいで、クラスの女子たちにはけっこうしろーい目で見られていたなあ。べ、別に、モテなかったってことはないんだけどな！」

「ふふ。だいじょうぶですよ殿。この時代では、正直な殿との方がたのほうが女の子に好かれます。なにしろ宇喜多直家のように腹の底でなにを考えているのかわからない奸かん悪あく無限な外道男が大勢いますから」

「そ、そっか」

「はい。私は正直者の殿が好きですよ！」

「じーん。女の子に好きと言われたのは生まれてはじめてな気がする。やっぱ俺、夢でも見ているんだろうか？」

「またまたご謙けん遜そんを。織田家での数々の伝説を忘れられた今でも殿は天下一の女たらし。なにしろあの冷血鉄面皮の小こ娘むすめ・小早川隆景が、殿を実の兄のように慕したっています」

　そうなんだ。小早川さんがずいぶんと親切にしてくれるんだけど、織田家にいたという過去を考えるとこのままずっと毛利にいていいのか悩んじまうんだ、でも織田家に俺が仕えていたなんて今でも信じられないし、しかも小早川さんは俺の命の恩人だし……と、良晴は苦しい胸中を思わず鹿之助にこっそり明かしていた。

「板いた挟ばさみになられているのですね。おかわいそうな殿。挟はさまれて苦しいんですね。私がこの胸で挟んで慰めましょう。私は着やせしますが、これでけっこう大きいんです！」

「なにを挟むんだよなにをっ？　それに、もう未来に帰れない、というのがちょっとね。父さんにも母さんにも、学校の友達にももう会えないってことだろ？　たまたま生まれてこのかた彼女がいなかったことだけが不幸中の幸いだけど、けっこう夢でうなされるよ」

「……お母さんの夢、ですか」

「母さんがいちばんよく出てくるな。父さんもたまに出てくるけど。でも、この世界には合戦で次々と家族を失った人たちが大勢いて、小早川さんなんてお父さんもお母さんも、お兄さんまでもすでに亡くしていて。それを思うとただ家族と会えないってくらいで嘆なげいている俺は甘すぎる、ガキだ、とも思っちまって。俺みたいな平へい々へい凡ぼん々ぼんな高校生がほんとうに、この戦国時代をずっと生きのびてきたんだろうか」

　殿にはよき仲間が大勢おられました。織田家の皆みな様さまだけでなく、南なん蛮ばん寺の宣教師や堺さかいの商人、織田家の仇敵である本猫寺や武田家の人々にまで殿は信しん頼らいされていました。みんなが、殿を死なせまい、と奔ほん走そうしてきたのですよ、と鹿之助が良晴の手を握にぎりしめてほほえんだ。

「俺にそんな値打ちがあるのかな？　戦のない世界で甘やかされて育った、俺なんかに」

「あります。ですから私はここで、殿のご帰き還かんをいつまでも待ちます」

「記憶が戻もどらなかったら？　俺は、恩人の小早川さんを、裏切れないと思う。小早川さんはあんな小さな身体で毛利家を背負っていて、無理していてすげえ危なっかしくて、今にも折れてしまいそうなんだ。彼女を置いてはいけない」

　記憶を失っても殿はやはり殿です、と鹿之助はうれしそうだった。

「殿はこれまで、織田信奈さまのために、織田家の仲間のためにずっと全力で走り続けて来ました。並の殿方であれば心が折れて倒たおれていたであろう苦境を、なんども乗のり越こえてこられました。あまりに無茶しすぎたんです。だから今はほんの少し、お休みをいただいているところなんですよ。そうお考えください」

「……鹿之助って、いいやつだな」

「はい。殿の忠臣ですから。必ずや、殿をお守りします」

　良晴は、鹿之助の指を握りしめて「ありがとう」と口走っていた。

　この世界の人々は、とりわけ姫ひめ武将たちは、常に生と死の境目のぎりぎりを生きている、だからこんなにもまぶしく見えるのかもしれない、と思った。

「みんなのために、俺になにか、できることがあれば──」










　織田と毛利の最前線、播磨では、両軍が長らく睨みあっている。

　織田方の拠きよ点てんは、播磨の中央にある姫ひめ路じ城。

　毛利方の最前線は播磨の東にある三木城だが、この三木城は織田方の勢力内に孤こ立りつしていて、今は姫路城の織田軍によって包囲されていた。

　陸路から三木城に兵ひよう糧ろうを入れる道は、すべて織田方が配置した兵によって寸断されている。

　だが、姫路城の総大将だった相良良晴と副将の山中鹿之助が毛利方の手に落ちた今、織田軍の士気は下がっているはずだった。

　小早川隆景は、海路から三木城の味方に兵糧を送り込む作戦を立て、村上水軍を率いて播磨へと出立。

　その水軍の中に相良良晴の姿もあった。

「織田軍は先の合戦で大打だ撃げきを受けている。今こそ三木城に兵糧を入れる好機。あわよくばこの合戦で織田方の包囲を蹴け散ちらして三木城を解放しようというのがお嬢じようの策だ。だが、織田方もすでに海岸線に陣じんを連ねて待ち受けていやがる。相良良晴と山中鹿之助を失いながら、相変わらず統率が取れている軍団だぜ。さすがだ」

　村上水軍の大将・村上武吉は、東播磨の海岸線を遠とお眼鏡めがねで眺ながめながら、海かい賊ぞく修行中の良晴にかんで含ふくめるように言い聞かせた。

「小こ僧ぞう。上陸先は高たか砂さごか、明あか石しか。あるいは須す磨まか。いずれにせよ三木城は丘おかの上にある。海岸線にまず拠点を確保せにゃならねえ。今はまっ白い浜はま辺べはその時、真っ赤な血の池地獄のようになるぜ。小便ちびるなよ」

「さすがに、ちびると思うよ。俺は戦場に出た経験がないんだ。っていうか、まだ戦せん闘とう開始は先の話なのに、もう脚あしが震ふるえてるよ」

「ははっ。百ひやく戦せん錬れん磨まの英えい雄ゆうがなにを抜ぬかす」

「俺には特別な能力があるわけでもないし、聖せい剣けんをふるえる勇者でもない。まだぴんとこないな。俺が、戦なんて」

「小僧はあれだな、守るべき女がいねえと力が出ねえのかもしれねえな。おめえは太平の世よりも、姫武将たちが戦場に命をなげうっているこの戦国の世に向いている男だぜ」

「守るべき、女……姫武将たちが戦場に命を……うっ、頭が」

　まただ。

　良晴は、なにかを思いだしそうになり、痛む頭を押さえた。

「小僧。小早川と吉川のお嬢が、死んだ兄貴を今でもあれほど慕っている理由を教えてやろう。俺が教えたってことは内ない緒しよだぜ」

「二人のお兄さんは、毛利家二代目・毛利隆元さん、だったよね」

「ああ。俺と、固めの盃さかずきを交わして義兄弟となった男だ。だから俺にとって二人のお嬢は妹のようなものよ」

　村上武吉は、語った。

　かつての毛利家は中国地方の小さな豪ごう族ぞくにすぎず、山陽を支配する陶すえ晴はる賢かたと、山さん陰いんを支配する尼子家の二大勢力に挟まれ、両家の間を右往左往しながらどうにか生きていたしがない勢力だった──ちょうど、今の宇喜多直家が毛利と織田に挟まれて奔走させられているのと同じように、と。

「長年にわたって大大名の使い走りをさせられてきた初代・毛利元就は、老境を前に独立を決意したのよ。十倍以上の兵力を誇ほこる陶を討うち滅ぼし、尼子も滅ぼし、自らが中国地方の覇は者しやになろうと。だが、毛利の本領は山の中にある。あいつには水軍力がなかった。中国の覇は王おうとなるためには、瀬戸内の海の王、つまりこの俺を味方につける必要があったのよ。むろん、俺さまは誰だれの配下にもつかねえ。海賊は、自由でなきゃならねえからな。そうでなきゃ海の上で生きている値打ちがねえ。村上水軍はよ、せせこましい陸の奪うばい合いなんぞに関わりたくはねえのよ、本来はよ」

「海の上で自由に生きる村上さんを毛利家の家臣団に組み込むことはできない。でも、同盟関係なら結べる。覇者になるためにはどうしても村上さんの力がほしい。毛利元就さんはそう考えたわけか」

「そういうことだ、小僧。そして毛利元就は、陶晴賢を相手にあの『厳いつく島しまの合戦』を挑いどんだのよ。負ければ毛利家は滅めつ亡ぼう。勝算は万にひとつもない。たったひとつ、この俺が加勢してやった時にだけ、わずかに勝算が見えてくる。だが俺は誰にも味方しねえと豪ごう語ごしていた。元就にとって、厳島の合戦は一世一代の博打だった」










　　　　※




　毛利家がまだ安あ芸きの領主だった頃ころ。

　小さな国人領主の家に生まれ、辛しん酸さんをなめ尽つくした流る浪ろうの身から一代で毛利の家を安芸で一目置かれる大立て者にまでのしあげた「初代」こと毛利元就は、中国一の大大名・陶晴賢との決戦を前に愚ぐ痴ちをこぼし続けていた。

「陶は大軍を率いていて、毛利はわずかな手勢しかおらん。だというのに、お前たち三人のきょうだいは帯に短したすきに長し。その上、不仲ときている。なんのためにわしが毛利家のショバをここまで大きくしたと思ってるのじゃ」

　中国最悪の謀ぼう将しよう、いつ誰をたばかって殺すかもわからない「謀はかり神がみ」と呼ばれて周囲からビビられている安芸の大親分の毛利元就も、切った張ったの出入りと鉄てつ砲ぽう玉だまによる要人襲しゆう撃げきを繰くり返かえしているうちに気がつけばすでに老人。

　本来なら、隠いん居きよを考えるお年とし頃ごろだった。

　だが、西の周防すおう長なが門とに中国随ずい一いちの大親分・陶晴賢。

　北の山陰に超ちよう武ぶ闘とう派はの戦闘民族・尼子家大軍団。

　この二大勢力の間に挟まれた毛利家は生き残りをかけた明日をも知れぬ抗こう争そうに明け暮れていて、元就は隠居するどころではなかった。

　いかん。自分が生きているうちに陶晴賢のタマを取っておかねば毛利家はやばい、このままでは死んでも死にきれんと焦あせった元就は、圧あつ倒とう的てき不利でありながら陶に決戦を挑むことにした。

　で、さんざん得意の権けん謀ぼう術じゆつ数すうを用いてありとあらゆる人間を騙だましまくり、陶軍の本隊を海上の厳島におびき寄せることに成功したまではよかったが、あまりにも国力差がありすぎるので毛利家には厳島を奇き襲しゆうして陶軍を殲せん滅めつする肝かん心じんの兵力がないのだった。

　このままぼんやりしていては、厳島から安芸本土に侵しん攻こうされて毛利家は滅ほろぼされてしまう。

「策士策におぼれるとはこのことじゃ。わしとしたことが、寄る年波には勝てぬのか」

「おやっさん！　自分に任せるけぇ。厳島に乗りこんで陶晴賢をしごうしたる！」

　まだ童女なのにやる気まんまん殺す気まんまんの吉川元春が、名刀「姫切」を抜き放ちながら気合いを入れると、

「待て。姉者は知ち恵えのない猪いのしし武む者しや。ここはこの幼き天才・小早川隆景に任せろ父上」

　幼い小早川隆景が、姉に負けじと名乗りをあげた。

　毛利家は切った張ったの出入りが日常茶飯事という筋金入りの戦闘集団である。

　元就の双ふた子ごの娘むすめ・吉川元春と小早川隆景はともに物心ついた時から戦場に出入りし、元就の謀ぼう略りやくによって中国の武ぶ闘とう派はと呼ばれた吉川家と小早川家を乗っ取って相続し、幼い姫武将とは思えぬような修しゆ羅ら場ばをくぐってきた、いわば戦国のスパルタ教育を受けた姉妹だ。

　元春は元就の武力を継つぎ、隆景は元就の知ち謀ぼうを継いでいた。

「がーっ！　隆景は黙だまっとれ！　文弱の徒が、口先だけで戦に勝てるはずがないけえ」

「ふん、愚おろか者ものめ。姉者こそ一人で一万人の兵を倒せると思っているのか」

「おう、気合いがあれば倒せる！」

「ハ。これだから猪武者は」

「お好み焼きを三人前食べれば、百人力じゃけ！　ということは、お好み焼きを三十人前食べれば一万人力じゃ」

「……千人力、だ姉者。この隆景の偽にせ者もののような顔をしていながら、そのバカっぷりは耐たえられない。ひっこめ」

「妹の分際で、姉をバカにするなあ！　姉より優ゆう秀しゆうな妹など、いるかあ～！」

「ここにいるぞ。ざまあみろ」

「ぐわあ！　今日こそその首、落としたる！」

「うるさい、黙れ」

　この二人の姉妹は性格も才能も真逆で、水と油。顔を合わせれば互たがいを罵ののしりあうのが常だった。

　そして元就の長男・隆元は、妙みような才能と異常なやる気に満ちた濃こすぎる父親や妹たちとは似ても似つかぬ地味で凡ぼん庸ような将で、戦は下手だし謀略の才能もからっきし、この日も影かげが薄うすかった。

　風ふう雅がな趣しゆ味みも、整って上品な風ふう貌ぼうも貴族そのもので、美男子ではあるのだがどうにも武勇に優れた毛利一家の血を継いでいるとは思えない。

　だから、ゆくゆくは元就の家か督とくを継いで二代目になる予定なのに、この重要な会議でも発言権がない。

「隆元どの。妹たちに説教をせい」

「うん。二人とも、仲良く」

「黙れ、穀ごく潰つぶし」

「ひっこめ、無能」

「親父おやじどの。ダメでした」

「……隆元どの……そなたという男は……はあ」

　元就は頭を抱かかえた。

「聞け。この老人の愚痴を聞いてくだされ。厳島で陶の大軍と決戦する今こそ、そなたたち三人のきょうだいは結束せねばならんのじゃ。わしの望みは家臣の裏切りに遭うて離り散さんした毛利家を再興し、温かな家族に囲まれてちんまりとした幸せを手に入れることじゃった。それなのに、それなのに。ああ、中国はどうしてこうも修しゆ羅らの国なのか。挨あい拶さつ代わりに切った張ったの出入り、息を吐はくように殺し殺されの鉄てつ砲ぽう玉だま派は遣けん合戦、母を失い妻には先立たれ……あげく、子供たちは呆あきれるほどに不仲。わしはもう出家しとうなった」

「また父上のうざい愚痴がはじまった。これも姉者がバカすぎるせいだ」

「黙れ隆景。おどれがしたり顔で自分の才を鼻にかけるからじゃ！」

「妹たちよ。二人とも、仲良く」

「黙れ、穀潰し」

「ひっこめ、無能」

「親父どの。どうしましょう」

「毛利家は兄者の代でおしまいじゃけ。おやっさん亡きあとの安芸のシマはこの吉川家に任せえ」

「うるさいひっこめ。父上亡きあと、安芸の親分になるのはわが小早川家だ」

「黙れ隆景。まあ、どのみち兄者だけはない」

「愚かな姉と意見が一いつ致ちしてしまうとは死にたくなるが、残念ながらそのとおり」

　元春も隆景も、まだ幼い。毛利家二代目とは思えないほどに取とり柄えのない兄の隆元をいつもないがしろにしまくっていた。

　隆元も、二人の妹にくそみそに罵られてもやんわりと笑みを絶やさないので、罵ば倒とうはやむことがないのだった。

「今は毛利家存亡をかけた大一番。お前たち三人のきょうだいに、この父が極上究極の説教を準備してきてやった。心して聞け。聞いてくだされよ」

　元就が長さ三メートル近くに及およぶ「愚痴状」を取りだして読みあげはじめたが、幼い姉妹は「またはじまった」とそっぽを向いて聞いていない。

「むう。やはり言葉だけではダメじゃったか」

「おやっさん、愚痴はもう聞き飽あきたけえ。どうせまた亡き母者の作るみそ汁しるがうまかったという思い出話からはじまって、なによりも温かな家族が大事、毛利家最高、お父さんお兄さんをたいせつにしよう、世界にひとつだけの花を咲さかせてどうのこうの、と世迷い言をえんえんと」

「いちいち読まなくてもなにが書かれてあるか、利発な隆景にはぜんぶわかっている」

「うおお、心の臓が……！　だがまだだ！　まだ終わらぬよ。わしは謀将。今回は、そなたたち三人のきょうだいを仲良くさせるために必殺の小道具を用意してきた」

　元就は、矢を一本ずつ、三人のきょうだいに手て渡わたした。

「どうじゃな。大おお振ぶりで頑がん丈じような矢じゃ。折ってみよ」

「おう。これしきのこと、朝飯前じゃけ」

「折ったぞ父上」

「……えい、えい。折れません」

「隆元どの、折れたことにしておいてくれぬか。わしが知恵を絞しぼって準備してきた渾こん身しんの説教が進まん」

「わかりました親父どの」

「さ、さて、おのおのがた。一本の矢はどれほど堅けん固ごに作られていてもたやすく折れるが、こうして矢を三本束ねてみればどうかな？」

　きょうだいの不和を憂うれえた毛利元就が考えだした渾身の説教ネタ、それが「三本の矢」。

「一本の矢は簡単に折れるが、三本の矢は折れぬ。わしがなにを言いたいかわかるな、おのおのがた」

「おやっさん。こんなもの簡単に折れるけえ。えいっ」

　元春があっさりまとめて三本の矢を折ってしまったので、元就が人生を賭かけた説教は不発に終わった。

「ぎゃーっ！　わが三本の矢があああああ！　毛利家の未来があ！　ささやかな家族の幸せがあああ！」

「どうじゃ、おやっさん！　身体からだは小こ柄がらなれど、元春自じ慢まんのこの剛ごう力りき！」

「さすがは姉者、呆れるほどになにも考えておらんな。親不孝者め、ひっこめ」

「なんじゃと!?　貴様、姉に劣おとる妹の分際で！　今日こそはそっ首落としてくれるけえ」

　姉妹がいがみあう横で、隆元がめずらしく話を切りだした。

「親父どのの思おぼし召めしはしかと承りました。そこで──厳島におびき寄せた陶軍をいかがいたしましょう」

「おお、それよ隆元どの。狭せまい厳島に陶軍をおびき寄せたはいいが、毛利にはこれを奇襲して殲滅する兵力がない。特に水軍力がな。ゆえにわれらはこたびの戦で、瀬戸内の海をわが者顔で荒あらし回っている海かい賊ぞく・村上水軍に加勢してもらわねば勝てぬ」

　たとえ島で勝っても海上に逃にげられれば陶の首を獲とれぬ、獲れねば国力の差でいずれ毛利家は陶に併へい吞どんされる、そうなれば毛利家のささやかな家族の幸せは……おお、おお……いつまでわしは切った張ったのすさんだ出入りを続けねばならんのじゃ、わしはただ親子仲よく暮らしていければそれでよいものを、と元就はまた感極まって愚痴りはじめた。

　小早川隆景が、「難しいな」と眉まゆをひそめた。

「父上。陶側も厳島に上陸したからには、すでに村上水軍に誘さそいをかけている。毛利と違ちがい、陶には明との貿易でかき集めた莫ばく大だいな富がある。陸の武士に属さぬ海賊どもを動かすには多額の銭が必要だ」

「自分が交こう渉しように行ってくるけえ。しのごの抜ぬかすようなら、村上の大将を叩たたき斬きる」

「うるさいひっこめ。姉者が口を開けば、まとまる交渉もまとまらない。兄者は論外。ここは父上の知謀を受うけ継いだ天才であるこの私が使者として村上水軍の大将・村上武吉と交渉するのが最善手」

「なんじゃと！　刀を抜け、ここで自分と勝負せい隆景！　生き残ったほうが使者じゃけえ！」

「いかがします親父どの」

「そうじゃのう。わしが自ら使者となって村上武吉のもとへ。互いに知らぬ仲ではない。いやもしかしたら旧友と言ってもいいかもしれぬ。強敵と書いて、とも、と呼べる間あいだ柄がらかも。ごほごほ」

「ダメだ父上。人望も信用もない策略家の父上が自ら乗りこんだら、痛くもない腹を探られて交渉の席に着いてもらえず、しかも父上はそのまま人質に盗とられる」

「なんと。隆景どの、そなたはおのが父をそのような目でっ!?　おお、おお、やはり長生きなどするべきではなかったのじゃ～！」

「おやっさん。銅銭が必要なら安芸の商人どもをかき集めて、借金するというのはどうじゃ」

「元春どの。すでにその手は打ったが、わしは騙だまし討うちや踏ふみ倒たおしを繰くり返かえしてきた策さく謀ぼう家ゆえに商人どもの信用がない。ビタ一文貸してもらえなんだ」

「なんじゃと？　ならば銭を貸さぬ商家を焼き討ちじゃ、おやっさん」

「いかんいかん。商家を焼いても銭は出てこぬ。それどころかショバ代を上納する商人どもに見放されれば、戦と謀略に銭を投じすぎている毛利家の財政は破は綻たんじゃ」

「なんと。合戦しながら家を維い持じするとは難しいもんじゃのう」

「わかりきったことをぐだぐだと。姉者はひっこめ」

「うるさい黙れ！」

「そっちこそ黙れ」

　元就は長い時間思案を続け、なにごとかをひらめいたらしく「よし」と決断した。

「では……銅銭がない以上は成功は厳しく命がけとなるが、ここは隆景どのに頼たのむかのう」

「私にお任せあれ。賢けん明めいな選せん択たくだ父上」

「うぐぐ。姉より優秀な妹など……隆景、交渉に失敗して泣いても助けてやらんぞ！」

「ふん。姉者に助けられるくらいなら潔く切腹する」

「妹たちよ、仲良く。親父どのにはよきお考えがあるらしい」

　こうして、まだ幼い小早川隆景が村上水軍との難しい交渉を任された、のだが──。




　瀬戸内の海の王者、村上水軍。

　その村上水軍を率いる海賊の首領が、村上武吉。

　陸を支配する武士であろうが大商人であろうが、村上武吉の許可なくして瀬戸内の海をわたることはできない。

「いい度胸だ。銅銭もなしに、毛利に加勢しろと？」

　船上の床しよう几ぎに巨きよ体たいを預けた村上武吉は南なん蛮ばん船から奪うばった緋ひ羅ら紗しやの猩しよう々じよう陣じん羽ば織おりを肩かたから羽織り、こちらは明船からぶんどった青せい竜りゆう刀とうを片手で軽々と振ふり回しながら、毛利家の幼い使者・小早川隆景を睨にらみつけていた。

「陶軍二万は今、厳島神社に布ふ陣じんしている。わが父上と姉者がまもなく来る台風にまぎれて包つつヶみが浦うらから山を越こえてこれを奇き襲しゆうし、陶軍を厳島から追い落とす。私は村上水軍とともに、船で敗走しようとする陶軍を海上で迎げい撃げきして殲せん滅めつする。毛利軍はわずか三千だが、村上水軍の加勢があれば勝てる。中国の覇は者しやが陶から毛利に交代するこの合戦は、一日で決着がつく」

　どうだ、と言わんばかりに隆景が胸を張ったが、海の上で自由を謳おう歌かしている海賊たちは陸の覇者が誰だれになろうと興味はない。

「お嬢じようちゃん、そいつは甘いや」

「俺ら海賊はよ、陸の武士にはぜったいに臣従しねえ」

「天下御ご免めんってやつよ」

　海賊たちは気が荒あらい。

　年とし端はもいかない姫ひめ武将に対しても、容よう赦しやがなかった。

　隆景は荒々しい海賊たちに取り囲まれながら、声をはげました。

「す、陶晴賢は村上水軍が船から通行税を取る行こう為いを禁じようとしていると聞く。わが毛利家にはそのような考えはない。これまでどおり、瀬戸内の海は村上水軍にゆだねる」

　だが、隆景は身体の震ふるえを抑えることはできなかった。

「お嬢ちゃん。そんなこたぁ、お前ら陸のもんが決めることじゃねえんだよ。瀬戸内の海の王は俺だ。船から税を取るってのは、俺たち海賊がてめえらで決めたことだ」

　村上武吉の、そこに存在するだけで激しい熱と圧力を発する巨体を前にすると、どのようにこざかしく言葉を弄ろうしても通じない相手だということがわかってしまう。

　この岩のような男を動かすには、理り屈くつだけでは足りない……隆景は自分には村上武吉を動かす力がないことを思い知っていた。

「首領の言ったとおりよ。俺たちゃ誰にも仕えねえ。力を借りたいのなら銭を出せ」

「お嬢ちゃん、頭ずが高いんだよ」

「海の世界はよ、陸とは違うんだぜ」

「俺たちは、陸の連中から指図されることをなによりも嫌きらう」

「銅銭がないというのなら、命を賭としてもらわねえとな」

「命を？」

　隆景の小さな肩がぴくりと震えた。

「首領。あの『賭け』をやらせますか」

「こんな小こ娘むすめには酷こくな話だが、タダで動く海賊なんざいねえ」

　海賊たちが口々に叫さけび、村上武吉が「やらせよう」とうなずいた。

「いいか小早川のお嬢。世の中、知ち恵えだけじゃとおらねえ。特に海の上はな」

「わ、私に、な、なにをさせるつもりか」

「ここに三杯ばいの盃さかずきがある」

　村上武吉ににらまれたまま動けないでいる隆景の前に、白い酒のようなもので満たされた盃が用意された。

　金色の盃、銀色の盃、銅色の盃。

「毒入りの盃を飲めば死ぬ。毒の入っていない盃を選び当てれば、お前さんの勝ちだ」

「これを、飲めと？」

「ひとつを選べ。小早川のお嬢、お前が世に言われているほどの知恵者ならば、毒の入っていない盃を当てるくらい容易なことだろうよ」

「……待て。すべての盃に毒が入っていることはない、という保証は」

「そんなもの、あるわけがねえ」

「!?」

「海賊の掟おきてよ。銭がねえと言うのなら、この『賭かけ』で男気を試してやるのさ。まあ、お嬢は男じゃねえんだが……武士の子であれば覚かく悟ごはできていような」

「待て。当たりは、あるのか？」

「さあな。どれを飲んでも死ぬかもしれんぞ。そんなものは、俺の気分次第よ」

「拒きよ否ひすれば？」

「俺たちの加勢がなければ、毛利は滅ほろびる」

「ど、毒を飲んで私が死んでも、加勢してもらえるのか？」

「その時は、お嬢は無む駄だ死じによ」

「そんな。ならば、もしもすべてが毒であったなら毛利家はどうなる。父上は……！」

「まだわからんのか。お前を試しているのは俺だ、お嬢。海の上ではこの俺が王者。お嬢に選ぶ権利などねえ」

「う、う……」

「悪く思うな。年端もいかぬ小娘を泣かせる趣しゆ味みは俺にはねえ。だがこれも掟よ──海の上では、船板一枚を隔へだてた下は地じ獄ごく。ゆえに海賊にとって掟はぜったいなのよ」

　隆景は知ち謀ぼうに優れた少女だが、常に物事を慎しん重ちように考えて進めていく。

　毛利家の存亡を自らこのような乾けん坤こん一いつ擲てきの勝負に賭ける無む謀ぼうな度胸に欠けていた。

「私の命はいい。これも毛利家のためだ。だが、私が外せば毛利家が。父上も兄者も姉者もことごとく滅びる」

　隆景には、選べない。

　毛利家の家訓に「禁酒」というものがある。

　愚ぐ痴ちっぽい元就は、「わしの父も兄も酒の飲み過ぎで早死にしたのじゃ」と家族に酒を飲むことを禁じていた。幼い隆景は大人が飲む酒はもちろんお正月の甘酒すら飲んだことがなく、それどころか酒を見たことさえほとんどなかったので、こうして酒の濁にごり具合を見比べても違ちがいがまるでわからない。

「この金の盃か。それとも銅の。いや、銀だ」

　隆景は、銀の盃を取ろうと決めた。

　理由は、ない。

　あえて言えば消去法だ。人はまぶしい金の盃に目を奪われる。罠わなである可能性が高い。かと言って逆を行って銅を選んだ場合、裏の裏をかかれてやはり罠に落ちるかもしれない。目立たない真ん中の銀が当たりである可能性がいちばん高い。その程度のことだった。

　しかし、伸のばした手が小刻みに震えて、どうしても盃を取ることができない。

　三つとも毒だったら。

　突とつ然ぜん、死にたくない、という思いが隆景の胸のうちに強きよう烈れつに沸わきあがってきた。

　初うい陣じんの時に捨てたはずの死への恐きよう怖ふが、よみがえってきた。

　この死は賭けですらなくまるっきり無意味かもしれないという疑いが、考えすぎる隆景の心を侵しん食しよくして、そして理性で封ふうじていたはずの死への恐怖を思いおこさせたのだ。

　隆景はそんな自分を恥はじて、ぽろぽろと涙なみだをこぼした。

「……う、う……私の知恵など……この程度のものだったのか」

　いちど涙がこぼれると、嗚お咽えつが止まらなくなった。

　海かい賊ぞくたちがどっと笑いだした。

「てめえら。お嬢を笑いものにするんじゃねえ。てめえらがガキだった頃ころ、俺のもとに素手で乗りこんでくる度胸があったかよ」

　村上武吉に一いつ喝かつされると、海賊たちは「しょんぼり」と黙だまりこんだ。

「さあ。選べ。身体からだが震えてままならねえなら、俺が飲ませてやろう」

「ぎ……銀の……」

　村上武吉が、深い哀あわれみの表情を浮うかべて、隆景を見つめてきた。

「お嬢。それで、悔くいはねえか」

　私は自分の知恵を過信してここで死ぬのだ、そして私のせいで毛利家も滅びるのだ、と隆景は絶望した。

「……あ……うう……」

　誰か助けて、と隆景が心の中で叫んだ時だった。




「おどれら！　妹に手ぇ出すのは許さんけぇ！」

　一艘そうの小こ舟ぶねが、村上水軍の船団の中に突とつ進しんし、武吉と隆景たちが乗っていた旗き艦かんに舳へ先さきから激げき突とつしてきた。

「毛利上等」の日の丸鉢はち巻まきを巻いた吉川元春が、「姫切」をひっさげて甲かん板ぱんへと斬きりこみをかけてきたのだ。

　この無謀な小舟の漕こぎ手は、意外や、兄の隆元だった。

「……姉者……兄者!?」

　このような無茶なまねをやることはあってもやられたことのない海賊たちは不意を打たれ、「なんなんだ」「たった一艘で特とつ攻こうか」「どうかしていやがる」とあわててしまい、対応できない。

　それでもそこは百ひやく戦せん錬れん磨まの海賊衆。どうにか気合いを取とり戻もどしていっせいに元春を取り押さえようと密集隊形を取って突進したが、

「ぬおおおお、どけどけどけ！　隆景！　そいつは自分が飲むけぇ！」

　元春は叫びながら次々と群がる海賊たちを海へと蹴け落おとし、この小さな身体のどこにこんな力が？　と怯おびえる海賊たちの囲みをたちまち破り、隆景をかばうように武吉の正面へと躍おどりでた。

　兄の隆元は、大暴れしている元春の背後を「どうも」とほほえみながらしずしずと進んでくる。

「ほう。小早川のお嬢とうり二つだが、すさまじい太た刀ちさばきだ」

「妹と間ま違ちがえたら承知せんけえ！　日の丸鉢巻きをつけているほうが姉じゃ、吉川元春じゃ！」

　海賊たちは「これはまたとんでもない暴れ馬じゃ」と元春の血の気の多さに呆あきれている。

　元春はどかっと武吉の前に腰こしをおろし、「決めた！　当たりはこの金の盃じゃけ」と叫びながら盃をつかんだ。

「あ、姉者。なにゆえ金の盃を」

「ただの勘かんじゃけ！　ぴかぴか光っとるのが当たりじゃ！」

「そんな。ま、待って」

「待たん！　自分には隆景のような知恵がない。こういう時に黙って命をぶん投げるくらいしか自分にはできん！」

「姉者……！　ダメだ。これは私の仕事。私が飲む」

「うるさい黙れ隆景、姉より先に死ぬ妹などいるかっ！」

「姉者！　勘など当たらない。盃を私に選ばせ……」

「選ばせん！　外したら、考えすぎるお前は生しよう涯がい悔くやむじゃろうが！」

　元春は、制止しようとする隆景の腕うでを力まかせに振ふり切った。

　腕わん力りよくでは勝負にならない。隆景は元春に転ばされて、突つっ伏ぷしていた。

　問答無用だった。

　今の元春は妹の命を救うこと以外、なにも考えていない。

　隆景は、姉の全身から溢あふれだす勇気に息を飲み、また涙が止まらなくなった。

　姉者は今までなにも言わなかったが、非力な私はこの姉者にずっと守られていたのだ、とようやく悟さとった。

「海賊の王、約束は守れ！」

　元春は言葉が少ない。

　隆景が再び制止するよりも早く、さわやかな笑顔で盃に唇くちびるをつけようとした──。

「知の小早川、武の吉川。これが毛利両川か」

　村上武吉の心が揺ゆらいだ。

　だが、掟を破ることは瀬戸内の王にも許されない。

　銅銭なくば陸の武士に加勢をしてはならない。

　その銅銭を海賊衆に働きに応じて公平に分け与あたえることが、村上武吉の海賊王としての仕事である。

　そして隆景も村上武吉も、そして元春すらも、この場での決着をこの男がつけるとは予想すらしていなかった。

「まあ待て妹たち。銅銭ならある。俺が、調達してきた」

　毛利隆元。

「初代」毛利元就の嫡ちやく男なん。隆景と元春の実の兄。

　いずれ毛利家二代目を継つぐはずだが、影かげの薄うすい貴公子。

　戦の腕も謀ぼう略りやくもからっきしで、いったいいるのかいないのかもわからない男。

　誰だれもがそう信じてきた。

　その隆元が、舳先から武吉の旗艦に体当たりして食い込んでいる小舟を指さして、海賊たちに示した。

「銅銭だ！」

「小舟の底に、山ほど積んであるぞ！」

「首領！　お宝ですぜ！」

　隆景と元春は「まさか」「毛利にあんな銅銭はないはずじゃけ」と目を見張った。

　毛利元就はなにしろ策略家なので信用がない。商人たちが貸してくれなかったのだ。

　その大量の銅銭を、なにくわぬ顔で隆元が調達していた。

「俺が商人たちに頭を下げて、借りてきた。これでどうだ村上武吉」

　隆元は、二人の妹を背後に従えて、「てめえはいったい何者だ」と驚おどろいている村上武吉の前に仁王立ちした。

「俺か。俺は毛利家二代目、毛利隆元。優ゆう秀しゆうすぎる父と妹たちの狭はざ間まに埋うもれた、なんの取り柄えもないただの男だ」

「ただの男が、こんな大それたまねをやらかすはずがねえ。どうやって銅銭を集めた？」

「だから、商人たちにぺこぺこと頭を下げて頼たのみ回ってきたのさ」

「多勢に無勢、敗色濃のう厚こうな毛利家に、利にさとい商人どもがこれほどの銅銭を貸すものか！　しかも、元就は戦に勝ったとしても借金を踏ふみ倒たおすかもしれん男だぞ！」

「ああ。いろいろやりすぎた親父おやじどのの名では一文も貸してもらえなかったのでな。こいつは俺の名で借りてきた。戦に敗れて返せなくなれば、俺が腹を切るまでのこと」

「てめえ、それほど陸の商人どもに信しん頼らいされているのか？」

「ただのバカなお人好しだと思われているだけだ。実際そのとおりだからな」

　隆元は、村上武吉と相対しても一歩も退くことなく、むしろその身体のうちに秘めた気合いで武吉を圧していた。

「知の小早川、武の吉川。そしてお前の武器は、徳か。それだけは、てめえの親父にはなかったものだ」

　隆元は、あぐらをかいて白い歯を見せた。

「間に合ってよかった。俺の妹に害をなしていれば、お前ら海賊どもを一人残らず殺さねばならなかったからな」

　笑いつつもすさまじい目つきで、村上武吉を見上げながら睨にらみつけていた。

　どうやら兄者は本気で言っているらしい、と気づいた隆景は身み震ぶるいした。

　元春も同じ気持ちらしい。

「俺たちを皆みな殺ごろし、だと？」

「ああ。たとえ妹に傷ひとつつけても、許すつもりはなかった。実際、俺は今めずらしく腹を立てている。村上武吉」

「お嬢じようたちを盃さかずきで試したことにか？　これは掟おきてだ！」

　村上武吉にも、隆景と元春にも、隆元の底というものが見えなかった。

　これが本気を出した兄者……と隆景は胸を締しめつけられながら、自分たち姉妹がずっとバカにしてきた兄の横顔を仰あおぎ見みていた。

「聞け、海賊ども。俺はなんの能もないただの男だが、それでも男だ。お前ら海賊どもは天下無法だ自由だとほざいて格好をつけているが、男じゃねえ」

　海賊衆は言葉が出ない。

　隆元の放つ気合いに飲まれて、ただ呆ぼう然ぜんと立っている。

　村上武吉だけが、隆元と渡わたり合う気き概がいを持っていた。

「男じゃねえとは聞き捨てならねえな。今、銅銭はここにある。おとなしく頭を下げるならばてめえらに加勢してやろうじゃねえか、坊ぼう主ず」

「断る。厳島で命を賭として戦う覚かく悟ごのないお前らに頭など下げるか」

「俺たち海賊に、毛利のために一人残らず死ぬまで戦えと命じるのか？　それは横暴ではないか！」

「俺の妹を苦しめたあげくなおも利だけで動くというのならこの場で斬り捨てるぞ、村上武吉。貴様もこの一戦に命を賭かけろ」

「坊主、調子に乗るな！」

　兄者？　と隆景はまた驚かされていた。

「村上武吉！　海賊ども！　俺の妹たちの必死な姿を見ただろう。幼い姫ひめ武将たちが戦乱の世を鎮しずめるために奔ほん走そうしているというのに、お前らは男として恥はじを感じないのか！　なにが自由だ、なにが天下御ご免めんだ！」

「それは立場の違ちがいだ！　海賊と武士は生きる世界が違う！」

「海賊だの武士だの、そういう問題じゃねえ！　同じ日ノ本の人間だろうが！　いつまでも女子供に戦わせて自分はのうのうと生きていくのが男か！　まして、血をわけた妹たちを平然と修しゆ羅ら場ばに送る兄など俺は我が慢まんできん！」

　隆元は、金の盃を取った。

「俺は、戦も策略も幼い妹たちに任せきりの凡ぼん庸ような自分を常に恥はじている」

　ぐい、と一気に飲み干した。

「だから妹たちのためなら、俺はいつ死んでもいい。俺の武器はこの命だけだ」

　隆景も元春も、兄を止める暇ひますらなかった。

「海かい賊ぞく王よ。三つとも飲んでしまえば、どれかは当たるはずだな。最初から当たりが入っていないと言うのならば、お前が恥をかく。この『賭け』は俺の勝ちだ」

　一同が呆あつ気けにとられている前で──。

「いいか海賊ども、こたびの厳島の合戦では死兵と化して本気で戦え！」

　隆元は立て続けに、金の盃、銀の盃、そして銅の盃に入った酒を躊ちゆう躇ちよなく一いつ滴てき残らず自分の腹の中に流し込んでいた。

「そんな？　あ……兄者……！」

「うわああ！　兄者ああああ!?」

　隆景と元春は抱だきあって、震ふるえた。

　隆元の器をはじめて見た。

　自分たちに抱いてくれている兄としての愛情も、比類なき男気も、はじめて知った。

　知った瞬しゆん間かんに兄を失ってしまうことを、これまで兄を見下してきたことに一言の詫わびすらも言えなかったことを、姉妹はほんとうに恐おそれた。

　二人の姉妹の心がここまでひとつに重なったことは、これまでなかった。

　しかし、隆元は──死ななかった。

　村上武吉は、はじめからどの盃にも毒を入れていなかったのだ。

「毛利隆元……てめえ……」

「はは。どうやらまだ生きているらしい」

「掟は掟だ。時には荒あらっぽいまねもやる、人も殺す。だが俺は瘦やせても枯かれても瀬戸内の王だ。この国の海で最強の海賊王だ。その俺が、単身ここまで乗りこんできた幼い娘むすめに毒を盛れるはずがねえ」

「そのようだな、村上武吉。お前は、男だった。悪かった。許せ」

　村上武吉は、巨きよ体たいを折り曲げて隆元の前にひざまずいた。

「これより毛利家はわが友だ。いつでも俺たち村上水軍の力を貸そう」

「隆景の指揮に従って、戦ってくれるか」

「小早川のお嬢も吉川のお嬢も、俺が守ろう。てめえの頼みであれば。掟に従い、この銅銭は受け取る。受け取るが、そっくりてめえにくれてやる。妹たちに髪かみ飾かざりでも買ってやれ」

「村上武吉。まったく、海賊にしておくには惜おしい男だ」

「ふん。てめえこそ、武士にしておくには惜しい男だ」

　二人の男が同時に、相好を崩くずした。

「……俺は酒が苦手らしい……親父どのに禁じられていたゆえ、今こ宵よい生まれてはじめて飲んだ。ちょっと倒れさせろ」

　隆元の身体からだが、武吉の太い腕の中にくずおれていた。

　いびきをかいている。

　隆景、そして元春が、そんな隆元に抱きついて声をあげて泣いた。

　毛利両川。同じ顔を持つ姉妹の心がひとつになったのは、この時からだった。

　村上武吉は、自分の頭を叩たたきながら海うな原ばらへ向かって叫さけんでいた。

「元就め。悔くやしいが貴様の息子むすこは、天下人の器だ」




　厳島の合戦は、村上水軍を味方につけた毛利の大勝利に終わった。敗れた陶晴賢は自じ刃じんし、陶家は滅めつ亡ぼうした。

　吉川・小早川の「毛利両川」姉妹が戦場で陶軍を次々と圧あつ倒とうし、毛利隆元が奪うばいとった土地を見事におさめた。毛利家は、初代元就の腹黒さとは裏腹に、実に信義に厚い──民も土ど豪ごうたちもみな、隆元の徳を見て毛利家に続々となびいた。

　こうして陶家を滅ほろぼし大大名となった毛利元就は次なる強敵・尼子家との決戦に臨んだが、その決戦の直前に──二代目を襲しゆう名めいしたばかりの毛利隆元が、死んだ。

　初代毛利元就への恨うらみを含ふくんで尼子方と内通した家臣による、毒殺だった。

　隆元は、なんの疑いもなく、毒が入った盃を飲み干したのだという。

　隆元が死んだと知った毛利両川、とりわけ小早川隆景の錯さく乱らんぶりは、その後、毛利家では決して触ふれてはならない黒歴史になった。

　同様に二度と立ち直れないほどの衝しよう撃げきを受けた元就と吉川元春がかろうじて戦場に踏みとどまり毛利軍の崩ほう壊かいを食い止めることができたのは、ほとんど壊こわれてしまったかのように錯乱した小早川隆景を救わなければならない、という思いによるところが大きい。

　元就は吉川元春とともにあらゆる手を尽つくして隆景の心をかろうじて暗黒の淵ふちから救い出し、最後の執しゆう念ねんで尼子家を滅ぼし娘たちの大敵を取り除いたあと、隆元のあとを追うように病に倒れて死去した。

　中国の覇は者しやとなった毛利家は、吉川でも小早川でもなく、隆元の忘れ形見・まだ赤子だった「三代目」輝元が継いだ──毛利両川の固い意志だった。




　　　　※




　村上武吉の長い回想話は、これで終わった。

「隆元が死んだ時に小早川のお嬢がどんなふうにぶっ壊れ、どうやって元就と吉川のお嬢があの子を救い出したかは、言わねえよ。まあ少しだけ明かすと、夢とうつつの区別もつかなくなって、起き上がれなくなっていたのさ。あの子は戦国武将が似合わないほどに繊せん細さいだからな。元就が死んだ時も大変だったが、その時は三代目・輝元を守りたてねばならないという使命感と、再びぶっ壊れて一人残された姉を心配させてはならないという気持ちが、小早川のお嬢をかろうじて支えたんだろうよ。だが、小早川のお嬢は兄と父を失ってから、ずっと怯おびえているのさ」

「怯えている？」

「自分の巨きよ大だいな知ち謀ぼうを、なにに捧ささげればいいか、見えないんだろうよ。織田信奈は、天下布武という明確な志を掲かかげている。だが、隆元のいない今の毛利家に、織田信奈に匹ひつ敵てきする志はあるだろうか、それを考えるべき自分にはなにも見えてこない、二代目隆元こそがその志を抱いていた──とな。木津川口で織田水軍を壊かい滅めつさせて完かん璧ぺきに勝った時も、お嬢はひどく怯えていた。本猫寺の要よう請せいに応えて雑賀衆とともに加勢し、織田信奈、明智光秀、滝川一益、相良良晴といった名だたる織田家の誇ほこる武将たちをことごとく打ち倒していながら、この先どうすればいいのか私にはわからないと、怯えていたな。そういう子だ」

　吉川のお嬢だったら、ほんものかどうかもあやしい姫ひ巫み女こさまの御ご綸りん旨じなんぞ無視してあそこでお前ら全員討ち取っていただろうな、それが吉と出るか凶きようと出るかはともかく、と村上武吉は破顔した。

「小こ僧ぞう。お前はたしかに、どこか隆元に似ているぜ。今は記き憶おくを失って柄がらにもなく謙けん遜そんしているが、いざとなれば女のために迷わず笑って死んでいける男よ。記憶がなくても、相良良晴は相良良晴だ。てめえの魂たましいはなにも変わっちゃいねえ。小早川のお嬢をふっきらせることができるのは、てめえだけかもな」

「……小早川さん……」

　背中の傷口はもうふさがっていたはずなのに、良晴の胸は激しく痛んだ。

（小早川さんは、今でもずっとお兄さんの幻まぼろしを追っているんだろうか。このまま、ずっと幻を追い続けるんだろうか。自分にはなにも未来図が描えがけないと苦しみながら？　それでいいんだろうか。俺は、違うと思う。だって小早川さんは、まだ生きているんだ）

　良晴は、つぶやいていた。

「俺は、小早川さんを支えてあげられるような男になりたい」

　しかし、記憶を失いながらこの世界に自らの存在意義を見出そうとあがいている今の良晴にとって、目の前の現実はあまりにも過か酷こくだった。

「小僧。小早川のお嬢からの通達だ。明日の夜明けとともに、明石の海岸線への上陸戦をはじめる。海岸線に陣じんを連ねている織田軍の指揮官は明智光秀だが、おおかたの足軽どもは元相良良晴軍団の野や郎ろうどもだ。覚悟はいいか」

　それはつまり、かつての仲間たちと戦う、ということを意味していた。

　良晴はそれでも、俺は小早川さんのために戦う、と決断した。

「ところで村上さん。それじゃ俺が選んだあの盃さかずきも、実は最初から毒なんか入ってなかったってことだったの？」

「はあ？　甘いこと言ってんじゃねえ。おめえは男だろうが。三つのうちふたつは毒入りだったぜ。あの時のお前は、たいしたやつだった」

「マジでっ？　しかも、ふたつもかよっ!?　死ぬ確率のほうが高いじゃねーか！　あぶねえええええ！」

「がはは。小早川のお嬢じようが、てめえに惹ひかれるのもわかるってもんよ」

　良晴はばんばんと武吉に背中を叩かれながら、自分の腰こしの力が抜ぬけていくことに気づいていた。




　夜明けとともに、明石の海岸線への上陸戦をはじめる──。

　今の良晴にとっての初うい陣じん。

　敵は、自分を慕したって命を預けてくれていたというかつての仲間たち。

　その夜、良晴は船底の寝しん室しつで仮か眠みんを取っている間に、うなされた。

　汗あせみどろになって、目が覚めた。

　夢のはっきりした内容は覚えていない──。

　ただ、未来に帰き還かんして両親やクラスメイトたちと再会を喜びあっていた、そんな夢だったような気がする。

　楽しい夢を見たはずなのに、まるでとびきりの悪夢に襲おそわれたかのように全身が震えていた。

　息が止まりそうなくらいに、胸が苦しかった。

　決してかなわない、はかない夢を見てしまったからだ。

「……はあ、はあ、はあ……」

　仰あお向むけになったまま息をあららげている良晴は、寝ねているうちに自分が泣いていたことに気づいた。頰ほおが濡ぬれている。

「良晴。だいじょうぶか」

　薄うすい寝ね間ま着きを着た小早川隆景が、枕まくら元もとに正座していた。

「小早川さん？」

「明日は合戦だ。様子を見に来た」

「悪い。情けない姿を見せちまって。夢ばかりはどうしようもない。目を覚ました以上、もう泣き言を言ったりしねえから安心してくれ」

「……未来へ帰る手段は、まだ残されているかもしれない」

「えっ？」

「良晴はいちど、やまと御ご所しよに伝わる三種の神器を用いて天に『天岩戸』を開き、未来へ帰ろうとした。あの三種の神器はこの国でもっとも古い宝具で、陰おん陽みよう道どうがわが国に取り入れられるよりもずっと以前から伝わっていたもの──大地や空の気の力に頼たよらず、自ら霊れい力りよくを生み出すことができる貴重なもの。わが友・黒田官兵衛が壇だんノの浦うらに沈しずんだ神器・勾まが玉たまを探しに私のもとを訪れた際、神器についていろいろと教わった。官兵衛は勾玉を見つけられなかったが、その後、九州から来た南なん蛮ばんの宣教師ガスパールが村上水軍の捕ほ虜りよとなった際に、海かい賊ぞくどもをうまく利用して引き上げさせたという。その宣教師の手から、勾玉は織田家の蒲生氏郷のもとへわたった」

　黒田官兵衛か。豊とよ臣とみ秀ひで吉よしの軍師だな、と良晴はうなずいた。その頰を、隆景はそっと布で拭ふいている。

「前回の合戦で天岩戸を開く際に、神器に残っていた霊力はすべて使い果たされて涸かれた、と官兵衛たちは言っているが──良晴」

　薄うす暗ぐらい室内に、隆景の瞳ひとみだけが輝かがやいていた。

「う、うん」

「今は毛利家の領国となっている尼子家の旧領・出雲にはかつて、やまと御所と勢力を二分する強大な神々の国『豊とよ葦あし原はら瑞みず穂ほの国くに』があったらしい。出雲の杵築きづきの大おお社やしろは、その出雲にあった神々の国がやまと御所に『国譲ゆずり』──つまり降こう伏ふくした際の名残なごりだという」

「杵築大社？」

　出雲大社のことだろう、と良晴は気づいた。

「かつて、出雲に王朝が存在した時代の杵築大社にあった本ほん殿でんは、三十二丈じようの高さを誇っていたそうだ」

「この世界の単位は、海賊見習い暮らしで覚えた。三十二丈って、ほぼ百メートルじゃないか！」

「百めえとる、とは？」

「とてつもない高さだってことだよ。そんな天空にそびえる本殿まで、どうやって登ったんだ？」

「地上から、文字通り天空に浮うかび上がった本殿にまで、長い長い階段が伸のびていたらしい」

「まさか。そんな技術が古代に……いや、エジプトのピラミッドの例もあるし、失われた古代技術を用いて建造したのだろうか？」

「なぜ天空に本殿がそびえていたのか、なぜ地上から天空に浮かぶ本殿まで長い長い空中階段があったのか。私にはその意味がわからなかったが、天岩戸開きを見て、気づいた。杵築大社の本殿は、天岩戸を開くための建物だったのではないかと」

「……彼方かなたの世界に、つながっていた？」

「出雲を統べていた神々は、天空にそびえる杵築大社を築くことで、天岩戸を開き異なる世界へと去ったのではないだろうか。空の彼方にある天岩戸をくぐるには、人自らが空高くまで登る作業が、きっと必ひつ須すなのだ。仮に神器が動かなくても、天空の本殿を再現できれば──」

　良晴は帰ることができるはずだ、失われた本殿の再現は困難だがわが毛利が出雲中をくまなく調べて本殿の詳しよう細さいを解明し、天下の鬼き才さい・黒田官兵衛に建築を任せれば不可能ではないだろう、と隆景は言った。

「わずかに帰還できる望みはあるということか……」

「手に入れるのは難しいが、南蛮の神器を用いるという方法もあると思う。村上武吉が言うには、勾玉を壇ノ浦から回収した宣教師ガスパールは、南蛮にも同じ力を持つ神器があると語っていたそうだ」

「小早川さん。毛利家は今、織田との合戦で大変な時だ。俺のために労力を割さく余よ裕ゆうはないよ」

「しかし家族が生きているのならば、会いたいだろう。私はもう両親と兄を失い、二度と会うことはできない。だが良晴のご両親は、未来の世界で生きておられる」

　隆景のその瞳は、潤うるんでいた。

　良晴は思わず本能的に口走りそうになった「帰りたい」という言葉を、飲み込んでいた。

　突とつ如じよとして、なにか激しい衝しよう動どうに、突つき動かされていた。

「俺はこの世界にとどまるよ」

「良晴？　なぜだ」

「女の子たちが戦っているのに、男の俺が逃にげだすわけにはいかない。俺は小早川さんたちを、守りたいんだ」

「しかし、きみはこの時代の人間ではない。そんな義理はきみにはない……そ、それに私は、良晴を死なせたくない」

「小早川さん」

　気がつくと小こ柄がらな隆景が、良晴の腕うでの中に飛び込んでいた。

　良晴は、隆景の髪かみをそっと撫なでながら、妹をあやすように言った。

「このまま小早川さんたちを置いてなにもせずに帰ったら、俺は一生後こう悔かいする。自分を誇れなくなる。それじゃ、俺はもう生きていても死んでいるのと同じだ。心の底から今、そんな言葉が湧わきあがってきているんだ。たぶん記憶を失う前の俺が、今の俺に訴うつたえている」

　良晴は、かつて両親と話した思い出を、隆景に語っていた。

「その日俺は、学校で気の荒あらいやつに因いん縁ねんをつけられてケンカに巻き込まれそうになった。でも俺はひらりと身をかわして、その場から逃げ去って家に戻もどったんだ。俺ってケンカは弱いけど、逃げ足だけは速いからさ。まあ、そういう性分なので血の気の多い連中にむかつかれたんだろうけど」




　　　　※




　逃げながら背後から「弱虫野郎！」「逃げるな！」と罵ば声せいを浴びた俺は、帰宅してからさすがに落ち込んだ。

　クラスの女の子たちにも情けない姿を見られちまった、ダメだな俺は、子供の頃ころから逃げ足ばかり速くてケンカする勇気もない……と。

　こういう日は戦国ＳＬＧの最さい高こう峰ほう『織田信長公の野望』で全国統一してせめてゲームで覇は者しや気分を味わおう、という気にもなれなかった。

　リビングで「あああ」とソファーに突っ伏ぷして自己嫌けん悪おに陥おちいっていたら、父さんと母さんがめずらしく揃そろい踏ぶみで外出先から戻ってきた。

　父さんは基本海外、つまり外国で働くことが多いから、滅めつ多たに家にはいないんだ。

　海外を飛び回って、世界各国に巨きよ大だいな建築物を造るのが、父さんの仕事だ。

　この世界で言えば、城造りの名人ってところだよ。

　その日は、たまの帰国時期に重なっていたわけで。

「良晴。どうした？　しょぼくれうつむき少年になっているじゃないか」

「俺、また売られたケンカを買わずに逃げてきたんだよ……不戦敗記録をまたまた更こう新しんしちまったんだ」

「良晴は優しい子だからよ。無益な殺生は好まないのよね～」

「俺はこんな自分が情けないんだ、母さん」

「ふむ。良晴、ケンカを売られた理由は？」

「いつもと一いつ緒しよさ父さん。お前がなんとなく気に入らない、とかそんな適当な因縁をつけられただけだよ」

「そうか。そんな意味のないケンカを買う必要はない。逃げて正解だぞ、良晴」

「でも父さん」

「恥はじることはない。たとえば女の子がいじめられていたのを見て見ぬふりをして逃げてきたというのなら、お前をぶん殴なぐるが──お前は自分一人の見栄や外聞のために無意味なケンカができるような性格じゃないんだ。だが良晴。お前はたぶん、誰だれかを守るためなら、強くなれる性分だよ。今はただ、その時が来ていないだけだ」

　そんな時なんて来ないよ、この国は平和だよ、と俺はつぶやいていた。

「だいたい俺は父さんのように、仕事に命を賭かけて一人で生きていく予定だぜ」

「待て待て。父さんは海外を飛び回っているが、別に孤こ高こうに生きているわけではないぞ。若い頃、そんなふうに突っ張ったこともあったが……結局は母さんと出会って、お前を授かったじゃないか。お前たちが家を守ってくれているからこそ、安心して仕事に全力を注げるんだ。ある意味、父さんは母さんと良晴に甘えさせてもらっているわけだ」

「あらあら。父さんは口がうまいわね、昔から」

「そう褒ほめるな母さん。はっはっは」

「あなたって海外の各地に愛人をもうけて世界規模のハーレムを作っているって噂うわさよ？」

「た、ただの噂だよ、母さん！　とにかく良晴。人は孤高に生きていると自分では思っていても、実は必ずどこかで誰かとつながっているものなのだよ。父さんが建てているビルだって、その中で働き、あるいは生活する人々がいなければ、ただの箱だ。父さんがいくら設計図面を描いても、実際に汗あせを流して資材を組み立てる人々がいなければビルは完成しない。資金を出す人がいないと発注もない、使ってくれる人がいなければ造っても意味がない──孤高に生きることなど、人間にはできないのだよ。だからこそ仕事というものには、意義がある」

　その時の俺にはまだ、父さんの話の意味が、いまいち理解できなかった。

「父さんの場合、日本国内では意義を感じられる仕事を見つけられなかったので、結局海外へ飛びだしてあちこちの国を放ほう浪ろうしたわけだがな。当時の日本企き業ぎようってのはたいてい、学歴だの派は閥ばつだのでいろいろと決められてしまってね。型破りな父さんには水が合わなかったのだよ」

「そして世界各地の国に愛人の港を作ったのよね、父さん？　ほんとうに型破りな人ですねえ～」

「母さん、違ちがうから包丁を研ぎはじめないでくれ！　誤解だ！　父さんは自らの仕事を海外でやっと見つけたが、自分が最後に帰るべき場所は結局生まれ故郷の日本にあったんだよ。幸せの青い鳥は実は足下にいたんだよ。それが母さんだったんだよっ！」

「あらあら。ほんとうにあなたは、口が達者ねえ」

　またはじまった、思春期を迎むかえて女の子にモテないで悶もん々もんとしている息子むすこの前で遠えん慮りよなくいちゃいちゃしやがって、リア充じゆう夫婦め呪のろわれろ、と俺はいつもの感想を抱いだいた。

「良晴。人間には時機というものがある。焦あせらずとも、いつかその時は来る。そしてその時が来たら、ぜったいに逃げるな」

「その時なんていつまでも来なかったら？」

「俺の器はこの国ではおさまりきらなかったと捨て台詞ぜりふを言い残して、父さんのように海外に飛びだせ」

「父さんの時代と違って、今の世界は狭せまいんだよ。ぜんぶネットでつながっちゃってるからさ。海外でもその時が見つからなかったらどうするんだよ」

「そうだな。異世界へでも行くか、過去か未来の世界へでも行くか、だな」

　父さんには、ＳＦ小説を書いていたが突とつ拍ぴよう子しもない内容ばかりでデビューできなかったという黒歴史があり、時々こういうことを言いだすのだ。

　まあ小説よりも建築物のほうがはるかに燃えるらしいので、いいんだろうけど。

「相良良晴だって実は伝説の勇者の魂たましいを宿していて、どこか特定の異世界へ行けばその魂の封ふう印いんが突然解除されて無む双そうできるのかもしれんぞ。ははははは」

「異世界へ行けば無敵になれるというのは典型的な中学生の発想だよ、父さん。現実はもっと残ざん酷こくなんだよ。戦せん闘とう力ゴミの俺が異世界へ飛んだら瞬しゆん殺さつされるよ」

「やれやれ。お前は子供のくせに、妙みように世せ知ち辛がらいというか、枯かれているところがあるな良晴。煩ぼん悩のう真っ盛りのお年とし頃ごろだというのに、机に斎さい藤とう道どう三さんのフィギュアなんか飾かざっている場合なのか？　そもそもなぜ斎藤道三なんだ。普ふ通つうは織田信長とかだろ？」

「斎藤道三は、義理の息子の織田信長に美み濃の譲ゆずり状じようを書き残して死んでいったから好きなんだよ。天下盗とりという自らの夢を若き信長に託たくして散っていく、老いた男の背中。かっこいいよな」

「やれやれ。男のくせにファザコンか……最近の流行はやりはシスコンだというのに」

「父さんは罪深いわねえ。良晴に、弟か妹でもいればね～」

「そんなんじゃねーよ！　あと、俺が枯れてるんじゃなくて、父さんが子供なんだよ」

「そうねえ。父さんは永遠の少年よね～」

　俺が戦国時代趣しゆ味みに走ったのは、父さんが時折見せる妙なＳＦ癖へきの反動かもしれない。

「ま、良晴にも父さんの熱い血潮が流れている。時を得れば、突如として熱血少年になるさ。良晴。守りたいと思える女の子に巡めぐり会あえば、お前は変わるよ。一いつ瞬しゆんにしてな」

　人が成長する時、壁かべを越こえる時というのは、ほんとうに一瞬なんだ、と父さんは笑った。

　相変わらず父さんは適当なことを吹ふくなあ、とその時は、そう思っていた──。




　　　　※




「未来へ帰って父さんや母さん、学校の友達にもう一度会いたいという思いはある。でも、心の中でもう一人の俺が言ってるんだ。逃げるな、って。戦場に小早川さんや吉川さんたちを置いて自分だけ逃げるわけにはいかないんだ。俺、なんの役にも立たないかもしれないけれど、それでも」

「……役に立たないなんてことは、ない。良晴」

　こうして頭を撫でてもらえるだけで、私は救われている、と隆景が小声で、恥じらいながらささやいてきた。

　記き憶おくを失い戦国時代に取り残されて以来ずっと不安だった良晴の心に、温かいものが満ちていた。

　この感情はもしかして……小柄な小早川さんを自分の妹のように思っていたけれど、まさか俺は、と良晴が戸と惑まどっていると。

「よ、良晴。きみは、私の兄に似ているが、兄ではない。別の人間だ」

「お、おう。そ、そりゃそうだけど、こ、小早川さん？　ど、どうしたの突然？」

「……こほん。少し待て良晴。わ、私にはもう、自分がなにを考えているのかわからなくなってきた……こ、このような経験は今までなくて……か、顔を洗って落ち着いてくる」

「えっ？」

　隆景が、照れ照れになって、部屋の外へ飛びだしていった。

「……顔を洗って落ち着いてくるってことは、また俺の部屋に戻ってくるってことか？」

　小早川さんいったいどうするつもりなんだよ、ほんとにわかんねえよ！　俺は小早川さんのお兄さん役じゃなかったのか？　違うそうじゃない、と明確に言われたのか？　それってまさか。うわあどうしよう！　なんかやばい気がする！　父さん、これが一瞬で越える壁との出会いってやつか？　待て、待ってくれ、俺はなにか重大なことを忘れっぱなしのような気がする！

　一人残された良晴は布団の上で挙動不ふ審しんなポーズを取ったまま、ゴロゴロと転がっていた。

　相良パパがいれば、「お前やっぱ壁を越えられねーよ！」とダメ出ししたかもしれない。それくらいにうろたえていた。

「どうする。どうする。俺は小早川さんのお兄さん役のままで、と笑顔で決めるか。それとも顔を洗った小早川さんのほうが正気に戻っていつもの無表情を取り戻すのか。俺が今焦っている事態ってのは現実じゃなくて、ただの取り越し苦ぐ労ろうというか彼女いない歴イコール年ねん齢れいの男子高校生特有の妄もう想そうか。そもそもこの世界そのものが部屋で寝ねている俺が見ている夢にすぎないんじゃないだろうか。俺は……俺はどうすれば？　そうだ。セーブだよ。セーブしておかないと。選せん択たくをしくじると、なぜかバッドエンドが待ってる気がするんだよ！　頼たのむからこのままおとなしく寝ちゃってくれ小早川さん！　いやそれはそれで悲しい！　どっちにしろもう合戦がはじまるまで眠ねむれねえ！　ああ、なんだろう、誰かが俺をにらんでいる気がする！　誰かに見張られている気がする！　とてつもなく嫉しつ妬と深ぶかい女の目が俺を支配し監かん視ししている気がする！」

　混乱して転がり続ける良晴に、天てん井じよう裏うらから声をかけてくる者がいた。

「やれやれ。ねねどのが妹として送り届けられた夜もそんな感じでしたな。ちゃがらうぢ」

　かみかみの、幼い女の子の声だった。

「って、ほんとうに監視されていたよ俺!?　きみ誰っ？」

「ち、ちなみに、拙せつ者しやは別に嫉しつ妬としていないでござるよ？」

　さらにもう一人。

「姫ひめも来てやったのじゃ。たまには忍しのびに戻もどるのもいいものじゃの」

　もう一人、小生意気そうな幼女の声が板間の下から響ひびいてきた。

　天井裏からぶらさがって顔を見せた幼女は、忍び装束。

　床ゆか下したから飛びだしてきた幼女は、巫み女こ姿だった。

「天井裏と床下から、同時に幼女が現れた……幼よう稚ち園えんか、ここは……？」




「拙者は相良氏うじにお仕えする忍び、蜂はち須す賀か五ご右衛え門もんでござる。三十文字以上ちゃべるとかみまちゅるので、かいわはてみじかにおねぎゃいいたちゅ」

　天てん井じようから逆さにぶらさがった忍びの五右衛門は、思い切りかんでいた。

「姫は織田家四天王の一人、滝川一益じゃ。こう見えても訳ありの女なのじゃ。かつては忍びでの。というわけでよっしー、ほんとに姫たちのことを忘れてしもうたのか？」

　巫女姿の滝川一益が、ぺたり、と良晴の額に手を当ててきた。

「ああ。戦場で頭を怪け我がした時に、衝しよう撃げきで織田家に仕えていた頃ころの記憶がなくなったらしい。っていうかどうして滝川一益が巫女しかも子供なんだ？」

「ひ、姫は子供ではないのじゃ！　ちょ、ちょっとちんまりとしているだけじゃ！　これでも過去を叩たたけば埃ほこりがどっさり出てくる、訳ありの面めん倒どう臭くさい女であるぞ？」

「拙者も訳ありでござる。忍びはみな、なんらかの過去を背負っているでごじゃるじょ」

　幼い娘むすめさんたちに次々と「訳あり女だじょ」とどや顔されてもなあ、と良晴は困ってしまった。

「しかしこんな幼い子供まで忍びや武将として駆かり出すなんて、この戦国時代の男たちは何をやってるんだまったく。戦乱の世に苦しめられる幼子は、将軍義昭ちゃんだけでじゅうぶんだ！　きみたちは早く織田家から足を洗って、幼稚園に通うんだ！　いいね？　きみたちのような愛らしい子供は、子供らしくきゃっきゃうふふとすこやかに育つのがいちばんだぜ！」

「は？　相良氏？」

「われらは子供じゃないのじゃっ」

「いやあほんと、二人ともかわいいねえ～！　俺の妹にしてしまいたい！」

「た、滝川氏。相良氏はほんとうに記憶を失っているでござるな。しかも、なんかめつきやくちょうがいやらちいでごじゃる」

「術が効きすぎたようじゃ。余計な本音までぺらぺらしゃべらなくていいのじゃ、よっしー。姫の妖よう艶えんな女の魅み力りよくに目覚めてしもうたのは姫の罪じゃが」

「……悪い。あやしい発言を撤てつ回かいする。俺、この時代に来てからなぜか、ちっちゃな妹がほしくてたまらないんだ……心の病なんだろうか」

　きっと、ねねどののことをうっすらと覚えているせいでござるよ、妹がいないと落ち着かないのでごじゃろうと五右衛門がほほえんだ。

「ねね？」

「相良氏の妹でござる。織田家で相良氏の帰き還かんを待っているでござる」

「俺に、妹が？　この時代に？」

「とてもかわいい子なのじゃ。のぶなちゃんが未来から来たよっしーに家族がいないのはさびしいだろうと気を利かせて、ねねを与あたえたのじゃ。よっしーはしょっちゅうねねと一いつ緒しよに寝たりお風ふ呂ろに入ったりしておったのじゃ」

「なんと。織田家でそんな待たい遇ぐうを受けていたのか俺。いたれりつくせりじゃないか！」

「織田家の面々はみな、相良氏の家族のようなものでござる」

　良晴の心はぐらぐらと揺ゆらいだ。

　思いだせないのがもどかしいが、なぜかかつての俺は織田家にすっかり溶とけ込んでいたらしい──。

「そもそも相良氏は、木きの下した藤とう吉きち郎ろう氏に成り代わって織田家におちゅかえちていたのでごじゃる。ちゃがらうぢがいなければ、おだけはたちゆかにゅでごじゃるよ」

「木下藤吉郎。のちの羽は柴しば秀ひで吉よしか？　俺が？」

「そうでござる。木下氏は戦場で相良氏をかばって流ながれ弾だまに当たり、あえにゃくりゃくめい」

「秀吉の名前を聞かないと思っていたが……俺がこの世界に来たせいで、秀吉が足軽のまま死んじまったってことか？　そうか、それで記憶を失う前の俺は播磨で毛利と戦っていたのか。秀吉の代わりに」

　だとすると、俺は織田家で、羽柴秀吉の身代わりとして戦わなければならない、そうしなければ歴史のつじつまが合わなくなる。良晴は戦国ファンとして、あるいは一人の日本人として戸惑った。

「相良氏。戻ればいずれ思いだすでござる。織田家に帰りまちょう」

「そうじゃ。のぶなちゃんと接せつ吻ぷんすればたぶん元に戻るのじゃ」

「でも、その信奈って子を知らないんだよな、俺……織田家の当主は信長だろ……」

「のぶなちゃんは、よっしーの恋こい人びとじゃ。二人の禁断の関係はもう全国津つ々つ浦うら々うらにバレておる、隠かくしても無む駄だじゃ」

「天空に二人の接吻する姿が大写しになった時は、恥はずかしかったでちゅぞ」

「よっしーがのぶなちゃんのもとに戻ればまた天下は大おお騒さわぎになるがの、織田家一丸となって二人を応おう援えんするから心配はいらぬのじゃ」

　かつての仲間、妹、そして恋人が待っているという織田家に、帰るべきか。

　自分の命を救ってくれた小早川さんたちや、兄から幕府復興の夢を託された幼いこども将軍・足利義昭がいる毛利家に、とどまるべきか。

　それとも、あくまでも自分が本来いるべき世界──未来へ帰る方法を探すべきなのか。

「お、俺は……」

「相良氏。拙者たちは、これ以上ここにとどまっていると発見されるでござる」

「織田家に帰ると即そく答とうするのじゃ。お願い♪」

　良晴は、決断した。

「聞いてくれ、二人とも。俺は、自分が生きるべき世界を自分の意志で選ばなければならないんだ」

「つまり？」

「どうするのでござる」

「あと少しだけ時間をくれ。俺はこの世界で生きる、と覚かく悟ごを決める瞬しゆん間かんが、きっと来る。織田家での記憶を失った今の俺に欠けているものは、その覚悟を決める勇気だ。俺はさ、未来の世界で高校生やっていた頃のただのガキに戻っちまってるんだ。でもかつて織田家で戦っていた俺にはどうやら、一瞬で命を捨てる覚悟を決められる勇気があったらしいんだ。どうしてそんなものを持てたのか、今でもよくわからないんだけどさ」

　五右衛門と一益は、無言で良晴の言葉に耳を傾かたむけてくれた。

「記憶を失って目を覚ました時、俺は村上水軍の海かい賊ぞく見習いになれるかどうか、賭かけをさせられた。失敗すれば死ぬ賭けだ。俺にそんなことできるはずがないと思っていたが、なぜか、あの時突とつ然ぜん死ぬ覚悟ができて、そして俺は賭けに勝った。でもその無む謀ぼうな勇気は、あの一瞬限りで消えちまった。俺はたぶん勇気というやつを、織田家での記き憶おくとともに失ったんだと思う。それからの俺は海賊見習いとして充じゆう実じつした日々を過ごしながらも、心に大きな穴が空いちまったみたいな気分だ。俺が俺でなくなってしまったかのような」

「……辛つらいのじゃの」

「試練の時ですな、相良氏」

「ああ。俺は、失った勇気を取り戻してみせる。ほんとうに申し訳ないけど、あと少しだけ待ってくれ。しばらくは、村上水軍の海賊見習いとして下働きを続けたいんだ。この世界で命がけで戦ってきて手に入れたはずのものを俺はすべて失っちまったらしいが、もう一度自力で這はい上がりたいんだ」

「わかりましたぞ相良氏のご決意。しかし、織田家と毛利家は合戦中でごじゃるよ」

「そうじゃ。覚悟を決められる前によっしーに死なれたら、元も子もないのじゃ」

「わがまま言ってごめん。未来と戦国時代の最大の違ちがいは、合戦の有無だ。戦場に出れば、土ど壇たん場ばで勇気を取り戻せるかもしれない」

　やっぱりのぶなちゃんと接吻するのが早いと思うのじゃと一益が再び提案したが、良晴は「い、いや、それは……知らない子とキスなんて」と遠えん慮りよした。

「なにを照れておる。よっしーはもっと女好きだったのじゃ。どうして遠慮するのじゃ」

「そうでござるぞ。西に大きな乳を見れば揉もみ、東にまあるい尻しりを見れば揉む。それがちゃがらうぢというおにょこのせきららないきじゃまでちたぞ？」

「うわああ。なんで俺、そんなにはっちゃけてたんだっ？　今の俺がもともとの俺なんだよ！　生まれてこのかた、彼女いないんだぜ！　あ、彼女ってのは恋人のことな」

「だから、恋人はいるでござる。天下一の美少女でござる」

「ふうむ。よっしーは獣けものでなくなってしまっているのじゃ。修しゆ羅ら場ばをくぐってきた日々を忘れたせいで、すっかり牙きばを抜ぬかれているのじゃ。戦場に投げ出されて死にかければ、目が覚めるかもしれぬな」

「うるうる。拙者、相良氏とは戦いたくないでござる。戦いたくないでござる」

「それは姫も同感じゃ、では無理矢理拉ら致ちしていくかの？　山中鹿之助にはこのまま船ふな牢ろうで死んでもらうとして♪」

「あの女は船牢に置き去りにされたらされたで喜ぶでござるよ」

「そうだ完全に忘れていた、船牢に山中鹿之助がいるんだった！　あの子は俺の家臣だという。あの子を置いて一人では脱だつ走そうできないよ！　俺には、女の子を見捨てて自分だけ逃にげるなんて、やっぱりできねえ！　あ、でも、彼女とどういう関係だったかぜんぜん覚えていないし、ほんとうに主従だったんだろうか……？　ううむ」

　その天晴れな性根は変わらずとも微び妙みように優ゆう柔じゆう不ふ断だんになりましたな相良氏、すっかり平和ボケしとるの、と二人の幼女ににらまれてしまった。

「よっしーを拉致したいが、われらはお子さま忍にん者じやだからここまで忍べたのじゃ」

「素人しろうとで大おお柄がらな相良氏は、とうてい連れ出せないでござる」

「よっしーの手足、首、背中の関節をぜんぶ外して折りたたむというのはどうじゃ？」

「相良氏が激痛で死ななければ運べだせまちゅかな？　一か八かでちゅが」

「ちょっと待った二人とも！　目つきが怖こわいんだけどっ？」

「……良晴。誰だれと話している？　もしや織田方の間かん諜ちようか？」

　かどわかされる寸前、危き機き一いつ髪ぱつ。

　小早川隆景が、部屋に戻ってきた。

「散！」

「おうなのじゃ！」

　隆景が刀を抜いて室内に踏ふみ込んできた時にはもう、五右衛門と一益の姿は霧きりのようにかき消えていた。

　隆景は「すでに戦ははじまっている」とつぶやいて、刀を鞘さやにおさめた。

「ここまで忍び入ってくるとはよほどの手練れ……明け方まで良晴と二人きりで語らっていたかったが、今こ宵よいをともに過ごす余よ裕ゆうはなくなった。海上に、霧が出てきた」

「どうしても戦うのか、小早川さん」

「三木城には毛利の味方が籠ろう城じようしている。見捨てることはできない。成り上がりで血の気が多い毛利家は、律りち儀ぎという信条のみによって味方から信しん頼らいされているゆえに」

　律儀者の評判こそが兄者が毛利家に遺してくれた財産だ、と隆景は言った。

「それにしても良晴の部屋まで忍しのびの潜せん入にゆうを許すとは、一軍を率いる将としたことが……私はどうやら戦に集中できていなかったようだ。す、すまない」

　肩かたを落とした隆景の表情は、とてもとても残念そうだった。

「いやいやいや！　俺のほうこそ！　毛利家から出ない、と誘さそいをすっぱりはねつけられなかった！　部屋に忍び入ってきた面々は見知らぬ女の子たちだったのに、顔を見ると無性に懐なつかしくなっちまって！　ごめん！」

「……さもあろう。いずれ、私が上書きしてみせる」

「えっ？　小早川さん？」

「な、なんでもない。では良晴、明朝──」

「小早川さん。今、なにを言おうと」

「……行かないで。この世界にとどまるのならば、わ、私のそばにいて。そ、それだけ」

　去り際に、隆景は怯おびえながらそう言い残していった。










　明石の海岸線沿いに、織田軍は陣じんを長く連ねていた。

　その主力は、播磨方面軍である相良良晴軍団だが、良晴と副将・山中鹿之助が不在のため、明智光秀が自分の部隊とともに兵士を率いている。

　さらに、織田家の当主・織田信奈自身が旗本衆を率いて本陣へと駆かけつけていた。

　三木城へ兵ひよう糧ろうを搬はん入にゆうしようともくろむ毛利の水軍が、海上を埋うめ尽つくしている。

　深夜。

　突然立ち込めた深い霧が、明石の海岸を覆おおっていた中──。

「間者たちの報告によれば、夜明けとともに上陸作戦がはじまるです。信奈さま、大量の鉄てつ砲ぽうを並べて、海岸から上陸しようと押し寄せてくる敵兵を撃うつです」

「デアルカ」

「われらは海の上では村上水軍の海賊どもに劣おとりますが、海から浜はま辺べへ押し寄せてくるところを叩たたくならば勝てます。海賊どもは陸での戦いは不慣れですし、浜辺を駆けるためにはそう重い鎧よろいもつけられますまいです。種子島のいい的です」

「小早川隆景はそれくらい読んでいるはずよ。木津川口で、小早川の戦略眼には一いつ杯ぱい食わされたわ。あの女は、いつも戦の先の先の先まで読み尽くしている……というより、目の前の戦局だけでなく大局的に合戦を俯ふ瞰かんできる。しかも、村上水軍の連中は小早川のためならいつでも死ねるみたいだし。手強い」

「こちらに水軍があれば、水陸から挟きよう撃げきできるのですが」

「こてんぱんにやられた九鬼水軍は、今、播磨（黒田官兵衛）と九鬼嘉よし隆たかのもとで再編制途と上じよう。陸で迎げい撃げきするしかないわね。ただ……」

「小早川隆景は、勝機なしと見れば無理攻ぜめしてこないです」

「そう。播磨戦線は、どんどん膠こう着ちやくしているわ。小早川は海陸二方面から播磨を攻こう略りやくしようとしている。姫ひめ路じ城には六りくや万まん千ち代よたちを援えん軍ぐんとして送ったけど、毛利方の吉川・宇喜多と睨にらみあいになってこの明石までは来られない」

「気がつけば、姫路城籠城戦、三木城包囲戦、この明石と、播磨戦線は広がる一方です。せっかく柴しば田た勝かつ家いえどの、丹に羽わ長なが秀ひでどの、津つ田だ信のぶ澄すみどのを播磨戦線に集められたと思ったのに、みな姫路城の守りで身動きがとれず、明石を守るはわれらのみ。小早川隆景の思うつぼかもしれないです」

「小早川の粘ねばり腰ごしと毛利の結束の固さゆえに、時間が経てば経つほどわたしたちは不利になる。どこか一カ所で総決戦に持ち込まないと」

「ですね。相良先せん輩ぱいも山中鹿之助もあちらですからね。先輩が毛利に寝ね返がえった、と知って動どう揺ようしている家臣も多いです。足下で謀む反ほんがあるやもしれないです」

「本猫寺と雑賀衆がまた動いたら、こんどこそ厄やつ介かいよ。姫巫女さまに御綸旨を連発させるわけにもいかないし。本猫寺との和わ睦ぼく期間が終わる前に、この播磨で毛利相手に勝ちをおさめられれば、行ゆき詰づまった戦局を打開できる」

　毛利側の動向を探りつつ迎撃作戦を練っていた信奈と光秀のもとに、五右衛門と一益が音もなくはせ参じてきた。

「戻もどったでござる」

「デアルカ。サルは？」

「残念じゃが記憶を失ったままじゃ、のぶなちゃん。この世界で生きるという覚悟を決めるための勇気を取り戻したい、と言っておった」

「つまりは相良氏うじは織田家と毛利家の板いた挟ばさみで、まだ決断できないでござる」

「やけに小早川隆景を気にかけておったのじゃ。ずいぶん親切に世話されておるらしいの」

「というか小早川氏は、相良氏の部屋に夜よ這ばいしてきたでござる。それでちぇっちゃたち、みつかってちまったでごじゃるよ」

「なにそれっ？　わたしの立場はどうなるのよっ？　ああああんな恥はずかしい言葉を天下万民の前で口走らされたというのに、接せつ吻ぷんまでさせられたというのに、ちょっと記憶がなくなったくらいでもう他の女に心変わりっ？」

　ぷつん、と信奈のこめかみからなにかが切れた音が響ひびいた。

「……あんの、たわけザル……口だけ達者になっちゃって！　なにが勇気よ！　なにが覚悟よ！　あいつはそんな言葉を口にする前に、いつだってすぱっとわたしのために死ぬ覚悟を背負ってくれてきたじゃない！」

　だからわたしはあいつを、と信奈は口走りそうになったが、明智光秀が先に叫さけんでいた。

「先輩は裏切りやがったです！　この期に及およんで目が覚めないとは、万死に値するです！　殺しましょう！」

「じゅ、十じゆう兵べ衛え、落ち着きなさい。どうして短たん筒づつを手入れしはじめてるの？」

「ぐだぐだと考えずにただ思ったままに突つっ走ぱしるのが先輩でしたのに！　もう先輩は死んだです、信奈さま。今、相良良晴と名乗っているあいつは、小早川隆景の情夫！　主である信奈さまの唇くちびるを奪うばい、この十兵衛との婚こん約やくを破は棄きしてそそくさと小早川隆景に走った、女の敵です！」

　明智氏の目つきが剣けん吞のんでござるぶるぶる、と五右衛門が震ふるえた。

　これはもしかして内側にも厄介な恋こい敵がたきが控ひかえているの、と一益はあくびをしている。

　信奈が（十兵衛が先に切れたら、わたしが切れられないわ）と戸と惑まどっていると、物見の兵が幕内に飛び込んできた。

「来ました！　小早川隆景率いる村上水軍の先せん鋒ぽう隊が、上陸を開始するようです！」

「まだ夜は明けていないわ！　しかも今は霧で前が見えない状態よ。間者たちの報告では、夜明けとともに……」

「霧です信奈さま。おそらく不意に立ち込めた今宵の深い霧を見て、小早川は『これだけ湿し気ければ鉄砲は使えない』ととっさに判断したです」

「あの女狐！　腰こしが重いように見えて、いざとなれば上うえ杉すぎ謙けん信しんのごとくすばやい！」

「上杉謙信は神がかったひらめきで予測不能の奇き襲しゆうをかけてくるですが、小早川隆景の持ち味は地の利を熟知した上での理り詰づめの即そつ決けつです。木津川口でも一いつ瞬しゆんの風向きの変化をすばやく察知して電でん撃げき的に攻めてきたです。さすがは『明智の将』とこの十兵衛にケンカを売る通り名を名乗るだけあって、手強いやつです」

　信奈は、またしても小早川隆景に出し抜かれた。

　あの「川中島の合戦」で、霧の中、いきなり山をおりてきた上杉謙信軍に遭そう遇ぐうした武たけ田だ信しん玄げんの心境は、このようなものだったのだろうか？　と信奈は歯がみした。

　播磨育ちの黒田官兵衛が軍師としてここにいれば、このような失策は──とも後こう悔かいしたが、官兵衛は来るべき本猫寺との再戦に勝つために九鬼水軍を再編制するという大仕事にかかりきりで動けないのだ。

　しかし、天下布武を掲かかげる織田家が毛利家に二連敗という失態だけは許されない。

　相良良晴を引き抜かれても織田家の武威は健在である、と天下に見せつけなければ──。

「十兵衛！　鉄砲での迎撃は中止、雨天時の防ぼう御ぎよ策に切きり替かえ！」

「やはり播磨の各地に兵力を分散したのは失敗だったようです、信奈さま。勝家どのと長秀どのの部隊がここにいれば！」

「是ぜ非ひに及ばず！　戦って、サルを奪い返すわよ！」










「お嬢じよう、織田軍の足軽たちの多くはこの明石の地形や天候に不慣れだ。夜の闇やみと白い霧に乗じてとっさに奇き襲しゆう攻こう撃げきに打って出るとは、さすがだ」

　村上水軍の首領・村上武吉が、カキを殻からごと食らいながら笑っていた。

　旗き艦かんに乗りこんでいる村上武吉と小早川隆景は、上陸戦には直接参戦せず、船上で刻一刻と変わる戦局を見つめながら瞬しゆん時じの判断をくだしていた。

「小早川さん、俺も前線に出たい。島一個もらったとはいえ、俺はまだ実戦経験がない海かい賊ぞく見習いだぜ」

　良晴がはやったが、隆景は「視界の利かない夜間戦せん闘とうは、きみには無理だ。それにわれら本隊が上陸するのは、日が昇のぼって視界が晴れてからだ」と良晴を押さえていた。

「織田方は必ず態勢を整えて持ちこたえる。が、海岸線沿いに長々と陣を敷しいている以上は兵力を集中できず、いずれ疲ひ弊へいする。その時に私の旗本衆と武吉率いる精せい鋭えい海かい賊ぞく部隊が、守りが手て薄うすな場所に上陸して、錐きりのように織田方の陣の一点を突とつ破ぱ、とどめを刺さす」

「お嬢は、晴れる前に乱戦に持ち込んで織田に種子島を使わせないつもりだ。接近しての乱戦となれば、陸に登った海賊どもにも勝機があるってことだ、小こ僧ぞう」

「……小早川さんはすごいな。俺なんか脚あしが震えっぱなしだってのに。鳴らされる銅ど鑼らの音、両軍の足軽たちの雄お叫たけび、正直すげえおっかない」

「良晴。私だって震えている。ほんとうは、両軍の兵に命のやりとりをさせている自分が、怖こわい。今は、よ、良晴に……わ、私の隣となりにいてほしい」

「小早川さん……」

　良晴の腕うでに、隆景がきゅっと細い腕を絡からめてきた。

　小さな背中が、小刻みに震えているのがわかった。

「小早川さんは戦が好きじゃないんだね。たまたま毛利家に生まれてきたというだけで」

「わ、私だって女の子だ、当たり前ではないか良晴」

「早く戦を終わらせられるといいな。俺に、なにかできることがあれば」

「こうして、そばにいてくれれば、それでいい」

「でも俺は、もっとなにかしたい。小早川さんのために」

「……良晴」

　おいおいなに見つめあってんだよ？　こっちが恥ずかしくなってくらあ、と武吉が顔をそむけた。

「俺さまはちょっくら暴れてくる。いつ流れ矢に当たって終わるかもわからねえ若い二人を邪じや魔ましちゃいけねえからな」

　気を利かせたのか、いたたまれないのか、武吉が銛もりを担いで小こ舟ぶねに乗り移り、前線へと向かっていく中──。

　明石の美しい海岸線で繰くり広ひろげられる激げき闘とうを凝ぎよう視ししながら、良晴はつぶやいていた。

「現実だとわかっているのに、こうして合戦を目の当たりにすると現実のできごとじゃないような気がしてしまう。やっぱ戦場で槍やりをふるわないと俺は目が覚めないのかもな」

　隣には、隆景が静かに寄より添そっている。

「実は俺はもう死んでいて、ここは俺が生前に夢見ていた世界なんじゃないか、って思っちまう。俺は、ずっと戦国時代に憧あこがれていたから。こうして命のやりとりをしている最中に不ふ謹きん慎しんだな。もう少しで、目が覚めそうな気がするのに、もどかしいな。目覚めたらすべては夢だった、という結末になるのが怖いのかもしれない。今こうして俺の隣にいる小早川さんも夢で……」

「良晴。私にも、そういう思い込みに憑つかれていた頃ころがあった。兄者が毒殺された時と、父上が病で亡くなった時に。姉者が支えてくれなければ、私は現うつ世しよに戻ることができなかったと思う」

　二人のすぐ脇わきを、織田方の流れ矢が飛んでいった。

　旗艦は、海岸に接近している。

　闇と霧きりとで、視界は利かない。

　いつ流れ矢が当たって死んでも、おかしくない。

　そんな限界状じよう況きように、二人はいる。

「吉川さんは、いいお姉さんだな。妹思いで、そして全身勇気の塊かたまりだ。いつでも小早川さんのために死ねるお姉さんだよ。男のくせに戦にビビっている自分が恥ずかしくなる」

「そう。私にはすぎた姉者だ。兄者を失った時、私は『人生は夢の間なれば』という言葉に取り憑かれた。この世界も自分自身もすべて、はかない夢にすぎない、現世などはじめからどこにもない。そう思い込むことで兄者の死という現実から自分を守ろうとしたのだろう」

「人生は夢の間なれば……どこかで聞いたことがあるような……言葉だ」

「姉者はそんな私をなんども殴なぐりつけて、現世に引き戻してくれた。そして今では、『人生は夢の間なれば』という言葉は、私にとって異なる意味を帯びるようになった」

「異なる意味？」

「いつか必ず終わるはかない命だからこそ、私は後悔のないように、自分の人生を精せい一いつ杯ぱい生きようと、そう思った。そして良晴と出会って、兄者以外のおのこにはじめて心をときめかせて、その言葉は私の中でまた新しい意味を帯びた」

「新しい意味──」

「その……こうしてきみと出会えたことが、まるで、ゆ、夢のようだ、と……」

　隆景は、良晴の胸に顔を埋うずめて黙だまりこんでしまった。

　俺は今、小早川さんにはっきりと告白されている、と良晴にもわかった。

　ここは、次の瞬しゆん間かんに死んでしまうかもしれない戦場。

（小早川さんの言うとおりだ。いつか必ず、命は終わる……こうしている間にも、終わりへと向かっている。だから、俺は前へ進まないといけないんだ。たとえ記き憶おくを失っていようが、それを言い訳にしてとどまってちゃいけない。俺は、今この瞬間の現実を生きなければならない）

　照れたり恥じらったりためらっている猶ゆう予よなど、なかった。

　良晴は、隆景の細い腰に手を回して、抱だきしめていた。

　過か酷こくな運命を背負わされている小早川さんを守りたい、と願った。

「小早川さん」

　隆景が、目を閉じてつま先立ちになり、良晴に小さな顔を近づけてきた。

　俺は小早川さんとキスする、と良晴が決意した、その時。

　海上にうっすらと朝日が差し込んできて、白い霧の中に、ぼんやりと輝かがやいている黄金のひょうたんが見えた。

　織田方の陣じんに飾かざられている、黄金の千成びょうたんだった。

　ひょうたんに張られた金きん箔ぱくが朝日を反射して、きらきらと光っているのだ。

　背が低い隆景の頭の向こうに、その黄金のひょうたんが、幻まぼろしのように輝いていた。

　そのひょうたんの輝きを見た瞬間に。

　不意に、激しい感情が、耐たえがたくもどかしい痛みが、良晴の心の奥底からあふれ出していた。

「あ、あれ……？　俺、なんで泣いてるんだ？」

　隆景が、良晴の異変に気づいて、目をゆっくりと開いた。

　利発な隆景は、すべてを察して、哀あわれなほどに怯おびえていた。

「ご、ごめん。参ったな。俺、女の子とキスしたことないから、喜びのあまり目から汗あせが。しかも、こんなにかわいい女の子が相手で、ええと」

「……良晴」

「たぶん目にゴミでも入ったんだよ！　かっこわるくてごめん。や、やり直させてくれ」

「……わかった」

　隆景が懇こん願がんするような瞳ひとみで良晴を見つめながら、頰ほおに手を伸のばしてきた。

「こんなに近くにいるのに、とても、遠い。良晴が、遠ざかっていく気がする」

「こ、小早川さん。考えすぎだよ。俺は幻じゃない。ここにいるよ。小早川さんの目の前に」

「……お願い。私のもとに、いて。置いていかないで……」

　いけない。小早川さんの心が揺ゆらいでいる、俺がひょうたんの馬印なんかに戸と惑まどったせいで、と良晴は焦あせった。

　でもどうして、あの黄金に輝くひょうたんを見て胸がつまったんだろう？

　あれは、なんだ？

　俺はやっぱり、ぜったいに忘れてはいけないことを忘れてしまっているのだろうか？

　良晴が、目に見えない隆景との距きよ離りを詰つめようと、あがいていると。




「お嬢！　三木城から伝令が来た！」




　村上武吉が、三木城からの使者を連れて、旗艦へと舞まい戻もどってきた。

「申し上げます。三木城にこもる毛利方の城兵たちは、飢うえておりません！」

　使者の姿は、たしかに、血色がよく、籠ろう城じようして飢えているようには見えなかった。

「三木城を包囲している織田軍は、城兵を一人も餓が死しさせるなという大将・相良良晴の命令をいまだに忠実に守り、飢えた城兵が城から出てきた際には惜おしみなく食事と水を与あたえているのです」

　えっ、俺？　と、良晴が声をあげた。

「相良良晴が抜ぬけたあと、包囲軍の指揮を引ひき継ついだ織田方はそのまま相良良晴の指示を守っているようです。われら三木城の兵たちは、小早川の御大将がわれらに兵ひよう糧ろうを入れるべく明石にて決死の上陸戦を開始すると聞き、三木城はだいじょうぶですと一言お伝えしたく、それがしを使者として」

「……良晴が。そうか。良晴は優しいな」

「どうするお嬢。小こ僧ぞうがどういうつもりだったのか知らねえが、この分だと三木城はそうたやすくは落ちねえようだぜ」

「うむ。むしろ三木城包囲に多くの兵を割いてくれている分、毛利に利している」

　武吉は「わざわざ城を包囲していながら敵を食わせてやるとは、こんな妙みような戦ははじめてだ」と半ば呆あきれていた。

「お嬢。今、総大将の織田信奈が戦場に出てきている。三木城へ急いで兵糧を入れる必要は失せたが、この機会に織田軍の陣を打ち破りあわよくば織田信奈を討つか？」

「五分五分の賭かけになる。それに、霧が思ったよりも早く晴れてきた。視界が晴れてしまえば、たとえ種子島を使えない接近戦でも陸戦に慣れた織田方が有利になる」

「たしかにな。だがお嬢、賭けなければ勝利はつかめないぜ」

　隆景は、武吉の提案にはうなずかなかった。

「三木城の兵が無事とわかった今、戦略を変へん更こうしよう。われらが必勝を期すには、やはり織田方が苦手としている海戦。本猫寺と織田軍が再び激げき突とつする際に、木津川口から突とつ入にゆうしもう一度九鬼水軍を打ち破る。同時に陸では雑賀衆がまた織田軍を破る。織田は、なんど戦ってもぜったいに雑賀衆には勝てない。あの鉄てつ砲ぽうの女神・雑賀孫市が雑賀衆にいる限り」

「そりゃ、海戦ならば十に一度も負ける心配はねえし、もうあっちは御ご綸りん旨じで逃にげる手も使えないし、こんどこそ一気に片がつくがな。お嬢じようは、相良の小僧に気を遣つかっているんじゃねえのか？　小僧は明らかに、織田家と毛利家の合戦を望んでねえ。記憶を失う前からこいつはそういう考えだったようだ。さもなきゃ、三木城の兵を飢えさせるななんて素すっ頓とん狂きような命令は出さねえ」

「そ、そうではない。わ、私は戦に私情を挟はさんだりは、し、しない」

「そうかねえ」

「そ、そうだ！」

「お嬢は、小僧の機き嫌げんを損ねて織田家に戻られることを恐おそれているんじゃねえか？　小僧の機嫌を取るために、撤てつ兵ぺいすると言いだしたんじゃないのか？」

「……ち、違ちがうっ！　わ、私はそんな臆おく病びよう者ではない。見損なうな！」

「こ、小早川さん」

「……違う。違う。違う……！」

　隆景は痛々しいほどに真っ赤になり、涙なみだぐみながら良晴の背中に隠かくれた。

　しかし、隠れたのは、わずかな間だった。

　再び顔を出した時には、隆景は、まるで双ふた子ごの姉・吉川元春のような鋭えい気きを放っていた。

　人生は、夢の間なれば。

　背中越ごしに、良晴へ向かって小声でそうささやくと同時に、隆景は覚かく悟ごを完かん了りようさせたのだ。

「良晴、武吉。この明石での上陸戦は中断する。だが逃げるのではない。私は次の木津川口での決戦で必ず織田家を打ち破り、京に毛利の旗を立てる！　将軍さまを上じよう洛らくさせ、三代目を天下の覇は者しやとする！」

「おっ？　お嬢、そうか。ついに決断したか！　そうだぜ、戦わなければ天下も小僧も勝ち取ることはできねえんだ！」

「……小早川さん」

「良晴。織田家と戦いたくないきみの気持ちはわかる。でも、誰だれかが天下を統一しなければ、戦乱は終わらない。どうか私に力を貸して……お願い」

　小早川さんは、勇気を奮い起こして、前へ進もうとしているんだ。

　今俺が突つき放はなせば、小早川さんは壊こわれてしまう、と良晴にはわかった。

　良晴はまだ、あの霧の向こうに見えたひょうたんの輝きが何を意味しているのか、わからずに戸惑っている。

　山中鹿之助や五右衛門たちかつての仲間が、良晴が記憶を取り戻して織田家に戻ってくる日を待っている。

　引き返せ、俺は小早川さんのもとへは行けないんだ、出会うのが遅おそかったんだ、と心の片かた隅すみで誰かが叫さけんでいる。

　それでも、全力で俺にぶつかってきてくれた小早川さんを、避さけるわけにはいかない。

　良晴は、こくり、とうなずいていた。

「わかった。俺は小早川さんのために、戦うよ」

「もしも私が勝てたら、きみの居場所を定めて。ずっと、私の隣となりにいると。それまで、返事は待つから」

「ああ。小早川さんの言うとおりにするよ」

　武吉が「うわあ見ちゃいられねえ」と顔を覆おおった。

　この男、鬼おにのようなごつい身体からだのわりに、純情らしかった。

「ありがとう。これで、勝てる。勝ってみせる。みんな、私に力を貸して。お願い」

　隆景のはにかんだ笑顔。

　かわいい、と良晴は思わず口に出していた。

　遠巻きに一部始終を見ていた海かい賊ぞくどもが、いっせいに歓かん声せいをあげた。

「言われなくても、やってやるぜ！」

「やべえかわいすぎる。お嬢のこんな笑顔、何年ぶりだろう！」

「俺ははじめて見た！」

「しかし未来から来た小僧は身分を持ってねえぜ、織田信奈もそれで引っかかってつまずいたわけだし」

「だよな。どうすんだ？」

「そこは知ち恵えでなんとかするだろ。お嬢はなにしろ明めい智ちの将だぜ！」

「織田信奈は織田家の主君だが、お嬢は毛利家直系の血筋とはいえ三代目に仕える家臣だ。主君じゃないからその分、壁かべは低い。ごり押しすれば不可能じゃねえ！」

「そうだった！　毛利家の主君は、よちよち歩きの三代目だったな！　おめえ頭いいじゃねえか！」

「お嬢が姉貴とともに毛利家を仕切ってるから、すっかりお嬢が当主だと思い込んでいたが、そういえばそうだ！　いける！」

　明石戦線から撤てつ退たいする準備を進めながら、海賊どもは沸わきに沸いた。

　そんな中、良晴は「あっ!?」と声をあげていた。

　突とつ然ぜん、気づいたことがあったのだ。

「本願寺が本猫寺って妙な名前を名乗ってるし、明石上陸作戦なんていう俺の知らない合戦がはじまっていたから、もう俺が知っている歴史からどこかで分ぶん岐きしているんだと思っていたけど……結局『木津川口の合戦』が発生するのか！　俺はこの合戦を、『織田信長公の野望』で見たことがある！」

　そう。

　毛利と織田の海上決戦、木津川口の合戦。

　この合戦が「二度」行われることを、良晴はすでに知っていた。

「さすが未来から来た小僧だ。っていうかもっと早く気づけや」

「に、二度とも毛利が勝つのだな、良晴？」

「一度目は村上水軍が九鬼水軍を徹てつ底てい的てきに打ち破って毛利が勝つ。この合戦はすでに起きている。でも小早川さん、二度目は──九鬼水軍が村上水軍を殲せん滅めつするんだ！　毛利は大敗する！」

「小僧、冗じよう談だんはやめろや。俺ら村上水軍が殲滅されるだと？　九鬼水軍ごときに？　だいいち、こっちにはお嬢が──」

「ほんとうなんだ村上さん。織田信奈は知らないが、織田信長ならば、二度目の決戦で村上水軍を討うち滅ほろぼす！　日本人が、いや南なん蛮ばん人じんすらまだ見たことがない新兵器を開発して、木津川口にそれをぜんぶ一気に投入してくるんだ！」

「な、南蛮人すら見たことがない新兵器？」

「もしかしてこれか？　方位磁石を載のせている羅ら針しん盤ばんか？　これは、宣教師ガスパールに勾まが玉たまと交こう換かんでもらったものだが……」

　武吉が「こいつの針は、必ず北極星を指すんだ」と最新式の羅針盤を見せびらかしてきた。

「村上さん。たしかにこれは大航海時代に必ひつ須すのアイテムだが、織田の新兵器は羅針盤じゃないよ。宣教師だって見たことがないものを、織田は開発してくる」

「ほう。そんなものが？」

　隆景が「いくら私でも、そのような未知の兵器には対応できない」と困ったように眉まゆを下げた。

　良晴を失うだけでなく、毛利家さえ滅び去りそうな暗い未来を知らされて、泣きそうな表情になっている。

「では、私は……私に従ってくれている海賊たちは……毛利家は……」

「小早川さん、だいじょうぶだよ。俺が、知っている。織田信長が投入してくる新兵器がどんなものか、この俺が知っている。知っている者がいれば、小早川さんならあらかじめ策を練ることができる。歴史を変えることになるが、俺が、小早川さんを勝たせる！」

「……良晴」

「たしかに敵は強大だ。でも村上さんの羅針盤を見て、ふと思いついた。ぎりぎりの戦いになるだろうが、勝つ方法はある！」

「……ありがとう」

　良晴は、感極まって震ふるえている隆景の身体を強く抱だきしめていた。

　自分の全身が熱く燃え上がっていることに、良晴は気づいた。

　合戦への恐きよう怖ふも、戦国時代に流されてきたことへの不安も、消えていた。

　なにかが間ま違ちがっている、そんなわだかまりは消えない。しかし良晴は記き憶おくを失ってからはじめて、自分が生きているという実感を取り戻もどしていた。

　父さん、わかったよ。俺の居場所はこの世界だ。俺は今、生きている、とつぶやきながら。







　巻ノ三　木津川口の再戦（前）







　織お田だ家と本ほん猫びよう寺じとの間に結ばれていた半年の和わ睦ぼく期間が、終わった。

　最初に動いたのは、織田信のぶ奈なだった。

　再編した旗本部隊を中心に、岐ぎ阜ふ城を出立し、摂せつ津つ・大おお坂さかの本猫寺へと進しん撃げきした。

　甲か斐いの武たけ田だ信しん玄げんと越えち後ごの上うえ杉すぎ謙けん信しんは、足あし利かが義よし昭あきの上洛を支えるため、これまでの遺い恨こんをいったん棚たな上あげして対織田戦で連れん携けいするための最後の詰つめに入っているという。

　両者の連合がなる前に、電光石火の速度で本猫寺を降こう伏ふくさせ、村むら上かみ水軍を海戦で破り、毛もう利りの上洛を阻はばむしかない。

　先の合戦で一敗地にまみれ、重臣・相良さがら良よし晴はるを毛利に奪うばわれた信奈には、もう猶ゆう予よが残されていなかった。

　この一戦で再び敗れれば、織田家は滅めつ亡ぼうする。

　天下万民すべてが、織田家と本猫寺の再戦に注目していた。




　紀き伊い・雑さい賀か荘そう。

　紀伊は畿き内ないにほど近い要地にありながら、雄ゆう大だいな山と海に囲まれた別天地だ。

　雑賀衆はこれまで、紀伊という天然の要害に割かつ拠きよし、どの大名にも属さず戦国最強の傭よう兵へい部隊として西へ東へと転戦し、自由に生きてきた。

　だが唯ゆい一いつ、大坂本猫寺とは親交が深く、先の合戦でも雑賀衆は海路から本猫寺に加勢し織田信奈をさんざんに打ち破った。

　その雑賀荘に、本猫寺の先代当主・けんにょが身ひとつで落ちてきた。

　雑賀衆の統領・雑賀孫まご市いちは、「どないしたんや」とあわててけんにょを迎むかえた。

「妹のきょうにょは、織田家と天下盗とりの戦をはじめた責任を取って、最後の決戦を行う覚悟を決めました。武家と宗門。どちらかが倒たおれぬ限り、乱れた天下はひとつにならないと。仮に敗れたとしても本猫寺が滅びぬよう、姉のわたしだけは万が一の時にも生きのびてほしいと。そして、戦せん没ぼつ者を弔とむらうという宗門の本来の役目を果たしてほしいと」

「そうか。いよいよ負けるかもしれんと踏ふんでるんやな、きょうにょは」

「はい。本猫寺には、雑賀衆と村上水軍という水陸最強のお味方がいます。しかし、門徒たちの多くが、もはや織田家との戦を望んでいないのです」

「ははあ。信奈と良晴はんのあれやな。天岩戸開きの奇き跡せきが起きた時に、みな、あれを天空に見て」

「そうです。信奈さまは期せずして、戦乱の世に苦しむ人々に、人間の新しい生き方を身をもって示したのです。もう、戦って死ねば猫極楽に行ける、と思い詰めている門徒はほとんどおりません。特に、女の子はそうです」

「……極楽は、この地じ獄ごくの中にあった、ちゅうわけやな。あの一いつ瞬しゆんの接せつ吻ぷんの間、あの二人は救われとった。ほんまに、ほんの、一瞬やったが……」

　孫市は豪ごう快かいに盃さかずきを空けながら、目をしばたたいた。

「門徒たちの中で、今、恋こい話ばなしが流は行やっております。たとえ死が愛する二人をわかとうとも、ただ一瞬であれば二人はお互たがいの魂たましいを救うことができる、と」

「ただ一瞬か。切ないな。そやけど、死なんと極楽へ行けん、ちゅう陰いん気きな話よりは、ずっとええ」

「女の子の門徒たちの間では、『源氏物語』を読むのが、日課になっています」

「どないな話やったかいな？　うちは田舎者で、よう知らん」

「はい。浮うわ気き者の光ひかる源げん氏じが、次々と愛人を作る話ですよ。光源氏には紫むらさきの上という最愛の女性がいるのに、ちょっと須す磨まに流されたら須磨のお隣の明石あかしで新しい恋に走ったり子供を作ったり。ほんとうに困ったものです」

「ふうん。明石か。相良良晴もそういえば、今は毛利方について、この前、明石を攻せめようとしとったな。まさか今いま頃ごろ小こ早ばや川かわの嬢じようちゃんをはらませとるんやないやろな」

「ま、まさか」

「どうせ織田家を出るなら、うちのところに来ればええものを。あないなつるぺたの小こ娘むすめのなにがええんやろう。あれが露ろ璃り魂こんちゅう病やろか。記憶はなくしても露璃魂は忘れんちゅうことか。なんで、あれだけの浮気者がうちの男にならへんねん。いちいち腹立たしいやつやで」

「門徒たちは、相良良晴を光源氏に見立てていて、明石の君と紫の上が本猫寺で相良良晴を巡めぐって決戦する、と大おお騒さわぎになっているのです」

「さよか。そうなったらもう、合戦どころやないな。みな、織田信奈を腹の底では憎にくめなくなっとるんや」

　あないにけなげな姿を見せられたら、乙おと女めなら誰だれでもそうなるわ、と孫市はため息をついた。

　自分が信奈を救ったのも、「戦には勝ったが器で信奈に負けた。自分で信奈を倒さな、うちは生しよう涯がい負け犬女や。それに六ろつ角かくの矢ごときが信奈を殺したとあれば、孫市の鉄てつ砲ぽうの評判はがた落ちになる。そやから、あいつの命をいったん助けたったんや」と理り屈くつをあとからこねてはみたが、結局はあのまま信奈を死なせることが忍しのびなくなったからなのだ。

　それでは、織田信奈があまりにも哀あわれすぎる、と痛ましくなったのだ。

　やはり自分はあの女に負けている、と孫市は忌いま々いましく思った。

「士気が落ちたのは、孫市さんがこの前の戦で人変わりして、鉄砲で大勢の武者を撃うち殺ころしたせいでもありますよ。あの姿を見たみんなが、生きながらに地獄を味わった、あんな孫市さんはイヤだと、泣いておりました」

「それでええねや。戦場は地獄や。子供の遊び場やない。しかし、織田信奈は、その地獄の中に極楽浄じよう土どを出現させよった──強い」

　孫市は「けんにょはんは、しばらく雑賀荘で休んどれ。うちはちょっと合戦に行ってくる」と大声をあげながら、立ち上がった。

「やはり、行くのですか」

「そや。どうしても、織田信奈に勝ちたいんや」

「今、織田信奈さまを失えば、この国の戦乱は終わらなくなる。そう思います」

「それでも、借りは返したい。どうしても、あいつを乗のり越こえなならん。うちがただ一人、八や咫た烏がらすで仕留めそこねた生涯最強の敵や。あいつを倒さな、うちは自由を失う。このまま、牙きばを抜ぬかれとうはない」

「……孫市さんは、最強であることを目指している。織田信奈さまと戦わねばならない定めなのですね。わたしとの漫まん才ざいも、あなたの荒あらぶる魂を癒いやすことはできなかったのですね」

「かんにんな、けんにょはん。うちは、鉄砲に憑つかれた女や」

「せめて、毛利と足並みを合わせて」

「うち自身の力で勝ちたいんや。毛利の手を借りても、それは勝ちとは言えん」

　けんにょは、それ以上孫市を引き留めなかった。

　孫市は、雑賀衆に召集をかけ、船団を率いて紀伊の荒あら海うみへと飛びだした。

「織田信奈がまた摂津に出てきた。あいつが木き津づ川がわ口ぐちへ入る前に、堺さかいの港を奪いとる」

　織田軍は再び、本猫寺に連なる木津川口で村上水軍と雑賀衆を迎げい撃げきしようとしているという。

　今回は、木津川口を攻める前に、摂津最大の貿易都市・堺を攻めよう、と孫市は決めた。

　織田家が鉄砲の一大生産拠きよ点てんであり畿内最大の貿易港でもある堺を押さえている限り、いくら叩たたいても、なんどでも織田軍はよみがえってくる。

　それに、堺は、紀伊から木津川口への海路の途と上じようにある。

　商人の町を攻める。孫市の嫌きらいな流りゆう儀ぎではあったが、あの大敗北からわずか半年だというのに、織田家の軍備は以前よりも充じゆう実じつしているという。おそるべき経済力であり生産力だった。織田家の強さを支えているもの、それが堺なのだ。

「なんど本猫寺で織田軍を返り討ちにしても、戦は終わらん。倒しても倒しても織田家は銭の力で立ち直る。この一戦でケリをつけるために、初戦で堺を奇き襲しゆうして奪う」

　もう、直接織田信奈を射しや撃げきする機会は巡ってこないだろう、と孫市は読んでいる。

　信奈が前線に出たがっても、孫市が戦に加わるとなれば、周囲の者がそれを阻そ止しするはずだ。

　信奈を狙そ撃げきして決着をつけるのは難しい。

　嫌いやな気分にはなるが、勝つためには戦略が必要だった。

　織田軍最大の補給拠点が、内地ではなく、海に面した貿易都市であること──これを利用しない手はなかった。

　さらに。

　織田軍がなにやら新たな兵器を量産し、堺の港に隠かくしている、という忍び筋からの情報を、孫市はつかんだ。

「堺には鉄砲の工場もある。あるいは先の合戦で失った船をありあまる財力で増産したか。やはり堺を叩かな、勝てんわ」

　こうして堺に、孫市は目をつけたのだ。

「孫市さま。村上水軍と合流するまで、攻こう撃げきは控ひかえたほうが」

「電でん撃げき作戦や、蛍ほたる。村上水軍の到とう着ちやくを待っとったら、奇襲にならん」

「織田方はすでに堺に防衛線を張っているかもしれません」

「だとしても、木津川口と堺に水軍を分散しとるやろう。半分ならば問題なく勝てる」

「九く鬼き水軍全軍が、堺にいた場合は？」

「混戦になるが、雑賀衆が鉄砲部隊であると同時に海かい賊ぞくでもあることを信奈はまだよくわかっとらん。激しく揺ゆれる船上からでも、雑賀衆は鉄砲を自在に操れる。あっちにはそんな手練れの部隊はおらん。うちらが、勝つ」

　雑賀衆の船団は、一路、堺を目指して北上した──。




　だが、この堺こそが、孫市という虎とらを狩かるための「餌えさ」だったのだ。

　戦略眼という点では、一いつ介かいの傭兵隊長である孫市よりも、戦国大名として次々と国を切り取ってきた織田信奈のほうがはるかに上回っている。

　信奈は、「織田軍、本猫寺に集結」と喧けん伝でんしつつ、本猫寺周辺に包ほう囲い網もうをしいてすぐに、自らの旗本部隊だけを率いて堺に入っていた。

　風のような行軍速度である。

「雑賀衆の船団が、この堺へ押し寄せてきます。織田家が新たな兵器を堺に集めているという噂うわさを雑賀荘に撒まいたのが功を奏しました」

「デアルカ。まあ、わたしが堺に新兵器を集めたという話は、噓うそじゃないものね。噓じゃないからこそ、この噂は虎を釣つる餌になったのよ」

　その報告を聞いた時、信奈は海に面した今いま井い宗そう久きゆうの屋や敷しきで、利り休きゆうの茶を飲んでいた。

　剛ごう胆たんにも、茶会を開いていたのだ。

　関白近衛このえ前さき久ひさ、大商人の今井宗久、宣教師ルイズ・フロイスが、信奈に招待されていた。

「本日、なにやら途と方ほうもないものを見せてくれるということでおじゃるが」

「堺を火の海にされたらたまりまへんで、おひぃさま。堺の町は、たこ焼きやあらへんねんから」

「これ以上なにを見せていただけるのでしょうか。ノブナさまはもはや、主の教えすら必要とされないお方になられました。ヨシハルさんとキスを交わした時のノブナさまの姿は、わたしにはまるで、神のように──いえ、これは聞かなかったことにしてください。羅馬ローマに知られたら異ア端ナ宣テ告マされてしまいます」

　信奈は「はうっ」と悲鳴をあげて思わず一国一城に匹ひつ敵てきする名物茶器を落としていた。

　その茶器を、すかさず利休がキャッチする。

「あいつとの接吻の話は、や、やめてちょうだい！　み、見ていなさい。この半年、隠いん忍にん自重してひたすらに準備してきた新兵器で雑賀の虎を狩るのよ！　そして虎を狩った次は、小早川隆たか景かげから──取とり戻もどすわ！」

　ヨシハルさんをですね、とフロイスが微笑した。

「そうよ。今は記き憶おくを失っていようとも、良晴は必ず織田家に帰ってくる。ここが、良晴の帰る場所だから──でもそのためには、戦って勝たなければならないのよ。雑賀孫市に、村上水軍に、そして小早川隆景に」

「アシカガ将軍さまとイマガワ将軍さま、どちらが正統な将軍であるかも、決着させなければなりませんものね」

「ええ。将軍が二人いては、天下の混乱はいつまでも終わらない。足あし利かが将軍家も本猫寺も、織田家の武威をもって恭きよう順じゆんさせてみせる。わたしは天下に新しい人の生き方を示したと言われているみたいだけれど、でも恋こいだけでは戦乱を終わらせることはできない。力が必要なの。わたしが弱かったから、良晴を毛利に盗とられたのよ。天下人は圧あつ倒とう的てきな武力を示さなければならないの。雑賀衆でも村上水軍でもなく、織田家こそが戦国最強の軍団だと証明する！」

　半年の間、激情を抑おさえながらひたすら耐たえに耐えてきた。そんな信奈のらんらんと燃える瞳ひとみを、フロイスは「おそろしくも、美しい」と仰あおぐように見つめていた。

　見つめているだけで、自分の目が焼き切れそうになるくらいに、まぶしい。

　先の合戦で徹てつ底てい的てきに敗れ、自らも瀕ひん死しの重傷を負い、あれほどに情熱を捧ささげた良晴までも奪うばわれた。

　並の人間であればもう立ち上がれないほどの大だい打だ撃げきを受けたはずなのに、今の信奈は、以前よりもさらに強く、さらに激しく燃え上がっている。

　もとより、神も仏もいっさい頼たよりにせず、己自身の力で運命を切り開くという強靭な意志の持ち主だった。

　その信奈が、唯ゆい一いつと言っていい弱点だった相良良晴との禁じられた恋を天下万民の前で明かしたことによって、もはや恐おそれるものはなにもなくなったかのようだった。

「良晴を織田家に連れ戻したらまた騒さわぎ立てる連中が出てくるでしょうけど、圧倒的な武威を見せつけてこの戦に勝つことで、口さがない連中をこんどこそ沈ちん黙もくさせてみせる。天下も良晴も、わたしが手に入れるの。そう、決めたの」

　誰だれにももう、止めることはできない。

　ほんとうに、まるで地上に降臨した神のよう、とフロイスはある種の畏い怖ふとともに、信奈を仰ぎ見ずにはいられなかった。

「おひぃさま。その、新兵器ちゅうのはどないなもんです？　べらぼうな銭を投資しましたが、肝かん心じんのモノがなんなのか、それがしどもは知らされておりまへんで」

「左様。いったい、なんでおじゃるか」

「伊い勢せみ湊なとで極秘裏に造らせてきたのよ。九鬼水軍は生まれ変わったの。まもなく、海上に姿を現すわ！」

　信奈が指さした先──堺の湾わん上じようには、漆しつ黒こくの巨きよ大だい船団が、出現していた──。

　全七隻せきからなる、途方もなく巨大な船団。

　全長およそ二十三メートル。幅はば約十三メートル。

　しかも、分厚い鉄板でその巨大な船体を覆おおっている上に、その鉄板を含ふくめたすべての部品が黒くろ塗ぬりだった。

　櫓やぐらも、その櫓の上に伸のびる天守も、漆黒なのだ。

　それら異形の船が艦かん隊たいとなって、海の上に悠ゆう々ゆうと浮うかんでいた。

　まるで、海上の要よう塞さいだった。

「良晴がとっさに九鬼の船を陸に乗り上げさせて砦とりでにしたのを見て、ひらめいたわ。逆に、海の上に燃えない砦を浮かべれば、勝てると。播はり磨まも同じことを考えていた上に実際に設計図面を仕上げてみせたので、突とつ貫かんで造らせたの。織田家の蓄ちく財ざいのほとんどを、この『鉄てつ甲こう船』に注いだわ！」

　フロイスは「まさか。このような鉄船は、ヨーロッパでもオスマンでも見たことがありません！」とうわずった声で叫さけんでいた。

「鉄張りの船でっか？　信じられん。あないな重い船が、どないして海に浮かんでるんや？」

　今井宗久はなんども首をかしげたが、やはりわからないらしい。

　鉄は、鉄は海に浮かばんはずや、なんちゅうもんを造ってくれたんやおひぃさまは、とたこ焼きをほおばりながらうなり続けている。

　近衛前久は「織田信奈に天下盗りの夢を譲ゆずった麻ま呂ろの選せん択たくは正しかったでおじゃる」と確信していた。

「まさに天下布武という織田信奈の夢を、そのまま形にしたかのような巨きよ船せんでおじゃる。ほんとうに、この戦乱の世は、平定されるかもしれぬでおじゃる……」

「褒ほめてもなにもでないわよ、近衛」

「そちは、敗れれば敗れるほど、倒たおされれば倒されるほどに、強く雄お々おしくなっていくでおじゃるな。これほどの奇き想そう天てん外がいな巨船を造るとは……まるで、天あめの鳥とり船ふねに乗って出雲の大おお国くに主ぬしに国譲りを迫せまった建たけ御み雷かづちの神かみでおじゃる」

「ちょっと。ぜんぜん雄々しくないわよ！　わたしは女の子よ！」

　信奈が頰ほおをふくらませていると、南なん蛮ばん帽ぼう子しを被かぶりこんがりと日焼けした小こ柄がらな少女軍師──ドン・シメオンこと黒くろ田だ官かん兵べ衛えが久々に現れて、利休から茶器を受け取った。

「神の力に頼らず、人間の力で合戦に勝つ、これが織田信奈のやり方さ」

　もともと播磨や博はか多たでこんがり焼けていた官兵衛だったが、今日はますます日焼けしていた。

「鉄甲船団を完成させて、伊勢湊から戻ったよ。これほどの巨船だ、毛利方に気取られないように航行するのは骨が折れたけど、九鬼嘉よし隆たかはさすがだよ。見事に乗りこなしている」

「デアルカ。南蛮にも存在しない、巨大な鉄の船。たった半年でよくぞ完成させたわね。さすが播磨だわ」

「ふふ。完成したのは、船に精通している九鬼嘉隆たち海賊どもの力を借りたおかげさ。さあ、来きたるべき新時代は人間の時代だと、天下に知らしめる合戦をしよう」

　この田舎くさい子供があの船を造ったでおじゃるか、と近衛はただただ呆あきれている。

　フロイスは「この子ならば、これほどのものを造ることもできるでしょう」とうなずき、さほど驚おどろかない。

　今井宗久は「負けて船がみな沈しずんだら、うちの店は破産ですわ」と顔をしかめている。

　天下の鬼き才さい・黒田官兵衛は、

「これで名実ともに竹たけ中なか半はん兵べ衛えを超こえた！　いよいよ、このシメオンこそが天下一軍師だ！」

　と鼻息も荒あらく、利休から渡わたされた抹まつ茶ちやをぐいっと飲み干した。

「うええ。苦い！　もう一いつ杯ぱい！」

「わたしは今度こそ孫市に狙ねらい撃うちされるから、この合戦では敢あえて船に乗らないけれど……播磨は船に乗らなくていいの？　あんた軍師でしょ？」

「必要ない。真の軍師とは陣じん中ちゆうにあって戦に勝利する者さ、新兵器の出来はそれほど完かん璧ぺきだ。ふふふ」




　信奈は、先の合戦で良晴が船を陸にあげて砦にするという奇き策さくを用いたのを見て、その逆を──燃えない鉄の砦を海上に浮かべて村上水軍の焙ほう烙ろく攻せめを防ぐという逆転の秘策を思いついたのだが、有馬温泉で静養していた黒田官兵衛も同じ策をひらめいていた。

　二人は南蛮文化好き・新兵器好きという点で似た者同士なので、こうなると話が早い。もう一人の天才軍師・竹中半兵衛からも「これならば勝てます。ただ勝つのみならず、この日ノ本にまったく新しい時代が来たことを民に知らしめることが可能でしょう。にぎにぎしく堺さかいでお披ひ露ろ目めして人々に見せびらかされますように」とお墨すみ付つきをもらった。

　信奈は、本猫寺との和わ睦ぼくがなると急いで官兵衛と九鬼水軍の大将・九鬼嘉隆を伊勢湊の船工場へと派は遣けんし、ひそかに鉄甲船の建造に当たらせたのだった。

　官兵衛が図面を描かき、模型をこしらえて、船の操縦術を熟知した海かい賊ぞく・九鬼嘉隆に修正させる。

　いかにしてこの重量のある巨船を海に浮かばせ、安定させ、戦でぎりぎり用いることのできる程度の推進力を持たせるか。この難題に対して、官兵衛の南蛮科学の知識と九鬼の海賊としての経験が、見事に答えを出したのだ。

　官兵衛と九鬼嘉隆は「船好き」という嗜し好こうの持ち主同士、意外と息が合って、こうしてぎりぎりながらも鉄甲船は再決戦に間に合ったのだ。

　今、堺の海にその異様な姿を現した鉄甲船団の旗き艦かん・新「鬼き宿しゆく丸まる」には、滝たき川がわ一かず益ますと九鬼嘉隆、信奈の義妹・蒲生がもう氏うじ郷さと、そして騎き士しジョバンナが乗りこんでいた。

「ワタシは驚いている。よくもこんな奇き天て烈れつなものを造りあげてしまった、ジパングの職人たちは」

「あたしも驚いているよ。まさか完成して、ほんとうに航海できるだなんてさ。ぜったいに、重すぎて海に沈むと思っていたよ」

「のぶなちゃんの作戦がはまったのじゃ。雑賀衆は村上水軍と合流せずに、単独で堺に攻せめてきたのじゃ。これも、くっきーが見事に鉄甲船団を隠おん密みつ行で堺へこっそり入れてくれたおかげじゃの」

「またまた姫ひめさま。ほんとうのことを言われると照れるじゃないですか～」

「いや実際たいしたものだ。いくら完璧に設計する者がいて、見事に造り上げる職人がいても、実際に動かす者がいなければ鉄甲船などはただの鉄の箱だからな。もぐもぐ」

「雑賀衆を破り、村上水軍を倒せば、加勢を失った本猫寺は降こう伏ふくするしかなくなるわ。完勝すればあとは、相良良晴を毛利家に返へん還かんさせる交こう渉しようだけね。相良良晴は、あんな顔をしていてもお姉さまの夢なの。徹底的に勝つのよ！」

　良晴が織田家から離り脱だつするきっかけを作った蒲生氏郷は、みそぎの一戦とばかりにこの再対決に自らの命を賭としていた。

「そちにはジョバンナちゃんとともに、第二の秘密兵器の操作を任せたのじゃ」

「ええ。任せられてあげるわ。見ていなさい、雑賀孫市、村上武たけ吉よし。お姉さまの切り札は、鉄甲船だけでは終わらないのよ」

「うむ。織田信奈もとんでもないが、実際に兵器を造り上げてしまう黒田官兵衛はおそろしいやつだ。あんな奇き才さいはヨーロッパにもオスマンにもなかなかいない。あんこ餅もち、おかわり。もぐもぐ」

「見えました、姫さま！　雑賀衆の船団です！　前回よりも数が多いです、雑賀衆のほぼ全員が参加しているようです！」

「またしても、種子島を満まん載さいしているようね。上陸はさせないわ」

「雑賀衆の鉄てつ砲ぽう部隊に上陸されれば、堺は瞬しゆん殺さつされる。しかしこの鉄甲船の砦に籠ろう城じようしたわれらが、やらせはせん。もぐもぐ。おかわり」

「うむ。もう姫は迷わぬ。迎むかえ撃つのじゃ！」

　九鬼嘉隆が「全員、配置につけ！　九鬼水軍復活ののろしをあげろ！」と叫ぶと、九鬼水軍の少女海賊たちがいっせいに目の色を変えた。

「たとえこの大暴れで、親分が婚こん期きを逃そうとも」

「ぜったいに、勝ってみせるわ！」

「お前ら、あたしの婚期の話はいいんだよっ！」




　新生・九鬼水軍と、雑賀衆とが、ここに、海上で激げき突とつした。




「なんや、あれは？　黒塗りの、鉄の船!?　あれが、織田信奈の新兵器か？」

「孫市さま、まやかしです」

「あんな巨大な鉄の船が、海に浮かぶとは思えません」

　九鬼水軍の七隻せきからなる鉄甲船団が、まっすぐ縦一列に並び、かつ船体の横っ腹を敵前にさらして長く伸びるという奇き妙みような陣じん形けいを組んで、堺の港を封ふう鎖さしていた。

　あないなデカブツをいつの間に堺へ入れた、九鬼嘉隆めやりよる、と孫市は驚きよう愕がくした。

「新兵器とはおおかた新たな船やろうと予想はしとったが、まさか、こないなお化けみたいな船やとは」

　孫市と雑賀衆は、海賊働きもしてきたとはいえ、やはりなんといっても得意は鉄砲である。

　操そう舵だ術では、鳥と羽ばの荒あら海うみで女海賊を率いて暴れてきた九鬼嘉隆にはさすがに及およばない。

「織田信奈め、わざとほんものの情報を中ちゆう途と半はん端ぱに流してうちにつかませたか。これはうちを狩かるための罠わなや」

「どうします、孫市さま」

「堺から退き、村上水軍と合流したのちに木津川口攻めに転じますか」

　孫市の動物的なカンが「やばい。引き返せ」と訴うつたえてくるが、織田信奈の繰くり出だしてきた切り札を前にしっぽを巻いて退散できるほど孫市は大人ではなかった。

　むしろ、ふつふつと闘とう争そう心が沸わいてくる──敵が強ければ強いほど、孫市の身体からだは燃えてくる。

　憎にくしみではなく、強者に対する純じゆん粋すいな闘争心が、溢あふれてくる。

　どうしても、織田信奈が繰り出してきた鉄の船を、沈めてやりたくなった。

「あれほどのデカブツや、動きは遅おそい。あろうことか縦一列に並んで船の横っ腹をうちらの前に無防備にさらしとるのは、陣形を整えるのに時間がかかっとるからやろう」

「はい。本来ならばこのような時には、鶴かく翼よくの陣形で敵てき襲しゆうを待ち受けるのが水軍兵法の常道です」

　そう。

　この日までは、鶴翼の陣にせよ魚ぎよ鱗りんの陣にせよ、それぞれの船が船首を敵方向に向ける「横陣形」こそが海戦の常識だったのだ。

　縦一列に船が並んで防ぼう御ぎよ力の弱い横っ腹を敵にさらけ出すなど、考えられなかった。

「雑賀衆の船には村上水軍ほどの速度はないが、うちらには鉄砲がある。種子島が。全速力であのデカブツどもの腹に接近して、揺ゆれる海上から種子島を食らわす」

「しかし、あの分厚い鉄の板を貫つらぬけるでしょうか？」

「あの鉄張りは、村上水軍の焙ほう烙ろく火矢による炎えん上じようを防ぐためのもんやろう。よう造ったもんや。たとえ種子島でも貫くのは難しい。しかし、うちにはこの八や咫た烏がらすがある。こいつは、特別製や。接近してうちがこいつで大将を撃てば、勝ちや」

　孫市は、彼女以外誰だれにも操れぬ漆しつ黒こくの大鉄砲「八咫烏改」を軽々と担ぐと、総そう攻こう撃げきを命じた。

　この時、風向きは、雑賀衆方に幸いしていた。

「帆ほを張れ！　デカブツどもが船首をこっち側へ向け終える前に、横っ腹にいっせいに鉄砲をぶちこんだれ！　旗艦に乗っとる大将格を、うちの八咫烏で仕留める！」

「おおー！」

　雑賀衆の船がいっせいに、横っ腹をさらけ出している鉄てつ甲こう船団めがけて、殺さつ到とうした。

　至し近きん距きよ離りから、動きが鈍のろい鉄甲船団へ名人芸の鉄てつ砲ぽう銃じゆう撃げきを敢かん行こうし、その乱戦のさなかに孫市が九鬼水軍の大将を八咫烏で討ち取る。

　先の天王寺の合戦で行った、鉄砲の女神・孫市だけが可能な八咫烏による一いち撃げき必殺戦術。

　この戦術を足下がおぼつかん海上でもできるとは、織田信奈も思っとらんやろう、しかしできる、どれほど海が荒あれようがうちは的を外さん、と孫市は己の鉄砲の腕うでを、その技量を、天から与あたえられたとしか思えない神がかりの才をなによりも信しん頼らいしていた。

「将を仕留めれば部隊は総そう崩くずれや。陸の上だけではない。海の上でも同じや。いや、海の上のほうが士気の崩くずれは早い」

　みるみる、鉄甲船団との距きよ離りが縮まっていく。

　ついに、雑賀衆が船上から銃じゆう撃げきを開始した。

　海上に、この世の終わりが来たかのような轟ごう音おんが鳴なり響ひびく。

　一度目の轟音は上町台地で、そして二度目は堺の海上で。

　織田信奈と、雑賀孫市、二度目の死し闘とう──こんどこそ、決着がつく。

　沿道を埋うめ尽つくした堺の町衆たちが、堀ほりの向こうから固かた唾ずをのんで見守っていた。

　鉄甲船団は、動きが遅い。

　船の舳へ先さきに立った孫市は飛び交う銃じゆう弾だんと矢の中を悠ゆう然ぜんと突つき進すすみ、九鬼水軍の大将に八咫烏の照準を合わせた。

「あれや。旗艦の天守におるあの日焼けした女が、九鬼嘉隆やな。熟れ頃ごろやけど、あの張はり詰つめた顔つきは生き娘むすめやで。その隣となりにおるちんまい巫み女こは相方の滝川一益や……かわいいのう、あんな愛らしい子まで撃つなんてそんな殺生な……ええい、うちはもう二度と鉄砲の業わざをしくじらんと決めたんや！」

「孫市さま。滝川一益はあのかわいい巫女服で敵の戦意を削そぐのが得意技と聞いています。弐に式しき、参さん式しきまで、弾たまは込めてあります」

「ああ。ここまで接近した以上、手心を加えたら両軍ともに数え切れん死人が出る──仏心は無用。『地じ獄ごくは一定、すみかぞかし』──」

　孫市は、いにしえの経典の一文を口ずさみながら、何度も八咫烏の引き金を引こうとした。

　だが、どうしても幼い滝川一益の頭を、撃うてない。

　南なん蛮ばん蹴け鞠まりの試合で、一益と鞠を奪うばい合った時の光景が頭にちらつくのだ。

「あかん。うちとしたことが。あないな子供でも一軍の将や。迷っている暇ひまは──」

　その時。

　孫市が乗っていた船の上に、巨きよ大だいな燃える鉄の塊かたまりが信じがたい速度で飛んできて、そして船体を真っ二つにたたき割っていた。

　大おお筒づつだった。

　織田信奈は、鉄甲船の内部に巨大な南蛮式の大筒を複数搭とう載さいさせ、船の側面にもうけた大筒狭はざ間まをいきなり開いていっせいに射しや撃げきさせたのだ。

「なんやて？　船の横っ腹に、複数の大筒を？　それも、ありえへんでかさの弾!?」

「ま、孫市さま！　すべての鉄甲船に大筒が大量に配備されていました！」

「信じられません！　天空を、大筒の弾が覆おおい尽くしています！」

「大筒が次々と放たれて、こちらの船は──」

「まるで的です。このままでは蹴け散ちらされてしまいます！」

「あかん。船が沈しずんでは、八咫烏も撃てん！　距離を取れ！」

　孫市は、沈みゆく旗艦から飛び降りると、周囲で次々と大筒の弾が爆ばく裂れつしていく中を飛び、背後の船へと乗り移っていた。

　巨大な八咫烏を背負っての脱だつ出しゆつは至難の業だったが、孫市にとって八咫烏は己の肉体の一部に等しい。

「みんな、下がれ！　やられた！　一見無防備な縦陣は、船体に隠かくしていた大筒をこっちへ放つための陣形やった！　織田信奈め、二重に罠をはりよってからに！　全ぜん滅めつする前にいったん下がる！」

「ダメです、孫市さま！」

「鉄甲船の大筒の射しや程てい距きよ離りは、信じがたいほどに長く」

「逃にげても逃げても、的にされて沈められていきます！」

「うちの八咫烏よりも、射程距離が長い！　しかも威い力りよくも圧あつ倒とう的てきや！　どれほどの巨きよ砲ほうを造ったんや、織田信奈！」

　そうか、ただ村上水軍の焙烙や種子島の弾を防ぐだけなら船体に鉄を張るだけでええ。しかし織田信奈はただ守るのではなく、うちらを完全に殲せん滅めつするために途と方ほうもない大筒を海上に持ち出そうと考えたんや。これほどの巨砲を積むために巨大な鉄甲船が必要やったんや、と孫市は信奈のおそるべき闘争心に驚愕し、全軍の危機を悟さとった。

　これが陸戦であったならば、雑賀衆はなおもその卓たく越えつした鉄砲技術によって陣形を維い持じして戦い続けることが可能だったろう。

　陸戦に比べれば不得手な海戦だったことが、敗因となった。

　足場である船が沈められては、鉄砲は放てないのだ。

　こうなれば一目散にこの海域から逃げる以外に、すべはなかった。

　しかし、逃げても逃げても、遠大な射程距離を誇ほこる大筒の弾が、追つい撃げきしてくる。

　戦国最強の傭よう兵へい部隊・雑賀衆は、はじめての敗北を味わい、海上で大だい壊かい乱らんした。

　孫市は八咫烏を背負ったまま、一枚の板きれにしがみついて海上を漂ただよった。

　八咫烏を捨てれば、まだ船に乗り移って逃げることも可能だった。

　が、孫市は、側近の蛍や小こ雀すずめたちを船に乗せ、八咫烏と運命をともにする道を選んだのだ。

　壊かい滅めつしていく雑賀衆の船団──いや、もはや船団ではなくなっていた──を、波に飲まれながら、孫市はただ呆ぼう然ぜんと見つめていた。

「……織田信奈が掲かかげる天下布武の野望とは、これほどのものやったんか。これほどの……」

　なぜ敗れた？

　水が、急激に孫市の体温を奪っていく。

　薄うすれていく意識の中で、孫市は、なぜ自分が織田信奈に敗れたのか、けんめいに考えていた。

（うちが南なん蛮ばん渡と来らいの鉄砲に心を奪われとるうちに、織田信奈は、自らの独創でこないな強力な武器をこしらえよった──その差や。うちが鉄てつ砲ぽうにとらわれ、鉄砲と己を一体化させているうちに、うちの鉄砲に敗れた織田信奈は鉄砲のさらに先の未来へと向かい続けた。なんちゅう英えい傑けつや。神か、それとも魔まか）

　自分と信奈とでは武将としての器が違ちがうということは、天王寺で信奈を仕留めそこねた時に、もうわかっていたことだった。

　だが、最強の自由人でありたい孫市は、織田信奈という巨大な存在にあらがわずにはいられなかったのだ。

（しかし、こんな夢みたいな船と大筒を、ほんまに造れるものなんか？　この世は、ひょっとして一いつ炊すいの夢ゆめやったんやろうか？）

　もう、意識が保たない。

（うちの子供じみた意地のために、多くの仲間を戦死させた。けんにょはん、すまん）

　……

　いつしか、途と切ぎれ途切れの意識の中、孫市は自分の身体が陸にあげられていることに気づいていた。

　ビロードのマントを羽織り、南なん蛮ばん帽ぼうを目ま深ぶかに被かぶった姫ひめ武将が、孫市を見下ろしているのがわかった。

　まぶしかった。

　まるで太陽を直接覗のぞき込んでいるかのように、まぶしく、そして熱い瞳ひとみの持ち主だった。

「騎き士しジョバンナとレオンが語った、難なん攻こう不ふ落らくのコンスタンティノープルを陥かん落らくさせたという伝説の『ウルバンの大たい砲ほう』。ジョバンナが南蛮船に乗せて持ち込んでいたフランキ砲ほうをもとに播磨に試作させ、近おう江みの国くに友とも村で量産させたの。八咫烏のような化け物に勝つには、八咫烏以上の化け物を用いるしかないでしょう？　ジョバンナとレオンは、あの扱あつかいにくい大筒を完かん璧ぺきに操ってくれたわ」

　なにを言うとるのかさっぱりわからん、南蛮語は苦手や、日ノ本の言葉でしゃべれ、と孫市はいらだった。

「コンスタンティノープル包囲戦で、オスマン帝てい国こくは海かい峡きようを封ふう鎖さされて湾わん内ないへ入れない大艦かん隊たいを、陸路を用いて湾内へ運ぶ奇き策さくをとったというわ。わたしはジョバンナの進言を採用して、その逆をやったのよ。大筒を載のせても沈まない巨大な船を造ることで、重くて動かせないウルバンの大砲を海上に浮うかべたのよ。陸戦なら、こううまくはいかなかったでしょうけど。堺さかいを押さえれば織田軍の補給を絶てる、なんて軍師みたいなことを考えたのがあんたの敗因ね。そういうこざかしい戦略は、小早川隆景に任せておけばよかったのよ」

　これは相良良晴を小早川隆景に盗とられたことをそうとう怒おこっとるな、うちは本猫寺が終戦へと向かっていることを知っていただけに前回のような気き迫はくが足りなんだ、と孫市は気づいた。

「あんたが今日わたしに負けたのは、前の戦の時のように怒いかり狂くるっていなかったからよ。天てん王のう寺じでは、門徒たちを集めて無む謀ぼうな戦をはじめたきょうにょや、和平の使者として本猫寺へ向かったけんにょを暗殺しようとした刺し客かくにあれほど怒っていたじゃない。どれほど鉄砲の腕が神がかっていても、乱世への怒りがなければあんたは人を殺せない。左さ近こんを問答無用で殺せたはずなのに、子供を殺すことを躊ちゆう躇ちよして仕留めそこねたのは、本来のあんたの性が出たからよ。だから、けんにょを雑賀荘そうへ退去させてあんたから怒る力を奪った時点で、わたしが勝っていたの」

「……そうか。うちは、乱世に怒っとったんか……」

　孫市はようやく悟った。織田信奈もそうや、英えい雄ゆうが現れず乱世がいつまでも終わらないことに怒っとるんや、そやから種子島という南蛮から来た新しい力に目をつけた。そこまでは、うちと同じやった。しかしこいつはうちと違って、その怒りを自覚しとる。自覚して、己の力にしとる──。

「子供を総大将に押し立てよってからに。うちが滝川一益を容よう赦しやなく撃ち殺ころすとは思わなかったんか」

「雑賀孫市。あんたは、そんな人間じゃないわ。信じていたわよ」

「……」

「これからわたしは村上水軍を破り、本猫寺を降こう伏ふくさせる。あんたにはもう、わたしと戦う理由はなくなるわよ」

　うちの負けや、織田信奈、と孫市は苦笑しながらつぶやいていた。

「なんであんた、八や咫た烏がらすと心中してんのよ。あのまま土左衛門にしちゃってもよかったけれど、助けてやったわよ。これで、天岩戸開きの時の借りは返したわ。だいいち海の上であんたに勝ったって、ほんとうの勝ちとは言えないもの。雑賀孫市」

　海に落ちた雑賀衆の連中も拾ってやったから、荷物をまとめてさっさと雑賀荘へ帰りなさいよ、とその太陽のように燃える瞳を持つ姫武将はぶっきらぼうに言った。

「やめとき。うちを解き放ったら、またあんたに襲おそいかかるで。あんたがこれほどに強いと知ってしまった以上はな。理り屈くつやないんや。とことん、そういう困った性分なんや」

　信奈は、不敵に笑っている。

「デアルカ。その時は、また叩たたきつぶすわ。こんどは、陸の上でね」

　うちもたいがい阿あ呆ほうやけど、こいつは噂うわさ以上のうつけやな、と孫市は思った。










　織田信奈、復活。

　九鬼水軍、前代未聞の大筒を搭載した鉄てつ甲こう船団で雑賀衆を破る！

「偉えらいことになったで」

「あの無敵の孫市はんを、よもや武力でねじ伏ふせるとは」

「いくら海上での戦とはいえ、ありえんこっちゃ」

「いよいよ天下は、織田信奈はんのものや」

「未来人の相良良晴がおらずとも、織田家は最強やった」

「やはり織田家を天下盗りの先頭に立たせたのは、織田信奈はん自身の力なんや」

　興奮した堺の町衆が大だい歓かん声せいを送る中、信奈は自ら鉄甲船団の旗き艦かん・鬼宿丸に乗りこみ、

「急いでこのまま木津川口へ！　村上水軍が迫せまっているわ！」

　と出立命令を出して次々と帆ほを掲げさせた。

　もし孫市の堺への到とう着ちやくが数日遅おくれていれば、信奈は堺と木津川口を同時に守らねばならなくなり、そうなれば大だい打だ撃げきを受けていたところだった。

　危険な賭かけだったが、偶ぐう然ぜんではない。信奈は孫市の性格を知り尽つくして動き、そして勝利したのだ。

「小早川隆景は雑賀衆の突とつ出しゆつに危険な気配を感じて、村上水軍を神速の勢いで前進させている。鉄甲船は船足が遅おそいけれど、なんとか間に合わせるのよ！　敵は総勢六百艘そう。こちらの鉄甲船は大きすぎて川には入れない。先に木津川口に入られたら厄やつ介かいだわ！」

　大勝利を得て意気あがる滝川一益と九鬼嘉隆が、船上の天守に登った信奈に伊勢のあんこ餅もちを持ち寄ってきた。

「合点承知じゃ、のぶなちゃん。鉄甲船の操縦は、くっきーに任せるのじゃ」

「任せてください！　この新しい『鬼宿丸』をはじめ、いまや鉄甲船団はあたしたちの手で自由自在に動かせます！」

「……それはもう、おそろしい特訓の日々じゃったの」

「はい……熊くま野の灘なだで時し化けに巻き込まれた時は、死んだかと思いました……」

「二人ともたいしたものね。左近には茶ちや筅せんを。行き遅れには、褒ほう美びの小こ粒つぶ金きんをあげるわ！」

「行き遅れって、まさかあたしのことですかっ？　うわああっ、あたしはまだ若いんです！」

「じゃ、褒美に旦だん那なさまをあげるわよ。誰だれがいいかしらねえ。わたしの旗本は女の子ばかりで……」

「そんな、夫たる者をモノ扱いとは！　あたしは、運命の出会いからはじまる情熱的な恋こいをしてからじゃないと祝言はあげませんっ」

「ほんとうに祝言をあげる機会を逸いつしても知らないわよ？」

「茶筅とはケチ臭くさすぎるのじゃ、のぶなちゃん！　茶器を！　茶器をくれぬかっ！　いつになれば茶器をくれるのじゃ、いーかげんにしないと謀む反ほんするのじゃ！」

「デアルカ。言ってなさい。大おお筒づつ指南役をつとめたレオンとジョバンナにも、望みの褒美を与あたえるわよ」

「なんで姫は茶筅で、その二人には『望みの褒美』なのじゃっ」

　甲かん板ぱんから這はい上がってきたレオンこと蒲生氏郷と、騎士ジョバンナは、煤すすで真っ黒になっている。

「お姉さま。私は『出いず雲もの国くに風ふ土ど記き』その他、出雲にまつわる古書を所望するわ」

「相変わらず、また渋しぶいわねレオン」

「ええ。天岩戸の謎なぞについて、少し調べたいことがあって。あれがどういう理屈で開くのか、大国主が統治していたといういにしえの独立王朝があった出雲に鍵かぎがありそうなの。もしかしたら、天岩戸を今一度開くことができるかも」

「天岩戸を？　また開くつもりなの？　良晴を追い返すのはなしよ？」

「わかってるわ、お姉さま。でも陰おん陽みよう道どうの力が消え失せた今、この国に残された最後の奇き跡せきであるあの天岩戸にはなにか素敵な使い道があるかもしれないと思うの！」

「……わたしはもう、神がかりの力には頼たよるつもりはないけど。まあいいわ。妹の好こう奇き心しんを満たしてあげてこそ姉よね」

「ありがとう、お姉さま！　なんてお優しい……はあ……幸せ♪」

「もし良晴が小早川と浮うわ気きしていたら、天岩戸を開いて生きたまま地じ獄ごくに叩き落とすのもいいわね！」

「ええそうね。そういう使い道もあるわね、お姉さま」

　ぐうううとおなかを鳴らしながら、ジョバンナがわざとらしく咳せき払ばらいした。

「こほん。ワタシは食い物さえもらえればそれでいい。八つ橋百年分で手を打とう」

「どれだけ食べるのよ？　三年分ってところね」

「望みの褒美と言ったはずだ。大筒を船に乗せるという案はワタシが考えついたのだぞ」

　おや、軍師の黒田官兵衛はどこじゃ？　と一益が気づいた。

「この鉄甲船も、大筒も、あやつが設計したのじゃ。子供のくせにとんでもない奇き才さいじゃ。大勝利の礼を言わぬとな」

「あんたも子供でしょ左近？　播磨は、陸路からわたしの旗本部隊を住すみ吉よしへ送り届ける任務についたわ」

「住吉？」

「木津川口のすぐ南に位置する古い港町よ。天王寺砦とりでは海から遠すぎたので、住吉の港に新たな要害を築いたの。木津川口から住吉にかけての沿岸にこの鉄甲船団を配備して、大筒で村上水軍を蹴け散ちらすのよ。孫市はすでに去った、いよいよわたし自身も旗艦に乗り込むわ！」

　鉄甲船団は、全速で住吉へと急行した。




　一方、「雑賀衆はこれより織田軍が新兵器を集めている堺を攻せめる」と伝令から聞いた小早川隆景の決断で、いっせいに出立した村上水軍六百艘の大船団は、おそるべき速度で木津川口へと到着しようとしていた。

「しまった。良晴から教わった織田信奈対策を内密にしていたため、織田軍による鉄甲船と大筒の投入を知らない孫市が堺という餌えさに釣つられた。おそらくはもう敗れている」

「小早川さん。会ったことはないけれど、あの伝説の雑賀孫市なら、戦に敗れても死んだりはしないよ。孫市さんには悪いけれど、むしろこれで織田軍は村上水軍にも勝てると確信して勢いづいているはずだ。こっちが極秘に対策を練ってきたことまでは、織田方はまだつかめていない」

「そうだな、良晴の言うとおりだ。長丁場になれば手の内を知られる。このまま即そく座ざに織田と海上で対決せねば、勝機を逃のがす」

　船の甲板の上で、小早川隆景と相良良晴、そして村上武吉の三人が、遠とお眼鏡めがね越ごしに摂津の陸の方向を凝ぎよう視ししている。

「お嬢じよう、あれだぜ！　おおお、でけええええ！　住吉の港の前を、織田の黒い巨きよ船せん団が縦一列に並んで突つっ走ぱしっていやがる！」

「あ、あれは、船なのか。あのような巨きよ大だいな鉄の塊かたまりが、海に浮くのか。良晴からあらかじめ知らされてはいたが、にわかには信じられない。しかも、あの異様な陣じん形けいは」

　予想どおりだ。あの陣形は鉄甲船の側面に備え付けている大筒を一いつ斉せい射しや撃げきするための『単縦陣じん』だ、と良晴は膝ひざを叩いた。

「小こ僧ぞう。船の横っ腹を敵にさらすなんぞ普ふ通つうに考えれば下策なはずだが。とりわけ、俺たち村上水軍の炎えん上じよう上等突とつ撃げき戦術に対してはよ」

「それは、大筒のない船の話だろう？　時代は変わったんだ、おっさん」

「ほざけ。だがまあ相良良晴、てめえが未来から来たってことだけは間ま違ちがいねえな！　あんな奇き天て烈れつなもの、この時代の人間には想像すらできねえ」

「いや。織田信奈という姫ひめ武将は、その鉄甲船を実際に造ってみせた。織田信奈は、どうやら俺が知っている戦国の覇は王おう・織田信長と同等の能力の持ち主だと考えていい」

「未来人並みの感覚と知能の持ち主ってことかよ。厄介な敵だぜ」

　織田信奈の奇天烈な発想に技術のほうが追いつかない──と普通ならば考えるが、織田家には南なん蛮ばん人じんの人材も多いと聞く。そして、播磨の南蛮軍師・黒田官兵衛ならば不可能も可能にできる、鉄甲船の設計者は黒田官兵衛だろう、大筒の威い力りよくを最大限に発揮する単縦陣を考案したのも官兵衛か、と隆景は読んだ。

　隆景は官兵衛とは知人で、ある意味、肝かん胆たん相照らす仲だ。

　官兵衛が世に出られずに悶もん々もんとしていた頃ころから、隆景は官兵衛の異常な才能を評価していた。

「船首に大筒を積めば、一隻せきにつき一門しか積み込めない。だが側面に積めば一隻に複数の大筒を積める。その分、火力は圧あつ倒とう的てきに向上する──その火力のために、陣形まで新たに考案したのか。戦の常識であれば、陣形が先にあって、その陣形を活かす戦術を考えるものだが……」

　むろん、このような前代未聞の巨船団を操る九鬼嘉隆と海かい賊ぞく衆の操そう舵だ術にも、驚おどろくべきものがあった。

　前回戦った時よりも、九鬼水軍の女海賊たちはそれぞれはるかに技量を高めている。

「武吉。良晴が言ったとおり、あれは全身黒くろ塗ぬりの鉄の船だ。途と方ほうもない大きさの鉄甲船が、七隻。大筒が、数十門。雑賀衆はすでに蹴散らされたな。あれでは村上水軍得意の炎上体当たりも、焙ほう烙ろく火矢も、効かない。どうやっても燃やせないぞ。村上水軍の火ひ攻ぜめ戦術を封ふう殺さつするための鉄船なのだ。その上、途方もない大筒を船体に隠かくしている」

「そのようだぜお嬢。しかしすでに織田信奈の手の内は、すべて相良の小僧がお見通しよ。野や郎ろうども、無敵の村上水軍が九鬼水軍の鉄甲船に敗れるという忌いまわしい歴史を変える時が来た！」

「「「おおおお！」」」

「みんな、すまない。この戦に勝てば、織田家は畿内から撤てつ退たいするほかなくなるだろう。今一度、私に力を貸してくれ」

　村上水軍の船団は長ちよう蛇だの陣形を築きながら、鉄甲船団とは正反対の方向から平行に突とつ進しんした。

　つまり、村上水軍の船団もまた縦陣形をとって、そのまま鉄甲船団の先頭を進む九鬼水軍の旗艦「鬼宿丸」の舳へ先さきめがけて一直線に全速前進してきたのだ。




　滝川一益・九鬼嘉隆とともに旗艦「鬼宿丸」の天守に登り、戦せん闘とう態勢に入った信奈は「横っ腹をさらしたこちらの罠わなに乗ってこない！　まさか、まっすぐ正面から突っ込こんでくるつもり？」と意外そうに眉まゆをひそめたが、逡しゆん巡じゆんすればそれだけ時を失う。

「縦陣同士で激げき突とつするなんて、想定外だわ。船首には大筒は積んでいないのよ、これじゃ正確な射しや撃げきは困難だわ」

「のぶなちゃん。もしかして、未来から来たよっしーが小早川に知ち恵えを授けたのかもしれぬのじゃ。織田軍は鉄甲船と大筒を投入して、村上水軍の焙烙戦術に対たい抗こうする、と」

「姫さまのおっしゃるとおりでしょう。それで、村上水軍は雑賀衆のように横っ腹めがけて突っ込んでこないのかもしれません」

「良晴が!?」

　信奈たちは遠眼鏡で、いっせいに村上水軍の船団を確認する。

　いやすでに、遠眼鏡がいらないほどの至し近きん距きよ離りまで、彼ひ我がは接近している。

　機動力を重んじる村上水軍の主体は、中型の関船。これが船団の七割方を占しめている。

　その関船が長蛇陣じん形けいの中ちゆう核かくをなし、関船の周囲には関船を補ほ佐さする小さな小早船が点在し、そして縦に伸のびた陣の中央には大型の安あ宅たけ船ぶねが六隻──その六隻のうちの一隻が、村上水軍の旗き艦かんであった。

「安宅船どもはどれも『丸に上』でおなじみの村上水軍旗を立てておるが、ただ一隻、『右頭三みつ巴どもえ』──小早川家の家か紋もんを描えがいた旗をひらめかせておる。あれが旗艦じゃな」

「姫さま。信奈さま。あれです。『右頭三つ巴』の甲板上にいる、あの姫武将が──」

「あの姿形。短く切りそろえた髪かみ、か細く小こ柄がらな身体からだ、無表情で冷たい視線。噂うわさに聞く小早川隆景よ。間違いないわ。あの、小早川隆景が乗っている旗艦を沈しずめるのよ！　大将の船を沈めれば、六百艘そうもの船団はその数が仇あだとなって統制を失う！」

　信奈は、予想外の事態を前にしても、立ち止まらなかった。

　数刻であろうとも、固まって目の前の戦局を傍ぼう観かんしてしまえば、それは敗北につながる。

　万全の態勢で臨んだはずが、小早川にまたしても先手を取られた、しかし鉄てつ甲こう船と大筒の威力は圧倒的である。

　六百艘対七隻であろうとも、蟻ありと巨きよ象ぞうのごとき戦力差が、ここにある。

「全ぜん艦かん砲ほう撃げき用意！」

　と信奈が号令を唱え、両水軍はここに激突した。

「木津川口の再戦」。あるいは「第二次木津川口の合戦」と後世まで語かたり継つがれることになる海戦である。




　信奈たちが乗りこんだ旗艦「鬼宿丸」を先頭として、あたかもレール上を突き進む列車のような単縦陣を敷しいた九鬼水軍の鉄甲船七隻。

　その鉄甲船団と正面衝しよう突とつするかのごとく長蛇の陣を敷いて突進してくる村上水軍の大船団、六百艘──小早川の旗印『右頭三つ巴』を掲かかげた旗艦は、その長蛇の中央部に位置する。

　お互たがいの先頭を行く船同士の距きよ離りが限りなく接近し、このままでは衝突するかと思われた矢先。

　波に揺ゆられながら表情を崩くずさずに巨大な鉄甲船を見上げていた小早川隆景が、右手を静かにあげた。

「取とり舵かじいっぱい。敵前回頭し、六百艘の船団を壁かべとなして鬼宿丸の頭を押さえる」

　村上武吉が「取り舵いっぱいだ、野郎ども！」と吠ほえた。

　鉄甲船団の目前で、村上水軍の船団は、進路を変えた──ほぼ直角に曲がって大だい胆たんにも敵前回頭を行い、縦一列に並ぶ鉄甲船団に対しあえて横に長く伸びて、強引に鉄甲船団の進路をふさぐ形を取ろうというのだ。

　この非常識な敵前回頭に成功すれば、両水軍の陣形は「丁」の文字に似た形となる。

　一が村上水軍、亅が九鬼水軍の鉄甲船団だ。

　船足が遅おそい重量級の鉄甲船団に対して、村上水軍の船は軽く、そして速い。

　この彼我の速度差だけが、希望だった。

　小早川隆景の隣となりに立つ良晴が緊きん張ちように震ふるえながら、声を漏もらした。

「しくじれば全ぜん滅めつの『丁字戦法』。回頭している間の数刻、こっちは完全に無防備だ。織田信奈がどれだけ逡巡してくれるか。丁字の形を確保するまでに、鉄甲船の大おお筒づつで味方の船が何艘そう沈しずめられるか──」

　俺自身が献けん策さくしたことだ、無敵の鉄甲船団に村上水軍が勝つにはこれしかない、だがあまりにも危険で、そして犠ぎ牲せいが大きすぎる……良晴の身体の震えが、止まらなくなった。

　毛利家の事実上の宰さい相しようとして天下を争う小早川隆景。この少女を守りたてていくという覚かく悟ごは、これほどに重く、そして厳しいものなのだ、と痛感する。

「小早川さん。鉄甲船団七隻をすべて打うち倒たおすのは不可能だ。しかし先頭に立つ旗艦・鬼宿丸を沈め、織田信長……いや、織田信奈という大将を討ち取ればこちらの勝ちだ。その奇き跡せきをなすには、鉄甲船団の先頭を行く鬼宿丸に対して丁字の形を取り、横並びに並んだ全ぜん艦かんでいっせいに鬼宿丸ただ一隻を集中攻こう撃げきするしかない。もしも鬼宿丸が先頭でなかったら、この策はただ自じ爆ばくするだけの愚ぐ策さくだったが、第一の賭かけは成功したらしい」

「良晴。きみは言っていた。織田信奈という姫武将が織田信長と同等の英えい雄ゆうであるならば、必ず旗艦を先頭に立ててくると。ここまではすべて、きみの読みどおりだ」

「単縦陣の船団は、旗艦を先頭に配置することで指揮しやすくなるという理由もあったんだよ。でも、これほどの巨大船団に木で造った和船で勝てるだろうか。勝てたとしても、敵味方にどれほどの犠牲が出るだろうか。小早川さん、俺のこの無む謀ぼうな策が大勢の兵士や海賊だけでなく、きみのたいせつな人を奪うばうかもしれない」

　隆景が、そんな良晴の手をそっと握にぎってきた。

「私は、きみに出会えた。みな、きみに命を託たくした。勝敗は時の運だ。たとえどのような結末を迎むかえようとも、後こう悔かいはない」

　この時、二人の背後にいた武吉は「俺ぁここにいねえほうがいいのかもなあ」と笑いながら、自ら櫂をこいで全速での回頭運動に没ぼつ頭とうしていた。

「小僧。敵さんの目の前で回頭して横っ腹をさらけ出して無防備になる丁字戦法たあ、よくもまあ考えたもんだ。だが、理り屈くつを追って説明されればたしかにあの鉄の化け物を破るにはこれしかねえ。敵前回頭という奇き策さくを用いて無理矢理丁字の態勢に持ち込み、あちらが陣形を組み直す前に敵てき陣じんの先頭に突とつ出しゆつする旗艦を一か八か全艦でぶっ倒すのみ。持ち時間は少ない。乾けん坤こん一いつ擲てきの勝負よ」

「丁字戦法は、俺が考えたんじゃない。俺はただの高校生だぜ。そんな知識も技量も経験もないよ。この丁字戦法の元祖は戦国時代で百ひやく戦せん錬れん磨まの戦歴を誇ほこるあんたたち村上水軍の海賊の戦術だという説があるんだよ、村上さん」

「はあ？　俺たちが？　どういうことだ？」

「近代戦をテーマとした名作ＳＬＧ『提てい督とくの英断・明治編』では丁字戦法について、こんなふうに語られている。東とう郷ごう平へい八はち郎ろう率いる連合艦かん隊たいが、ロシア帝てい国こくのバルチック艦隊と国家存亡をかけて決戦した日本海海戦。伊い予よ出身の海軍参さん謀ぼう・秋あき山やま真さね之ゆきは、はるか昔の戦国時代に村上水軍が遺した兵法書を読破して、この『丁字戦法』を考案したと。彼は村上水軍の戦術を近代海戦に用いて、バルチック艦隊に勝ったと」

「いや待て小僧。俺らは丁字戦法なんぞ兵法書に書いた覚えはねえぞ？」

「じゃあ、これから書くんだろう。実際、今、こうして実行しているじゃないか」

「そうかそれもそうだな。いやっ、待て待て！　そうじゃねえだろう。これはお前が言いだした戦法だろう？　ええい、わけがわからなくなってきた！」

「来た。飛んできたぞ、良晴」

　隆景が、わずかに目を細めて、天を仰あおいだ。

　大筒の弾たま、そして鉄てつ砲ぽうの銃じゆう弾だん。

　鬼宿丸と、その後方に縦に並ぶ鉄甲船団から放たれたものだ。

　あたかも天を覆おおい尽つくすような勢いだった。

「敵もまたこちらの旗艦だけを狙ねらっている。村上水軍は数が足かせとなっている。ゆえに大将を、つまり私を取れば勝ちだと織田信奈は読んでいるぞ、良晴」

「それもまた、俺と小早川さんの計算どおりだ。先に鬼宿丸を沈めるんだ。それまで、なんとしても保たせる」

　隆景の肩かたを抱だいてかばいながら、良晴が叫さけぶ。

「船側面に設置した大筒を前方の敵へ正確に放つには、鉄甲船は縦じゆう陣じんを崩してこちらに横っ腹を見せなければならない。だが、船足の重い鉄甲船団が陣じん形けいを変へん更こうするには時間がかかるし、九鬼水軍は新たに考案した単縦陣の訓練で精せい一いつ杯ぱい。別の陣形までは準備していないはずだ。向こうが手間取っている間に、機動力で勝る村上水軍は刻一刻と動いて丁字の壁を完成させ鬼宿丸を沈める！」

　だが、「敵前回頭による丁字戦法」という奇策中の奇策に対する鉄甲船団の対応が、良晴と隆景の読みよりもはるかにすばやかった。

　織田信奈は──正確に言えば、実際にこの事実に最初に気づいて進言したのは九鬼嘉隆だったが、「全速で回頭している間は、敵は完全に無防備」と瞬しゆん時じに察し、単縦陣の先頭を行く鬼宿丸に命じて村上水軍の旗艦・小早川の『右頭三つ巴』を掲げる安宅船を狙った攻撃をはじめた。

　船首を敵船団に向けて相対しているために正確な射撃は困難だとはいえ、鉄甲船は強力な火力を誇る。

　回頭されてしまう前に、この絶大な火力をもって小早川隆景が乗る村上水軍の旗艦を沈める、信奈の目標は瞬時にこの一点に絞しぼられた。

「なんだありゃあ。とんでもねえ大おお弾だまだ！　織田信奈ってのはいったい何者なんだ、小こ僧ぞう！」

「破は壊かい力が大きすぎる！　しまった。弾だん道どうが旗艦から逸それたとしても、逸れた弾を食らって味方の船が次々と吹ふっ飛とばされていく！」

「きついぜ。まさに地じ獄ごくだ！　これじゃあ回頭し終える前に四し分ぶん五ご裂れつして全滅しちまうかもな、小僧！」

　鉄甲船が放ってくる大筒は、あまりにもすさまじい破壊力を見せつけていた。

　その爆ばく裂れつする音、ほとんど津つ波なみのごとき巨きよ大だいな波しぶき、黒こく煙えん、なにもかもが現実の世のものとは思えぬ異様さを放っていた。

　板一枚の下は地獄、そんな生と死の狭はざ間まを生きてきた海かい賊ぞくたちも、顔面蒼そう白はくとなった。

「こっちは針路を強引に曲げている間、なにもできねえのに」

「あんな化け物の的にされるたあ！」

「だいいちあの鉄張りの船には焙ほう烙ろくも自じ爆ばく特とつ攻こうも通用しねえ、燃やすことができねえんだからよ！　これじゃあ……」

「俺らことごとく、厳いつく島しまでの陶すえ軍みてえに」

　海の上だったとはいえあの雑賀衆を破り、俺たち村上水軍の海賊どもをこうまで震え上がらせる織田信奈ってやつは、こいつはとんでもねえ女だ、と武吉は感かん嘆たんした。

　これがあの、天岩戸開きの時には正視できないほどに痛々しく傷つき血にまみれていた姫ひめ武将がやることかよ、あれほど愛を乞こうた小僧が毛利側に寝ね返がえったにもかかわらず、かまわず天下布武を目指して突つき進んできやがる、化けやがった、とむしろ痛快になった。

「たいした女だぜ。たった半年で、別人のように強くなりやがってよ！」

　浮うき足あし立だちはじめた海賊たちを、武吉は叱しつ咤たした。

「てめえら、俺はお嬢じようを信じる！　だから、お嬢が信じた小僧も信じるぜ！　野や郎ろうども、根性を見せろ！　お嬢のために最後まで歯ぁ食いしばって持ち場を守れ、男なら耐たえろ！」

「……どうか保ってくれ、みんな……すまない」

　隆景が、祈いのるように両の手の指を組んで、次々と船ごと沈められていく海賊たちのために祈った。

　やっぱり小早川さんはほんとうは戦で人が死んでいくさまを見るのが辛つらいんだ、優しい子なんだ、と良晴は再認識した。

　どうしても、勝たなければならない。

　この戦に敗れれば、小早川さんの心は──。

　回頭を終えた、これより攻撃に移る、と武吉が怒ど鳴なっていた。

「野郎ども、訓練の成果を見せろ！　目標はひとつ。敵船団の先頭に立つ旗き艦かん！　鬼宿丸ただ一隻せきだ！　残された時間は少ねえぞ、急げ！」




　鬼宿丸は単縦陣の先頭に立ち、たった一隻で丁字に陣形を変更した村上水軍の大船団と相対している。

『右頭三みつ巴どもえ』の安あ宅たけ船ぶねは、その大船団のまさに中央に位置していた。

「これほどの無茶な戦術、ありえないわ、しかも海賊どもも一糸乱れずによくこんな命令を守っていっせいに回頭する！」

　信奈は「さすがは日ノ本最強の海賊」と舌打ちしながら、漆しつ黒こくの天守の最上階に立って燃えるような瞳ひとみで戦せん況きようを見つめている。

「大筒、鉄砲、火矢、すべて『右頭三つ巴』めがけて放て！　狙うは小早川隆景のみよ！」

　安宅船と鉄てつ甲こう船とでは、同じ旗艦とはいえその大きさ・重量・防ぼう御ぎよ力において幼児と大人ほどの違ちがいがある。

「重量がある焙烙は、この鉄甲船の甲かん板ぱんまでは届かないわ。甲板に届かない焙烙は、船体に施ほどこした鉄の装そう甲こうによって阻はばまれる。これが鉄甲船を、これほどの高さを誇る巨きよ船せんにした理由よ」

　村上水軍得意の焙烙・自じ爆ばく炎えん上じようによる火ひ攻ぜめを鉄甲船の非常識な高さと鉄による分厚い装甲によって完全に無力化した今、予想外の奇策・丁字戦法によってもなお村上水軍は壊かい滅めつするまでの時を多少稼かせいだにすぎない、と信奈は確信している。

「しかし小早川の旗艦は丁字の中央、鬼宿丸の真正面。船側面に配備した大筒からはもっとも狙いにくい位置にいます、信奈さま」

　九鬼嘉隆が「まさかこちらが単縦陣を敷しくことまで読んで、やつらは丁字に。だとすればやはり相良良晴が敵の軍師に」と目をしばたたかせるが、信奈は良晴に対する感情をけんめいに押し殺している。

　目の前のこの一戦に勝たなければ、良晴を取とり戻もどすことはできない。

「敵はこの鬼宿丸に的を絞っているようだけど、あちらには鬼宿丸を沈しずめる火力はない。船首にも大筒を一門装備しておけば、簡単に蹴け散ちらせたものを──単縦陣を組んで側面から大筒を一いつ斉せい射しや撃げきすれば勝てると思っていたのは甘かったかもね。でも、なんとしても命中させるのよ」

「のぶなちゃん。敵船団から、なにかがいっぱい飛んできたのじゃ！」

「左近、無む駄だよ。焙烙の炸さく裂れつも炎ほのおも、鬼宿丸の船体に張はり巡めぐらせた厚い鉄板の装甲が阻むわ。鉄甲船を燃やすことは決してできない」

　信奈は、動じなかった。

　だが、村上水軍の船団が投げ込んできたものは、焙烙ではなかった。

「石じゃ！」

「小さな石を束にして、次々と装甲にぶつけてきます？」

「六百艘がいっせいに石を放ってきたのじゃ。しかもぜんぶ、この鬼宿丸の船首だけを狙っておる」

「石、ですって？」

　おびただしい数の石が宙を舞まい、鬼宿丸の船首へ当たり続けた。

「どういうつもり？　こんな、小さい石ごときで鉄甲船を沈められるはずが」

「のぶなちゃん！　船首周囲の装甲に当たった石が、そのままくっついて落ちないのじゃ！」

「落ちない？　まさか」

「これは、磁石じゃ！」

「鉄に吸い付く、磁石？　羅ら針しん盤ばんに用いている、あれを？」

　たちまち、無数の磁石が、鬼宿丸の船首を覆い尽くした。

　南なん蛮ばん科学をおさめた黒田官兵衛が渾こん身しんの知ち恵えを絞しぼり、ぎりぎりの計算のもとにかろうじて浮かせていた巨大な鉄甲船は、磁石を船首側の装甲に続々と食らううちに、そのバランスを崩くずされはじめた。

「いけない！　船体が、傾かたむいてきたわ！　噓うそでしょう。こんな小さなもので……」

「のぶなちゃん、ちりも積もればなのじゃ。じゃが磁石は日ノ本ではほとんど採れぬ。どうやってこんなに集めたのじゃろう」

「博多に入ってくる磁石をすべてかき集めたとしても足りないわ！　そもそも、こっちが鉄甲船を造ることを知っていなければ、こんな策など思いつくはずがない！」

「みんな、装甲に張り付いた磁石を払はらい落とせ！」

「だっ、ダメです親分！　追いつきません！」

「払い落とすよりも先に、新たな磁石が飛んできて……」

「じゃあ、常法どおり船底の荷物を捨てるんだ！　重くなっている船首側の荷だけを捨てれば、船は安定する！」

「それもできません！」

「鉄甲船の船底には、荷物と言えるようなものはほとんど積まれていないんです！」

「この甲板の下の空間は、大おお筒づつ狭はざ間まと鉄てつ砲ぽう狭間で占しめられています！」

「はい。大筒を収納するので精一杯で、余分な荷物は積んでいません！」

　九鬼嘉隆は「うわああ。そうだった！」と頭をかきむしった。

「やむを得ない、船首寄りの位置にある大筒を捨てろ！」

「無理です、重すぎて持ち上がりません！」

「仮に持ち上げられたとしても、巨大な大筒を捨てるには船ふな壁かべを壊こわして大穴を空ける必要が……」

「そんなことをすれば、穴から水が入ってきて沈ちん没ぼつしてしまいます！」

　信奈は、大きく傾きはじめた天守に仁王立ちしたまま、前方に展開する村上水軍の大船団をにらみながら舌打ちした。

　やられた──まさか、磁石だなんて。最新の南蛮科学の粋すいを結集した鉄甲船を、ちっぽけな石つぶてで沈めようだなんて。

　鉄甲船は、非常識なほどの突とつ貫かん工事で造った。この大筒を搭とう載さいした鉄張りの巨船を海に浮かべることで手て一いつ杯ぱいで、船体が傾いた時の対応策までは、練りきれなかったのだ。

「こんなサルみたいな策を思いつくのは、小早川隆景じゃない。良晴だわ。かつて竹中半兵衛が石兵八陣の迷路で織田軍を迷わせた時、良晴は迷路の出口を探そうともせずに、石陣をかたっぱしから破壊して迷路そのものを消し去ってしまった。そもそも鉄甲船が投入されることを知っている人間でなければ、最初から装甲対策なんて考えないはずよ」

　唇くちびるをかんで激情を抑おさえている信奈の隣となりに立つ一益は、「本来ならば、この鉄甲船団が村上水軍に負けるはずがない。よっしーはおそらく、自ら未来を変えるつもりなのじゃ」と思わずつぶやく。

「のぶなちゃん。たとえ記き憶おくを失っていても、よっしーはよっしーのままじゃ。やっぱりあやつは天下の女好きじゃ。小早川隆景を守るためならば、未来を変えることも辞さぬのじゃ」

「……そうね。あいつはそういうやつよね。良晴はもう……戻っては、こないのね」

　一益は「本気でそう思うておるのかの？」とたずねながら、信奈の肩かたの上にぴょんと飛び乗って、信奈の額に小さな手を当てていた。

「……そんなわけ、ないでしょう！」

　折れそうになっていた信奈の心が、この一言で、再び燃え上がった。

「たとえ今の良晴がこの世界で最初に出会った相手が小早川隆景だったとしても、良晴とほんとうに最初に出会ったのはこのわたしよ！　あいつはわたしの夢がかなうまでこの世界にとどまる、わたしに忠誠を誓ちかう、って約束したのよ！　忘れたなんて、ぜったいに言わせないわ！　ぜったいにっ！　忘れてしまうわけがない！」

　叫さけんでしまったあとで、信奈は「しまった」と口を押さえていた。

　次々と船首に吸い付いてくる磁石を払い落とすという絶望的な作業を指揮していた九鬼嘉隆が「いいなーっ、あたしもこんな燃え上がる恋こいをしてみたかった……」と落ち込んでいる。

　良晴がほんとうにこの戦国世界で最初に出会った姫武将は実は今川義元なのだが、そこまでは信奈は知らない。もっと言うと最初に良晴と主従契けい約やくを交わしたのは蜂はち須す賀か五ご右衛え門もんだが、これまた信奈はよく知らない。もし知っていたら、嫉しつ妬とのあまりこの二人をどうにかしてしまっていたかもしれない。

「はっ？　な、なんてことを言わせるのよ、左近！　今は合戦中なのよ!?」

「ほらの。まだじゃ。のぶなちゃんがよっしーをあきらめるまで、終わりはせぬ。鬼宿丸が沈む前に、こっちが小早川の乗る安あ宅たけ船ぶねを沈めれば勝ちじゃ！」

　単縦陣を組んでいた鉄甲船団が、ゆっくりと、散らばりはじめている。

『右頭三つ巴』の安宅船になんとかして大筒の弾たまを当てるためだろう。

　その速度は亀かめのように遅おそいが、じょじょに、鉄甲船団の大筒が『右頭三つ巴』の安宅船に当たる角度へと向けられはじめていた。

「甲板下の大筒狭間より、大筒指南役の蒲生氏郷から伝令です！　鬼宿丸の回頭に成功！　『右頭三つ巴』、船側面に積んだ大筒の射程内に入りました！」

「待って。もしもあの『右頭三つ巴』の安宅船に良晴が乗っていたら……あいつの性格から考えて、小早川とともに乗っているはずだわ。さっき遠とお眼鏡めがねで見つけられなかったのは、たまたま席を外していただけよ」

　信奈はふと攻こう撃げきをためらった。

　だが、良晴がもし記憶を取り戻したら、「俺一人のために木津川口の決戦に負けて、大勢の仲間を戦死させ、織田家を滅ほろぼしたのか。お前はそれでも織田信奈なのか」と叱しかられるかもしれない、きっとわたしが強くなりきれなかったことに失望する、良晴はそういうやつだった──と思い直した。

　良晴はきっと生きのびる、今までだってそうだった、「球よけのヨシ」だもの──わたしの夢がかなうまで、良晴は──。

　今までの信奈ならば、情に流されるはずだった。

　なんども情に流されて、涙なみだを流し、大魚を逸いつしてきた。

　美濃に孤こ立りつした斎さい藤とう道どう三さんを救うために、姉川の合戦に勝ちながら浅あさ井い長なが政まさと朝あさ倉くら義よし景かげにとどめをさせなかったこともあった。

　だが、今は、違った。

　相良良晴を、信じていた。

　良晴ならば必ず「かまわず撃うて」と怒鳴りつけてくれる、と信じていた。

　たとえ記憶を失っていても、わたしとの思い出を忘れていても、小早川隆景のもとにいても──。

「全ぜん艦かん、撃て！　狙ねらうは、『右頭三みつ巴どもえ』！」

　信奈は、総攻撃を、命じた。

　このとき、すでに鬼宿丸の船体は限界にまで傾いている。

　傾いた天守の上で、信奈は見た。

　村上水軍大船団の中央、『右頭三つ巴』の安宅船に、一発、二発、ついに大筒の弾が命中した。

「当たったのじゃ！　すさまじい威い力りよくじゃ、船首が吹ふっ飛とんだのじゃ！」

「ごらんください！　『右頭三つ巴』が沈みはじめます！　これで村上水軍は指揮官を失いました、土ど壇たん場ばでお味方の勝利です！」

「……デアルカ」

　信奈は（良晴、生きのびて）とまぶたを閉じながら、祈いのった。

　だが、すぐに、異変に気づいた。

　いや、異変が起きたのではない。

　指揮官の乗る旗き艦かんを失ったはずの村上水軍の海かい賊ぞく衆が、まったく動じないのだ。

　なにごともなかったかのように一糸乱れることなく、鬼宿丸の半ば沈みかけた船首めがけて、次々と磁石のつぶてを投じてくる。

「そんな。『右頭三つ巴』を沈しずめたはずなのに？　どういうことっ？　誰だれがあれほどの大船団を指揮しているのっ？」

「まさか……のぶなちゃん。小早川に、してやられたかも」

「してやられた？　どういうこと、左近？」

「最初から小早川は『右頭三つ巴』には乗っておらぬのじゃ。姿形がうり二つの双ふた子ごを『右頭三つ巴』に乗せて、影かげ武む者しやに。それも、大筒の的になって十中八九、死ぬ役目を──実の姉に！」




　自らも双子の妹である一益は、「いくら冷血の智将でも、まさかそんな非情な策などやるまい」と思い込んでいた。

　だから、双子による影武者という詐さ術じゆつを誰よりも見み抜ぬける立場にいながら、「そんなことができるはずがない」という思い込みが盲もう点てんとなって、気づけなかったのだ。

　しかし、小早川隆景は、それを、やった。

　大筒の弾を浴びて沈みゆく『右頭三つ巴』の安宅船、その甲かん板ぱんの上に屹きつ立りつしている小早川隆景は──小早川隆景ではなかった。

「そう。妹ではない。自分は、吉きつ川かわ元もと春はるじゃ！」

　影武者は、高笑いしながら名乗りをあげていた。

「ひっかかったけえ！　この大船団の中、どこに妹がおるか織田にはもうわからんじゃろう！　見つけた時にはもう鬼宿丸は海の藻も屑くず。これで、戦は毛利の勝ちじゃ！」

　日の丸鉢はち巻まきを外し、あえて無表情をよそおい続けていた、吉川元春だった。

　ただ剛勇なだけではない。

　全身が勇気の塊かたまりのような、日ノ本でも希け有うの姫ひめ武将だ。

　吉川元春も人であるから、恐きよう怖ふという感情を持ち合わせていないわけではない。

　ただ、その恐怖を、勇気によって克こく服ふくすることができる。

　はじめから撃げき沈ちんされること前提で『右頭三つ巴』の安宅船に小早川隆景の影武者として乗りこんでいながら、吉川元春は一いつ瞬しゆんたりとも恐怖の表情を浮うかべず、大筒の弾を船体に食らうまで、妹さながらの鉄仮面の無表情をよそおい続けた。

　弾が当たって安宅船が沈みはじめるとともに、この戦における自分の役割が終わったと知った元春は、思わず笑いながら名乗りをあげていた。

　この元春の限界を知らない胆たん力りよくと、毛利両川姉妹が結んでいる互たがいの生死を超こえた絆きずなの強さは、織田信奈の計算の外にあった。




「あれほど大筒の弾を船体に受けながら、姉者は、まだ生きている。奇き跡せきだ。なんとしても、収容する」

　小早川隆景と相良良晴は、丁字に伸のびた長ちよう蛇だ陣じんの最さい後こう尾びを行く粗そ末まつな小早船に乗っていたのだ。

　二人とともにこの「真の旗艦」に乗りこんでいた村上武吉が自ら櫂かいを漕こいでいるのは、この船が小さな小早船だったからである。

　この船が大型の安宅船であれば、櫂の漕ぎ手は、甲板の下にある船室に詰つめているはずだった。

「織田方は動どう揺ようしている。攻撃目標をいきなり失ったのだ。陣じん形けいも崩くずれている。私が発見される前に、鬼宿丸は沈み、織田方は士気を失い敗走する。戦はあと一押しで毛利の勝ちだ。姉者。必ず、助ける」

「いいお姉さんだな、小早川さん。迷わず、小早川さんの影武者役を買って出た。自分しか適任者はいない、と」

「そうだ。姉者はいつも、自分の命を度外視して私をかばい続けてくれた。私には、すぎた姉だ」

「よく、決断したな。吉川さんを影武者に立てる策といい、博多から琉りゆう球きゆう、明みんへとわたって膨ぼう大だいな量の磁石を買い集める策といい。小早川さんの勇気もすごいよ。もしも鉄てつ甲こう船が俺が想像しているよりもわずかでも安定していたら、磁石の策は失敗していた」

「決断せねば、姉者に臆おく病びよう者と叱られてしまう」

　隆景の身体からだがぶるぶると震ふるえているのがわかった。

　良晴は、隆景の肩をそっと抱だいた。

　鬼宿丸が沈むまで、あとわずか、あとほんの一押しだ。

　鬼宿丸の船体は、前のめりに大きく傾かたむき、船首から海へとゆっくり沈みつつあった。

「なに。お嬢じようたちを、隆たか元もとが守ってくれたのさ」

　村上武吉は勝利を確信して、沈みゆく鬼宿丸の巨きよ体たいを見上げている。




「……これが、毛利両川。わたしの、負けだわ」

　ほとんど垂直に近い状態にまで傾きつつある鬼宿丸の天守で、立っていられなくなった信奈は膝ひざから崩れながらうめいていた。

「毛利両川の知勇と、良晴の未来知識。この三つが毛利方に集まったのが、敗因ね。まるで三本の矢。良晴は、もう……」

「のぶなちゃん、まだあきらめてはならぬ！」

　忍しのびあがりの一益が、信奈が天守から転げ落ちぬようにその身体に抱きついて踏ふみとどまっている。

「そそそそうです。良晴さんがこの海戦の中身をあらかじめ知っていることを前提に、このような時のための最後の一手を準備しておきました」

　今まで船底に隠かくれていたらしい。

　天守へと登ってきた色白で小こ柄がらな姫武将が、「各船の船長さんたちには、鬼宿丸に万一の危機が訪れたらわたしが手て渡わたした小こ袋ぶくろを開け、と申もうし渡わたしておきました。すみませんすみません」とあやまりながら信奈の腰こしにしがみついてきた。船体が傾き大きく揺ゆれているので、足下がおぼつかないのだ。

　幼い天才軍師、竹中半兵衛だった。

「半兵衛？　あんた、今までどこに隠れていたのよっ？　いつ乗船したのっ？　小袋ってなにっ？」

「すみません。あの……海が怖こわくて、船底で目をつむって震えていました。この秘策は事前に誰にも漏もらしてはならないと思い、土壇場まで黙だまっていました。それに、『単縦陣じんで勝てるむふー』と喜ばれていた官兵衛さんを傷つけてしまいますし……い、いぢめないでください」

「デアルカ。ここから形勢逆転できる？」

「はい。できます！」

「どうやって？」

「船長さんたちに渡した小袋に、すべて指示してあります。陣形を変えます！　すでに六隻せきの鉄甲船が、新たな陣形を組むために動きはじめています！　この鬼宿丸はこのまま動けなくてかまいません。まもなく必勝の陣が完成します！」

「でも半兵衛。あんたが得意な陰おん陽みよう道どうの術はもう、使えないんでしょう？」

「はい！　陰陽道の鬼き門もん遁とん甲こうの陣ではありません。今から組む陣形は、未来の陣形です」

「未来の……」
















「はい。わたしは、良晴さんにお仕えする軍師です。良晴さんの考えていることは、たとえ遠く離はなれていてもわかります。良晴さんならばきっとこうするであろうと読んで、その先の手を考えておきました」

　なぜか誇ほこらしげな半兵衛の笑顔に、信奈は少しばかり嫉しつ妬とを覚えていた。







　巻ノ四　木津川口の再戦（後）







　勝利を確信して沸わきに沸いていた村むら上かみ水軍の海賊たち、その顔色が変わったのはまもなくのことだった。

　大きく船首側から海へと沈みはじめた鬼宿丸を守るように、いつの間にか、ゆっくりとゆっくりと進みながら、六隻の鉄甲船が新たな陣形を組み終えつつあったのだ。

　鬼宿丸を中心に、六隻が弧こを描いて円形の防ぼう御ぎよ陣じんを構築していた。

　それぞれの鉄甲船は、大おお筒づつを搭とう載さいしている側面を外側へ向けている。

　三百六十度どこの方向へも大筒を放つことができる、必殺の円えん陣じんだった。

　村上水軍が鬼宿丸ただ一隻に全力を注いで攻こう撃げきしているわずかな隙すきを、半はん兵べ衛えは絶ぜつ妙みように突ついた。

　円陣の中央に守られた形となった鬼宿丸へは、磁石のつぶてが届かなくなっていた。

「あれは、輪形陣だ！」

　良よし晴はるは、思わず身を乗り出していた。

「輪形陣？」

「小こ早ばや川かわさん。あれは、航空機を用いた空中爆ばく撃げきから旗き艦かんを守るために二十世紀に考案されたはずの陣形なんだ。どうしてこの戦国時代に、あの陣形が……ありえない！」

「良晴。おそらく、きみが磁石を用いて鉄甲船を沈めようとすることを、織お田だ方の誰かに読まれていたのだろう」

「この時代の日ノ本では、磁石なんてほとんど誰も使っていないはずだぜ。そこまで俺の考えをなぞることができるやつが、いるだろうか？」

「黒くろ田だ官かん兵べ衛えはかつて、九州で南なん蛮ばん人じんのもと、電磁科学という学問を学んでいたことがある。磁石の性質にも詳くわしいはずだ」

「な、なんだって？」

「だが黒田官兵衛は鉄甲船と大筒の設計、単縦陣の考案までで手て一いつ杯ぱいだったはずだし、官兵衛はそもそも才気走る性格で人の心の機き微びには疎うとい。おそらくは織田家の最後の切り札──竹たけ中なか半兵衛が、きみの心を読み尽つくして輪形陣を考案したのだろう。半兵衛が、そこまできみと深い信しん頼らい関係を築いていたという証しでもある」

　黒田官兵衛と竹中半兵衛、この二人軍師がともに手を組んだ織田家はやはりすさまじい、と隆たか景かげがつぶやいた。

「竹中半兵衛は消えゆく定めにあった古式ゆかしい陰おん陽みよう師じ軍師だったはずだが、未来人のきみと出会ったことによってさらなる才能を開花させたらしい」

　隆景はすでに、自軍の敗戦を悟さとっている。

　円形に並んだ鉄甲船団から次々と放たれる大筒の弾たまによって、さしもの村上水軍も壊かい乱らんしはじめていた。

　村上武たけ吉よしは「戦いくさってのはこれだから面白い」と吠ほえながら、櫂を漕いで小早船を縦横に走らせ、けんめいに大筒の弾を避よけて隆景を守っている。

　村上水軍の船団の一角が、燃えはじめた。

　風に煽あおられて、炎ほのおが、次々と燃え広がっていく。

　隆景と良晴も、火ひ攻ぜめ対策について考えなかったわけではない。

　鉄甲船を模も倣ほうし、鉄で火を防ぐという方法も、あった。

　だが毛もう利り家と村上水軍には、船を鉄張りにする技術がなかったのだ。

「小早川さん。ちょっと待ってくれよ。竹中半兵衛は、三木城包囲戦のさなかに病で死んでいるはずだぜ？　どうして竹中半兵衛が生きてるんだ？　俺が知っている歴史とは違ちがう！」

「相良さがら良晴。きみが、竹中半兵衛を救ったのだ。死ぬべき定めだった彼女の運命を、きみが変えた」

「俺がっ!?」

「いろいろと紆う余よ曲きよく折せつがあり、さまざまな人間が死病に憑つかれた竹中半兵衛を救うために奔ほん走そうした。しかし、そもそもきみが奔走しなければ彼女は確実に死んでいたはずだ。きみの献けん身しん的な努力と情熱が竹中半兵衛を救ったと断言していい」

　隆景の意外な言葉を聞いた良晴の頭に、また、ずきりと鋭するどい痛みが走った。

「俺がどうして、そんな。歴史をみだりに変えるようなことを──？」

「私を守るときみは言ってくれた。きっと、同じ理由だ。いや、理由などない。きみは生来そういう男なのだ。目の前で姫ひめ武将が傷つき倒たおれていたら、なにを置いてでも守らずにはいられないのだ。考えるよりも先に、勝手に身体が動くのだろう」

「……俺が……竹中半兵衛も、姫武将なのか」

「そうだ。斎さい藤とう家に仕官していたが、きみと出会って斎藤家から出しゆつ奔ぽんし、軍師としてずっときみに仕えてきた。織田信奈直属の軍師ではなく、相良良晴の軍師となって」

「……竹中、半兵衛……」

　丁字からの磁石つぶて攻撃による鬼宿丸撃げき沈ちんという、良晴と隆景が練りに練ってきた策は、破られた。

　生きていた、竹中半兵衛によって。

「半兵衛は陰陽師軍師だと言ったね、小早川さん。でも陰陽師ならば、八はち門もん金きん鎖さの陣や石兵八陣を用いるはずだ。しかしこの輪形陣は、空中戦に対応するために開発された未来の陣じん形けいだよ」

「そうだ良晴。きみに今しばらくの命を与あたえられた竹中半兵衛は、陰陽道とともに静かに滅ほろびていこうという考えを捨てて、命ある限り未来へと進むと決断したのだろう」

「俺が、村上水軍を敗戦に導いてしまったのか？」

「気にするな、小こ僧ぞう。お前はかつて竹中半兵衛という姫武将を守った。それがお前という男の生き方だ。それだけのことだ」

　村上武吉が「野や郎ろうども、撤てつ退たいだ！　全速でこの海域から離り脱だつする！　死ぬなよ！」と壊乱しはじめた船団へ号令をくだした。

　影かげ武む者しやをつとめた吉きつ川かわ元もと春はるは、別の小早船に収容されて、無事だという。

　だが、このままこの海域にとどまっていれば、全ぜん滅めつは確実だった。

「……すまない、小早川さん。俺は今、記き憶おくを失ってはいるけれど、俺がこの世界で生きてきた過去はもう消せなかったらしい。まさか、俺自身がすでに歴史を変えていただなんて……そのために、負けるだなんて」

「いいのだ、良晴。きみは、よい男だ。だからこそ、私は」

　隆景が「これが最期になるかもしれない」と、良晴の腕うでの中にそっと身体をゆだねてきた。

　だが、村上水軍が壊かい滅めつの危機に陥おちいっているこの戦場で、隆景は、震えてはいなかった。

「きみに敗れるのならば、本望だ」

　言葉が出てこなかった。

　良晴は、隆景の肩かたを力いっぱい抱だいていた。

　人と人、船と船とが激しく闘たたかっている海上に、小さなイルカの群れが、飛とび跳はねていた。

「おう。スナメリだ。俺ら海かい賊ぞくの間では、ゼゴンドウとも呼ぶ。あの顔つき、どこか隆元に似てらあ」

　武吉が、歓かん声せいをあげていた。

　不思議だ。俺は以前にもこうして、戦に敗れた中、燃えさかる戦場で──女の子と抱きあったような気がする──と、良晴は気づいた。

　その時も、俺は、力が及およばずに、その女の子を守りきれなかった──その時に味わった、言葉では言い表せない想いは、記憶を失った今でも、俺の心の片かた隅すみにずっとこびりついていて、消えることがない、と。

「案ずるな小僧。二人のお嬢じようとお前は、ぜったいに死なせねえ。小僧が歴史を変えてしまったっていうのなら、もう一度変えちまえばいいんだ！　生きてりゃあ、九く鬼き水軍との再々戦だってできらあ！」

　村上武吉は、生しよう涯がい初の大敗北を喫きつしながらも、いささかも動じることなく、崩くずれそうになる船団を支えていた。

　だが、強風に煽られた炎が、良晴たちの乗る小早船にも迫せまってくる。

　隆景と良晴が生せい還かんできるかどうかは、まことに厳しい。

「良晴。船数が多く、密集していたから、いったん燃えると次々と燃え上がる。赤せき壁へきの戦いで火攻めの計にやられた曹そう操そうは、こんな光景を目にしていたんだろうか」

「だいじょうぶだ小早川さん。俺は、最後まで小早川さんを守る。それに、小早川さんと村上さんがどの船に乗っているかは、織田軍にはわからない。二人の居場所さえ──この船に二人が乗っていることさえ判明しなければ、村上さんの操そう舵だ術で大筒の射しや程てい距きよ離りから離脱できる」

「ああ。俺らは櫂を漕こぐのでいっぱいいっぱいだ。お嬢に弓矢が飛んできた時は小僧、てめえがお嬢を守るんだぜ！」

「わかってるよ村上さん。あのイルカの背中に、小早川さんを乗せて行ければいいのに」

　でも小早川さんを矢から守る盾たてにくらいなら、俺だってなれる、と良晴は言おうとした。

　その時、また、鋭い痛みが良晴の頭を襲おそっていた。

「うっ……こんな時に。まただ。また、なにかを思いだしそうに」

「よ、良晴。だいじょうぶか？」

「だ、だいじょうぶさ！　俺につかまっていて。離れちゃダメだ、振ふり飛ばされる」










　かろうじて沈ちん没ぼつを免まぬがれ、鉄てつ甲こう船団に守られて安全圏けんに入った鬼宿丸の天守では、竹中半兵衛が信のぶ奈なに種を明かしていた。

「くすんくすん。これはこの旗艦・鬼宿丸を中心として、鉄甲船団が巨きよ大だいな円を描えがき、全方位に向けて大筒を一いつ斉せい射しや撃げきする陣形です。輪形陣じんとでも呼べばいいでしょうか。これでもう磁石つぶては、円の中心に守られた鬼宿丸には届きません」

「大筒の威い力りよくを活かすために播はり磨まが考案した単縦陣を、良晴があらかじめ見破ってくると予想して、その先の手を準備していたのね。さすがだわ」

「はい。伊だ達てに良晴さんに長らくお仕えしていません。良晴さんはこの戦国の時代にいちばんお詳しい人ですが、その先の未来の戦についても多少は芸げい無むで知識を得ておられると思いました。海上からの攻撃に対しては無敵を誇ほこる鉄甲船を破るために、きっと未来から来た良晴さんは単縦陣の先頭を走る鬼宿丸に狙ねらいを定さだめると」

「その際には、きっと、磁石を使うと？」

「合戦の常道を無視した大だい胆たんな発想が、良晴さんの特とく徴ちようです。それに以前わたし自身が仕し掛かけた迷路の罠わな・石兵八陣を、良晴さんは石の迷路そのものを破は壊かいするという非常識な手段で打ち破りましたし、きっと石を用いるのではないかと。仮にこの日ノ本でじゅうぶんな量を調達できなくても、琉りゆう球きゆうや明みんまで船を飛ばしてでも磁石をかき集めてくるだろうと。そのための船団は、毛利にはありました。くすんくすん」

　後方で半兵衛の講こう釈しやくを聞いていた一かず益ますが「そこまでよっしーの心中を読むとは、もはや夫婦なのじゃ」と感かん嘆たんの声をあげ、信奈のこめかみにぴくっと血管が浮ういた。

「で、デアルカ。よ、良晴に仕えた日数の長さで、播磨に勝ったわね、半兵衛」

「かかか官兵衛さんに勝ったとかそういうことではありません！　今いま頃ごろ、住すみ吉よしの港で官兵衛さんは『あれは磁石！　鉄と磁石が引きつけあうのは、電磁科学の基本！　南蛮科学軍師たるシメオンとしたことが、またしても竹中半兵衛に名をなさしめたかあ！』としょんぼりしています！　できれば、使いたくなかったのです。それでこの陣のことを土ど壇たん場ばまで伏ふせていたのです。くすんくすん」

「あー。そうね。さっきまで住吉の港を埋うめ尽くしていた『黒官一流』の旗が、ぜんぶしおれちゃってるわね」

　あとで官兵衛さんにどんな仕返しをされるかぶるぶる、と半兵衛が怯おびえた。

「でも、いつの間に輪形陣を組んでいたの？　わたしたちも、村上水軍の連中も、気がつかなかったわ」

「もともと鉄甲船団は単縦陣を敷しきながらも、静止することはなくゆっくりと前進していました。先頭を進む鬼宿丸が沈しずみかけて前進が止まると、後続の鉄甲船団だけが亀かめの歩みで前へ進み続けることになります。この時、輪形陣を組むために後続の船団を左右に散らせました。村上水軍さんたちからは単縦陣が無残に崩れたかのように見えたでしょうが、鉄甲船団は崩れたように見せてその実、鬼宿丸をゆっくりと円形に包囲していたのです」

「敵味方の虚きよを突ついたのね。ほんとうに助かったわ。陰おん陽みよう師じとしての力を失っても、半兵衛は稀き代だいの天才軍師よ」

「良晴さんのおかげです。未来へと進むことを、良晴さんに教わりました」

「半兵衛は、良晴がこの戦で死なないと信じているのね」

「はい。なぜならば、空気を読まずに播磨戦線の仕事を放りだして良晴さんを攫さらいに出かけているお方がおられますから。この混乱に乗じて、きっと連れ戻もどしてくれるはずです」

「それって……まさか？」

　はい。重大な禍か根こんが生じることになりそうですが、背に腹は代えられません、と半兵衛はうなずいていた。










　村上水軍の船団は急旋せん回かいして、鉄甲船から逃のがれようと敗走をはじめていた。

　激しい波しぶきがあがり、良晴と隆景の身体からだを濡ぬらす。

　強引な旋回に加えて、次々と海上に大おお筒づつの弾が着ちやく弾だんしては大波を起こす。船体が大きく傾かたむく。

　良晴と隆景が、甲かん板ぱんから海へ飛ばされないように抱きあって互たがいの身体を支えていると──。

「ここにいやがったですね、相良良晴！　逃にがしはしません、殺すです！」

　炎ほのおに包まれた隣となりの船から、日本刀を抜ぬいた一人の姫武将が宙を舞まって、良晴と隆景の目の前へとおりてきた。

　長い黒くろ髪かみを振り乱みだし、船から船へと飛び移るために鎧よろいを捨てた小こ袖そで姿、その全身からはおそるべき殺気が放たれていて、そして鬼き気き迫せまる視線で良晴だけを睨にらみつけていた。

「き、きみはっ？」

　良晴は、この額が広めの勝ち気そうな少女に、たしかに、見覚えがあった。

　どこで会ったのだろう？

「ほんとうに忘れやがったですね！　私は織田家家臣、近おう江み坂さか本もと城主、丹たん波ば方面軍司令官、惟これ任とう日向ひゆうが守のかみ。わが真名は、明あけ智ち十じゆう兵べ衛え光みつ秀ひで！」

「明智、光秀!?」

　明智光秀って、あの、本ほん能のう寺じで織田信長を殺す謀む反ほん人っ？

　なんとなく、パワハラ上司のいじめに疲つかれはてた中年サラリーマンのようなイメージを持っていたけれど、こんなに黒髪が綺き麗れいな和風美少女だったのかっ？

「ふ、ふ、ふ。信奈さまに任された播磨戦線を無断で放りだしてきて正解だったですよ。策士・小早川隆景のことだから、おおかた播磨戦線の総大将・吉川元春をこっそり呼び出して影武者に仕立て上げると読んでいたです！　しかしこれで終わりです！」

「無茶するなあ明智さん。軍令違い反はんで処分されるぜ？　だいいち、どうやってこの大船団の中から俺を見つけ出したんだ？」

「ふっふーん。この鼻のきく犬を連れてきたです！」

　すがすがしいどや顔になった光秀が、虎とらのかぶり物を被かぶった小さなお子さまの首ねっこをつかんで持ち上げた。

　光秀の背後に隠かくれて姿が見えなかったが、もう一いつ匹ぴき、いやもう一人姫ひめ武将が乗りこんできていたらしい。

「……くんくん。良晴の匂におい、間ま違ちがいない」

「虎じゃねーか！　虎の着ぐるみに食われてる幼女じゃねーか！　戦場に子供連れてくるなよっ」

「……むっ。虎じゃない。前まえ田だ犬いぬ千ち代よ。それに、犬千代はもう大人」

「はーっはっはっは。こいつは相良先せん輩ぱいの匂いをはるか彼方かなたからでもかぎ分けられる便利者、姫ひめ路じの陣から連れ出してきて正解でしたねさすがは十兵衛かしこいですお利口です最強です」

「……良晴にすっかり忘れられている。悔くやしい。あの熱い夜の思い出を反ほ故ごにされたなんて」

「ちょ。虎のお嬢ちゃん？　熱い夜の思い出ってなにっ!?」

「……あのねばねばどろどろした白いお薬は、とても熱かった。思いだすだけで身体がほてる」

「小早川さんの前でまぎらわしいこと言わないでくれっ！」

　犬千代は、「つーん」と不ふ機き嫌げんになって、「潜せん入にゆうを感づかれた。しかし良晴を奪だつ回かいするまで、海賊どもは誰だれ一人ひとりこの船に近づけない」と朱しゆ槍やりを担ぎ、隆景の乗る船に横付けしようとして接近中の船へぴょん、と飛び移っていった。

「身軽だなあ。でも、なんで『犬』千代なのに虎に食べられてるんだろう？」

「いいかげんに黙だまりやがれです先輩、この十兵衛という婚こん約やく者がありながら主君の信奈さまに不ふ貞ていを働き、しかもそのすべてを放りだして毛利家に出しゆつ奔ぽんするとは！　お前の罪は万死に値するです！　問答無用、お命ちょうだいしますです！」

「え？　ちょっと待って明智さん。誰だれときみが婚約してたって!?　話が見えないんだけど？」

「そうだ。相良良晴の恋こい人びとは、織田信奈だったはずだ」

　良晴の背後にかばわれていた隆景が、思わず口走った。

「小早川さん。その話も記き憶おくにないんだけど、そっちは目もく撃げき証言多数だからほんとうだったんだよなあ。でも、明智光秀と婚約してたって話は初耳だぜ？」

「昔の話など、どちらでもよい。よ、良晴の今の恋人は、わ、私だ」

「……こ、小早川さん……」

　ぷつん。

　目の前で二人の世界に入り込みかけた良晴と隆景の姿が、光秀に残されていた最後の理性を吹ふき飛とばした。

「うきいい！　よくも二人して乙おと女め心ごころをもてあそんでくれましたね！」

「明智さん、落ち着いて！」

「なにが『明智さん』ですか！　浮うわ気き相手が信奈さまであればこそ我が慢まんもできたのに、もはや堪かん忍にん袋ぶくろの底が抜けて破は裂れつしたですよ！」

「待ってくれ！　順を追って説明してくれないと、あやまりようがない！」

「相良先輩、かわいさあまって憎にくさ百倍とはこのことです！　死んでもらいます！」

　光秀は、刀を構え直すと、一直線に良晴とその背後に立っている隆景の方向へと突とつ進しんしていた。

　これほど足場が激しく揺ゆれているのになんて剣けん士しだ、と隆景が思わず感嘆の声をあげる。

「やべえ近すぎる、狭せまい船の上じゃ逃げられねえ！　っていうか逃げたら小早川さんが串くし刺ざしだ！」

「船上の悔くいを、知れええええええです！」

　小こ僧ぞうなんとかしてお嬢じようを守れ！　と、櫂を全力で漕こいで大筒の弾たまを避よけ続けている村上武吉が怒ど鳴なった。

　良晴は無意識のうちに隆景をかばって、両りよう腕うでを広げながら光秀の前へと身を乗り出していた。

　刀で胴どう体たいを貫つらぬかれることを覚かく悟ごしていた。いや、意識が覚悟を完かん了りようさせる前に、身体が勝手に動いていたのだ。

「明智さん！　やるなら、俺一人を刺させ！　小早川さんは見み逃のがしてくれ！」

　村上さんの「儀ぎ式しき」であの盃さかずきを選んで飲み干した時と同じだ、俺の中にもう一人の俺がいて、そいつは高校に通っていたあの頃ころの俺とはまるで別人のような男で、こうして女の子を守るために後先考えずに自分の命を張ることができるやつなんだ、と良晴は自分で自分に驚おどろいていた。

「良晴！」

　隆景も。

「……相良先輩……！」

　そして刀を構えて良晴の胸へと突進していた光秀も。

「……やっぱり、先輩は、相良先輩です」

　小早船の背後で、大筒の弾が炸さく裂れつする轟ごう音おんが鳴なり響ひびいた。

　光秀は刀を放り投げて、良晴の腕うでの中に飛び込んでいた。

「明智さん!?」

「十兵衛は先輩を、お慕したいしています」

　そのまま、良晴の唇くちびるに、自分の唇を押し当てていた。

　波のあおりを食って大きく揺れる小早船から振ふり落とされそうになっていた隆景が「あっ」と思わず声をあげたが、その動作は一いつ瞬しゆんだった。

　想定外だった良晴も、避けることができなかった。

　光秀はここが敵てき陣じんのまっただ中であることも、目の前に小早川隆景が、同じ小こ舟ぶねに村上武吉が乗っていることも、なにもかも忘れて、ただ良晴を求めた──この良晴が、織田家に仕官していたあの良晴となにも変わっていない、同じ男であると気づいてしまった瞬間に、光秀の中でずっとせき止められていたなにかが溢あふれたのだ。




「良晴。もう、夢の世界へは戻りたくないですか？」




　接せつ吻ぷんされながら、そうささやかれた良晴の脳天に、雷かみなりが落ちたかのような衝しよう撃げきが走った。
















　この声は──。

　この言葉は──。

　俺は、いつか、死線をさまよっていた時に母さんの声に呼よび戻もどされて生き返ったような、そんな気がする。

　あれは──。

　あの時、俺をこの世界に引き戻してくれた人は──。

　母さんではなく──。




「それともまだ、夢の世界でがんばれますか？　信奈さまとの約束を、守るために」




　光秀は、認めがたい現実を、受け入れた。

　決して口にしてはならない言葉を、口にした。

　その言葉が、良晴をもう一度覚かく醒せいさせるために必要な言葉だと、本能で悟さとっていたから。

　相良良晴は──この言葉を耳元でささやかれた瞬間に。

　舞まい戻っていた。

　すべてを、思いだしていた。




『相良良晴。わたしを主と仰あおぎ、忠誠を誓ちかいなさい』




　天下布武、そして海の向こうの世界へ飛びだすという夢を抱いだいて独りで戦い続ける少女に心を奪うばわれた夜のことを。




『わたしも──あなたを天下に輝かがやかせながら、あなたを守ってあげたいです』




　泣き虫で病弱な陰おん陽みよう師じの女の子に、こんどは自分が忠誠を誓われた夜のことも。




『俺は自分で自分に誓ったんだ。お前のためにこの時代に来たんだと、そう自分で決めたんだ。お前を悲しませるようなことは、ぜったいにしない。約束する』




　金かねヶが崎さきの戦場で追おい詰つめられた信奈を救うために、自ら殿しんがりを──捨て石となって死ぬ役目を買って出て信奈に大泣きされた時のことも。




『良晴はとてもとてもがんばったです。勇気のある、強い子です』




　戦場で傷つき倒たおれ、虫の息になっていた時に、誰かから温かい言葉と柔やわ肌はだを与あたえられて救われた夜のことも。




『来年の〝くりすます〟にも、〝さんたくろーす〟さんは来てくれるの？』

『お前が、よい子にしていたらな。叡えい山ざんを焼き討ちしたりしたら、プレゼントはなしだ』




　はじめて主と口づけを交わした冬の日のことも。




『うわ……うわああああああああああああああああ！』




　自分の無力さに打ちひしがれ、死を待つばかりとなった少女を背負いながら駆かけ続けた夜のことも。




　そして。




『たとえ死が二人を引ひき裂さこうとも、わたしの心は、いつまでも良晴とともに。わたしの伴はん侶りよは生しよう涯がいあなただけよ』




　そうだ。

　天下万民が見守る中で、俺たちは、キスをした。

　この瞬間に俺たちの命が失われようとも、もう、後こう悔かいはない、と互たがいに思ったから。

　その時、俺たちの頭上には、未来へと通じる天岩戸が開いていた。

　しかし、くぐれる者はただ一人。

　だから俺は、帰らなかった。

　信奈を残しては、いけなかったから。

　周囲を敵兵に包囲され、脚あしを撃うたれた信奈にはもう、逃にげ場ばが残されていなかった。

　信奈が自力で天岩戸を登りきることももう、不可能になっていた。




『信奈。生きろ。たとえ俺がいなくなっても、お前は生きてくれ。振り返るな。前へ進め。お前を、愛している』

『……愛、している……』

『口にするのは、最初で最後だ。忘れるな。お前は、独りじゃない』

『良晴、危ない！』




　俺は最後まで、信奈の盾たてになって、そして俺の背中に矢が一本、二本と突つき立たてられていく感覚があって。

　そこで、視界が真っ黒になった。










　……

　……

　どうして、忘れていたんだろうか。

　俺が、織田家家臣、近おう江み長なが浜はま城主、中国方面軍司令官、相良良晴だということを。

　いや、そんなことよりも、俺がこの世界で織田信奈に出会い、仕え、そして、信奈をこれほど愛したということを。

　村上のおっさんから盃を飲めと言われた時に、不意に勇気がほとばしって盃を選ぶことができたのは、俺自身の力ではなくて、ただ信奈を守りたいというその思いが溢あふれてきていたからだということを。

　俺は、一人ではなにもできない。無力だし、臆おく病びようだし、争いごとは苦手だし、ほんとうにただの平へい凡ぼんな高校生だ。

　ただ、信奈のために、という思いが、俺を変えた。

　その思いが、俺に決して尽つきない勇気を与えてくれるらしい。

　そうだよ。

　どうして、忘れていたんだ！

　どうして、この世界が夢じゃないかなんて疑いを抱いていたんだ？

「夢じゃない！」

　そうだ、夢じゃなかった。

「ここが、現実の世界だ！」

　どうして、夢だなんて疑ったりしたんだろう？

　なにもかもが、現実だ。

　俺は、生きている。

　しかも、一人じゃない。

　俺は相良良晴として生きて、信奈に出会って、突っ走って、なんども命を失いそうになって、そして、そのたびに──こうして、仲間たちに命を救われてきて、まだ、生きている。

　金ヶ崎から撤てつ退たいする際に負傷して死にかけていた俺をこの世に呼び戻してくれたあの母さんの声は、十兵衛ちゃんの声だったんだ、と良晴はこの時、はじめて知ったのだった。

　そして今回も、記き憶おくを失った俺はまたしても、十兵衛ちゃんに無理矢理引き戻されたんだ、とも。

　良晴は、自分が光秀にこれほどまでに愛されているという現実を、ついに真正面から認める覚かく悟ごを背負っていた。

　それは、あるいは、本能寺の変という破局への道なのかもしれなかった。

　だが今の良晴は、小早川隆景の軍師格として、村上水軍の船の上にいる。

　自分が完全に織田家と毛利家の板いた挟ばさみになっていることに、良晴は気づいた。

「十兵衛ちゃん！　こうして木津川口で毛利方と再戦しているってことは──先の本ほん猫びよう寺じとの合戦で、信奈は死ななかったんだな！　生きているんだな!?」

「先せん輩ぱい？　そうですよ、信奈さまは生きてますよ！　やっと、思いだしたですかっ？　はむっ」

「って、どうしてキスしてくるんだよっ？　ちょ、ちょっと待って！　ここは村上水軍の船の上で……！」

「ああ神様仏様八はち幡まん大だい菩ぼ薩さつ様お猫さま。十兵衛の愛がついに先輩に通じて奇き跡せきを起こしたです！　もう放しませんです！」

「待て待て待て！」

「待ちません！　自分の主と結ばれるとでも思ってるですか、アンポンタン野や郎ろう！　先輩の嫁よめはこの十兵衛です！　先輩がたとえ信奈さまに夢中であっても、十兵衛が必ず先輩を癒いやしてさしあげます！　たとえ何年かかってでも！」

「ちょ。十兵衛ちゃん？　おかしい。十兵衛ちゃんは俺と信奈の仲を断固として認めなかったはず。どうなってるんだ、記憶を失う前より事態が泥どろ沼ぬま化かしているうっ？」

「先輩の心を十兵衛の愛で上書きしてやるです！　さあ、織田家へ帰るですよ！」

「だから、顔中にキスしまくるのはやめてくれえ！　キスマークつけるな！　信奈に殺される！」

「あーうるさいうるさい！　もう我が慢まんできないです！　悔くやしいけれど、十兵衛は先輩をお慕したいしていると言ってやってるです！　小早川隆景は見み逃のがしてやるので、おとなしく一いつ緒しよに来るですよ！　そして祝言です！」

「お断りしますと言って、帰らなければ？」

「そういう時のために、背中に焙ほう烙ろくをしょってきたです。一緒に自じ爆ばくするです！」

「うわああ。やっぱり十兵衛ちゃんって思い詰めると暴走する性格だったんだなあああ！」

　どうするんだ小こ僧ぞう、俺は大おお筒づつから逃げ回るので手いっぱいでてめえを救えねえ、と村上武吉が困こん惑わくした声で怒ど鳴なった。

　この男は、荒あら々あらしい見てくれのわりにこういう男女のことについては純情なのである。

「俺ぁこういう男女の泥沼の修しゆ羅ら場ばってのはとことん苦手なんだ！　お嬢じよう、どうするよ？　この小こ娘むすめに下手に手出しすりゃ、本気で自爆するぜ！　目が据すわってらあ！」

「……良晴は……」

　あああ、そうだった。

　小早川さんが、俺のすぐ後ろに立っているんだった！

　良晴は織田家での記憶をすべて取とり戻もどしたが、小早川さんたちと過ごした毛利家での記憶を失ったわけではない。

　言い訳は、しないことにした。

　いや、できない。

　お兄さんを失って、毛利家を背負わされた小早川さんを守ってあげたい、と誓ったことは事実だし、すべては本心だったのだ。

　今でも、小早川さんを守りたいという気持ちは、いささかも変わらない。

　ただ、信奈とすでに出会ってしまっている、という記憶がなかったから、小早川さんにただの友情だけではなく、淡あわい恋こい心ごころまで抱いてしまったのだ。

　信奈のことを忘れてさえいなければこんな二心を抱くようなまねは決してしなかったはず、と良晴は弁明したかったが、覆ふく水すい盆ぼんに返らず。

　もう良晴は、どちらも選べない。

　毛利も織田も、どちらも捨てられないのだ。

（男がいちど、お前を守ると口にして約束を交わした以上、死んでも反ほ故ごにはできねえ。反故にしたらその時、俺という男は死ぬんだ。どうすればいい？　どうすれば？）

　良晴はこのままでは、どちらも選べず、進しん退たい窮きわまってその心を押しつぶされてしまうであろう。

　だが。

「……良晴は……私を裏切った。織田信奈を恋こい人びとにしていただけでなく、よもや明智光秀まで籠ろう絡らくしていたとは……今いま更さら、織田家に帰参したいと、顔がそう言っている」

　感情がこもっていない声で、隆景がつぶやいた。

「むきー。なんですかこの女は！　裏切るも裏切らないも、お前があとから先輩を横取りしようとしただけですう！　お前こそ人じん倫りんに反しているですよ！」

「じゅ、十兵衛ちゃん、煽あおらないで！」

「いくら十兵衛が慈じ悲ひ深ぶかくて寛かん大だいだとはいえ、先輩の浮うわ気き相手として認めてやれるのは、主の信奈さまだけですっ」

「十兵衛ちゃん、上から目線で三角関係を容認するなよっ！　織田家ってどれだけ修羅場なんだよ！」

「……天下の女好きだという噂うわさは、真実だったのだな。相良良晴」

　良晴は（これは小早川さんに殺されるな）と覚悟を決めた。

　信奈をかばって雄お々おしく討ち死にするよりも、こっちのほうがなんか俺らしい最期かもな、とも。

　しかし。

　隆景が、良晴に対してとった行動は、想定外だった。

　船の外へ、とん、と良晴を押して突き落としたのだ。

　あまりにも静かな動作だったので、良晴も光秀も、虚きよを突かれた。

「えっ？　小早川さん、どうして……」

「せっ、先輩？　今お救いしますです！」

　光秀が、あわてて海へ飛び込み、水中で良晴を抱かかえた。

「こ、小早川さん？」

「人生は、夢の間なれば……愚おろか者ものめ。きみは、私の兄者ではなかった」

「小早川さん。なにを言って」

「私が求めていた者は、兄者だ。きみは兄者とは違ちがう。私の兄でもなければ、毛利家の家臣ですらない。織田家の人間なのだ。そもそも私の兄者には、このようなだらしない浮うわ気き癖ぐせなどなかった。きみには、失望した」

　そうじゃない、小早川さんは俺が兄さんとは違う人間だと照れながら言ってくれたはずだ、これじゃ同じ言葉なのにまるで意味が違う──。

「もう、顔も見たくない。織田家へ帰れ」

　海中を漂ただよいながら、良晴は、隆景が織田家・毛利家のどちらも選べなくなっている自分を織田家へ帰すために、わざとこんな態度を取っているんだ、と気づいた。

（下手な芝しば居いだよ、小早川さん。バレバレだよ。なぜならば……）

　こんな形で小早川さんと永遠に別れてしまうなんて、悲しすぎる、と良晴は思った。

　だから、半ばおぼれながら、力の限り叫さけんでいた。

「小早川さん！　いつか必ず会いに行くから！」

　返事はなかった。いや、もう隆景が乗った小こ舟ぶねが先へと進んでしまっていて、彼女の声が良晴には聞こえなかった。

「俺は、小早川さんを守る！　その約束は、ぜったいに忘れない！　織田家での記憶を取り戻しても、織田家に帰参しても、いちど交わした約束を俺は反故にしたりしない！　だって俺は……俺は……」

「先輩。泣かないでください。もう、聞こえていませんです」

　海に浮うかび、波に揺ゆられ、光秀に背後から抱だきしめられながら、良晴は叫び続けた。

　どんどん、隆景の姿が、小さくなっていく。

　村上水軍の船団が、遠ざかっていく。

　良晴は、いつまでも隆景との別れの悲しみに浸ひたっていたい気分だった、が……。

　現実は、過か酷こくである。

　良晴と十兵衛は、海中に放りだされたままなのだ。

　村上水軍の船団は全速力でこの海域から離り脱だつし、鉄てつ甲こう船団は動きが遅おそいのでずっと彼方かなたをゆっくりと進んでいる。

　大筒の的になっていた小早川隆景も村上武吉も、良晴を無事に織田方に帰すための準備をする余よ裕ゆうなど、なかったのだ。

　つまり。

「お、俺たちは、もしや大坂湾わん上に取り残されてる!?　はくしゅっ！　十兵衛ちゃん、身体からだが冷えてきた。鎧よろいを脱ぬがないとおぼれちまう！」

「十兵衛も同じですよ！　波が高くて、おぼれずに浮いているのがやっとです。手を離しますので一人で立ち泳ぎしてください！」

「悪い。鎧着たまま立ち泳ぎなんて、できないよ」

「あーもう未来サルは役立たずですねえ！　しょうがないです、今回も抱だきあったまま一いち蓮れん托たく生しようです！　へくちっ！　さ、寒くなってきたです……こ、このままでは、は、肌はだと肌を重ね合わせるわけにもいきませんし……ああ。思えば洞どう窟くつで先輩をこの柔やわ肌はだで暖めたあの時、二人の間に永遠の愛の絆きずなが生まれてしまったですね♪」

「あのさあ。すごい勢いでどんどん流されてねえ？　俺たち」

「あああ。潮に乗ってしまったようです、鉄甲船団からどんどん離はなれています。もうおしまいです！　このまま紀州灘なだをとおって大海原送りですう！」

「昔見たパニック映画で、こんなシーンがあったような。俺を見放して十兵衛ちゃんだけでも生きろよ。一人なら鉄甲船まで泳いで行けそうなんだろう？」

「今更ですよ先輩！　十兵衛は、頼たよりない先輩の面めん倒どうを見てやるためにこの世に生を受けたと言っても過言ではないんですう！　先輩のお母さん代わりだと思って、いくらでも甘えていいですよ。とりわけ、小早川隆景との悲しい別れで傷ついた今なんて、十兵衛の包み込む愛が効きますですよ？」

「な、なにも言えねえ……金かねヶが崎さきからの撤てつ退たい途と中ちゆうに洞窟で見たあの母さんの幻まぼろしが、実は十兵衛ちゃんだったと気づいてしまった今となっては……考えてみれば俺って、今までずっと十兵衛ちゃんに世話になってたんだな……織田家時代を思いだしてみると、俺はちょっと鈍にぶすぎた……ごめん」

「わっぷ。脚あしが冷えて、つったです！　さ、最期まで一緒ですよ、先輩。手を離したら海中に引きずり込んで殺しますよ！　無理心中です……わっぷ。ごぼ、ごぼっ」

「じゅ、十兵衛ちゃん、しっかり！　ちくしょう、せっかく村上のおっさんのもとで海かい賊ぞく修行をしてきたのに立ち泳ぎを覚えていなかったなんて、一生の不覚だあああ！」

「ごほっ。せ、先せん輩ぱい、ほんとに二人そろって土左衛門ですよ？　なんで抱きしめてくるですか？　離すです！　離しやがれです！」

「できれば、信奈のもとに生きてたどり着きたかったが……俺がそんなことできる性格だと思うか？　ここで十兵衛ちゃんを放りだしてしまえる男だと？」

「……思いません。記き憶おくを失っていても、先輩は先輩のままでしたよ。でも、しばらくぶりに見る先輩は日焼けしてたくましくなったですね。身体もがっちりしたような？」

「ああ。海賊修行してたからな。立ち泳ぎできねえけど……ごぼっ」

「……最期が信奈さまじゃなくて十兵衛と一緒で、ごめんなさい。先輩」

「いいさ。もしも信奈よりも先に十兵衛ちゃんと出会っていたら、俺はきっと」

「それ、小早川隆景にも言ってそうですね。まったく天下一の女たらしですう」

「い、言ったかな？　どうかな？　まあ、思ったかもしれない。戦国時代には、思わず守らずにはいられなくなる過酷な運命を背負った女の子が多すぎるぜ……ごぼっ」

「ごぼ、ごぼ……先輩……もうダメみたいです。一言でいいです、好きって、言ってください……ぶく、ぶく」

「それは……俺にはもう、信奈が」

「二番目でも三番目でもかまいません。十兵衛は、先輩が……好きです！　十兵衛も、未来からこの戦国の世にひとりぼっちで飛ばされてきた先輩を守らずにはいられません！　先輩の一番になれなくてもかまいません。もしもまた人間に生まれ変われたら、次も先輩のおそばに……ごぼっ」

「じゅ、十兵衛ちゃん！　しっかり！」

「……先輩。先輩は十兵衛の暗い未来を、知っていたんですね。先輩が十兵衛を見つめる瞳ひとみがいつもあまりにも痛々しくて辛つらそうなので……十兵衛のことが好きなんだと……勘かん違ちがいしていたです……そうじゃなくて、十兵衛には最低で最悪な未来が待っているということだったんですね……ただ、哀あわれな十兵衛に同情していただけなんですね……先輩は……ほんとに、罪作り野や郎ろう……です……」

　そうじゃない、と良晴は泣きたくなった。

「違う、十兵衛ちゃん！　俺が知っているきみの未来はたしかに真っ暗だ！　あまりにもひどい運命なんだ！　きみは、決してやってはならないことをしでかしてしまうんだ。この国の歴史も、この星の歴史も、なにもかもが変わってしまうようなまねを。とても人には打ち明けられないほどに暗い未来が、待っているんだ」

「……やっぱり……そうなんですね……十兵衛は、暴走する癖くせがありますから……」

「俺はだから、きみを見殺しにしようと思えばできたかもしれない。でも俺は、ぜったいにきみを救うと、そう決めたんだ！　運命は定まっているものじゃない。俺たちが奔ほん走そうすれば、未来は変えられるはずだ！　三木城攻ぜめの途と中ちゆうで死ぬはずだった半兵衛が織田家の仲間たちのがんばりで救われたように！」

「先輩、うれしいです……最期に……一言、言ってください。それで、十兵衛は救われます」

「十兵衛ちゃん。今までずっと、ありがとう。なんども、俺を救ってくれたんだね。俺は、きみを……」

　言葉を言い終える前に、二人の全身が、海中に沈しずんでいた。

　良晴が死を覚かく悟ごして、光秀の細い肩かたを抱きしめて沈んでいくさなか──。

　水中から、海面を見上げていた良晴の視界に、ぷかぷかと海面を進む大きな虎とらの頭が、いきなり入ってきた。

（な、なんだこれ？　死後の世界への入り口？）

　あ。犬千代のかぶり物か、あいつも土左衛門になったのか、と良晴は気づいた。

「……これにつかまる」

　虎のかぶり物を小舟代わりに浮かべて、かぶり物の上に座っていた犬千代が、朱しゆ槍やりを水中へ突つき入れてきた。

「……かぶり物は、便利。こういう時には、船代わりになる」




　木津川口の再戦は、織田方の大勝利に終わった──。

　瀬せ戸と内ない海かいの東部、大坂湾から播磨灘へかけての制海権は、毛利家から織田家へと移った。

　そして、犬千代が乗った虎のかぶり物にしがみついて海上を漂っていた相良良晴と明智光秀は、織田方の旗を掲かかげた一艘そうの小早船に発見された。

　信奈の義妹・蒲生氏郷が、良晴を収容するためにその船を操っていた。

「見つけた。ほんとうに悪運が強いのね、相良良晴。これでやっとお姉さまへ、お詫わびできるわ」










　官兵衛が守っていた住吉の港に、信奈率いる鉄甲船団が凱がい旋せんした。

　海戦のさなかに記憶を取とり戻もどした相良良晴は、この時より、織田家に帰参した。

　雑賀衆と村上水軍という援えん軍ぐんを鉄甲船に撃げき退たいされて孤こ立りつした本猫寺は、織田家に全面降こう伏ふくした。武装解除、大坂立ち退きという信奈側の条件をことごとく飲んだ。

　もともと、あの天岩戸開きによって、本猫寺門徒たちは戦意をほぼ喪そう失しつしていたのだ。

　本猫寺きょうにょから届いた書状には、意外な真相が語られていた。

『姉上の猫耳と尻しつ尾ぽが落ちる直前に、ほんとうは、きょうにょの猫耳も落ちていたぬこ。これは姉上から当主の座を奪うばって織田家と戦う好機ととっさに気づいて、その事実をずっと隠かくしていたぬこ。つまりは詐さ術じゆつだったぬこ』

　つまり、すでにきょうにょも門徒たちも、織田信奈と戦う理由を失っていたのだ。

　半兵衛と前ぜん鬼きがこの国の大地に流れる龍りゆう脈みやくを絶った際に、猫の妖よう怪かいの血から与あたえられていた本猫寺一族の霊れい力りよくも失われていたのだろう。

　本猫寺は新興の教団とはいえ、生き神さまとして担がれていた本猫寺一族の霊力の源は、人と妖怪とが交ざりあって生きていた古い世の名残なごりだったのだ。

『信奈さまは、陰おん陽みよう道どうよりもさらに古い三種の神器を用いて奇き跡せきを起こしながら、神器の力で天下を奪う道を自ら拒きよ否ひしたぬこ。あくまでも人間として生きる道を、指し示したぬこ。門徒たちはみな、死んでも猫極楽には行けない、極楽があるとすればそれはこの地じ獄ごくさながらの現うつ世しよの中にこそあると──そう、知らされたぬこ』

　門徒たちに新時代の合戦のおそろしさを身をもって示してくれた雑賀孫市にも礼を言わなければならないぬこ、という言葉で書状は締しめくくられていた。




　住吉城の天守大広間で、織田家の論功行賞が急ぎ行われた。

　城下では、織田家の足軽や堺さかいから駆かけつけた町衆、地元の漁師たちが、織田家大勝利！　相良良晴帰参！　の朗報に沸わきかえっている。

　信奈の手元には、南なん蛮ばん渡と来らいの地ち球きゆう儀ぎがおさまっていた。

　大広間には織田家の重臣たちが、ほぼ勢せい揃ぞろいしている。

「今回の戦でいちばんの手て柄がらを立てたのは、間ま違ちがいなくこの十兵衛です。抜ぬけ作さくの先輩が毛利家に出しゆつ奔ぽんしている間に一気に出世争いの頂点に立ったですよ、キヒヒ」

「……また、良晴を救ってしまった。かぶり物こそ至高」

「お姉さまとサルがまたよりを戻すだなんて耐たえがたいけど、贖しよく罪ざいを果たせて、これで私もやっとぐっすり眠ねむれるわ」

　独断専行ではあったが良晴救出に功績をあげた、明智光秀、前田犬千代、蒲生氏郷。

「うーむ。いまいち姫ひめが九鬼水軍を率いて勝ったという実感がないのう、くっきー」

「いえっ。鉄甲船に大おお筒づつ、単縦陣じん、最後にいきなり軍師どのから指示された輪形陣。あたしたち九鬼水軍の海賊たちはこれまでこの世に存在しなかった兵器と戦術をことごとく実戦の場で使いこなしました。われらの評判は、村上水軍を超こえましたよ！」

「なるほど、姫とくっきーの九鬼水軍は日ノ本一の海賊衆となったわけじゃな。そうかそうか。姫もがんばってお肌を荒あらした甲か斐いがあったの」

「これであたしも安心して、婿むこ捜さがしをはじめられます。贅ぜい沢たくは言いません。とりあえず十代で童どう貞ていで美形で脚が長くて色が白くて髪かみが黒々と綺き麗れいで弁舌さわやかで藤ふじ原わら家の血筋の高貴な生まれでそして腹筋が六つに割れている殿との方がたでしたら、誰だれでもかまいませんよ！」

「……くっきーの婿むこ取とりは、難なん渋じゆうしそうじゃな。姫は、こうならぬように早めに婿取りせねばの」

「どういうことですか姫さまっ!?」

　鉄てつ甲こう船団を指揮して海戦を大勝利に導いた、滝たき川がわ一益と九鬼嘉よし隆たか。

「世界史に類を見ない海戦に参加できたワタシは幸せ者だ。ところで恩賞は八つ橋三十年分で手を打とう。もぐもぐ」

　鉄甲船への大筒搭とう載さいという奇き策さくを思いつき、蒲生氏郷と組んで大筒の開発と実戦での運営に多大な功績があった、騎き士しジョバンナ。

「……ぐすっ……ぐすっ、ぐすっ、ぐすっ……またしても竹中半兵衛に名をなさしめた……この半年のシメオンの努力はいったいなんだったんだあ……うわあああん！　いぢめてやる、いぢめてやる！」

「くすんくすん。わ、わたしは少し手を貸しただけで、この勝利は官兵衛さんのお手柄です」

「気休めはよせっ！　シメオンは九州を訪れていた南なん蛮ばん学者ギルバート師し匠しようのもとで、最さい新しん鋭えいの電磁力学を学んできたんだぞっ？　それなのに、ああそれなのに、鉄が磁石に弱いことに思い至らなかっただなんてえ！」

「わたしだってそんな話はもともと知りませんでした。官兵衛さんからさんざん電磁力学のお話を聞かされていたので、良晴さんが鉄甲船対策を練るとすれば……とたまたま気づいたんですよ。くすんくすん」

　鉄甲船と大筒を開発し、単縦陣を考案した黒田官兵衛は激しく落ち込みつつ、最後の最後に輪形陣という秘策を繰くり出だしてまたしても「さすがは今いま孔こう明めいはん」と人々の賞賛を一身に浴びた竹中半兵衛の頭をぐりぐりしていた。

「ぐすっぐすっ。今回も、相良良晴に頭を撫なでられて褒ほめられたのは半兵衛一人だった！　全体的に見ればどう考えてもシメオンの功績のほうが大きいのに、相良良晴はきみをひいきしているっ」

「くすん。そ、そんなことはありませんよ。官兵衛さんがいい子いい子してもらえなかったのは、官兵衛さんが『触さわるな』と良晴さんのあごに蹴けりを入れたからじゃないですか～」

「シメオンはもう子供ではない、いい子いい子など恥ち辱じよくだ！　だが、二人の戦いはまだはじまったばかり。いつか必ず天下一軍師の座を手に入れてみせるからな。今に見ろ竹中半兵衛！」

「はい。がんばってください。くすっ」

「うわあああ、なんだか慈じ愛あいに満ちた目で見られているううう？」

　半兵衛官兵衛の「二人軍師」は、相変わらず仲がよかった。

「大坂本猫寺に続き、播磨の三木城も開城を申し出てきました。毛利軍は播磨から撤てつ退たいを開始しています。これで織田家は守勢から攻こう勢せいへ転じられます。ついに西国への進しん撃げきが可能となりました。満点です」

「長なが秀ひで。播磨戦線にいた吉川元春が小早川隆景の影かげ武む者しやをつとめるために海へ出たのはわかるけど、宇う喜き多た直なお家いえはどうして戦線から抜けたんだ？　播磨を放り投げたも同然じゃないか」

「勝かつ家いえどの。宇喜多直家はどうやら天性のカンで、このたびの海戦では村上水軍が敗れると予想し、独断で宇喜多水軍を率いて敗走する村上水軍の救きゆう援えんに向かったようです。陸に残って播磨戦線を維い持じしても、海戦で小早川・吉川の毛利両川が討たれてしまえば毛利方についている自分は破は滅めつするしかない、とあわてたようですね」

「ふうん。策士だなあ。裏切り者でお調子者で口の軽いサルが小早川たちの前でこっちの戦術をぜんぶ予言していたはずなのに、どうして織田が勝つと宇喜多は踏ふんだんだろう？」

「さて、そこまでは。あるいは、あくまでも織田家と毛利家を両りよう天てん秤びんにかけながら、どちらにも恩を売っておきたかったのかもしれません」

「そうか。小早川・吉川は海上を敗走しているところをからくも宇喜多に救われ、織田は三木城を手に入れて播磨を平定できた。なるほどなあ～。うまく立ち回って両家に恩を売りつけた宇喜多ってやつは、サルの次くらいに信用できない男だなっ」

　播磨戦線から住吉へ急いでやってきた丹に羽わ長秀と柴しば田た勝家も、久方ぶりに安あん堵どの表情を浮うかべていた。

「姫。三木城はそもそも、城を包囲した相良どのが見せた『兵士を干し殺すな、飢うえた城兵が城から出てきたら、食わせてやれ』という慈じ悲ひ深ぶかさに打たれて、かねてより開城しようとしていたそうです。開城が半年遅おくれたのは、その相良どのが毛利家に移っていたためで、相良どのが織田家に帰参した今、ようやく開城する機会が来たとのこと。まだ開城のための最後の交こう渉しようを毛利方と詰つめている途と中ちゆうですが、このような奇き妙みような城しろ攻ぜめは古来、例がありません。城を攻せめずに城兵の心を落とした相良どののおふるまい、満点です」

「デアルカ。西国攻こう略りやくの要となる播磨を平定した今、毛利方が支配する中国──北の山さん陰いん・南の山陽を併へい吞どんするべき時が来たようね。でも……」

　ちらり、と信奈は下座にあぐらをかいて座っている良晴のほうへ目をやった。

「……お、おう」

　良晴は、可能ならば小早川隆景と戦いたくないのだった。

　織田家での記き憶おくを取り戻しても、毛利家に仕えていた時の記憶を失ったわけではない。

　信奈は、そんな良晴の心中をよく理解していた。

　そんな良晴だから、わたしは心を奪われたのだ、とも。

「そのことはまた、あとで考えましょう。今はお祝いしなくちゃ」

　ともあれ今、信奈と良晴は、ほぼ半年ぶりの再会を果たしている。

「……（どうぞ）」

　利り休きゆうが茶を点たてて、良晴のもとへと茶器を渡わたした。

　信奈と良晴は、ほほえみあっていた。

「お帰り、良晴」

「ああ。ただいま。再会した瞬しゆん間かんに大泣きされるかと思ったけど、お前は強くなったよな」

「まあね──でも、涙なみだが涸かれたわけじゃないわよ。な、涙は、二人きりになった時まで我が慢まんしてるのよ」

「信奈。記憶を失ってみて、わかったよ。平へい凡ぼんな高校生にすぎない俺がこの世界に来た時、一いつ瞬しゆんでこの戦国時代の人間になれたのは──勇気を持てたのは──お前に、出会ったからだ。お前を一目見た瞬間に、俺は、変わったんだ」

　信奈が、無言でなんどもうなずいた。

「な、なんだよ。俺がここまで恥はずかしい台詞せりふを口にしてやっても、まだ泣かないのかよ？　『お帰りの接せつ吻ぷん』とかないのか？」

「もう、うるうるよ。っていうか、家臣団がこうして勢揃いしているんだから、もう少し我慢しなさいよ！　なにがお帰りの接吻よ～！」

「はは。やっぱり、そうやって怒おこってるほうが信奈らしいな。お前は、笑ったり、泣いたり、騒さわいだり、そういう表情がよく似合うよ」

「う、うるさいわねえ……バカ」

　もっと激しく燃え上がるかと思っていたけどどっちもよく耐えるなあと勝家が首をかしげ、長秀が「今は『溜ため』の時間です。この論功行賞が終わりお二人きりになられましたら手がつけられぬほどに大だい炎えん上じようしますから心配ご無用です」と苦笑した。

　半兵衛は「どちらかと言えば、お二人はもう長年連つれ添そった夫婦のような関係ですから。この、お互たがいのすべてを理解しあったもの同士だけができる阿あ吽うんの呼吸に満ちた会話こそ、揺ゆるぎない信しん頼らい関係の証しなのです、くすんくすん」と軍師らしく分ぶん析せきしている。

「良晴？　あんたのことだから、どうせそのうち帰ってくると思ってたわよ。結局、わたしを忘れられなかったんでしょう」

「はは。容よう赦しやなく大筒を撃うち込んでくれて礼を言うぜ。ずいぶんと俺を信頼してくれてたんだな信奈」

「はあ？　『球よけのヨシ』ともあろう者が大筒の弾たまで討ち死にしたら、しょせんそれまでの男だったと割り切ってただけよ」

「憎にくまれ口ぐちを叩たたいても、顔が笑ってるぜ。お前の俺への想い、ありがたく受け取った」

「な、なによ。しばらく見ないうちに、なんだか余よ裕ゆうぶっこくようになっちゃって。まさかあんた、小早川隆景と──そ、そ、その、こ、こ、子作りとかして、お、お、お、大人になっちゃったなんて言うんじゃ……だ、だったら、謀む反ほんの罪で打ち首よ！」

「そそそそんなことしてないって！　き、記憶がなくなっていたわけだし、こ、小早川さんとは、せ、接吻する寸前まではいったけど、俺の心の中に巣くっていたなにかが邪じや魔まをして結局なにもできなかったよ。なんかさ、角を生やした鬼おにみたいな女の影かげがいつも俺を内側から見張っていて……」

「ふう～ん。わ、わたしがあんたにかけていた呪のろいの効力ね。このまま永遠に相良良晴が女の子といちゃいちゃできませんように、一生生殺しの刑けいを受けて苦しみますように、って毎晩祈いのってたのよ！　ざまあみなさい！」

「いいかげん、その刑は終わりにしてほしいんだけどなあ～。お前だって、俺の赤ちゃん産みたいって言ってたじゃないか」

「ちょ。いいいい言ってないっ！　なななななんてこと言いだすのよ、家臣団の前でっ!?　あんたやっぱりちょっと余裕かましてるわよ、かわいくないっ！」

「そっかな？　記憶を失って毛利家にいた時の俺は、純真な男子高校生に戻もどっていた気がするんだけど」

「すっかりサルに戻ってるわよ、いや余裕ぶってるだけ以前よりもタチが悪いわ！　よくもこんな席で主君に対して外道発言できるわね！　この変態っ！」

「ごめんごめん。一言多い癖くせは直ってねえなあ、俺。こら、茶器を投げるなもったいない」

　お二人とも幸せそうでほんとうによかったです、あっでもわたしもちょっとだけあの輪の中に入れていただけたら……いえなんでもないですくすんくすんと半兵衛が涙ぐんだ。

「まあ直接救出したのは十兵衛たちだけど、わたしが織田家の銭をすべて使い果たして鉄甲船や大おお筒づつまでそろえてあんたを助けてあげたわけよ？　これほど家臣想いの主は世界広しといえどもほかにいないわよ、感謝しなさい」

「違ちがうな。俺がお前に救われるんじゃない。俺がお前を救いに来たんだ！」

「や、やめてよね。そ、そういうことは、ふ、二人きりの時に言ってよ、バカ！」

「もうどこへも行かないよ、信奈。ごめんな。約束する」

「……うん」

　相良どのは半年間毛利家で過ごしていたことで、またしても一回り大きくなられました、と長秀がうなずいた。

　蒲生氏郷も、

「お姉さまにとって、相良良晴は欠かすことのできない人なのね。神も仏もそして人も信じない孤こ高こうの道を生きるお姉さまよりも、今のお姉さまのほうがずっとずっと、幸せそう」

　ついに二人の恋こいを認めた。

　そして、この主従の人目をはばからないいちゃいちゃぶりを長々と見せつけられている光秀は、なぜか無言で短筒の手入れをはじめている。

「そうだ、信奈。信のぶ澄すみは？　あいつが『はーっはっはっ』と高笑いしながらういろうを食ってる姿を見ないと、なんとなく織田家に戻ってきた感じがしないんだ」

「勘かん十じゆう郎ろうなら、今しがた住吉に着いたばかりよ。そろそろ来るんじゃないかしら」

「ああいうかわいい系の男の子って村上水軍には皆かい無むだったからなあ。右も左も筋肉野や郎ろうばかりで暑苦しかったぜ」

「ちょっと。あんたまさか、船の上で肉にく欲よくをもてあましている海かい賊ぞくどもの慰なぐさみ者ものにされて、今流は行やりの衆道に目覚めたんじゃないでしょうね？」

「ち、違うよバカ！　俺は天下一の女好きだぜ、衆道なんぞに目覚めるか！　そもそも村上水軍にはそういう趣しゆ味みの男はいなかったぜ？　吉川さんがそういうの好きだったけどさ」

「どうかしら。最初にこの世界に来た時に、いきなり女装した勘十郎と出会っていたら、目覚めていたかもよ？」

「その時は、血相を変えて信澄に『お前にお姉さんはいるか？』と問いただしていた！　間ま違ちがいない！　実際、あいつの姉は天下一の美少女だったしな！」

「……そ、そんな、ほんとうのことを言ったってなにも出ないわよ……？」

「そう言いながらも照れ照れじゃねーか。ごちそうさま」

「う、うっさいわねえ……バカ」

　お二人ともそろそろうっとうしいです三点です、と長秀が咳せき払ばらいをした。

「やあやあ。姉上、サルくん、みんなお久しぶり！　しばらく休きゆう暇かをいただいていたけれど、織田信奈の実弟にして天下のういろう大臣・津つ田だ信澄、ただいま参上！」

　微び妙みように背が伸のびたような気がする津田信澄、通称勘十郎が、ご陽気に笑いながら大広間へ駆かけ込んできた。

　両親を同じくする実の弟だけあって、顔立ちは信奈によく似ているが、性格は信奈とは正反対の極楽とんぼだ。

　信奈の趣味なのか、重臣に姫ひめ武将が多い織田家にあっては、男武将は希少。

　良晴にとっては、心を許せる親友だった。

「いやあ。伊い勢せ長なが島しまで一いつ揆きが起きた時にはもうダメだと思ったけれど、サルくんと姉上が天岩戸を開いて接吻を見せつけたらにゃんこう宗の女の子たちが武器を捨てちゃってねえ。あんな奇妙な合戦ってあるんだねえ。あの時はほんとうに助かったよ、はははは」

「お？　信澄も見ないうちにけっこう男らしくなったじゃねーか」

「そういうサルくんも日焼けしてがっちりしたねえ。まるで海賊だ」

「俺は海賊の一員になってしごかれてたからな。お前のほうは、なにかあったのか？」

「うん。あったよー！　成し遂とげたよ！　お市いち、入ってきたまえ」

「はい」

　信澄が手招きして、妻のお市を呼んだ。

　お市──かつて、男装の戦国武将・浅あさ井い長なが政まさとして合戦に明け暮れていた、うら若き女性。

　今は戦国武将・浅井長政としての人生を捨て、信奈の妹・お市として愛する信澄とともに暮らしている。

　信澄とは公式には兄きよう妹だいあるいは姉し弟ていということになってしまったのだが、これは、信奈が敵対していた浅井家を滅ほろぼす際に長政＝お市を生かすために取った苦肉の策ゆえ避さけられなかった事態なのだ。

　その経けい緯いは、まず浅井長政が信奈に政略求きゆう婚こんし、信奈がこれを拒きよ否ひして信澄を女装させて浅井長政の妻として近おう江みへ送り込み、近江で長政と信澄が互いに男女入いれ替かわっていることに気づいて愛情が芽生え……とかなり複雑だが、「長政は浅井家が滅めつ亡ぼうする際に討ち死にしたが、落城寸前に愛する妻のお市を信奈に返した」という筋書きを信奈が描えがいて長政を「お市」として生きながらえさせた、というのが簡単に言えばことの真相である。

　浅井家には、同盟していた織田家を突とつ然ぜん裏切って背後から攻めたといういきさつがあったために、浅井長政を浅井長政として助命することはできなかったのだ──浅井長政が姫武将ではなく「男」だったから、でもある。

　だがその後、良晴が毛利家に出しゆつ奔ぽんしている間に、「実はお市は信奈・信澄とは直接血がつながっていない義理の妹だった。実の妹をもたない信奈が妹を浅井家に送り同盟を結ぶために、尾お張わりの町で見つけた美少女を義理の妹にしたてた」という話を竹中半兵衛と黒田官兵衛が用意してせっせと世間に流布し、ようやく信澄との婚こん姻いん関係を世間に公にすることができたのだ。

「というわけでお市とぼくは、今では義理のきょうだいから夫婦に格上げさ！」

「へえ。どうしてまた、そんなに急いで？」

「それはね。お市、子供たちをサルくんに紹しよう介かいしてあげたまえ」

「はい、勘十郎」

「こ、子供たちっ？」

　そう。

　お市は、良晴がいない間に、信澄の子供を産んでいたのだった！

「ファッ!?」

　良晴は、間ま抜ぬけな叫さけび声ごえをあげていた。

「赤ちゃんができたとは聞いていたけれど……信澄の野郎！」

　しかも。

「茶ちや々ちや。初はつ。江ごう。三人とも、女の子なんです」

「どんなもんだい、三つ子だよ！　浅井家と織田家、戦国二大美形家系の血が合体したこの子たちは間違いなく将来、超ちよう絶ぜつ美少女になるよ！　はーはっはっは！」

「ヒエ～ッ!?」

　赤ちゃんは、三つ子だった！

　茶々をお市が、初を信澄が、そして江を良晴の幼い妹・ねねが抱だいていた。

「兄さま、お帰りなさいませ！　ごらんなされ！　うかうかしているうちに信澄どのが先んじておられますぞ！」

「おう、ねね！　会いたかったぜ！　うひゃあ妹ってやっぱりかわいいなあ……」

　良晴はねねの頭を撫なでながら、思わず鼻の下を伸ばした。

　毛利家時代に、露ろ璃り魂こんのチャクラが半分開いてしまったらしい。

「早く兄さまも、相良家のお世よ継つぎをお作りなさいませ！　ねねでよければ、いつでも兄さまの赤ちゃんを産みますぞ！」

「いや、子供には子供産めないからね？　なんか今ねねの流し目にちょっとドキッとした俺はいったいどうしてしまったんだろう……」

「良晴さんと姉上も、早く祝言をあげられる日が来ればいいですね。困難ではありますが、近衛家の養子となって関白に就任するなど、なにか道はあるはずです」

　産まれたばかりの茶々をあやしながら、お市が柔やわらかい笑みを浮うかべた。

　あのりりしい貴公子然とした浅井長政だったとは思えないなあ……と良晴は戸と惑まどった。

　すっかり母親の表情だった。

　見ているだけで、心が癒いやされる。

「どうだいサルくん、ぼくの自じ慢まんの嫁よめと子供たちは。ははは」

「ああ。最高だな。未来語で言えばお前はリア充じゆうの頂点を極めたぜ信澄！　あの奸かん悪あく無限の宇喜多直家が、娘むすめの秀ひで家いえに骨ほね抜ぬきにされた理由もわかる気がする。すげえかわいい」

「だろう？」

「でしょう？」

　良晴は、なんとも言えない気分になった。

　信奈も赤ちゃん産んだらこんな顔するのかな、でもその時は来るんだろうかと思うと、もどかしかった。

「特に、長女の茶々ちゃんは信奈そっくりだな。信奈が赤ちゃんの頃ころってこんな感じだったのかなあ」

「おんぎゃー！」

　なぜか、良晴と目が合った茶々が「くわっ」と大きな目をつりあげて、良晴の鼻をつかんでひねりはじめた。

「いてててて？　なぜか俺、この子に嫌きらわれているっ？　なんでだっ？」

「おんぎゃあああああ」

「待て。待って。茶々ちゃん、どうしちゃったの？　俺はまだ赤ちゃんに発情するようなド外道には進化してないぜ？　今後もそんな予定はないがっ」

「こら茶々。良晴さんをいじめちゃダメですよ？」

「茶々は姉上に似た気性でねえ、ははは。サルくんを見るといじめたくなるんだろうね」

「赤ちゃんにまでいじめられるとは、さすがは兄さまですな！　これはこれで兄さまに懐なついているのですぞ！」

「そっかなあ、ねね？」

「兄さまは子供に懐かれる徳の持ち主ですからな！」

「まあ言われてみれば俺の家臣団って子供多いよな……」

　上座にちょこんと正座している信奈は「まあそのくらいにしておきなさい。これから論功行賞をはじめるから」と無関心をよそおっているが、肩かたがうずうず動いている。

　赤ちゃんを抱だっこしたくてたまらねーんだろうなあ、と良晴は気づいた。

「こら待て相良良晴。シメオンは子供ではないぞ！　れっきとしたお年とし頃ごろの姫だ！　失敬な！」

「くすんくすん。良晴さん、あの……わたしも、もう子供ではありませんけれど……見た目が幼くてすみません、すみません」

　微妙なお年頃の官兵衛と半兵衛が、良晴に猛もう抗こう議ぎ。

「ごめんごめん。でも五ご右衛え門もんだってお子さまにしか見えないしさ。忍にん者じやってみんな年ねん齢れい不ふ詳しようだけど。あれ、待てよ？」

　そうだ。

　まるで幼よう稚ち園えんのような相良軍団にも、どこからどう見てもお年頃の姫武将がいたじゃないか。

「そうだ、山やま中なか鹿しか之の助すけだ！　鹿之助を、すっかり忘れていたあああああ！」

「ちょ。良晴。そういえばあのいじめられたがりのヘンな女は今どこにいるの？　毛利につかまったところまでは知っているけれど」

「毛利方の船ふな牢ろうに閉じ込められっぱなしなんだった！　うわああ、ごめん鹿之助！　記き憶おくが突然よみがえった時にいろいろ混乱して、あっという間に海中に叩たたきこまれて……完全にきれいさっぱり忘れていた！」

「ちょっと～！　あんたの家臣でしょっ？　置き去りだなんて、ひどいじゃないのよ！」

「くすん。三木城を無血開城させるための条件にしましょう。三木城の兵を全員助命するかわりに、毛利方は山中鹿之助さんを無傷で織田家に返へん還かんする。毛利家は律りち儀ぎですから、城兵のためなら宿敵の鹿之助さんでも返還してくれるでしょう」

　半兵衛がとっさに知ち恵えを出して、「自分の腹心を敵中に置き去り」という前代未聞のポカをやらかした良晴は救われた。

「まあ、鹿之助のことだから『殿とのは私を置き去りにしてご自分だけ織田家へ……なんという悪逆非道な仕打ち。これはたまりません、はあはあ』って喜んでると思うけどね」

「いやいや官兵衛。それは鹿之助があまりにも七難八苦な青春を過ごしてきたため、しかたなくそうなっちゃったんだ。元は普ふ通つうのよい子なんだ。あの子を助けてあげないと」

「船牢に幽ゆう閉へいって……淫いん靡びな響ひびきねえ。良晴あんたもしかして、首輪をつけられた鹿之助に『さあ私をお仕置きしてくださいご主人様』って迫せまられて、ついその場の勢いに任せて……あいつっておっぱいでかいし、いやらしい身体からだの持ち主だし！　船牢ならば誰だれも邪じや魔ましに来ないものね！」

「信奈、刀を抜ぬくな！　考えすぎだ！　純真な高校生に逆ぎやく戻もどりしていた俺に、そんなことできるわけないだろ！　まあ今の俺なら、勢いに流されるかもしれねーけど」

「決めた。あんた、今ここで手打ちね！」

　良晴は相変わらず一言多い、と犬千代が呆あきれ顔がおでつぶやいた。




　一ひと騒そう動どう起きたあと、ようやく論功行賞が行われた。

　播磨から毛利が撤てつ退たいしたことで、ついに播磨一国が織田家の領国となったわけだが、この播磨を誰に与あたえるかで家臣団の意見が割れた。

「姫ひめは陸地になど興味はない。茶器さえいただければいいのじゃ。播磨はよっしーに与えればよかろう、中国方面軍司令官じゃからの。自前の軍団を大きくするには、それなりの石こく高だかが必要じゃろ」

　海に生きる一益は、良晴に播磨を与えよとすすめた。

「それはそうですが、今回の合戦で相良どのは功績をあげておりません。といいますか、記憶を失っていたとはいえ相良どのが鉄てつ甲こう船対策を毛利方に教えたためにあやうく織田家は敗れるところでした。筋道から言いますれば、播磨は鉄甲船団を見事に率いた滝川一益どのと九鬼嘉隆どのにお与えなさりませ」

　長秀は、織田家における常識論者という立ち位置をわきまえて、あえて筋道論で一益主従を推した。

「光秀でいいんじゃないかなあ。いつもの調子で勝手に播磨戦線を放りだしたとは言え、サルを救出したという功績は姫さま的にはいちばん大きいだろ？　光秀はあちこち援えん軍ぐんに駆かり出されっぱなしで丹たん波ば平定の本業にもつけないでいるし、そろそろ国持ち大名にしてあげても。あ、いや、あたしは別にサルに播磨をやるなって言ってるんじゃないぞっ？」

　勝家は、信奈の心情に寄より添そって、光秀を推した。

「諸君。播磨の本城・姫ひめ路じ城はそもそもこの黒官ことシメオンのものだ。いつの間にか相良良晴に勝手に使われているが、そろそろ播磨一国という利子をつけてシメオンに返してもらおう！　だいいち、鉄甲船だって大おお筒づつだってシメオンが設計したんじゃないか！」

「くすんくすん。官兵衛さんは良晴さんの家臣つまり織田家にとっては陪ばい臣しんですから、いまだ北近おう江み半国の領主にとどまっている主君の良晴さんを差し置いて一国一城の主になるのはいかがなものかと。そもそも軍師というものはですね、土地や名声に執しゆう着ちやくしては目がくもってしまう仕事ですから……」

「竹中半兵衛、仙せん人にんもどきのきみと一いつ緒しよにするなっ！　シメオンは城がほしーい！　国もほしいっ！　褒ほめられたいっ！　『黒官一流』の旗を全世界に掲かかげたいっ！」

「ですから、そのような邪じや心しんがあると、軍師としては……」

「邪心じゃないっ！　ささやかな夢だっ！　天下一軍師と褒められまくっているきみには二流の人呼ばわりされている者の悲しみがわからないんだっ！」

「す、すみません。でも軍師のありかたについてだけは譲ゆずれません。くすんくすん」

「むふー！　きみとはここで決着をつけねばならないようだなっ！」

　官兵衛と半兵衛は、またしても意見が一いつ致ちせずに言い合っている。

「播磨は中国地方の入り口で、中国攻ぜめにおける最重要拠きよ点てん。お姉さまの直ちよつ轄かつ領にするのがいいと思うわ。家臣団それぞれの軍団を強化するのもいいけれど、直属の旗本衆をもっと強化しないと、思わぬところから足をすくわれるかもしれないわ」

　あくまでも信奈命な蒲生氏郷らしい意見だった。

「……おなかすいた」

　そして、前田犬千代は切実な表情でそう語った。

「なかなかみんなの意見が合わないものだねえ。じゃあここはひとつぼくが播磨をいただくよ、子供が増えるとなにかと物入りでねえ。ははは」

「勘十郎の意見は無視するとして、良晴と十兵衛はどうなの？　なにがほしい？」

　信奈にたずねられた良晴は、「俺は毛利方の軍師になっていたから、今回はいいよ、遠えん慮りよするよ」と首をふった。

「さすがに出で戻もどりしただけで国をもらっちゃ差し障りがあるよ。織田信奈がえこひいきしている、ってまた世間の評判が悪くなるぜ。それに」

「それに？」

「俺は小早川さんと約束したんだ。彼女を必ず守ると。たとえ記憶を失っていた時に交わした約束とはいえ、男がいちど口にした約束を反ほ故ごにすることはできない。毛利家は、滅ほろぼさないでくれ」

「そうね。良晴はどこにいても良晴だもの、気持ちはわかるわよ。でも毛利家を本猫寺のようにすんなりとくだすことは不可能よ。武士は、もののふは、戦うことが仕事であり、未来語風に言えば戦こそが存在意義なの。仮にも中国を支配する大大名・毛利家たる者が、戦わずしてくだることはできないわ」

「理り屈くつはわかるが、信奈。毛利が繰くり出だしてきた村上水軍は大だい打だ撃げきを受けて敗走したじゃないか。すでに毛利は織田に大敗している」

「まだ陸地を切り取られていないもの。村上水軍は海かい賊ぞくであって、あくまでも毛利の同盟相手。毛利家の領土を切り取らなければ、向こうだって織田家には帰順できないのよ」

　半兵衛が、口を開いた。

「くすんくすん。そういうことです、良晴さん。ですが、良晴さんが毛利家と織田家の懸かけ橋はしとなってくれましたから、大勢が決するところまで織田が毛利に勝ちをおさめれば、毛利も帰順交こう渉しようの席についてくれるでしょう」

「だといいが、半兵衛ちゃん。ともあれ、いくらかは毛利の領国を戦で奪うばいとらなければならないってことか」

「それも恨うらみを残さぬよう、なるべく人を死なせずに。良晴さんなら、できます。わたしも官兵衛さんも、全力で補ほ佐さします」

「わかった。とにかく、毛利家を滅ぼさない、と信奈が約束してくれれば、それが俺にとって最高の恩賞だ」

「デアルカ。じゃ、今回一番の恩賞を与えるべきは十兵衛ね。十兵衛、あんたは良晴を奪だつ回かいするという功績を立てたんだもの。今日だけは大おお盤ばん振ぶる舞まい。なんでも好きな恩賞を思うままに取らせるわよ！」

　これで万事丸くおさまります満点ですね、と長秀たち一同が安あん堵どのため息をつこうとしたその時だった。

　事件は起きた。

　発ほつ端たんはもちろん、空気を読まない明智光秀である。

「はいはいはい！　それでは信奈さま、遠慮なく恩賞をいただきますです！」

「わかったわ。播磨一国ね？」

「播磨なんかいらないです！　恩賞は、相良良晴先せん輩ぱいでお願いしますですっ！」

　どーん。

　どーん。

　どーん。

　大広間が、戦せん慄りつに凍こおり付いた。

「もう一度だけ言うわよ、十兵衛。恩賞は……は・り・ま・いっ・こ・く・ね？」

「十兵衛は国もお金もなにもいりません！　愛です、愛さえあればほかにはなにもほしくないです！　相良先輩を婿むこにいただきます！　先輩さえいただければ、死ぬまで信奈さまのためにタダ働きいたしますです！」

　良晴は、とっさに大広間からの逃にげ道みちを探した。

　こんな時に限って五右衛門がいてくれないんだよなあ、と半泣きになりながら。

「えっと……十兵衛？　良晴はあんたに惚ほれてないのよ？　それはあんたの思い込みなの。良晴の思い人は、このわたしなの。で、わたしも良晴が好きなの。天岩戸を開いた時に、さすがのあんたももうわかったでしょ？　無理してあんたが良晴と祝言をあげる必要はないのよ」

「そのことはよくわかりました、信奈さま」

「そう、よかった。あんたをこの場で無礼打ちにしなくて済みそうね」

「ですが、もっとたいせつなことがわかってしまったですう。それは、この十兵衛が相良先輩に心を奪われてしまっていたということです！」

　どーん。

　再び、大広間が戦慄に凍り付いた。

　これ以上明智どのにしゃべらせていたら大広間が血の海です零れい点てん、と長秀が焦あせる。

「好きな恩賞を思うままに、と信奈さまはおっしゃいました！　ですから、相良先輩をいただきますですよ！」

「ちょ。十兵衛？　どうなってんのよ良晴、以前より状じよう況きようが悪化してるじゃないの！」

「す、すまん。よくわからねーけど、気がついたらこうなっちまってた……」

「こうなっちまってたじゃねーですよ先輩！　乙おと女めの心を盗ぬすんだ責任を取りやがれです！　どうせ信奈さまと先輩は祝言をあげられない関係です、この十兵衛のもとへおいでませ！　十兵衛が本妻、信奈さまは女たらし道を追求する先輩にたぶらかされた愛人の一人ということでよろしいですね！　十兵衛は誰かと違ちがって寛かん大だいな女ですから、浮うわ気きくらいなら黙もく認にんしてやるですよ！」

「……良晴、あんた……小早川隆景の件は記き憶おくがなくなっていたから見み逃のがすにしても……これは……これは、ダメでしょ？」

　あーあーサル。お前、やってしまったなあ～、と勝家が天を仰あおいだ。

「信奈さま。先輩の本妻はこの十兵衛です。よろしいですね」

「……よろしいわけがないでしょう？　あんた、わたしにケンカ売ってるの？」

「違います。ご自分の世界から流されてきてさびしい思いをしている先輩には十兵衛の優しく包み込む愛情が必要なのですう！　その点、信奈さまは先輩に愛されることしか考えてないではないですか、ですよ」

「……デアルカ。どうやらここまでのようね、十兵衛……今まで長いつきあいだったけど……退ひかぬなら殺してしまえホトトギス……よ」

「抜くですか？　その腰こしのものを抜ばつ刀とうすると同時に、十兵衛の短筒が火を噴ふくですよ？　刀よりも弾たまのほうが速いですよ？」

「あんたが撃うった弾がわたしに当たるかどうか、やってみないとわからないでしょう？」

「ちょ。お前ら。信奈。十兵衛ちゃん。ちょっと待て！　なんでそうなるんだ！　落ち着いて、落ち着いて！」

「あんたのせいでしょっ！　よくも十兵衛をここまで骨ほね抜ぬきにしたわね、わたしの目を盗んでいったい何やってたのよっ？」

「そうです先輩が悪いのです！　女の子なら誰だれ彼かれかまわず助けるだの守ってやるだのとあちこちで安やす請うけ合あいしまくるから、こうなったんですう！」

「ちょっと十兵衛。誰彼かまわずじゃないわよ！　良晴はわたし『だけ』を愛してくれているんだから！」

「いいえ。どこまでも献けん身しん的なこの十兵衛にも心を動かされているです。そもそも先輩が記憶を取とり戻もどしたのも、十兵衛が接せつ吻ぷんしたからなんですう。あとは祝言をあげて子供をもうければ、もう先輩の心は十兵衛のものです」

「むきいいい！　誰だれと勝手に接吻したですって？　この、きんかんっ！　その減らず口を永遠に黙だまらせてやるんだから！」

　誰か助けてくれ、ここは本能寺じゃねえぞ住吉だぞ、と良晴が座ったまま失神寸前に追おい詰つめられていると。

「くすんくすん。皆みなさん、お静かに。信奈さまと良晴さんがここでよりを戻せば、またしても反織田勢力の勢いがよみがえる恐おそれがあります。許されぬ祝言をごり押しするためにやまと御ご所しよを簒さん奪だつしようとしているという嫌けん疑ぎを再びかけられてしまいます」

　知ち恵え者の竹中半兵衛が、信奈と光秀の間にすっと割って入り、切々と持論を述べはじめた。

　まだお子さまの黒田官兵衛は「相良良晴のどこがそんなにいいのか、よくわかんないや」と生あくびをしていて、この場を切きり抜ぬける知恵を出して黒官一流を証明する千せん載ざい一いち遇ぐうの機会をみすみす見逃していた。

「天岩戸開きの際に、国論は二分しました。信奈さまと良晴さんの道ならぬ恋こいを応おう援えんしたいという一派、これは女の子が主です。相良良晴死ね！　と血の涙なみだを流し二人の恋を邪じや魔ましてやる邪魔してやると騒さわぎ立てている一派、これは殿との方がたがほとんどです。とりわけ全国の地じ侍ざむらいや国人といった古い勢力は男ばかりで、もともと既き得とく権益を壊こわしてまわっている織田家を憎にくんでいますから、お二人がよりを戻せば火に油となります」

　本猫寺の一いつ揆き勢力が突とつ然ぜん弱体化したのは、あの天岩戸開きを見た女の子門徒たちの戦意が消えたからだったわね、と信奈がつぶやいた。

「門徒たちが一揆から抜けた上、良晴さんが織田家から消えたので彼らはおとなしくなっていました。ですが、こうして良晴さんが織田家に帰参した今、彼らは再び一揆をはじめて織田家に対たい抗こうするかどうか、固かた唾ずを飲のんで見守っていると言っても過言ではないです」

「……天下を盗とるためには武力だけでは不可能で、人心をつかまなければならない。わかってはいるけれど」

「で、ですから、天下布武を達成するまでの方便として、お芝しば居いでもかまいませんから、良晴さんに信奈さま以外のどなたかを娶めとらせておくのは、得策といえば得策かもしれません……いくら道理がとおらない恋とはいえ、信奈さまが天下を盗っちゃったら、なんとかできるんじゃないかとも思いますし……それまでの辛しん抱ぼうということで、その……むしろ急いでそうしないと、またあちこちで一揆が発生すると思います……そこを武たけ田ださまや上うえ杉すぎさまにつかれれば織田家滅めつ亡ぼうです……くすんくすん」

「半兵衛？　それじゃあ天下盗りのために、十兵衛に良晴をくれてやれっていうのっ？　わたしはどっちもあきらめないって言ってるでしょう？」

「あ、い、いえ、ひいいいい！　いぢめないでくださあい！　あああ明智さまだととうていお芝居になりませんし主従関係におそるべき禍か根こんを生みますから、ここはその、良晴さんの忠実な家臣であるわたしなどが人じん畜ちく無む害がいで適任かもしれないかと……その……えっと……すみません、なんでもないです……」

　最後のほうはほとんど消え入りそうな声で、誰にも聞こえなかった。

　信奈が無言で顔をしかめて（理屈は完かん璧ぺきだし反論できない。十兵衛が今いま更さら『先輩が好きです』だなんて言いださなければ半兵衛の策を採用できたのに……こうなってしまった以上、十兵衛と良晴にお芝居でも祝言をあげさせるわけにはいかないわ。だって、お芝居じゃ済まなくなっちゃう。どうすればいいの）と固まっていると。

　今までほぼ無言を貫つらぬいていた前田犬千代が、いきなり、すっ……と立ち上がった。

　おお。あの犬千代がすげえ雄お々おしい、こいつ口数は少ないけど重々しい発言を時々決めてくれるからな、今回はいったいどんな金言を口にしてくれるんだろう、と良晴は目をしばたたかせた。

　犬千代は、言い放った。

「……犬千代が、その役目、引き受けた。良晴の嫁よめになる」

　どーん。

　信奈が「また一人、手打ちにする家臣が増えたわ」とこめかみをひきつらせている。

「こらっ！　待て犬千代！　事態を混乱させてどうするっ！　なんでお前なんだっ子供は祝言あげられねーんだぞっ」

「……良晴、犬千代は子供ではない。ちっちゃいだけ。滝川一益とは違う」

　まあ犬なら男どもは誰も嫉しつ妬としねーだろうしいいんじゃないか？　と勝家がうなずき、長秀も「偽ぎ装そう祝言。六十点でしょうか。しかし今のところほかに策はありません」と渋しぶ々しぶ了りよう承しようした。

「失敬な。姫ひめは子供ではないのじゃ。そうじゃな、姫ほど愛らしいおなごであれば、のぶなちゃんからよっしーを略りやく奪だつしてしまったとしても無理はないの。天下万人みーんなが『滝川さまの魅み力りよくの前には信奈さまもかなわなかったか』と納得するであろうの。フッ……のぶなちゃんの頼たのみなら、聞いてやってもよいぞ」

「うーん、左さ近こんならば良晴を横取りされる心配はないけど、まだ子供だからダメね。そうだわ、レオンなら……ちょっと幼いけれど、もう婿をとってもかまわないお年とし頃ごろだし」

　びくううっ！　と、氏郷が哀あわれなほどに怯おびえて、柱の陰かげに隠かくれた。

「お、お姉さまの命令とはいえ、それだけはきけないわ。こ、この男と祝言をあげろと命じられたら、私はこの場で切腹して果てるわ！」

「レオン、あんたキリシタンでしょ？　キリシタンは自殺できないでしょ」

「こ、この場でういろうをのどにつまらせて果てるわ！」

　よほどイヤなのか、気位の高い氏郷ががたがた震ふるえながらボロ泣きしていた。

　無理そうだった。

「ええと。仮でもお芝居でも、祝言があげられるのでしたらこの九鬼嘉隆が！　いちどでいい！　噓うそでもなんでも、お嫁さん気分を味わってみたいんですうううう！」

　ただ一人、やたら乗り気になって血の叫さけびをあげている女海かい賊ぞくがいたが、みな彼女にはあえて触ふれないことにした。

「ふふん。さすがは天下の智者・竹中半兵衛どのです。ではこの十兵衛が天下布武達成のその日まで、お芝居で先輩の奥方をつとめるということで決まりですね！」

「ちょっと待ちなさい十兵衛！　あんた、この隙すきに赤ちゃんを産むという既き成せい事じ実じつを作れば勝ちだって思ってるでしょう！」

「はい、もちろんです！」

　零点です、と長秀がため息をついた。

「ばっ、バカじゃないの？　噓でもそんなことはしません、って言っておきなさいよ！　ったく、あんたはダメっ！　良晴がぜったいに浮気しない相手じゃないとダメっ！」

「ふふん。そんな相手なんていませんです。先せん輩ぱいはありとあらゆる女の子に手を出すですよ、信奈さま。先輩が手を出さない相手は、ねねどのぐらいですう」

「そ、それもそうね……うぐぐ。かくなる上は、勘十郎を女装させて」

「やあ。その手はいちど使っています、姉上。それにぼくにはお市と三人の娘むすめが」

「……はっ？　良晴に勘十郎をくれてやったら、底なしの色ボケ男のことだから男の子の魅力に目覚めるかもしれないわね。ダメダメ！　実の弟を打ち首にするのはイヤだわ！」

「おい信奈、落ち着け。お前、ちょっとおかしくなってるから」

「良晴、あんたのせいでしょっ！　ああもう。そうだわ！　良晴が手を出したくても、ぜーったいに手出しできない女の子が織田家にはいるじゃない！」

「はて。そんな生しよう涯がい処女確定な姫武将が当家にいましたっけ、姫さま？」

　勝家が、首をかしげた。

　その首の動きに連動して勝家の大きな胸がぷるんと揺ゆれるので、つい良晴は見入ってしまって、そして駆かけ寄よってきた勝家に無言で殴なぐられた。

「六りく。あんたよ。良晴を嫌きらい抜いている上に織田家最強の武力を誇ほこるあんたなら、良晴が夜よ這ばいをかけてきても撃げき退たいできるでしょ？　今までだって、六と万まん千ち代よは、良晴とあやしい仲にならなかったもの。でも万千代は良晴に迫せまられたらうっかり許してしまいそうな人のよさがあるからダメ。そうよ。良晴どころか男そのものを忌いみ嫌っている節がある六しか適任者はいないわ！」

「ちょ。信奈。待てよ！」

「ひいいいいっ？　姫さま、いっそ死ねとこの勝家に命じてくださいっ！」

「信奈さま、ひどいですう！　いくらなんでも勝家はねーですっ！　そりゃ、先輩と恋仲になどぜったいにならないやつですが、こいつらは不仲すぎですう！　こんな無茶ぶりな祝言をあげさせても、誰も信じないです！」

　くすんくすん。いくらなんでもこの組み合わせは唐とう突とつすぎていかにも猿さる芝しば居い臭くさすぎます、これでは誰も騙だませませんと半兵衛がべそをかきながら首をかしげた。

「そうだよ信奈。それに、小早川さんを傷つけるんじゃあ。小早川さんは記憶を取り戻して両家の板いた挟ばさみになってしまった俺を、こうして織田家に帰してくれたんだぜ？」

「わかったわよ。じゃあ、こうしましょう。播磨一国は、三木城開城の功績を評価して良晴に与あたえるわ。毛利との合戦も外交も、良晴に任せることにするわ。あんたが相手なら、毛利を滅ほろぼさずに屈くつ服ぷくさせられる可能性だって出てくるでしょう。それでいい？」

「お、おう。いいけど、勝家との祝言はさすがに。あのおっぱいは捨てがたいけどさ」

「ひいいいっ？　サルっ、お前はあたしに恨うらみでもあるのかっ？」

「むふー！　ひらめいた！　いっそ小早川隆景と相良良晴に祝言をあげさせればいいんじゃないかな。あっちも速そつ攻こうで承知しそうだし、戦わずして毛利家の広大な領国すべてが手に入るぞ！」

　官兵衛が得意満面で献けん策さくしたが、信奈は無言で官兵衛めがけて茶器を投げつけていた。

「なぜだっ。なぜシメオンの策が蹴けられて、半兵衛の策だけが採用されるんだあ！」

「むう……胸なんて、ただの飾かざり……」

　犬千代はむっとしながら、隣となりにちょこんと座っていた信澄の手からういろうを横取りしていた。

　勝家が「サルと祝言をあげるくらいならいっそここで死にますっ」と泣きながら白装束に着き替がえて切腹準備をはじめ、いよいよ事態が切せつ迫ぱくしてきたその時。




「おーっほっほっほ。どうやらまたしてもお困りのようですわね、信奈さん！」




　お飾り将軍・今いま川がわ義よし元もとが、豪ごう華か絢けん爛らんな十じゆう二に単ひとえを着込んで、大広間によちよちと入ってきた！




「今川義元？　なにしに来たのよ、あんた？　今日は呼んでないわよ？」

「信奈さん？　お飾り将軍にはお飾り将軍の使い道というものがありますわよ。わらわを生かしておいて正解でしたわね」

　義元は、なぜか得意満面。「天あつ晴ぱれ」と書かれた扇せん子すを広げながら、良晴を指さした。

「相良良晴、今よりお前をわらわの夫にしますわ！」

「えええええ？　俺っ？　なんでっ？」

「ちょっと！　どういうことよ、待ちなさいよ！」

「お・芝・居ですわ。柴田勝家と祝言をあげても、相良良晴の武将としての格はあがりませんもの。無む駄だ無む駄だ無む駄だですわ。でも、わらわの夫になれば──」

　その手がありましたね、と半兵衛が声をあげて膝ひざを叩たたいた。

「そのとおり。これで相良良晴はれっきとした将軍家の人間となりますの、いずれ天下布武の暁あかつきには信奈さんと祝言をあげられますわよ？　わらわはあくまでも武家の棟とう梁りよう。近衛このえ家の養子となって関白に就任するという方法とは異なり、やまと御ご所しよ簒さん奪だつの疑いもかかりませんわ」

「……良晴が？　あんたの？　旦だん那な様に？　無茶言わないでよ。あんた、噓でも武家の棟梁でしょ？　征せい夷い大たい将しよう軍ぐんでしょ？　良晴とは身分が違ちがいすぎ……」

「いいえ。わらわは将軍とはいえ名目だけで、天下人の信奈さんからは三段ほど格が落ちますもの。織田家に降参して生きながらえているお飾り将軍だと、みなが思っていますものね。まあ、実は有能で可か憐れんで高貴なわらわが陰かげで信奈さんを補ほ佐さして今日まで助けてあげてきたのですけれど、そこまでは庶しよ民みんにはわかりませんもの。しかも！　相良良晴は、わらわに仕官を申し出て拒きよ否ひされ、速攻で今川の陣じん中ちゆうから放りだされた男ですのよ？　信奈さんに仕官を申し出るよりも早くに。すなわち、わらわと相良良晴とはいちども主従関係になったことがありませんの！」

　あんたそんなことしてたの？　と信奈がすさまじい形相で良晴を睨にらみつけた。

「いの一番にわたしのもとにはせ参じたんじゃなかったの？　女の子なら誰だれでもよかったわけ？」

「違う！　織田家の当主は織田信のぶ長ながという男だと思い込んでいたんだ！　お前の存在そのものを知らなかったんだよ！」

「毛利家でも、小早川隆景とよろしくやっていたし……」

「信奈、落ち着け！」

「信奈さん？　身分は違えど、いちども主従になったことがない上に、わらわは世間的には織田家の降将。この祝言はぎりぎりで可能ですわ」

　義元はなぜか、目をらんらんと輝かがやかせている。

「義元ちゃん。いきなりどうしてそんな」

「お前には、桶おけ狭はざ間まで命を救ってもらった恩もありますしね。恩返しですわ、相良良晴。深く考えずに、わらわの求きゆう婚こんを受けなさい」

　ぺたっ、と義元に抱だきつかれてしまった良晴は、固まってしまった。

　信奈と光秀の視線が、鬼おにのそれになっているからだ。

「相良先輩。いったいどういうことですかこれは」

「……義元。あんた妙みように生き生きとしているけれど、もしかして良晴を」

「おーほほほほ。わらわが元気なのはいつものこと。信奈さん、あまり難しいことを考えていると老ふけますわよ？　さあ相良良晴、さっそく二人の婚こん約やくを喧けん伝でんするために京の都を練り歩きますわよ！　信奈さん、護衛の兵を手配してくださいな！」

「ちょ。義元ちゃん。誰か止めてくれ！」

「でもこれは妙みよう案あんかもなあ。いるのかいないのかわからないお飾り将軍であるからこそ、誰も思いつかなかった奇き策さくだよ」

「そうじゃの。相手がすでに今川家とともに滅びたお飾り将軍であれば、さほど無茶でもないし、今いま更さら誰だれも怒おこらぬじゃろうしの。しかも世間では、今川義元は馬に乗れないほどのおデブじゃと思い込まれておるしの。よっしーに嫉妬する男はおらぬ」

　偽にせ将軍を殺すですと叫んでいる光秀を押しとどめながら、官兵衛と一益が「うんうん」とうなずきあっている。

「……わたしは、なぜかすっごく腹が立つんだけど……良晴、義元。これはあくまでも天下布武までの芝しば居いよ。おかしなことになったら二人とも速攻で打ち首だからね！　わたしはいざとなれば第六天てん魔ま王おうになるわよ！」

　わかっているわかっている信奈、頼むからそんなおそろしい形相でにらまないでくれ、と良晴は震え上がった。




「やれやれ。相良氏うじの女難の相は、この国の運命をさゆうするほどになっておりまちゅる。これからいったいどうなるでごじゃるかな」

　いつの頃ころからか大広間の天てん井じよう裏うらにぶらさがっていた五右衛門が、かみながらため息をついた。







　巻ノ五　毘沙門天







「さあさあ相良さがら良よし晴はる。京のお菓か子しといえば、この八つ橋ですわ。あーん、なさい」

「よ、義よし元もとちゃん、人前でくっつきすぎ……」

「この祝言がお芝居ではないと京の人々に信じさせるためですわ。さあさあ、遠えん慮りよなく八つ橋を食べるのですわ」

「おおもう。どうしてこうなった。しかし遠慮していれば見物人たちにやはり芝居かと疑われる……ええい、ままよ」

「そうそう、その調子ですわよ、あ・な・た」

「げほげほげほ！」

　良晴と義元は、信のぶ奈ながつけた旗本衆が遠巻きに見守る中、京の都を練り歩いていた。

　今は、三さん軒げん目めの茶店で八つ橋をいただいている。

「あのお飾り将軍が」

「なして、相良はんと？」

「たまげたでえ」

「信奈はん、どういうつもりやろ」

「なんでも、相良はんは毛もう利り家で小こ早ばや川かわ隆たか景かげとねんごろな仲になっとったそうで」

「ははあ。敵将との浮うわ気きに切れて、お飾り将軍に払はらい下さげたってことやろか？」

「そやけどあれだけお熱かった二人が。意外やなあ」

「案外、芝居かもしれんで」

「そやな。やまと御所簒奪の噂うわさはまだ完全には消えてへんし」

「なにしろ天岩戸の喧伝効果は抜群やった。日ノ本一お美しい織お田だ信奈さまを身分違いの毒どく牙がにかけんとする相良良晴死ね！　と怒いかり狂くるっている野や郎ろうどもが、いまや全国におるさかいなあ」

「はたしてどないなるか、見守らせてもらいまひょ」

　京の町衆は、興きよう味み津しん々しん、茶店でいちゃついている二人をじーっと見物している。

　さすがに都の人たちは鋭するどいなあ、まつりごとで成り立っている町で暮らしているだけのことはある、もう疑われている、と良晴は気が気でない。

　二人の護衛を任されている明あけ智ち光みつ秀ひでが、「先せん輩ぱいはまたしても恋こい敵がたきを増やしやがったですね。もしかして十じゆう兵べ衛えに殺されたいですか」と刺さすような視線で遠くから良晴をにらんでいるのもわかるだけに、良晴はどうにも居づらい。

「しかし店を貸し切りにするならともかく、普ふ通つうに客として入るなんて。俺たちがやってきたと知しれ渡わたって、この店も人で溢あふれるほどじゃねーか。義元ちゃんって意外と剛ごう胆たんなんだな」

「喧伝のためですわ。それに、万が一のことがあっても相良良晴、お前がわらわを守ってくれるのでしょう？」

「ずいぶんと信しん頼らいされてたんだなあ」

「それはもう。お前はわらわが認めてやった、天下一の男ですもの。お、桶おけ狭はざ間まで柴しば田た勝かつ家いえに首をとられかけたわらわを身を挺ていしてかばってくれた恩は生しよう涯がい忘れませんことよ？」

「おかげで勝家には生涯恨うらまれることになったが、考えるより先に身体からだが動いてただけだよ。別に恩に着せようと思ったわけじゃないよ」

「ふふ。そこがお前らしいのですわ。お前の仕官の申し出を蹴った時から、今川家が織田家に敗れることは決まっていたのですわよ。しかし、相良良晴に関してはわらわの勝ちのようですわね。負けるが勝ち、とはよく言ったものですわ」

「よ、義元ちゃん？　ど、どういうこと？」

「深く考えない考えない。次はお前が、わらわに八つ橋を食べさせなさい。あーん」

「十兵衛ちゃんの視線が……」

　いわゆる本ほん能のう寺じゲージがＭＡＸになったらどうするんだよ、と良晴は心で泣いている。

「遠慮なさらず。天下布武のためですわよ？　ほら。あーん、あーん」

「……しょうがねえな……」

　人でごったがえす茶店の片かた隅すみで、良晴は義元に八つ橋を餌え付づけさせられていた。

　店内には、京の町衆だけでなく、堺さかいから来たとおぼしき南なん蛮ばん商人や明みん国人なども大勢訪れていた。

　そんな中、一人きりで静かに琵び琶わを鳴らしている、清せい楚そな姫ひめ武将がいた。

「……琵琶だ」

　銀色の長い髪かみ、真っ赤な瞳ひとみ、雪のように純白の肌はだ。

　日ノ本の者には見えないが、南蛮人とも違う。まるで物語の世界から飛びだしてきたかのような美しい、しかし幻げん想そう的な異相の少女だった。

（あの子は？）

　織田家の姫武将ではない。

　はじめて見る顔だ。

　まさに、異相だった。

　真紅の瞳を除いて、全身が兎うさぎのように白い。

　人ではないかのように、神々しかった。

　その表情はどこまでも静かで、どこかさびしげでもあった。

　少女がかき鳴らす悲しげな琵琶の音色に、良晴は妙に心を打たれた。

（もしかして武将じゃないのか？　いや、この星の人間とも思えない。まるで、彼方かなたの星から地球に落ちてきたかのような……まさかな）

　義元と良晴を見物するために店内に押し入っていた人々も、いつか、近づきがたい異相の少女が鳴らす琵琶の音に、心を奪うばわれていた。

　奪われていないのは、八つ橋に夢中になっている今川義元くらいであった。

　いつしか良晴は、琵琶を抱かかえた少女の隣となりへと、座っていた。

「まるで、戦で死んだ人々を追つい悼とうしているかのような悲しい音色だな」

　少女は、そっとほほえんでいた。

　この世の人間ではないような、透すき通とおった笑顔だった。

「そう。死者の魂たましいを、送っているの」

「ああ。木き津づ川がわ口ぐちの再戦では多くの兵が散った。沈しずんだ船から海中へ逃にげた海かい賊ぞくたちを織田軍は可能な限り救出したが、それでも一人の死者も出さずに戦を終わらせることはできなかった」

「この先、もっと大勢の人が死ぬの。それが戦国の世の定め」

「きみは、どうして琵琶を？」

「琵琶を弾ひいていると、勇気がたまるから」

「勇気？」

「戦場へ赴おもむくには、勇気が必要だから」

　この少女もやはり姫武将なのだ、と良晴は悟さとった。

　赤い瞳の奥に、怯おびえがあった。

「わたしは臆おく病びようだから。戦場へ向かう定めが怖こわくなると、いつも毘び沙しや門もん堂どうに閉じこもって、こうして琵琶を弾くの。戦で散った人たちの魂を送るために。そして、自分の宿命を思いだすの」

「宿命……姫武将としての？　戦場で戦うことが、きみの宿命？」

「もっと重い宿命。わたしの父は、悪逆非道の男だった。権力を手に入れるために、主君や領民を次々と殺した。わたしはそんな父の因業を背負って、天からこの地上に落とされてきたの」

「天から、地上に……」

　その言葉が、奇き異いなものに感じられないほどに、少女はこの世の人とは思えない美しい異相の持ち主だった。

　全身の色素がない。

　まるでほんとうに天界から落とされてきた人のようだ、と良晴は思った。

「この乱れきった地上で、失われた正義を実現するために戦い、そして正義のために散っていく。戦いに生き、戦いに死す。殿との方がたとの恋こいも、できない。誰だれかに心を奪われれば、その時、わたしは死ぬの。それが、罪を犯した父に代わってわたしに課せられた宿命なの」

「……まさか、きみは」

「自分の父親を追放して家か督とくを奪った武たけ田だ信しん玄げんを、わたしはぜったいに許さないと誓ちかった。でも今は、恋も天下もどちらも手に入れてみせると万民の前で誓った織田信奈が、わたしの最大にして最後の仇きゆう敵てきなの。そのふたつの道は、両立できない。人の道と神の道は、決して同時には歩めない。正義は、自らのすべてを捧ささげた者にしか行えない。生涯不ふ犯ぼんを貫つらぬかなければ、公正無私な正義を全うすることなどできない。織田信奈は、間ま違ちがっている。あまりにも私し欲よくが深すぎる。権力欲に憑つかれた武田信玄よりもはるかに許せない。まるで、わたしの生き方のすべてを否定されているようで。どうしても、許せないの」

「そうか。きみは──きみの、正体は」

　少女は、琵琶をかき鳴らしながら、歌った。




　鞭べん声せい粛しゆく粛しゆく、夜河を過わたる

　暁あかつきに見る、千兵の大たい牙がを擁ようするを

　遺い恨こん十年、一いつ剣けんを磨みがき

　流星光底、長ちよう蛇だを逸いつす




「こんどはもう、川かわ中なか島じまの時のように長蛇を逸することはない。なぜならば、わたしはこの戦で死ぬと決まっているから。もう、なにも怖くはない。わたしは来きたるべき戦で、第六天てん魔ま王おうを──織田信奈を連れて、天に還かえる」




　南なん蛮ばん帽ぼう子しをかぶった信奈が、人でごったがえしている店内に飛び込んでくるのが見えた。

　血相を変えていた。

「十兵衛！　あいつよ！　あいつが、越えち後ごの上うえ杉すぎ謙けん信しんよ！　討ち取って！」

「は、はいです！　鉄てつ砲ぽう隊、一いつ斉せい射しや撃げき！」

　上杉謙信は、立ち上がると同時に、跳とんでいた。

　白馬へと向かって。

　無数の銃じゆう弾だんが、謙信の白い身体めがけて、放たれた。

　謙信の細い身体は、宙を優ゆう雅がに舞まいながら、その銃弾のことごとくを避よけた。

　いや、避けたのではない。

　降り注ぐ銃弾の中に、謙信は、おのが身をさらしていた。

　それなのに、一発も当たらない。

　まるで、銃弾のほうが、謙信の身体に当たることを恐おそれて避けているかのように見えた。

　これが謙信の勇気、と良晴は思わずつぶやいていた。

　川中島でただ一騎き、本ほん陣じんに構えていた武田信玄へ突とつ撃げきして斬きりかかった時も、謙信はかすり傷ひとつ負わなかったという。




「無む駄だだ。毘び沙しや門もん天てんには、弓矢も種たね子が島しまも決して当たらない」




　馬にまたがった謙信の表情が、一変していた。

　清楚で柔にゆう和わな少女の顔から、神がかりの姫武将の顔に。

　悪を滅ほろぼすために天より遣つかわされた、毘沙門天の表情に。

　信奈も光秀も、毘沙門天の赤い瞳ににらまれて、たちどころに身動きができなくなった。

　馬を走らせながら、謙信は、言い放っていた。

「織田信奈、今日は宣戦布告に来た。『甲こう相そう越えつ一いち和わ』──越後の上杉謙信、甲か斐いの武田信玄、小田原の北ほう条じよう氏うじ康やす、ながらく関東を巡めぐって対立してきた三者の軍事同盟が成立した。目的はただひとつ。天下の覇は者しや・織田信奈を討ち果たすこと。仇敵であったわたしと武田信玄は手を組み、これより同時に上じよう洛らく戦を開始する。その間、関東を狙ねらう伊だ達て政まさ宗むねは、北条氏康が単独で食い止める」

「なんですって？　武田信玄と、同盟？　まさかっ？」

「次は越後兵を率いてくる。戦場で会おう──そしてともに、天に還ろう」

　謙信は、いや毘沙門天は、その神がかった闘気で人混みを真っ二つに割りながら、風のように駆かけていった。




「わたしは毘沙門堂で、夢を観た。この国の未来を観た。お前の天下布武はならず、わが覇は業ぎようもならない。人間十九年、一いつ炊すいの夢ゆめ、一いち期ごの栄えい華が。毘沙門天と第六天魔王は、ともに、天に還るのだ。それが、われらの宿命」




　良晴、ほんとうなの？　良晴が知っている未来は──。

　謙信が駆け抜ぬけていき、ようやく口を開くことができた信奈は、良晴の腕うでにすがりついていた。

　良晴は、言葉を失っていた。

　あの上杉謙信ならば、夢の中で未来を観ることも、ほんとうに可能かもしれない、と信じそうになっていた。

「どうしてあの距きよ離りから、一発も当たらないですか？　ありえないです！」

　光秀の身体からだの震ふるえが、止まらなくなっていた。

「どうやって倒たおすですか、あの神がかりを？　まさかほんとうに武田信玄と同盟しやがったですか？」

「そのようね、十兵衛。天岩戸を開いたばかりに、竜りゆう虎こをそろって敵に回したようね。謙信はわたしが神の力を手に入れながらなおも人として生きようとしたことに憤いきどおり、そして武田信玄はただ、わたしを最強の敵と認めて──ありえないはずの同盟が、奇き跡せき的に成立したんだわ」

「でも、いったい誰が橋はし渡わたし役やくを……上杉と武田は信濃しなの川中島を巡る仇敵。上杉と北条もまた関東の覇は権けんを争う仇敵。この三者による同盟なんて、不可能です！」

「わからない。でもきっと、この絵を描かいた張本人は、足あし利かが義よし昭あきだわ。まだ子供だと思っていたけれど、足利将軍家に生まれ育っただけのことはある。血筋と権けん威いを持たないわたしにとって、足利将軍家こそが最強最後の敵かもしれない」

「信奈さま……！」

　俺が未来から来た人間ならば、上杉謙信はほんとうに天から地へとおりてきた姫神なのかもしれない、と良晴は思った。

「……あの子が、越後の竜、上杉謙信……毘沙門天の化身」










　瀬せ戸と内うちの海には、大小無数の島々が浮うかんでいて、そのために古来海賊業が発達していた。

　木津川口で織田の鉄てつ甲こう船団に敗れた村むら上かみ水軍は、船の半数近くを失いつつも、かろうじて離り脱だつすることに成功していた。

　播磨戦線を放ほう棄きした驍ぎよう将しよう・宇う喜き多た直なお家いえが自らの船団を率いていちはやく救きゆう援えんに駆けつけたことが、村上水軍と小早川・吉きつ川かわの毛利両川姉妹を、あやういところで死地から脱だつ出しゆつさせたのだ。

　その宇喜多直家は、船上で「すまねえ隆たか元もと。お嬢じようを勝たせてやれなかった」と吠ほえている村むら上かみ武たけ吉よしの隣に、だらしなく寝ねそべっている。

「さてと。毛利には存分に恩を売った。毛利と織田に挟はさまれたしがない地方大名のオレさまとしては、ここからが生きのびられるかどうかの正念場だ。これからどうするかな」

「おい待て。てめえ、今いま更さらお嬢たちを裏切るつもりか？」

「オレさまは宇喜多直家だぜ？　常に強い者の味方、強きを助け弱きをくじく。ただ勝ちそうなほうにつくだけよ。さて今の織田は、足利将軍ちゃんのお手紙攻こう勢せいを食らって武田、上杉、毛利に東西から大包囲され、こんどこそ滅めつ亡ぼうの危機だ。京ってのは日ノ本の中心にあるからな、東からも西からも敵が攻せめてくる。守るには不利だ。さりとて攻勢に出る余よ裕ゆうもない」

「抜かせ」

「つまりは当分毛利についておくのが得策だろうさ。ただ、相良のガキを失った小早川隆景の心が折れていなければいいんだがな。まるで兄貴といるかのように相良にべったりだったろう」

「違ちがうな。お嬢は、記き憶おくを取とり戻もどした相良良晴を自らの意志で織田家へ帰すことで、やっと兄離ばなれしたんだ。隆元を失った心の痛手から、回復したんだぜ。強くなることはあっても、折れたりはしねえ」

「切ないねえ。相良のガキはオレ以上の姫ひめ武将殺しだぜ。織田信奈とよりを戻すのかと思いきや、こんどは偽にせ将軍の今川義元と祝言をあげると言うしな」

「なんだと。そりゃほんとうかよ？」

「ま、政略だろうがね。天岩戸で天下万民にその美び貌ぼうを見せちまった織田信奈はあくまでも乙おと女めでなくちゃなあ、日ノ本の男どもが納得しない。所帯を持たない男の間で今、織田信奈観音像、なんてものが売れているらしいからな」

「ほう。最近の男どもの軟なん弱じやくぶりは嘆なげかわしいが、ご利り益やくありそうだぜ。俺も一体ほしいもんだ」

「今川義元に、明智光秀。あのへんをつつけば、一枚岩の結束を誇ほこる織田家に内ない紛ふんを起こせそうだ。村上の。硬こう派はなあんたにゃわからねえだろうが、姫武将が男に夢中になりはじめたら、そこが付け目よ」

「あの小こ僧ぞうには、せめて織田信奈と添そい遂とげてもらわねえと。小早川のお嬢がかわいそうじゃねえかよ」

「逆に考えるんだな村上の。あの二人のほんものの祝言まで、まだ猶ゆう予よはある、と。それまでに毛利が上洛しちまえばいいのさ。もっともオレさまは、上洛戦の露つゆ払はらい役になるのはごめんだがね」

　はあ。相良良晴がまさか今川義元と。こんな話、お嬢には聞かせられねえな、と武吉が無骨な手のひらで顔を覆おおった。

「ああそうだ村上の。船ふな牢ろうに入れたきり忘れていたぜ。山中鹿之助は無事に織田へ帰ったのか？」

「『まさかこんな。記憶を取り戻した殿とのに放置されるだなんて夢にも思っていませんでした！』と牢の中で悶もん絶ぜつしていたが、三木城の城兵と交こう換かんで織田家に帰すことになったと伝えると、『なあんだ、忘れられていなかったんですね』とつぶやいて案外おとなしく帰ったさ。ありゃ、最後までヘンなやつだったな。べっぴんだが、あんな奇き矯きような性格で婿むこが取れるのかねえ」

「あれで、戦になると異様に強い。一流どころの姫武将ってのは、戦場で死を覚かく悟ごすると下手な野や郎ろう武者よりもはるかに手て強ごわくなるのさ。相手はしたくねえな」

　幼い一ひと人り娘むすめの秀ひで家いえを託たくすべき相手は誰だれか、宇喜多直家はなおも考えに考えていた。




　沈しずめられた旗き艦かんに代わり、小早川隆景と吉川元もと春はるの毛利両川姉妹は、宇喜多が準備した新たな旗艦に乗っていた。

　二人を激げき励れいするために宇喜多についてきた足利義昭が、「わらわが進めてきた起死回生の策・甲相越一和が成功したのじゃ！　上杉と武田に後れを取るな、急ぎ上洛せよ！　京に一番乗りした者が管領じゃぞ！」とけんめいにはしゃいでいる。

「越後の上杉は能の登と・越えち前ぜん・近おう江みを、甲か斐いの武田は三み河かわ・遠江とおとうみ・美み濃のを抜かねばならぬ。播磨の拠きよ点てんを失ったとはいえ、まだまだ毛利がいちばん京に近いのじゃ。海戦に敗れ、大坂湾わんの制海権を失い、本猫寺も織田にくだったが、陸の毛利軍は無傷のままじゃぞ」

「そうじゃ隆景。相良良晴は、織田家に帰参するなり今川義元と祝言をあげると言いだした。気にせずぶち倒すんじゃ。自分が、しごうしたる」

　日の丸鉢はち巻まきを再び頭に巻いた吉川元春も、鋭えい気きりんりんだった。

　ただ一人、小早川隆景だけが、顔をそむけて瀬戸内の海を眺ながめている。

「将軍さま。姉者。織田家は強い。私は、敗れた」

「偶ぐう然ぜんが重なったんじゃ、隆景。織田家の姫武将たちは、バラバラに動いちょった！　明智光秀は勝手に持ち場を離はなれて暴走し、竹中半兵衛は黒田官兵衛や織田信奈に無断で鉄甲船団に輪形陣じんを組ませたんじゃ。その点、こちらは最後まで統制が取れとったけえ。運が悪かっただけじゃ」

「違うのだ姉者。織田家の者たちは一見好き勝手に動いているように見えるが、実は、同じ志を共有している。私し利り私し欲よくで暴走しているのではないのだ。向かうべき未来が同じだからこそ、個々が一時独断専行してもそれが最後には織田家に勝利をもたらす。力量ある武将たちがここいちばんで自ら戦局を判断して臨機応変に動いてくれば、それだけ不確定要素が増える。いくら私といえども、読み切れない」

「こっちにも宇喜多直家という不確定要素がおったけえ。それで間かん一いつ髪ぱつ助かったんじゃ」

「あれは不確定すぎる。そもそもあの男は毛利の未来のために動いているのではない……織田家包ほう囲い網もうは、一枚岩ではない。雑さい賀か孫まご市いちが単独で堺さか攻いぜめを行ったのを見ても明らかだが、武田上杉毛利がひとつの目的へ向かって手をたずさえて突つき進すすむのは難しい。それぞれがそれぞれの思おも惑わくで動くのだから」

　隆景は、「今回の合戦は、織田家の相良良晴と、毛利家の相良良晴との戦いだった」と合戦を総そう括かつした。

「どちらも同じ相良良晴だった。ただ、織田家で相良良晴が過ごした時間のほうが、長かった。悔くやしいが、その差が出た」

「……隆景」

「来きたるべき天下の形を思い描くことができない私は時代の傍ぼう観かん者にすぎないのに、織田家での記憶を失ってまっさらになっていた相良良晴と出会って欲よくが出てしまったらしい。良晴は、兄に、似ていたのだ。だが、いつか私にとって兄以上の存在になっていた。やはり、毛利は天下を望まずという父上の遺言を私は守るべきだったのだろうか」

「相良良晴は、隆景。お前の、夢じゃったんか」

　この現うつ世しよのなにもかもがうたかたの夢なのだ姉者、と隆景はつぶやいていた。

「……人生は、夢の間なれば」

　再び妹は隠いん者じやに戻ろうとしちょる、と元春は気づいたらしい。

　相良良晴とともに同じ時間を過ごしていた時の妹と、違ってしまっている。

　それはならん、と声をあげていた。

「隆景。いつか必ず消え果てる夢だからこそ、おのが手につかみ取らねばならん！　現世を生きるちゅうことは、そういうことじゃけぇ！」

「姉者」

「この吉川元春が先頭に立つ。海路を閉ざされたなら、陸路より上じよう洛らくすればええ。京に上り、相良良晴を奪だつ回かいするんじゃ！」

「相良良晴を織田信奈から奪うばおうとしたのは私だ、姉者」

「違う、隆景。毛利家に仕え、お前を守ると誓ちかったあの相良良晴もまた、未来から来たばかりのほんものの相良良晴じゃった。まがい物ではなかったけえ！　相良良晴にそれほど惚ほれたのならば、あいつを失った悲しみに涙なみだが止まらなくなるほど惚れたのならば、お前のすべてを賭かけて惜おしみなく奪うんじゃ！」
















　この姉は、どこまでも一本気でどこまでも妹思いだ、もう海戦に敗れたことなど忘れている、困った姉者だ、と隆景は苦笑したくなった。

　この足利義昭も応おう援えんするぞ、相良良晴はわらわの忠実な家来であり、われらの仲間じゃからな、あやつは実によき男であるぞ、と元春の隣となりでこども将軍が胸を張っている。

「わ、私は泣いてなどいない。姉者の粗そ忽こつ者ものっぷりに困って、笑っているだけだ」

「相良良晴を海に突き落とした時から、ずっとずっとずっとずっと泣き続けておろうが！　おどれはそうだからいかん！　おどれは記憶を取り戻した相良良晴を織田家へと帰す勇気を得たんじゃ、もう一度自分の手に取り返す勇気だって出せるはずじゃ！　泣け、泣け！　声をあげて泣け！　もうひとりぼっちで生きるのはイヤじゃと、時代の傍観者などもうごめんじゃ、相良良晴を取り戻したいと、素直に泣いて叫さけべ！　そうすれば、この姉が手助けしてやるけえ！」

「う、うるさい、黙だまれ！」

　おお。やっと隆景が笑ったのじゃ、とこども将軍が歓かん声せいをあげていた。

　瀬戸内の海は、光ひかり輝かがやいていた。

　隆景の背後で、ゼゴンドウが、水しぶきをあげながら飛とび跳はねていた。
















　あとがき




『姫ひめ狐ぎつねの召使いサーバント』最終巻からは二ヶ月ぶりです。春日かすがです。

『織お田だ信のぶ奈なの野望』としては一年一ヶ月ぶりの新刊になります。

『織田信奈の野望　全国版』の十一巻ということになりましたが、この巻は『織田信奈の野望』の十巻の直接の続編です。

　織田信のぶ長ながではなく織田信奈という名の姫ひめ武将が天下布武を目指す戦国時代に、現代日本の高校生・相良さがら良よし晴はるがなぜか召しよう喚かんされてしまい、織田信奈を主君と仰あおいで尽つくし続ける。二人は次し第だいに、身分違ちがいの禁断の恋こいに──というあらすじの戦国ラブコメディ『織田信奈の野望』は、この十一巻から「全国版」というサブタイトルを加えて、ファンタジア文庫さんから刊行されることになりました。

　続きを一年もお待たせしてしまった読者の皆みな様さま、イラスト担当のみやま零ぜろさん、担当編集者さんをはじめとする関係者の方々にお詫わび申し上げます。

　わざわざ移い籍せきしたからには、この作品を完結させられるようがんばります。

　本編はファンタジア文庫に移籍しましたが、月刊コンプエース（角川書店）のコミカライズ版はそのまま連れん載さいが続きます。

　また、ドラゴンマガジン二〇一四年五月号より竹たけ中なか半はん兵べ衛えがヒロインの短編シリーズ『織田信奈の野望外伝～竹中半兵衛は祓はらわない』が、富士見書しよ房ぼう公式ホームページで二〇一四年六月から始まる無料の小説サイト「ファンタジアＢｅｙｏｎｄビヨンド」では武たけ田だ信しん玄げんと上うえ杉すぎ謙けん信しんがＷ主人公をつとめるスピンオフ小説『天と地と姫と（仮）』が連載開始されます。

　武田信玄と上杉謙信の川かわ中なか島じまを巡めぐる物語は何年も前から構想していたもので、「信奈」本編では描えがくことができないので、別の形でどうしても書きたかった作品です。Ｗｅｂ媒ばい体たいなのでページ数を考えずに書けるという初体験のスタイル。文庫とはまた違った書き方ができるので、ああでもないこうでもないと試し行こう錯さく誤ごしながら楽しんでいます。




　一年も空いてしまったので、十巻のあらすじを振ふり返ります。

　かなりネタバレなので、十巻を未読の方は読み飛ばしてください。

　十巻では、大おお坂さか本ほん猫びよう寺じで当主けんにょの妹・きょうにょが姉を追放して本猫寺の実権を奪うばい、織田家との合戦を再開しました。

　日ノ本最強の鉄てつ砲ぽう傭よう兵へい部隊・雑さい賀か衆を率いる雑賀孫まご市いちも、不本意ながら本猫寺との仲ゆえに断り切れず、参戦します。

　足あし利かが幕府復興を目指すこども将軍足利義よし昭あきを奉ほうじている中国の毛もう利り家も、瀬せ戸と内うちの海かい賊ぞく衆・村むら上かみ水軍とともに海路から本猫寺へ兵士と兵ひよう糧ろうの輸送を開始。

　これに対して、信奈は自ら陸戦に挑いどむ一方、海戦を伊い勢せ神じん宮ぐうの巫み女こ武将・滝たき川がわ一かず益ますとその子分である九く鬼き水軍に委ゆだね、陸海の双そう方ほうで反織田家連合軍と対たい峙じします。

　しかし村上水軍は日ノ本最強の海賊衆。双方の海軍力には大きな差があり、しかも毛利家の智将・小こ早ばや川かわ隆たか景かげに動きを読まれた九鬼水軍は苦戦。

　陸では、信奈と孫市が互たがいの鉄てつ砲ぽう隊を投入して銃じゆう撃げき戦せんとなりますが、大鉄砲・八や咫た烏がらすで敵将を狙ねらい撃うちするという戦術で孫市が圧あつ倒とうします。

　織田軍は、これまでに経験したことのない大敗北を喫きつします。

　四方を敵に包囲された戦場で、信奈と良晴はついに追おい詰つめられ──。




　十一巻は、この十巻のラストシーンの直後からはじまります。

　十巻と十一巻は、前後編です。十一巻のプロット自体は十巻の原げん稿こうを推すい敲こうしている段階で完成していたのですが、なにぶん出版までに時間が空いてしまったので、できましたら十巻を再読していただけるとすんなりと入っていけるかなと思います。

　前巻で三種の神器を前にした相良良晴は「現代へ帰るか、それとも戦国時代にとどまるか」という選せん択たくを迫せまられますが、この巻では良晴はまったく別の形で究極の選択をしなければなりません。

『織田信奈の野望』は、なぜか、良晴が常に選択を迫られる話です。

　なにかを手に入れるためにはなにかをあきらめねばならない、誰だれかを救うためには誰かを捨てなければならない。

　最初からそう意図して書いていたわけではないのですが、五ご右衛え門もんが良晴に「すべての実を拾うことはできない」という台詞せりふを伝えて以来、結果的にそういう物語になりました。

　これまで良晴は選択することにあらがい、なにも捨てない、ことに人の命を選せん択たく肢しに入れて救う人と捨てる人とを切り分けたりしない、とひたすらに戦国の姫武将たちの運命と戦い続けてきたわけですが、この巻ではその良晴をもってしても断腸の思いでどちらかを選択せざるを得ない状じよう況きようが訪れます。

　良晴はその時、どう行動するのか──ここまでくるともはや良晴個人の想おもいだけではなく、良晴自身の過去の行動、良晴とともに支え合ってきた仲間たち、そういったさまざまな要因が怒ど濤とうのように良晴を突つき動かして次なる運命へと導いていくのかもしれません。

　そんなわけで従来とは少し違った展開もありますが、『織田信奈の野望』を貫つらぬくテーマとキャラクターはなにも変わっていませんので、ご安心ください。

　それでは、戦国ラブコメディ『織田信奈の野望』、第二幕・全国版のはじまりです。
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